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会 員 演 説

1疫 学 及 統 計

1・ 牛 の結核 についての二,三 の所見

家畜衛生試験場 田 嶋 嘉 雄

柴 田 重 孝 ・屋 部 憲 清

予防街生研究所 遠 藤 元 溝

淺 川 豊

東大農学部 山 本 脩 太 郎

農林省衛生誤 蒲 地 五 四 郎 ,

過去1ケ 年聞にツベルクリン皮内反懸陽性牛50

頭を剖検 し、細菌学的｡病 理学的検索を行 うと共

に・ これらの検索結果 と生前に試みたツ反慮及び

補体結合反鷹 との比較検討を行つたが、その結果

を要約すると次のようである｡

1・50頭 の供試牛に於て34例 から結核菌を分

離した｡こ の34例 中1例 には明瞭に病変 が み

られ孝が・残る33例 に於いては肉眼的に全く変

欺が認められなかつた｡

2・ 供試牛のOt部 につbて ツ皮内反慮k熱 反鷹

及び補体結合反懸を比較 したが、これらの反磨出

現は個体によつては必すしも平行せす、又 これら

反慮の強さと病変の程度も必すしも一致しない｡

3・ ツ皮内反懸を時間的に観察すると接種後24

時間以内に浮腫を特徴 とする第1次 の腫脹がみら

れ、次に48～72時 間に硬結を伴つた第2攻 の腫

脹が認められた｡な お同一個体について反復反慮

検索を長期に亘 り試みた例についてみるのに、反

鷹は常に同一程度を持続するものではなくく時に
'は陰性に近V ・微弱な反磨 に韓 化 する場合もあつ

た｡

4・50頭 中16例 はツ反鷹陽性にもかかわらす

肉眼的病変なく菌検索 も陰性の所謂無病寵反懸牛

であつた◎
舞

(な お病理組織学的検索並びに分離菌株の菌型決

定に関する実験は目下続行中であり、詳細は次の

機会にゆする)

2・ 結核療養統計のための簡略

なる患者調査票 による二,

三の報告

國立療養所大日向荘

大 島 登 輝 夫

この 結 核 調 査 丁｡B.K.は 「既 往 症 並 びva-・般

歌 態 」A・Kと 「現 在 症 」S.Kの2部 よ り な

る｡

1)A・Kは これを6項 に分け各項は3目 よbS

なる｡(1)ア レルギーA:の ツ反磨b)現 在症｡s

c)未 定、(2)体 質B:の 体格(健 康時)b)既

往症(3)素 質D;a)同 鞄中の結核者数b)同

結核死数及び治癒者数(騒 数)(4)衛 生H:a)

生活歌態、b)趣 味嗜寿(5)心 理P:a)性 格

b)責 任c)免 疫:a)年 齢b)発 病経年｡

以上軍に記載に止 らす各 目を乗することにより

各項 を数値化(O・VIO)す ることもできる｡

II[)S・Kは6主 要標識(熱F、 体重G、 赤沈

R、喀疫S、肺活量V、x線 像X)浸 とり、これ を

1～9階 級に分類記載 し各々に副標識(脈 、身長、

血清蛋白量、結核菌、血圧)を 符号 ぐ.一一)を以

て附記する｡そ の大要は昭和23年7月 「結核」

誌上に発表したが今回は薪たに肺活量を加えた｡"

なおXKの(1)補 正は1ケ のみ とし5,7型 及び

両側室洞に限つた｡食 慾不振(F)下 痢(G)貧

血 ぐR)咳(S)不 眠(V)ラ ツセル(X)は 各

(り 中の標識数字上に(十)記 号 をつけて、表示

する｡

以上A・KとS・K合 せて12項24ケ の数字

と簡輩なる符号とにより約40目 の記載が可能で

あるが これに合併症(C)と 医療(逝)の2項 を

付記する◎更に之等の数字を2ヶ の6角 形の頂点

に配置・図形化することにより記 憶 と理 解 を助

け、且つX線 像の略図を6角 形内に写す ことがで

きる｡
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コむ

例 臨 ムK融鋸 静K幽 諄
=42D×45,7163.45

!LB・Kは 記 載 簡 明、 集 計 に至 便 で あ るがS.K

よ り病症 数 値K(各 項 の 算 術平 均)を 算 出 してそ

の 病 症 、予 後 、韓 帰 判 定 上 の有 力 な 参考 とな し、

又 多 数 患 者 の平 均K(K)は これ を統 計 的 に取 扱 う

こ とが で き る｡

大 日向荘 、昭 和24年1月 以 後 退蕪 、死 亡患 者 統

計 、全 治 及 略 治(26名)入 院 時K｡=3.1±1.0退

院 時KF2｡1±O.2軽 快x=1.0好 轄 停 止(8名)

λ一3.8±12κ=O.8姫 韓進 行(34名)R二4.9±

O・55x=O.6不 変停 止(8名)R二2.5±O.64n=O.3

不 変 進 行(8名)λ=5.9± α8κF-0.4増 悪(6名)

R=4.3±14κ=-O.5死 亡く70名、λ=6.7±1.3n=

-0 ・6前 記 中成 形手 術(17名)λ 一4.3±1.2n=1.3

人 工 氣 胸(24名)λ 一43±1.98x=O.4
ミ

&療 養所て得 られた結核患者

の療養統計(第二報)

療養統計 よ リ得た肺結核の

現症群の解析(その二)

(函立療養所北海道第一)青 一山 亮

(宮 城)小 林 六 郎

(秋 田)赤 坂 定 康

(大日向)大 島 登 輝 夫

(千 葉)若 山 晃

(東 京)沼 田 至

(清 瀬)牧 野 進
〆

(中 野)小 林 吉 人

(紳奈川)猿 田 高

(浩風園)森 出 清 一

(岐 阜)阿 部 秀 夫

(春護園)蔀 男

｡(徳 島)聯 山 南 海 男

(佐 賀)松 永 常 一

く國立療養所課)尾 村 偉 久

(國立療養所課)吉 田 壽 三 郎

(松 本)村 山 佐 太 郎

(京 都)菅 野 準

(廣・島)沢 崎 博 次

(高 松)竹 内 正 義

(再 春)小 清 水 忠 夫

療養統計の第3段 階として、19ケ 所の國立療

養所におV・て24年3月1日 在所中の肺結核患者

約3500名 を任意に抽出して、3月 と9月 の断面

にて調査 した｡そ の結果 として在所患者1955名

の男(1455名)・ 女(500名)別 、軽 ・中 ・重別

結果表204表 を作製した｡こ の資料 を使用 して國

立療養所の療養統計が日本の病勢 を解析する上に

役立つか否かを検討した｡こ の目的に叶う比較す

べき文献を求めたが適当なものが見当らす、僅か

に第18回 日本結核病学会における今村教授の宿

題報告の中の活動性結核患者に関する部分を私達

の資料 と比較し得たのみである｡重 症者を除いた

集團の示す症候群が今村教授のそれによく一致す

るものがあっ晃｡又 今目の結核の疫学的逓念とも

よく一致 した｡こ れ らの事笑は國立療養所の療養

統計を通じ日本の結核病勢を窺いうる希望を與え

るものである｡

次に私達は3月 と9月 との各対懸症候群間に統

計的有意の差を認めることが出來なかつた｡た だ

外科的処置を加えたことによるレ線所見上差があ

つたのみである｡印 ち、集團全体は見掛上時聞的

に安定 してV・る｡兎 に角結核患者集團の病勢変化

は緩慢であるとの從來の常識 を統計学的に裏打ち

したと言えよう｡

又 この度は結果表の分類区分につ き、殊に体温｡

脈搏 ・レ線などを研究的に取扱つた｡因 にレ線所

見の記載方法として・肺野 を左 ・右にわけ害・中・

下に分け6区 分とした｡明 らかな室洞像 とその疑

いある像は区別した｡人 工氣胸施行像及びその他

外科的侵襲豫、を記載 し、これ ら外科的処置像によ

つても消えなV・室洞像その他は記載 した｡肺 影嫁

を均等性 ・非均等性に区別し、影像中健康部が介

在するか否かにより非均等性又は均等性影像 を区

分した｡こ のレ線記載規約によれば第3毅 階のレ

線区分は理論上は百四万余通 りある筈であるが、

実際にぼ289通 りとな り、更に肺野の左右別を止

め、室洞中にその疑いを合併し、人工氣胸施行豫

とその他外科侵襲像を一括整理をすれば、理論上

は一万六千余通 りある筈であるが、実際は126通

りとな り、且つ この場合20通 りの区分にて50%
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以上の数を集約し得 ることを解析 した｡こ れによ

つて第4殺 階の大数統計が比較的簡易に処理出來

ることの有力な証明が與えられた｡
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勤労者のみを牧容する当療養所にて昭和18年

3月 より同24年3月 末迄に退所 した1122名 の

患者に就V・で既往歴及び入所中に喀血(血 疫を含

む)の あつたものが214名 で、之等の症例に就V・

て、性別、年齢別、喀1血の時期及びその病型、更

にその予後に就て統計的観察を行つた｡

喀血患者の全退所者に対する比は19%で 、性

捌 には男女共にそれぞれ全退所者の19.8及 び16.

4%で あつだ、年齢別には20-25歳 級に最 も多

く、これに次いで26--30歳 級、亥に15-19歳

級で、其の他は年齢の増加と共に滅少してv・る｡そ

して男子では これと同様であるがヤ女子では15--

19歳 級が第2位 にあるo病 型別には非室洞性は

33｡0%、 室洞性は67.0%で 喀血者の過半数は室

洞保持者である｡次 に第一・回喀血出現の時期的関

係では、喀血を以て発病 を知つた もの又は発病後

半年以内に喀血を來 した早期喀血は125例 で、そ

れ以後に初めて喀血 を見た晩期喀1血は89例 で、
i病型別に見ると早期喀」血では非室洞性は56例 、

室洞性69例 、晩期喀血では非室洞性27例 、室洞

性69例 で晩期喀血では室洞性が著明に多V・｡次

に喀血患者の予後に就V・て見ると、一般患者では

軽快乃至治癒は54.0%、 喀血患者では44・9%、死

亡は一一般では27.7%で あつたが、喀血患者では

41.0%で 、死亡率は著しく高い｡次 に喀1血による

シチウプを確め得た ものは23例 で之等は凡べて

室洞所有者であり、鎖骨下早期室洞の一例を除い

ては凡べて発病後一年以上を経過 した時期にシェ

ウブを起 してお り、第1回 の喀血でシユウブを起

した ものは23例 中8例 に過ぎなv・、又眞性喀血死

は1例 のみであつた、以上の成績か ら見ると勤労

者肺結核の頻度は一般人のそれ より稽 土高 く、男

女別には略同率であること、その予後は旧傷疲軍

人療養所の場合と略同様である◎なお本成績では

早期喀血が多いがその大部分は喀血によつて発殖

を知つた もので、必すしも早期喀血のみであると

は断定し難い ものであろうと考える｡

5・ 氣塊 の 変動 と結核 諸症 朕 に

就 いて'
蜘

國立愛知療葵所

名大医学部内科第一講座

瀬 尾 克 己

私 は 昭 和19年1月 よ り昭 和21年12月 迄 ¢

3年 聞に於いて、愛知縣知多郡大府町國立愛知療

養所に牟年以上療養 した肺結核男子患者.939名 に

就V・て、前線に注意して、前線と結核諸症歌と¢

関係を統計的に調査せんとした｡こ の統計方法に
タ

依増山氏の所謂室間ll珠 を用V・た｡先 す増山賃

法により結核発熱について観察した｡國 立愛知療

養所の位置を東経i37度 、 北緯35度 と見徹し

これより東西南北それぞれ .900kmを 調杏範囲と

なした｡こ の範囲を各2度 毎の区劃に分け、結核

発熱の度数 を各 々相当した低氣圧中心に記入し、

その各区劃内の平均値 を求める｡次 に3年 間に於

ける結核発熱の総和より発生数の平均値を求め、

これより各区劃内の偏差を求めて分布図を作 り更

に之を180度 回韓 して正負の符号の出現の様子に

よつて変化の相 を検することを目的とした｡し か

してこの正負の符号の分布が偶然であるか否かを

.定めるのに二項分布則を利用して数理統計学上の

約束により確率P雲O.05を 境 とし、 これ以下を

有意義となした｡以 上の如 く前線通過前、通過時

及び通過後の各分野に分けて見るに、通過前分野

に於bて は確率PはO.11通 過時分野の確率1

は027通 過後分野に於いては負符号18箇 正符
ナ

号10箇 で確率Pは0.04と な り、ただ前線通逡

後分野に於いてのみ有意義な結果 となつた｡こ の

負符号は被験地より約600㎞ より遠方に多く見

られる｡な お日本近傍の低氣圧進行速度は40km

毎時移動する｡

即ち、結核発熱に於いでは前線通過後約15時

間を経過すれぼその発生が著明に減少する結果 と

__62-一 謄



なつた｡.

又脈搏、胸痛、頭痛、血湊、喀血につV・て綜合

的に以上と同じように行つたが著明な関係は認め

られなかつた｡た だ前線通過後分野に比 し以上の

諸症歌の発生が前線通過前分野に於ける方が精々

6い かと思われる結果となつだ｡騨 一'-

6・ 肺 結核 の氣象学 的研究(第1報)

氣 象因子 と 自覚症 歌 との

関係1

國立岐阜療養所

大 野 逡 夫 ・阿 部 秀 夫

嶋 田 一 弘 ・窪 田 鏡 郎

野 田 素 介

｡肺 結核の氣象学的研究の一端として、東径137
｡23・ 北緯35｡23'・ 海抜300米 の國立岐阜療養

所に於いて、各月平均550名 に就き、昭和24年

5月 より25年2月 に至る間の不蓮続線及び各種

氣象因子が患者の自覚症歌に及ぼす影響を、夫 々

増山氏の室間N法 及び氣源 ・氣圧 ・氣灘｡日 照量

水蒸氣張力よりする氣象図との対比に就V・て観察

し、次の成績 を得た｡

1.不 蓮続線 との関係
'a)咳 歎は不蓮続線通過前20時 蘭 より減少する

が、通過後速かに増加して元に帰る｡

b)喀 疾は不蓮続線通過前30時 間より増加する

が、通過後速かに減少 して元に帰る,

,c)盗 汗は不蓮続線通過前20時 間即ち不蓮続線

通過の前夜及び通過の当夜に著明 に増加す る

が、通過後は速かに元に帰る｡

d)睡 眠は不連続線通過前25時 闇即ち不蓮続線

通過の前夜及び通過当夜不良となるが、通過後

は速かに元に婦る｡

e)発 熱(何 等認むべき原因なく、又各種}伏況よ
セ 　

リシ=L.一ブと認められる)は 不蓮続線通過後20

時間をζ増発する｡

f)肺 出血は不蓮続線通過後 と何等有意的な関係

を認めない｡

1【 各種漿象因子 との関係
`の 咳徽は高滋低圧 日照量少量の日及び低漁高圧

目照量多量の日に増加する｡
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響

b)喀 褻は高漁低圧 日照量少量の日及び低滋高圧

日照量多量の 日に増加する｡

c)盗 汗は高漁低圧日照量少量の日(但 し氣濫の

急激に下降する目は除 く)及 び氣温の急激に上

昇する日に増加する｡

d)睡 眠は高漁低圧日照量少量の 日に 不 良とな

るo

の 発熱(何 等認むべき原因なく、又各種歌況よ

リシユーブと認められる)は 氣圧の谷及びその

1日 後に就いて集発する｡し か し七他の氣象因

子には余 り関係しなV・ようである｡・

f)肺 出血は氣圧の変動の著明な日に多発する傾

向があるが、現在のところ余 の密接な相関関係

を認めない｡
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A結 核死亡

(イ)年 次別1人口万対結核死亡牽をみるに、昭和

2年 ～昭和17年 は奈良縣は全國平均より低率で

あるが、職事末期の大阪 よ,bの韓入のため昭和21

年22年 は高率になつてv・るが、昭和23年24

年は再び低率になつてV・る｡

(ロ)市 郡別の結核死亡は昭和23年 山辺郡、

35.3で 最高であ り、奈良市20・6で これに次 ぐ、

その他は全國平均より低V・｡山 辺郡には丹波市町

(天理敏本部)は69・4で 全國最高である｡

B.結 核罹患

結核罹患の実態を捕むことは甚だ困難iであつて

結核発生届出制 も不確 実 で あ るが昭和24年 は

2659人(結 核死の2倍 牟)で あつた｡医 大病院に

於V・て昭和24年 度は約800人 の患者 を取叡つて

いる｡こ れ等は感染源となる一つの指標 と考えら

れる｡

C.集 團検診による青少年の結核罹患をみると

小学校5310人 中か ら活動性結核19人 ぐ035%)、

中学校2500人 中か ら3人(0｡12%う を発見して

いる｡町 村の結核死亡箪の高い所に高率である｡

._._63-一
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小学校 より中学校の低牽であるのは諸家の報告に

もある職後の一現象である◇又活動性の病型は殆

んどが初感染に続V・ての発病である6

D・ 青少年の結核感染分布は山間部にて韓入な

き所は職前同檬低率であるが、韓入の多かつた所

は急激な上昇を示 している｡平 坦部に於ては何れ

も過去の調査 より上昇が認められ大阪市の青少年

の感染率に近づ きつつある｡又 中学2年 に於いて

急激な上昇のあるのは今後の発病に注意すべきこ

とを示唆してV・る｡

以上奈良縣の結核死は職後一時的の増加があつ

たが現在に於いては減少しつつある｡結 核患者の

届出制は次第に強化されつつあるがなお一暦の改

善参期待される｡検 診実施によつて青少年暦に無

自覚の結核患者のV・ることがわかる｡結 核感染分

布は山聞部にあつても韓入者多き所には上昇が認

められ、平坦部は過去の調査に照して次第に上昇

しつつある歌態である｡

藪 千葉縣五井 町集園検 診成績

(第2報)

千葉大学医学部石川内科

君 川 憲 夫 ・湯 田 妊 一・

石 田 庄 ・川 本 勉

北 條 龍 彦 ・草 間 界

石 塚 正 治 ・東 條 静 夫

郡 司 昭 男

吾 々は第24回 総会に於V・て表題の疫学的事項

に就いて報告したが、今回引続きBCG接 種者の

経過並びに結核菌培養成績を報告する｡

1)・検診対象のBCG接 種1年 後の 「ツ」反慮

陽性率は接種前に比較 し約20%上 昇 した｡

2)BCG接 種者1年 後に於ける陽輔率は年齢別

に見ると青=年期に於V・て最高 を示 し漸次減少し幾

年期に於いて再び上昇し老年期に再び減少する｡

3)"検 診対象の結核患者病型並びに年齢別に依

る患者発見牽を見ると少年贋に於いて初期結核最

高を示 し青、批、老各年齢贋に於いては慢性結核

がその大部分を占め、患者発見輩は老年暦に於い

て 最高である｡

4)発 病者130名 並びにその家族268名 の結

核菌培養成績は前者より 盤5名後者 より2名 の菌
の む

陽性者を発見 し、これをBCG接 種の有無より見

ると既接種者2名,未 接種音15名 である｡

5)上 述発病者の病型とBCG接 種 との関係 を

見ると初期変化群23、 肺門腺結源28、 浸潤型18、

結節型10混 鯉5憂 更イヒ型21、 石2爽イヒ巣16腕 莫

炎及其後遺症9計130名 でBCG接 種者よりは初

期変化群16蹄 門腺結核14の 発病者を見た｡

6)・上述発病者の病型別に依 る結核菌培養成績

は浸潤型よ り最多の菌陽盤者を繊し肺門腺結核に
ミ

於てBCG接 種者中より2名 の菌陽性者を見、又

「レ」線無所見者より2名 の菌 陽 性 者 を発見 し

た｡

7)上 述発病者の経過とBCG接 種 との関係 を

見ると少年暦に於いてBCG既 接種者中よりの発

病者は一年後に於いて 「レ」線所見上何れも消退

及び至硬化を示 したがBCG未 接種者よりの発病

者中には、初期変化群より浸潤型に移行 した もの

或は浸潤型より更に進展 し死 亡 した者等 もあつ

た｡又16歳 以上の年齢暦に於いてはBCG既 接

種者 より発病者を見なかつた｡

駄 職後農村に於ける冑少年結核

の実態に関する調査(第2報)

千葉医大教授石川憲夫指導

千葉縣五井保健所 川 本 勉

BCG接 種が法制化され一一般大衆を対象 として実
ち

施された場合その実施面に、実施後に、如何なる

影響 が あ るか、亦職後農村の結核の動向は如何

に、以上の目的を以て余は千葉縣市原郡下5町16

村に於ける8歳 ～30歳迄の青少年約4万 人を対象

として昭和21年 來 より厚生省規定の如 く1年1

回ツ反ma'BCG接 種、聞接、直接撮影その他の槍

査を実施し、雌処に3ケ 年の成績を得た6で 第2

報として以下の如 く報告する｡

1・3ケ 年に亘る 「ツ」陽騨 楠 所野 の推

移｡

(イ)当 管 内 に於 い て8歳 ～30迄 の青 少 年 の 自

然 「ツ」 陽 性 率 は21.6%で 目本 各 地 に 比 し低 牽

で あ るがBCG接 種 の結 果 、22年9月 に は41.5±

O.3%「(前 年度 は11～20歳 迄BCG接 種)23年9

一 一64
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月 には5&8±03%rと 「ツ」 陽 性 牽 を上 昇 せ しめ

た｡

・(の 上記 の 各年 度 に於 け る 「ツ」 陽 性者 か ら

の 発 病率 は昭 和21年9月 に は4.5±1.1%(こ れ

はBCG未 接 種)同22年9月 に は3.4±O.2%(・ ・一・■iMb

部 ◎BCG既 接種)23年9月 に は28%±0.2と 逐 次

低 下 し、 明 らか にBCG接 種 の影 響 が 見 られ る｡

2.3ヶ 年 に亘 るBCG既 未 接 種 者 か らの発 病

ち う

BCG未 接種者か らの発病率は35±O.3%既 接

種者か らの発病牽は2.Q%±O.4%の 成績を得た｡

BCG既 接種者か らの発病率を更に、細かに検討す

るとBCGを 接種 して1年 後に陽韓 「ツ」陽性度

く僻〕になつた者からの発病率は3.9%±13%同 じ
ハ げ

,く ⊂昔〕からの発病率は1ユ ±6.3%同 じく(十 〕

か らの発病率は2.0±0,4%、BσG接 種後1年 以

上 を経過 した者からの発病率は2.8±O.4%で あ

る｡-

3・BρG接 種者の病型

BCG接 種者からの発縮 総数に対 し朗 市門淋

巴結核が全体の67%Fを 示 して最 も多く、亜いで

結節(細 葉性増聴性)型 が16・Q%肋 膜炎が5.0%

硬化性肺結核4.0%'、 浸潤結核2.0%の 順とな

る｡BCG未 接狸者の病型に比 し結節型が多いのが

注目される｡、

4・BCG接 種者からの発病者に対する「レ」線

的経過追及びBCG既 未接種者か らの発病者に対

v.,..する1年 後、2年 後の経過を観察するに、BCG既

接種者からの発病者は、1年 後に於いて62例 中

6例 、2年 後24例 中7例 、BbG未 接種か らの

発病は、1年 後64例 中13・例{2年 後48例 中

11例 のそれぞれ増悪を見た｡1

き

te・、X線 に俄 る胸 部結核 の集 團検

診 に就 いて

慈恵医大労働衛生研究所

大 塚 正 八 郎｡安 藤 明

昭和23年 末以來東京都内各種会砒工場のX線

撮影による集團検診の胸部所見蹴 てごく大要 を

述べてみる｡使用 したのは35×35粍 ライカ判 フイ

ルムでこれにより所見のある者或は所見に疑点の

あ る者 は 更 に透 覗 又 は大 判 の直 接 撮 影 によ つ て 精

密 検 査 に 当 つ た｡検 査 の対 照 は 凡 て 実 務 に 実 際 從

事 して い る者 の み で 、 例数 は15022(♂10581、 ♀

4441)で 、そ の 中何 らか 所 見 の あつ た もの は ♂19

90(18.8%)、 ♀645(14｡5%)、 言十2635(17・1%)

に及 ん でV・る｡更 に分 類 す る と・肺 門 部 に陰 影 ⑱

あ る者 が最 も多 く、 ♂961(9.0%)、 ♀369(83

%)、 計1330(&8%)に 及 び 、 次 が 肺 野 に 陰 影 の

あ る もの(肺 炎 一一、孤 立性 一 、 肋 膜 陰 影 を除 く)

カiSl♂439(44%)、 ♀143(3.2%)、 計582(3.8%)、

肋 膜 陰 影 が397(2.6%)孤 立 陰 影 が198(ユ.3%)

室 洞 所 見 の あ る もの24(O・ ,15,%)の 成 績 をみ た｡

而 して 又年 齢 的 に は差 異 は認 め られ なか つ た が 男

性 に於 い て は女 性 に於 け る よ り も胸 部 所見 陽 性牽

は や や高 度 で あ る｡次 に一 般 事 務 に從 事 す る もの

と工 場 労務 者 と を比 較 す る と前 者 は,9980名(♂70

正4、♀2966)中 、所 見 あ る者 は ♂1460(20.7%)、 ♀

533(17・9%)、 計1993(19.9%)、 後 者 は5042(♂

3567・ ♀1475)中 所 見 の あ る者 は舎53Q(14・8%)

♀112(7・5%)計642(12・7%)に しで 男女 共 に

労 務 者 の 方 が 胸 部結 核 性 疾 患 に俘 う該 部 の 陰影 の

発 見 率 は勘V・｡又 胸 部 陰 影 は 両 側 に 認 め られ る も

の よ りも片 側 陰 影 の 方 が 遙 か に 多 く、左 右 窃 に よ

る差 異 は勘 い｡ツ 反 礁 の成 績 は約92%に 達 して

V・る｡事 務 系 統 の 方 が 労務 者 よ りも病 変 像 を多 く

み るの は ・作 業 が 後 者 よ りも軽 業 の爲 体 力 の 消耗

も勘 く、 た め に無 自覚 性 に経 過 し結 核 性 疾 患の発

見 が 遅 れ る もの と思 わ れ る｡男 子 が 女 子 よ りも多

V・理 由 は勤 務 や経 済 等 の 歌 況 に よ る もので あ ろ う

か｡な お この 聞 無 自覚 性 開 放 性 肺結 核 患者 ユ0例

を発 見 した こ と を附 記 す る｡'

11・農 村結 核 の疫 学 的研究

(昭和24年10月埼玉縣高坂村における第3回 調

査成績を中心として)

日本大学医学部公衆衛生学教室
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池 上 正 哉

埼玉縣松山保健所

高 橋 暉 良

職後における農村結核の動向については、既に

われわれが埼玉縣富岡村における昭和14年 以來

の継続調査成績及び高坂村22、23年 度2回 の調

査成績をもとにして、その疫学的分析 を行つた結

果を報告 してき・たが、 この中で職後の農村結核に

疎開、動員、復員者等の韓入により、増加の傾向

にあることを明かにすると共に、外よわ持込まれ

た結核が所謂壇元民に如何なる影響を與えている

か を知ることが、今後の農村結核蔓延め実態を把

握する上に重要なことを指摘した6こ の意味でわ

れわれは昭和24年10月 埼玉縣高坂村全村民を

対象として、第3回 目の調査を行つたので、その

結果を報告する｡1)本 村人口は6373名 で、22年

以來殆んど増加してV・ないが、疎開、引揚者等ば

現在1・331名 で22年 よb約150名 減少し丁い

る｡2)ツ 反磨陽性輩22年27.4±O.66%、23年25.4

±O・M%に 対 し24年 は29.1±O.68%と 増加 し

た｡こ れを地元のみについてみると22年226±

O・71%、23年20・5±0.74%に 対 し24drP26.2±

O・74%と 著明に堆脚 しているが、疎開、復員者等のk

群では3年 間に大差は認 あられなかつた｡3)ツ

反懸陽陛箪を性別年令別にみると、22年度では音

年居以後の男女差が著明であつたが この差が少く

なつてきた｡印 ち女子の増カロが目立つている｡年令

的には0～4歳 階級の檜加が著明である｡4)ツ 反

鷹陽韓率、22～23年 は33±O.35%に 対 し、23～

24年 は10・4±O・75%で ある｡5)X線 有所見者、

肋膜癒着、石次沈着等の治癒結核をも加えた全X

線有所見者は22年184名(4.0±O.29%)、23年

250名(6・3±O・39%)、24年401名(9.1士O.43%)

と順次増加してV、る｡な お・22、.23年 度にはBCG

による陽韓 と思われる者にはX線 撮影を行わなか

つたが、24年度にはこれらの者853名 に対 じても

X線 撮影を行つた所が上記の他に171名 の治癒結
お

核 が 発 見 せ られ て い る｡初 期及 び 慢 性結 核患 者 は

22年84名(1・8±O・20%}、23年59名(1.4=ヒ

O・19%)、24年45名(1・0±0・15%)で 上 と反 対

に減 少 して い るの は、 疎 開 者 群 の韓 出 、患 者 の 隔

離、BCG接 種等が影響 しているのであろう｡

12・某 電 信從 事 員の結 核 集團 検 診

蓮隔 成績 ・

阪大竹尾研究所

沢 村 邦 彦 ・伊 藤 ,政 一

集團検診 を繰返 して、無自覚性 結 核 患 者を早

期発見、早期治療を行い、且つ健康者への職場内

感染 を防 ぐことは我が國の現歌に帥した最 も良い

方法 とされてい為が、大阪市内某電信局に於て、

昭和22年 以來それが実施 を行つたのでその結果

を報告する｡

(1)各 年度別に結核患者瞼出率を比較すると

昭和24年 度39名(3・4%)、23年 度45名(2.4

%)、24年 度7名(0.4%)で あつて検診を繰返す

ことにより著明に減少を來した｡

(2)各 年度に於いて発見された活動性結核患

者の胸部 「レ」線豫を見るに、検診を繰返すに從

い早期型の ものが壇加し、漫性重症の ものは著明

磁 ダ た.又親 されたる儲 の年鰍 り見る

に、最 も減少するのは成年暦の結核患者で、若年

者(25歳 迄)の ものが増加の傾向にある｡

(3)発 見された患者の経過 を見ると、
し

(イ)氣 胸の出來た患者は大体に於V-Siて経過が良

い｡

(ロ)胸部 「レ」線像kて 、陰影が一一葉以上 に及ぶ

ものが・職場に復帰するのには1年 間の療養に

より約孚数である｡

(ハ)疑 活動性結核者の1年 後の経過を見るに、悪

化療養に至れる者は52名 ・中2名 、,良好な経過

をとつた者は27名 であつた｡又 経過良餅のも

のは・赤沈の少い者 より多 く、又若年者加らが

多かつた｡

13・某地方行政官磨 の集團瞼診成

績報告 ㌻

幅島医大第一内科 齋藤喜一郎 ・大野 辰雄

押部 信男 ・五ノ井哲朗

編島縣予防課 中曾根庄平｡柳 沼 保芳

幅島市所在某聴職員1666名 の胸部 レ線聞接撮

影による集團籔診を施行 じ・有所見者138名 く8.2

___66
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%)に つき次の如 くレ線撮影像分類を試みた｡即 ,

ち・1型 ・初期結核陳、A騙 軟性肺及び肺門変化 究

群、B、 蹄門部陰影増弧c、 硬性初期変化群｡(第1報)結 核侵 襲度 に就 て

撫 驚 、羅醗 藝難 謙 東宝衛麟 瀦:糠;
型、大葉性肺炎型、V型 、結核晩期豫、A、 斑点 指導 結核予防会結核研究所長 隈部英雄

歌結節歌陰影、B、 濃厚不均等性陰影、C、 線様

及縢 樽 影、D、 肺纏 増弧E、 室洞形成 鞭 製作・願 灘 撰 業納 容 とする東宝從業

豫｡、正型、多発性硬化性病巣｡W型 、肋膜炎及び 員(関 東地方在勤)1・600名(男 子1・033名 女子

その後遺慷その他、A海 雌 膿 炎、B海 膜567獄 職 識 中樋 じて何ら畔 の恩離 浴

肥厚、C、 肋膜石次化像、D、 横隔嘆変位並びに することなく1948年 春・労働基準法施行の日を

変形、E海 矯 暗影.鮪 所賭 中の75名rc迎 え荘 こ峨 璽 階 瀬 境と多勲 作葉内容

つき犠 中結核菌の嫉 雄 せ行つた｡賄 するこの労瀦 群を嬬 にして 疾 病 力・ら守

(1)各 病型の頻度は、1型,B13,C10,皿 り・企業の生醗 に寄與 し得るか』 という命題の

型A9,B7,V型A37,B10,C34,D20,Ex下 に主として結核症を中心とせる健康管理に着手

7,脚B15,C4,D33 ,Eg例 で 、1麺A,し た ・(1)臨 床 医 学 的 方 法(2)衛 生 学 的 方 法

1【型,IV型,租 型Aは 皆無｡,(環 境作業分析)(3)縦 会科学的方法(経 済学並

(2)召7知 ヒ原発巣及び石次化肺門腺は10例 、 ぴに杜会心理学)の 三つの面 より研究 し・他種産

有所賭 の7.2%、 全被儲 の α51%.(3)勘 業の結核管理の撫 績との比較の下va現 今産業医'

膜砿 化像は4例(全 例右側)で 、有 所 見 者 の 一 学に於ける緊急課題である・(A)初 感染発病の防

2・9%、全被検者のO.24%に 当る｡(4)橿 隔膜変 止(B)漫 性結核労働者の保護・(C)要 療養者の

位及び変形は右側に多数であつた(右37例 、左 縮 保障の諸問題蹴 研 解明を・求めんとする

1例)｡(5)各 型を肺野区分よりみるに右側に多 者である｡こ こに第1報 として・当対象の結核侵

く、且つ上、中肺野に蜘(以 上第 ・表).(6)硬 難 に就蝦 告する・"

性初期変癬 の発獺 位は右側5例 、左gei」2例(第(1)対 象の性別・年齢別ツ臆 陽性酬 図表略)

骸)・(7)年 齢区躯 つ研 罹騨 をみるに、(2)対 象のX線 髄(透 視・大撮影)に よる所見

15ん20、21～30歳 の区分に於いては男6 .,3～8.7分 類(ヒ ーペルク岡変法)(図 表略)1

%・ 女3・1～7・0%〉、31歳 以上の毎 ユ0年 区分に(イ)本 対象のツ反慮陽性率は94・6%の 高牽を

餐V・ては男9・5～11・5%で、女には有所見者を認め'示 してV'粂が・これは感染機会の多い都心地に生

kb・(8)全 体としてみる鵬 の麗騨&5%女 活せるためで妨 う・女子が男子に比 し橡 働

は・4・8%(以 上第斑表)ξ(9)全 員の勤続年数を のはその73%が30歳 以下という年齢構成の故:'

・年縮 、・～2年、2年 以上晦5年 に区分 して● 拷 えられる・年闘 陽性勧 上昇1堰 めて灘

各区分に於ける羅患率を見るに1年 未満及び1～2で ある・(ロ)治 癒型 を含む全有所見率21%の 高

年に於いてはそれぞれ3.8%、1.9%、2年 以上の 牽なるは・可覗大の総ての石次像をも記載すると

者に於研 は9・8～1a1%を 示した(第lv表)｡V'う 精査方法 を実施せるigめ と考えられる｡(ハ プ

(lo)有 所賭 中の75名 につきngge中結核菌の'併 しなが ら禰 親 率は19%vaし て、就中凄'

糠 を行つたが海 抹雛 上雛 撫 く海 融 鰹 齢37%・ 難 龍 聯8%は 他醗 業2・
により3名 の陽賭(鯛V型 のA)を 得た(第 種集蹴 診平均値(徽 予防会調剤 に略 々級 し

5一表)｡(表 略)て いる｡(二)病 型に於いては肺浸潤型(IVBb,W

畷 画閣 從業員の結核症を中 鱗 鵠1灘 瓢 職 灘 鋤 霧
心 とせる衛生管理 に関する研 行性を認める

｡
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以上を総括 して衛生管理の観点 より考察するに

当対象の如 《、都会地集團に於V・ては就業年齢暦

・の大半は既感染にして未感染群管理は勿論重要で

はあるが、その数は甚だ少く、既感染群の健康管

理が強く要講せ られ1特 に要注意者群の半永久的

保護が社会的保障 と共に最 も重婆なる課題である

之 とを強 く示唆 している｡

15・昭和24年 東京都乳幼鬼の結核

感染 率及び発病率

(東京都徳生局)大 八 木 重 郎

東京都が昭和24年11月 施行ぜる2年3ケ 月

未満の乳幼見検診に際して、区内27保 健所地区

と郡部の一市一町の区域に於V・ては、各特定域を

劇 してその受検見全員に 「ツ」反懸 を実施 し、そ

・の 他の地域では結核家族の=場合に実施した｡以 下

述べる数字は各特定地域に全員実施せる場合のも
t
vのである｡自Pち 既往にB.C.Gを 接種せる者を除

いて1&585例 の内結核感染源 を有 す る場合が

1.004例 、その比率は7.7%と なり現在の東京都

に於ける乳幼見の結核感染の危険に曝されている

剣合を略示するものである｡感 染源を有する場合

10・5%、無又は不明の場合が1.34%、 両者を合 し

ての陽性牽は2.02%で あつた｡月 齢別では3ヶ

麻 満O・34%・3ケ 月 以 上6ケ 月 未 満 α94%・6

ケ月以上9ケ 月未満1.06%、9ケ 月以上1ケ 年未

満1.41%、1ケ 年以上1年6ケ 月未満234%、1

年6ケ 月以上2ケ 年未満3.25%、2ケ 年以上2

年3ヶ 月未満4.35%の 夫々陽性率を示した｡同

騨一地域に於て既往1年 以内にBCG接 種せる者446

名に於ては、結核家族では24.7%、 非結核家族で

は20%の それぞれ陽性牽であつた｡そ の他の地

域 を含めての総ツ反懸実施数は21｡584名 で陽性

兇524名 であつたが、その内150名 以上の者に

X線 直接撮影を実施 した｡今 回は共の内の83名 の

X線 像に就いて結核性病変の有所見率 を求めたる

に3&5%(32名)、 其丙淋巴腺に病変を認める者

が最 も多 く30%(25名)、 次v・で初感染竈浸潤乃

至 アテ レクタ帆ゼを認めた者は18・1%(15名)、 副

氣管淋巴腺結核9名 の内1名 は3ケ 月後の再検査

、により血行性撒布を発見 した｡肺 野に於ける二…次

浸潤 と思われる者は1名 、肋膜に病変を認めた者

は1&1%(15名)肋 膜癒着のみの者はその内の4

名であつた｡そ の他横隔膜上昇1名 、淋巴腺の石

次沈着1名(2年2ケ 月見)｡病側は右側に絶対的

rc多 く、亦有所見の者は乳兇期に少 く、1ヶ 年以

上の者に多かつた｡な お83名 の内、感染源を有

するものは47名 、酋父親16名 、母親8名 、組

父母7名 、伯父母9名 、他人7名 で47名 の内22

名が有所見 で、感染源の有る場合に発病多きこと

を示 した｡

16・宮城縣岩ケ崎町接種結核幼鬼

に関す る調査報告(第1報)

東北大学抗酸菌病研究所

熊 谷 岱 藏 ・岡 拾 己

熊 谷 博 ・佐 藤 正 弘

山 田 俊 一 郎 ・石 川 久 之

石 川 正 保 ・新 津 泰 孝

佐 々 木 直 ・入 鍬 英 一 郎

豊 島 信 ・牛 尾 曝 夫

丹 野 三 郎｡及 川 芳 雄

庄 司 鐸｡菅 原 康 雄

昭和23年11月.岩 ケ崎町年齢4ケ 月より2

年9ケ 月の乳幼兇209名 に対 し、百 日咳予防ワク

チンめ注射が行われたが、その後、竪年1年 以降

注射上臆部位の硬結、潰瘍 と局所腋窩 りんぱ腺の

種 大軟化漏孔形成を來た した｡同 年3月 、その原因

調査 を依頼され、毒力人型結核菌による変化 と決

定し、PHWの 好意によりス トレプ トマ イシン治

療を行い得た｡次 に調査の一部 をのべる｡

・1)検 出菌は抗要性桿菌で、海狸に毒力強 く、

家兎、鶏、には殆んど病変を起さない人型菌で海

猿皮下感染試験、家兎眼前房内注射、海狸脳内注

射成績によれば、保存毒力菌株よりは弱毒である

が、青山B株BCGと は明かに網異ある毒力型で

ある92)209名 中ツ反陽性を示 した ものは65

名、(昭24、3、 それ以後陽韓せるもの未だない)

中62名 は経過中に局所及び リンパ腺の変化を示

した｡3名 は家族に結核患者あり、その中2名 の

父親は開放性肺結核で、肺 レ儀所見よりも自然感

染 と推定せられる｡昭 和24年3月 で、そら豆大

一一 一68_一
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以上の りんぱ腺は44名｡3)注 射局所及び、り

んぱ腺変化を來たす前後、熱、風邪氣味、痩せる、

吻 軟・氣嫌ib6Nへ 食慾なし・ねつ免れなV、｡下

痢発疹などの症朕を俘い、施灘 熱があり・一般

歌態は不良なものが多く、肝腫50%、 脾腫17%｡

4)局 所或はりんぱ腺瘡分泌物より40名 、喀疫

中より1名 、胃液より2名 、脊髄液中より2名 、

結核菌を塗抹、或は培養で読明 した｡5)肺 「レ」

所見は、(昭和24、3)は 、殆んど正常52、 軽度

撒布6、 粟粒撒布5、 浸潤2｡6)「 ス」治療は

入院せざる1名 を除き64名 に就き、1日 吉9筋

肉内40日 間行V、、52日 観察後症歌 の軽 快 し

ない29名 に就bて 更に第2回 ク ール と同檬施
ぼ

行｡こ の際、粟粒結核、結核性脳膜炎、或は症歌

ρ悪いものには・増量して使用｡例 えば患者No.
38(粟 粒結核象脳膜炎)、筋肉内108g ,脊 髄腔内

5・19,No・66(同 上)に は夫々949,1.69 、で

ともに定型的脳膜炎消失し遊び初めて7ケ 月を経

過 してV・る｡7)1年 の経過で粟粒結核1名 、死

亡、結核性脳膜炎2名 、治癒獣態1名 治療中、股

関節結核1名 入院中、肺 レ像になお所見あるもの

粟粒撒布1、 浸潤型2名 、(共に自然感染者、・1名

は石次化出現)局 所に瘡あるもの2、 りんぱ腺に

瘡あるもの10｡

締 軽症都 名は軽快退院後10ケ 月にて定型

的脳膜炎症歌を起したが再びス トレプ トマイシン

療法を施し軽快目下入院中である｡

訊 東京都一保健所地区に於ける

乳幼結核穣診成績

東京都砧保健所

公衆衛生院

義

綱

郎

蓮

造

忠

清

四

蓮

サ

田

辺

谷

ネ

松

池

渡

染

川

重

我 々は砧 保 健 所地 区 に於 ～(て満2年2ヶ 月 まで

の2102名 及 び そ の母2028名 にづ き結 核 楡 診 を

行 い 、 下 記 の よ うな成 績 を得 た｡(1)0歳 に於V・

、て1.04±O.32%,'11tva於"て2.23±O.46%全 乳 幼

兇 につ い て2.00±O.32%の ツ反 慮 陽 性 率 をみた｡

(2)乳 幼 兜 の ツ反 慮 陽 性 率 は 月齢 進 む に從 い 上

昇を認めたが母親では年齢的な差を認められなか

つた｡(3)家 族又は同居者に活動性結核患者のあ

る乳幼兇中BCG未=接 種では113±4・0%tの 陽性率

を示し、非接触者では1.4±0.4%で 、前者は後

者の&1槽 であつた｡家 族内に非活動性患養のあ

る場合又近親にあつても同居 していない時又は治

癒せる時及び近隣に結核患者ある場合等はいつ等れ

も有意の差を認めなかつた｡(4)職 業 別では農

業が母親で492±3.0で 他の69.1±1・1%と 有意の

差を認められた｡乳 幼見で もBCG既 接種者を除

くと有意の差を認められた｡地 域別に見ると母親
　

では農業を主にする地域が特に陽性率が低かつた

が乳幼兇では有意の差を認めなかつた｡(5)X線 検

査の結果母親からは全検査人員の1%20名 に於

V・て無自覚性結核患者が認められ、その中7名 に

室洞が認められた｡又17・3%に 治癒結核の所見

が認められた｡乳 幼見につV・てはO.7%の15名

の有所見者を発見レた｡中5名 は軽症ではあつた

が疑陽性者め中からであつた｡(6)BCG接 種後の

1ケ 月並びに2ケ 月後のツ反磨検査の結果筑幼見

につV・て は1ケ 月後に82.5±3.8%,2ケ 月後に

62.0±1.9%の 陽韓率を認め且つ共に女子の方が

高率であつた｡特 に2ケ 月後は統計上有意の差を

示した(男59・6±26%,女66±2.7%)｡

凪 乳幼鬼結核症の研究

京都市兇童院 上 妻 正 弍

京都市見童院に於いて感染初期から満1ケ 年閣

レ線写眞の経過を見た満6歳 以下の乳幼見64名

について攻の檬な結果を得た｡

(1)肺 門腺腫脹、 双極性浸潤、氣管側腺腫
く

脹、・初期浸潤は感染後3ケ 月以内に レ線に現われ

るo

(2)肺 門腺腫脹の血管陰影不鮮明型は6ケ 舟

以内に消失するが腫瘍型及び氣管側腺腫脹は1年
・後 も消失しなV・ものが多い｡初 期浸潤はよく吸牧

し乾酪性肺炎、肺疹に進展することは少V・｡

(3)エ ピツベルクロニーゼは感染後3ケ 厚以内

に現われ1年 後 も未治の ものが多V、｡

(4)肋 膜炎は感染後6ヶ 月以内に現われ9ヶ

月以内に吸牧する｡
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(5)粟 粒結核症、結核性脳膜 炎、外科的結核

症 は感染後6ケ 月以内に発生する｡

(6)感 染源の明瞭なものは不明のものより予

後の悪V、ものが多い｡

(7)感 染蒔の発育の不良のもの、感染時に発

熱を見 るもの、又感染後菌を証明するものは予後

の悪い ものが多い｡

(8)感 染→治癒の経過をとるもの は 感 染 後

略R:6ケ 月すれば喀疫中か ら結核菌を証明し淑く

なる様である◎

(9)感 染後6ケ 月以内に麻疹に罹患すれば明nd
　

らかに悪影響 を受けるが6ケ 月を過ぎて麻疹に罹
の

患 して も大 きな影 響 を受 け ない よ ろで あ る｡

(10)百 日咳 は結 核 に 対 して は結 核 感 染後6ケ

月 以 内 に 罹 患 して も大 きな 影 響 をあ た えなXA｡

,(11)発 病 牽 は0--6ケ 月1∞%6-12ケ 月90

%11fa--2年89.5%、2年 一一4年56.2%、4年

一一6年84 .6%で あつ た｡

(12)死 亡率 はO+6ケ 月66｡7%{7-・12ケ 月

30%、1年 一2年36.8%、2年 一4年6・3%、4

年 以上 は死 亡者 は なか つ た ◇

(13)死 亡者15名 中13名 は感 染 後6ケ 月 以

内 に死 亡 してV・る｡即 ち筑 幼 兇 は感 染 後6ケ 月 を

無 事 に越 えた な らば先 す 予 後 は 良V・と思 つ て差 支

え な㍉(｡

19.雄 婦 の 結 核

編岡縣飯塚保健所

田 中 薄 之

輻岡縣飯塚保健所外來を訪れた2540名 の妊婦～

及び正確に記録された死産1127例 に就き・、.之等

両面より妊婦の結核を対象 として、聯か精査する

機会を得たのでその一部を報告する｡

当外卒に於v・てX線 検査を施行した姓婦は2535

名であるが、この中結核性変化を認めた者は117

名で4.6%rc当 り、一一方死産例 よb見 ると母体結

核に基断した例は1127例 中100例 で&9%に

相 当し、之等の原因は肺結核、肋莫炎を以て大部

分を占める｡結 核始i婦の既往症者は2ao%、 自覚

症 を認めた例は34・2%で 、非結核妊婦の前者5・8

、

%、 後者の16.5%に 対 し、何れ も結核妊婦に其

の頻度は高い｡結 核娩婦の年齢は25～29歳 に最

高を示U.母 体結核に因る死産では20(・29歳 、及

び35・)39歳 の間に各 々二つの山を作 り、妊娠回

数 よりすると、初妊婦では結核発見率が比較的勘甲μ

く、2～3回 の経産婦に増加し以後減少するが、死

産と略 セ同様の傾向を示 し、妊娠月数の関係では

結核妊婦は妊娠後期に僅かに増加を認め、死産で、

は初期に高率で6ケ 月セ最 高とな り、この間に83

%を 占めて梅毒の場合と全 く反対の現象を示し、

職業別毎に結核発見率及び死産の頻度を比較する

時は、何れ も月給生活者が他に比較 して遙かに高

率である｡

最後に年度別よ り死産原因め内容 を検 討 する

と、昭和24年 度に於ては梅i毒によるものは寧ろ

減少し、他の疾患に因るものは大差な く、独 り結

核に原因する死産のみは前年度より約2倍 の増加

を示 した｡勿 論、之等の現象は経済、栄養、労働

等の種々複雑な綜合的因子の影響に因るものと推

察するに難 くないが、当地方の甦会特殊性の一端

を表現 しているものであ り、母性保 護 の 見 地 よ

り、その捲導面に対する重要な一示唆であると考

えるのである｡

20・夫 婦 の 結 核

結核予防会結核研究所

隈 部 英 雄 ・小 池 昌 四 郎

夫婦聞の結核感染、発病に関する研究調査は甚

だ少く又年代が古 く、且つツベルクリン反懸及び 唖

レン トゲン検査 と結びつけた感染発病の研究調査

を見なV・｡私 は夫婦聞の結核感染発病の歌態を知

るため次の方法をとつた｡

夫婦の一方が明かに結核患者の場合、その配偶

者の結婚前ツ反慮陰性 と陽性、X線 検査所見の有

無を明かにしてこれ等の人が結婚生活にはV・つて,

か らの感染、発病の歌況を調べた｡

方法

各地療養所の概婚結核患者を対象 として本人及

びその配偶者の結婚前及び結婚後の 「ツ」反慮と

X線 槍査及び喀疫楡査の結果をしらべ、これを分

析 した｡即 ち結核患者の配偶者が結婚前未感染の
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場合結婚後どうなつたか、結婚前既に 「ツ」反慮

陽性でX線 検査で無所見の者が結婚後どうなつた

かをしちべた｡

成績

ユ・ 結婚前ツ反慮陽性でX線 検査により健康であ

るもの、669名 の うち

結婚後X線 検査で依然として変化なきもの

657名(9&2%)

発病せ るもの12名(18%)で ある｡

2・ 結婚前 ツ反恋陰性のもの697名 のうち

結婚後陽輔し悦 もの279名(40%)

依然よして陰性のもの ・418名(60%)で ある｡

陽轄 した279名 のうち

発病 した もの62名(22.2%)で

X線 検査で健康のもの217名(77.8%)で あ

つた｡

結論

L既 感染者でしか もレントゲン検査で無所見の

ものか らの発病は極 く少く50:1に 過ぎない｡

2・ 結婚後陽性韓化 した ものか らの発病は非常に

高v・｡大 体4・5:1で あつて再感染発病の約10

倍の発病率を現わじている｡

以上のことか ら結核に於いては比較的著明な後

天的免疫が成立 し、外來性再感染は発病の原因と

して重要観する必要は無いと思 う｡

21・大衆 の結核 知識 の普及歌 態 に

関 す る統計 的観察'

國立療簑所銀水園 武 谷 慶 宜

幅岡縣大牟田市地方及び其の近郊に在住する一

般大衆の結核に闘する知識の普及状態に就て統計

をとつて見た｡

結核の感染方法、検査手段、予防手段、治療方

法・保健所等についての問鷺を出し、ζれに或程

度の読明を加えた｡ヒ れに対 し解答者か ら得 らる

ると思わるる各種の答 を羅列 し、その答のうち最
の き

も正しいと思 うものに○印を附けるとい う方法で

調査を行つた｡

女子専門学校(旧制)生 徒200名 、農学校生(旧

制)生 徒3eo名 、中学校(旧 制)生 徒400名 、会

肚 員6GO名 、市役所吏員100名 、外來患者100名,

其の他300名 、計2000名 に就いて年齢別、性別

に観察した結果 を要約すると次のようになつた｡

20歳 前後の男女青年暦は比較的正しい結横知識

を持つているが、40歳 前後の舅性には甚だしく認

識不足のものもあ り、欄又非常によく知つている者

もあつて区々である｡田 舎の主婦中には満足な解

、答を與え得た ものは殆んどない｡職 場人では、自
し分の会社の病院よりも保健所

、○療養所に受診 を希

望するものが多隔 治療に関しては、蓮動をして

身体を強 くして治す、お灸 をすえるなどが案外に

多く、又 もし病氣になつた場合を仮定 し、人工氣

胸を希望するものは少く、成形術のような外科的

療法を希望するものは殆んどない｡又 結核の感染

を腸管系の急性傳染病Oよ うに経口的感染と思V・

込んでいるものが、学生層に多いのは意外であつ

た｡結 核にかかつた らどんな症歌があるかという

問に対して 「初めは殆んど症歌を自覚 しなV・場合

が多V・」という答に○印を附してもらいたかつた

が、か く答 えた人が1人 もV・なかつたのは、全 く

期待を裏切 られた｡

22・精 密標 本論 に依 る結 核死 亡 の

疫 学 的解析

札幌医大衛生学教室

金 光 正 次

人 口現象が結核死亡に及ぼす影響を精密標本論

に基いて搬討 した｡人 口現象の構成要因として人

口・人 口密肇、人口増加率、及び産業を選び、昭

禾020年 か ら23年 に至る4年 間の北海道各市町

村の資料を標本とし、上記諸要因が各年度毎の全

結核死亡率に及ぼす影響の有意性はYatesの 分

散分析法に依つて検定し、一結核死亡率の年次的推

移の傾向に対する上記諸要因の影響は檜山氏の時

系列搬定法を用いて楡定し危険率は総て5%と し
く

た｡成 績、人口」曾加率、他の要因の影響の如何に

関わ らす各年共に有意でない｡又 年次的推移に対

してもその影響は認め得ない｡人 口密度、人口1万

以下の僻村では影響が認められないが、1～5万 の

市町村では昭fil"'20～21年 に高度に有意であつて

密度の増加と共に結核死 亡 率 も上昇すると云え

る｡こ の密度の影響は昭和22年 以降は認め難 く
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なつているが、その原因は高密度地域に於ける結

核死亡率の低下速度が低密度地域に比べて著 しく

速いためである｡産 業、人口密度め影響が減退す

ると同時に高度に有意とな り、産業の商工業化は

明かに結核死亡牽を上昇せ しめ、この影響は僻村

に於いても明かに有意となる｡時 系列的には工業

化の影響は、全道の結核死亡牽が最低に達 した昭

和22年 に於て既に明がに認められる◇人口、他の3

要因の影響を除去 しても人口が大きくなるに從V・

結核死亡率 も亦上昇すると鼓える◇年次的には産

業の影響 と同じく人口の大なる地域に昭和22年

以降明かに上昇しつつあることが認められる｡

23・肺結核患者の壽命 に関す る統

計的研究.

國立中野療養所 岸 田 肚 一

当國立中野療養所に於て昭和3年 初頭 より昭和

23年 末に至る21年 聞に死亡した男7927名 、

女4896名 、計12823名 につぎ発病か ら死亡まで

の年月を計算して次のような事実を知つた｡

死亡年齢分布を見ると内閣統計局発表の ものに

比し満10歳 以下の死亡者が少V・以外に大いなる

差異を認められな～(｡

男女共に3ヶ 月乃至6ケ 月で死亡するものが最

も多く、平均では1年5ケ 月、6ケ 月程度で女の

方力S若『『壽命力9短V"・0

1年 闇には全体の39%sが 死亡する｡自Pち1年

聞死亡者数の約2倍 孚の患者が現存するわけであ

る｡

発病年齢は男女共に満17歳 が最 も多いけれど

も、男ではこの年齢前後に度数分布の山が愈に高

いけれ ども、女ではこの年齢か ら｡20歳 乃至21

歳まで略弐同数であつて分布表の上では高台歌を

呈している｡死 亡年齢分布に於V・ても同様な形を

示している｡・"

、年齢による壽命の長短に関しては大きな差を認 脚

められなかつた｡

年齢的度数分布函数(川 上)を 計算 して見ると

これによる理論値 は実測値 とよく一致 してV・る｡

又現在患者理論値 も概ね事実 と一致するようで あ

るo'

II結 核 菌 及 び ツ ベ ル ク リ ン
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余 等 はHass氏 法 に 從 つ て多 数 の 人 膀 帯 よ り抽

出 した 高 分 子 の純 粋 なHyaluronicAcidを 結 核

菌 培養 のStageFacterと して 供 試 し、 先 す 簡 軍

な 肉 ヱ キ ス 、 ペ プ トン各1%、 グ リセ リン 、塩 各

5%、 寒 天1.6%pH7.2の 基 礎 培 地 に種 々の 量

に添 加 して人 、牛 型 結 核菌 を培養 せ る にH、-acin

の 量が 培 地 中1mgpercc.以 下 で は特 別 な こ と

は なV、が 、3皿gpercc、 以 上 特 に5mgpercc

で は聚 落が 韮 薄 に横 に拡 が の上方 へ の膨 隆 傾 向の

少 い こ と を発 見 した｡更 に結核 菌 の迅 速 豊 富 な る

発 育 の た め の培 地 のNlltriektFact・r,Qrowth

Factor乃 至Sti血UlatingFactor並 び にPotien・n

tialFa伽r等 に就いては目下検討中であるがnt

定濃度のH.-acidはStageFactorと して極め

て特異的であるヒとを認め、移植後24時 間にし

て既に多数の発育増殖が期待せ られ数 日中には肉

眼的に倍程度の拡大鏡により認 め得 る聚落とな

る｡発 育菌をZieh1-Neelsen法 によ り検するに大

部分紅染菌であるが一部に少数の青染菌並びにそ

の移行型 を証明するが これはそのまま植田氏所論

に合致するか否かは今少 しく検討を要する｡又 位

相差顯微鏡所見では抗酸菌類は他のCorynebact葡

eriumやBacillusに 比べて位相差の少い菌体で

あるが、 特 に極 小 体(こ れはMuch氏 穎粒や

Gtam顯 粒 とは異なるものである)は 著しく輝い

て位相差が大である｡そ して穎粒より分枝 して蓮

なつているのが見 られ、分子運動 もMediumに

よつて異なるようで、又個 々の菌体により蓮動の

活澄度が異なり特有の蓮動を示すことも想像せし
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め られ る｡一 方OstWard'sViscosimetryに よつ て

検 す る に結 核 菌(人 、牛 、鳥 型 〉 はHyalur｡nid・

ase作 用 は陰 性 で あ る こ と、 及 びWarburg,s

Manemetryに よつ て 王L職C颯 添 加 は 菌 の 呼 吸作

用 を昂 進 し酸 素 消 費量 の増 大 せ る成 績 に就v・て述

べ た α

25結 核菌の所謂菌体表物質に就

し、て

(京大結研細菌血清学部ア

植 田 三 郎｡山 田 修

從來発育様式の研究に用いて來たと同様な発育
セ

初期菌膜をスライ ドに貼付 し、それを墨汁法と染

色法 を組合わせた方法で処理し、観察 した◎

発育形孫歌形ρ周囲には所謂菌体表物質が見え

な叉(｡続V、て蓮なる桿歌形帥ち縣歌形の基部が成

熟 し、分節として分離した ものではその周縁に僅

少ながら所謂菌体表物質が見える｡更 に続いて蓮

なる桿欺形、 これは発芽後の分節が抗酸性に変性

したものであるが、この物の周縁 には所謂菌体表

物質が明かに見える｡

こbよ うな所見からするLll、実際には所謂菌体

表物質は存在 しない｡一 ・見菌体表に在る如 く見え

るものは、分節=菌 体が成熟するに俘れてその内

部の生活物箕が凝縮 した時に、取残された分節の

表面に近い部夕に過ぎないと考えるのが穏当では

なV、か と考 え る｡'

26・結核菌(抗 酸菌)の 形態並びに

発育形式についての知見補邊
ら

(久留米医大細蔚)中 村 昌 弘

(廣島医 大細菌)安 元 健 兜

抗酸菌の多形態性の意義とその発育形式 との関

係を蘭明するために植田の方法を採用 した殻的観

察と7イ ルム埼地による動的観察とを用 喚 た 結

果、先す静的観察におV・ては結核菌並びにスメグ

マ菌の初期集落の尖端部一 恐 らく発育極初期と

思われる部分に非抗酸性形態の菌 を稀 に認めえ
も

た｡喀 疫酋結核菌では非抗酸性形態は認めなかつ

た｡鼠 癩肉芽の塗抹標本ではこれも稀に上記の初

落 と同様の所見をえた｡鼠 癩肉芽のパラフィン包

埋切片では肉芽中央部は抗酸性を示 したが周辺部

は明かに非抗酸性であつた｡

次にフィルム培地 を用いて培養24、48、72時

間毎にそれより押捺標本 を作 り、その標本につV、

て観察する鄭実験開始時の菌液には抗酸性球短桿

菌 ・中等桿菌が大多数で、稀に非抗酸性中等桿菌

もみとめられたが、培養24時 間目には非抗酸性

球｡短 桿菌が増加 し、48時 間目には非抗酸性中等

桿菌が著 しく壇加 した｡然 るに72時 聞目には非

抗酸性形態は殆んどなくなり、抗酸性中等大桿菌

と長桿菌とが大部分を占めた｡な おζれ らのMu

ch顯粒は培養開始時では菌体に2個 あるものが大

多数を占めたのに、同24時 聞目では2～4個 ある

ものが増加し・48時聞目ではそ許を欠如するせん

細な菌が増加し・72時 問目ではこれとは反対準

4個 以上を有する菌が増加 した｡

次に抗酸性形態と非抗酸性形態 との生活力の問

題をテルー・ル酸 カリ還元能の有無により検すると

発育中の生菌では還元能があ り集 落 は黒変する

が、死菌ではすべて還殆能を喪失してV・ilii2:｡また

生菌で も長 くHungernEhrbodenに 継代された謂

わば発育停止菌では還元能は欠如した｡こ れら菌

の染色楡査 を行参とテル・一ル酸カリを還元した菌

体 も抗酸性を確実に有 していた｡

從つてテルール酸カリ還元度によりこれを抗酸'

性、非抗酸性形態とに判別する こ とは 困難であ

り、同時に抗酸性染色のみで菌の生死を論するζ

ども無理であろう｡

27.Myeohacteriumの 発 育 形式

に関す る知見 補 邊

(特に位相差顯微鏡による観察)

國立療養所清獺病院 ヱ 藤 頽

結核予防会研究所 工 藤 砧 是

位相差顯微鏡を用い、非病原性抗酸性菌、鳥型

菌 、BCGの 発育を観察し、從來 と稻 ≧異なる知見

を得た｡寒 天フィルムをキルヒナー培地で潤し、

これに初期菌膜をとり、著硝子を接着、発育旺盛な

菌束 より輩個菌を游離せしめると、容易に発育 を

営む｡こ れを本顯微鏡で 観 察 す ると、菌体の輪
霧
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期集廓・密度 ・分裂界線・顯粒等が普通顯微鏡に比

し、容易に認 られる｡知 見を要約すれば、発育す

べき菌は、菌体が均質で密度高く、発育せぬ菌は

密度低 く萎縮 した感がある｡(染色にては、何れ も

抗酸性を認める)｡菌の発育は基本的には、輩個菌

が伸長 しなが ら横に細い分 裂 界 線 を生 じ、二個

とな り、その各々の両端が伸長する｡分 裂と顯粒

は関係あるが、顯粒の発生との時間的関係は持続

鏡検でも即断出來ない｡伸 長は一般に元の菌 と同

じ太さで行われるが～時に稽細 く伸びることもあ

る｡ま た菌は相互に接着する傾向強く、若 し側方

へ伸びても再度の分裂停長で菌相互の聞隙を充た

し、平行配列となる｡時 に見られる毛檬突起はそ

れ以上成熟 しない故、崎型と考えられる｡興

軍位菌の側枝形成は、全然これを経験 しない｡

(分裂後㌔なお接着せる菌は屡 ≧普通顯微鏡では

界線を認め得なV・)｡本法によれば、増殖が一定度

に達すると発育は停止する｡発 育停止は糟殖速度

ρ速い菌株に早く起る｡停 止すれば菌体内に顯粒
を

が著明に増加する｡この際菌体が萎縮 しつつ、小さ

く数個に断裂することがある｡か かる歌態になる

:驚雛灘 獅 羅鞭:霜鷺 契筆
不同あ り、増殖時の菌の顯粒 と同一な りやは、疑問

がある｡こ れらの変化は本実験範囲では何れの菌

型にも共通であつた｡BCGに 於V、て、時に大なる

顛粒より、初めか ら十分 な太 さに発芽 した もの

を見た｡し かし、 なお瞼討 を要する6以 上より

Mycobacteriumの 発育のある時期は甚だ軍純な

型式をとり、ただ些細な條件に由 り原則が稻 ヒ異

なつて表現されると考えられる6な お本菌属の発

育階程は増殖期 ・停止期 ・更に停止期を桿菌期 ・

顯粒期と分けるのが姿当ではあるまV・か｡

2&結 核菌及びチモーテ菌変異の

研究

九大細菌学教室 知 念 定 ミ

(1)人F、 三 輪 、 鳥xチ モ ー チ菌 を 「ス トレ

プ トvイ シン」 に よ り処 置 す る こ とに よつ てR.

S.及 び数 多の 移 行 型 に 分 離 し得 た｡「マ イ シ ン」

耐性 の獲 得 を増 す につ れ て 分 離iされ る数 が 少 くな

り、或る程度に蓬すると数は2～3と な り集落の

形は一定の型をとるようになる｡

(2)耐 性獲得菌(人F菌)は 原株と比較 し脆

水素酵素作用著 じく減弱 し、ウレアーゼ、ヵタラ

ーゼ、ペルオキシ、タ ー ゼ、 は著しく増彊してい

る｡

(3)時 間と濃度を変iえることによ釧耐性の獲

得に相違がある｡

(4)「 マイシン」を岡片倉培塊に加え、4～5週

培養することによつて 「マイシン」濃度10-sの

試験管か ら菌形の著しぐ長 くな り、且つ抗酸性が

脆脚された三輪菌を得た｡そ の菌 を岡片倉増養す
き

るととによつて赤、白色の2種 の集落 を得た｡

〆

29・抗 酸牲菌 のS・C・C培 養 にお

郎三音

酸翫
難欝

拓

田

豆

`

戸

賢

抗酸性菌の発育形式の研究をS.C.C法 に依つ

て行つているのであるが、その抗酸性が如何なる

態度を示すかを図に依つて醗明するのが本演論の

自的である｡. .

なお大國、費豆紀の実瞼めぼかに九大沢田内科

の佐伯の実験をも合せて示す｡

S.C"C法 に依れば人 型結核菌も非病原性抗酸

性菌も全集落の菌体が抗酸性を示すことは図に示

す通 りである｡勿 論わすかではあるが、抗酸の弱

い菌体が見笑ることもあるが、その%は 極めて低

く、それは結核菌の抗酸性型が植田教授が言 うよ

うに死んでいるとの証明にはならな＼(｡

S.C・C法 で 結核菌 を培養 した ものは誰で も容

易に抗酸型一一一抗酸型の発育を結核菌がいとなむ

ことを知つていると思 うo

コツホが見た赤 く染 まる結核菌が生きてV、るこ

とを否定することは嵐來なV・｡言 うまで もなくす

べズの細菌は陳旧になれば死滅するのであるから

してその中に死んでいるものもある筈であるが、

それは問額外である｡

コツホの桿菌は矢張 り結核病機、予防などの場
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合 に生 きて 仏 る もの と して考 え る ことが 当然 で あ

るOt

寒性膿瘍の場合に紳 ても同媛なことが言える

ことは費豆紀の報告の通 ゆである｡例 外的のもの

を取 りあげて全般的推理をなすことは着実なる科

家者の行 くべき道ではないと思 う｡

追加 組織内に於ける結核菌、特

にその抗酸性形及び非抗酸

性形の消長

(京大結研細菌血清学部)

植 田 三 郎

人及び動物の結核性組織の塗抹標本及び切片標

本に就いて観察した｡多 くの場合乾酪化組織であ

ノつて、崩壌した細胞の願粒、核破片中に混在する
ミ

騨結核菌の抗酸性形及び非抗酸性形を染色、観察す

るためには在來の方法では不利である｡種 々考案

の結果チール、ハィデンハィン法でその目的を達 ・

した◇.◎

人型菌歯株及びBCG皮 下感染モルモツ トの局
も

処淋巴腺中の菌の消長は興味がある｡淋 巴腺に侵

入した結核菌は徐 たに発育 し、一定適 日り後発育

の極期に達する｡極 期に達する迄の時期には淋巴

腺中には非抗酸性形よりも抗酸塵形が多V・｡極 期

を過ぎると菌は浦 上急激に減少する｡就 中抗酸性

形の老れが著しい.そ の崩壌像を融 見る｡從 ろ

て極期後は非抗酸準形が抗酸性形 よりも比較多数

となる｡菌 の発育の妊盛な時期には組織には白血

麗版 慮が強 く、発育の極期後は壊死及び増殖性反

磨が急に強 くなる｡

人の組織及び流注膿瘍の膿の所見も亦、上述モ

ルモツ トの淋巴腺のそれによく一致した｡

帥ち結核菌は組織内に於いても、前回報告の培

養基上と全 く同檬の檬式に從つて発育することは

朋 らかであつて、非抗酸性形 こそ結核菌の発育形

として重要観せなければならない｡

30・結核 菌の 抗酸 牲 に関す る研 究

(第1報)

結 核菌 の抗 加水 分解 性 に就 い

て.(1)

徳大医学部細菌学教室

吉 田 長 之 ・淡 灯 宏

結核菌(抗 酸性菌)の 抗酸性に就いt研 究中の

ところ、たまたまBOivinの 細菌の核酸物質の染

色法.(Rbinow染 色法)を 抗酸菌に適用し1Nの

HCI60｡Cで 菌体に作用させ、加水分 解 を起 さ

せ、その後でチール ネ ル ゼ ン染 色を行つたとこ嘩

ろ、塩酸加水分解の時聞に依 り菌体原形質が先す

抗酸性を脆却し、次に核様物質の抗酸性が腕卸す

る｡し か も抗酸菌各型に於V・て睨劒時聞が異な り

且つ原形質と核様物質に於V・てもその差があるこ

とを認めたと同時に加水分解の時間礁 噛 沐の

形態的変化 もそれぞれ特有なる推移を示ナ ことが

判つた

攻に順序を変えて先すチール氏液で染色し、直ち

に1N-HCIを60｡Cで 菌体に作用させレフレル

氏液で後染色を行つたところ、矢張 り抗加水分解

性睨却が菌体原形質、核様物質の順に行われ、し
サ

か も各型 に依 り時 聞 的 に差 が あ り、且 つ 加 水 分 解

に依 る菌 体 の 形 態 的 変化 もそれ ぞれ 特 有 な推 移 を

示 し、前 法 に依 る場 合 と大 体 類 似 した 値 を示 した

が 完 全 に一・致 は した かつ た｡

毫両 者 を比較 す る と前法 の 方 が 明 瞭 な成 績 を示 し

てV、る｡.1

更 に実 瞼 に供 す る菌 の 培 養 日数 を一 定 に し訴 な

お詳 細 に研 究 す れ ば 抗 酸 菌 の 分類 に本 法 を利 用 す

る ことが 出 來 る と考 える｡

そ こで 從 來P・'eigの 提 冒 し てV・ る抗 煮 沸 性

(Kcch-fe4tigkeit)と 区 別 す る意 味 で 抗 酸 菌 の 抗

加 水 分 解 性(Hydrolyse-fe・tigkeit-Hf)〃 な る用

語 を提 唱 した い｡
肇

31・抗酸 性菌の抗煮沸惟に関す る

研究

國立公衆衛生院 染 谷 四 郎

川 村 達'

千葉大医学部河合外科 ミ 宅 和 夫

き

プライスが抗酸性菌の抗煮沸性が結核菌楡索の

上に贋値のあるものとしてか ら、我が國において

も戸田氏が初めて これを報告、その後諸家の報告

におV・てその成績は大体 一一致してV・るが、我々は

φ
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その実験方法における沸騰水の性歌が、その結果

に非常に影響することを知つたので、沸騰水の種

々の條件における成績を観察すると共に、一定條

件(生 理的食塩水)の もとにおける抗酸性菌の抗

煮沸性 をも観察 した｡・

実験方法:培 養菌 を乳鉢で可及的均等な浮灘液
な

と し、それ を塗抹 し室温で乾燥固定する｡染 色歌

態を正確に常に同様とするために37｡C艀 卵器中

でチール氏液で15分 聞染色し水洗後種 々な沸縢

7Xで 一定時間処置後複染色(1%メ チレン音30

秒)し て鏡検 した｡

実験成績;1)沸 騰水として蒸溜水は水道水 より

も睨色がお くれてV、る｡特 にある限度までは睨色

するがそれ以後はなかなか完全睨色せす｡人 型馬

場菌は水道水では15分 以内で脱色するが蒸溜水

では20分 で もまだ睨色しない｡2)ゼ ーレンゼン

緩衝液を用いて種 々なpHの 沸騰水を用V、ると

PH6・8す なはち、 中性になるに從つて脱色が最

もおそくなる｡3)蒸 溜水のpHを3%塩 酸｡3%

苛性曹達を修正液として種 々なpHの 沸騰水を用

.いるとPH6・0で 睨色が最 もおそ く、アルカリ性

に傾 くにつれて漸次早 くな るが、酸性側、特に

pH3.2以 下では急激に早 くなる｡4)諸 種塩類す

惚 はち、それぞれ0.85%の 塩化ナ トリウへ 塩

化マグネシウム、塩化カルシウム、塩化 カリ、塩

化ア,ンモニウムを沸騰水として用いると大体にお

いて水道水 と一致するが前三者の右が後二者 より

もやや脱色が早V・｡、5)塩類濃度をかえた時、すな

わちO.1%、O.85%「 、10%塩 化ナ トリウム溶液 を

それぞれ沸騰水として用いるε高濃度においては

腕色早 く低濃度になるに從つてお くれて くる｡6)

蒸溜水では完全股色がおそく、水道水はその性状

.が不安定であるので比較的簡軍に入手出來る生理

的食塩水を用いた時の抗酸性菌の抗煮沸性ば人型

菌(6株)5分 一12分 、牛型菌(4株)8分30秒

一15分 、鳥型菌(4株)2分40秒 ～4分30秒

患者喀疫 より分離のもの(6株)4分30秒 ～9

分30秒 、非病原性抗酸性菌(57株)10秒 ～1分

30秒であつた｡す なわち簡箪に結核菌 と非病原性

抗酸性菌の鑑別が幽來る¢

32・ 生 体 内 結 核 菌 非 抗 酸 性 化 の 可

能 性 に 関 す る 研 究

東京慈惑会医大高田外科教室

竹 内 稔 雄｡臼 井 仁 朗

我 々はPhenauthren核 構 造 を有 す るDigicoレ

in及 びBufotalin使 用 し、 試 験 管 内 に於 け る結

核 菌 そ の他 の抗 酸 性菌 の 非 抗 酸 性化 につ き、 既 に

昨 年 の本 大 会 に発 表 した｡こ の 成 績 を参 照 し、生

体 丙結 核 菌 の非 抗 酸 性化 の 可能 性 にづ き、 次 の笑

験 を行 つ た｡

i)組 織 培養 に依 る実 験;人 型Fア 株 を用 い海 、

狽 肺 、淋 巴腺 を海 狽 血 漿 を培 地 と し、Deck-91ass

法 に て 、1cc中 に2自 金 耳 の割 合 に結 核 菌 を含 む

無 アル カ リ｡リtン ゲ ル液 及 び1%Neo-B㎡otali3・

加 無 ア ・り ・液 中 に各10分,浸 漬,培 養 し,3

日 目毎 に植 替 え、 その 度 毎 に'Neo一Bufotalis加

無 ア ・リ、・液 に浸 漬す る一 方 、標 本 作 成 鏡 楡 の結

果 、対 照 群 は第15日 に至 る も変 異 菌 を認 めす 実

験 群 は第9日 に至 り非 抗 酸 性 化 の 傾 向 を有 す る菌

の 混 在 を認 め 、 日 を邉 めて 増 数 した｡

ii)SlideCellCultureに 依 る実 験;Fr株 、

傳 鳥株N榊 戸 上 水 株 、140± 株 を使用 、2mgの

菌量に1cc生 理食 塩 水 を加え衆菌灌に、Neo

BUfotalisを 等量に加客た健康男子全血液 を滴加・

37｡C加 温培養した結果傳鳥株等三株は3・)4日

F7株 は5日 で、発育菌集塊の孚ば或は殆んど総

てに非抗酸性菌 を得o

iii)生体内実験;表 在性の限局性結核病巣の膿㍉

瘍形成の傾向 を有する25例 を選び、実験を行つ

た｡印 ち膿瘍内容を穿刺吸引し、20%Neo-Bufo・

talis注 射液で洗驚、注入 し3日 目毎にこの操作

を行い、漸亥、液の濃度を高め、刺つ操作の聞隔

を延長した｡穿 刺液はその度毎に塗抹、鏡検 し、同

時に普通寒天、岡 ・片倉地に培養した結果、洗灘

前には1例 も変異菌は証明されす、洗灘により25

例中8例32%に 変異菌を証明し・ うちδ例は還

元培養により原菌に還元 してV・る｡こ のことは病

巣結核菌がBUfGtalin灘 匙 て生体内に於V・て

非抗酸性化したものと思われる｡

以上の臨淋的実験的所見により、我裁は結核菌

___76_一 一
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がBufetalin'及 びDigicOrinに 依D試 験管内の

みならす生体内に於V、て も、非抗酸性化が可能で

あ ることを立証 した｡こ のことは結核症の診療の

上 に何等か薪しい道が開かれる可能性を示唆する

亀のと思われる◎

に法出検菌核結の用

.
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昨年度本会に於いて林、太宰の発 表 せ る 鉱

C.C.鷹 用の喀疾中結核菌の検出法に就き、稀釈

轄疾を以て本法と他ρ結核菌検出法とを比較 し・
§

又 喀疫 培養 法 と してSpitzglassを 利用 せ る培 養

法 、並 び にBerry氏 等 の 考 に倣V・、SlideCulture

法 を行 い 、JYCS.C.C.法 に よ り血 液 各 成 分 中 に於

け る結 核菌 増 養 を行 つ た｡更 にS.C・C;i¥3を 慮 用

して 、1血中、 胸腹 水 、 及 び髄 液 中の 結 核菌 検 出 を

試 み 、{聯か所 見 を得 た の で 、絃 に報 告 す る｡,噌

① 稀 釈 喀疫 に よ る菌 検 出 に就V・ては 、方 法 と

し て林 、坂 田氏 法 に 倣V・、 喀疫 を稀 釈2×107～2

×109倍 な らしめ、 そ の 各 々 に つV・て 輩純 塗抹

法 、 田村 氏 集菌 法 、 螢 光顯 微 鏡 、S・C・C法 、岡片 ・

倉 培養 法 を行 い 、S.(」.C法 は4日6日8日10日

培 養標 本 につ き観察 した｡結 果 は 田村 氏 集 菌 法 は

輩 純 塗抹 法 の100倍 稀釈 迄 菌 発 見せ られ 、集菌 法 、

讐 光顯 微 鏡 、S.C.C法 、 岡 片 倉 の 順 に各10倍 稀

釈 宛 菌 発見能 力 の増 加 してい るの を認 めた｡

②Spitzglassを 利 用 せ る結 核菌 培 養 法 に就V・

て は 、Meniumと して血 漿 、 全血 、腕繊 維 血 を用

いた｡方 法 と して 喀湊 をSpitzglassに と り4%

NaOH及 び4%H2SO4に て処 理 してpH7～7.2

な ら しめ、 洗渣 にMediumを 加 え て その 儘37｡C

7日 聞 培 養 した｡成 績 は何 れ も輩純 塗抹 に比 し菌

数 の増 加 を認 め たが 血 漿 中 培 養 は 集菌 法 に稽 土

秀 れ 、睨繊 維血 中培 養 が 最 も優 れ 、次 いで全 血 中の

順 にな つ て お り、増 殖 せ るKolonieを 弱 拡 大 に

て 認 め得た｡

⑧SlideCUIture法 に 於 い て は 喀疫 塗抹 標 本

を硫酸水にて処理ぜるものをKirchner培 地及び

人血清中に37｡C7日 間培養せるものはsc.C'

法やSpit箔91assを 利用せる培養法に比 し発育劣

り、増養液表面にあるものは深部にあるものに比

し発育良寿である｡

④ 血液各成分中に於ける結核菌培養では、自

血球中に於いて発育阻止傾向が最も強 く、血次漿、

赤血球中に於いては略固檬であつた◎

⑤ 林、渡辺氏塩酸ペプシン法にS・C・C法 を

磨用せる成績では流血中結核菌は35例 中17例

に陽性.そ の中粟粒結核4例結核性脳膜炎4例 は全

例陽性、髄液では全例陽性、胸腹水では10例 中

5例陽性であ り、流血中結核菌 を認めたのは軽症2

例以外何れも血行性結核及び重症末期患者であつ.
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、喀疫 の迅 速 培 養 楡 査 法 と して 提 唱 され たT・W・

BerryandHopeLowryのSlideCulturemeth-

odをm◎difyし て次 の 如 き方 法 を考案 した｡

1.縦 に 牛切 した ス ラ イ ドグ ラ スに 喀湊 を 塗抹 、

乾 燥a普 通 試 験 管 中 にて6%硫 酸 水 を用 い て20

分 処 理 、3.普 逼 試 験 管 中に て 滅 菌蒸 溜 水10分 宛

2回 通 過 又 はm/15燐 酸 塩 綾 衝 液(pH7.0)10分

1回 通 過4.普 通 試 瞼 管 中 の10%血 清 加 キ ル ヒ

ナ ー培 地 に2枚 宛 背 中合 せ に投 入 、購 温 に て 培 養

5.5日 及 び7日 目に取 出 しチe・一・p・・ル ネ ・一ル ゼ ン 染

色 、検 鏡 、判 定 は 弱 拡 大 にて 菌 集 落 の 認 め られ る

の を 汁 、遇 墨拡 大 に て認 め られ るの を 十、 強 拡 大 に

て も認 め られ なV・場 合 を一 とす る｡通 常 一 個 の 喀

疫 を6枚 の スラ イ ドル に塗 抹 し、 一 組 とす る◇ 培

地 と して 中村 氏 ム チ ン血 清 培 地 を用 い て も大 差 な

v㌔｡

この変法は原著者等の方法(但 し培地は.血清加

キルヒナー培地を用いた)に 比較して7日 目に判

定すれば菌検出率は大差がない｡操 作は遙かに簡

軍で、雑菌迷入の危険も少V・｡
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ガフキー陰性の喀疫32例 に就いて他の検査法

との比較を行 うのに、32例 中本法では7例 陽性に

対し岡片倉法21例 、5%硫 酸水集菌法8例 陽性

であつた｡即 ち本法は集菌法 としては優秀ではな

い硫酸法 と匹敵する位で岡片倉法に比較すると遙

かに劣る｡從 つて本法は喀疾結核菌の培養槍出法

としてほ適当でない｡

次に喀疫中結核菌の発育形態検査方法 とし℃の

懸用には從來の&αC・ 法又は類似の方法 と同程

度に鷹用し得る◎'

次に本法は喀湊中結核菌の 「ストレプ トマイシ

ン」耐性の強査に癒用 し得ることを知つた｡「 ス

ト」40本 注射後60日 目の喀疫に於いて50γ(1.O

cc中)の 「ス ト」濃度にも抵抗する菌を発見した｡

非耐性菌は通常2～3γ 時には6ア の濃度で発育
く

阻止 されることを知つた｡

なお珪牙々は本方法 を懸用 して特殊の実験を実施

中であるが、これに就V、ては後 日を期したい｡

35・SC・cに よ る「ス トレブ トマ"

イ シン」耐 性 検査法

阪大第三内科 河 盛 勇 造

弘 末 元 勇

掘 本 清 次 郎

肺結核患者喀疫中結核菌の「ス トマイ」耐性を迅

速に検査する潅めに、「スライ ド｡セ ル ・カルチユ

ア」法による全血液内結核菌培養法を磨用した｡

実施方法:患 者喀湊に苛性重達を加え、更に超

音波を1～2分 聞作用せ しめて均質化 し、硫酸注

加による帷菌処理の後、その遠心沈渣を菌液 とし

た｡こ れを予め所要濃度に 「ストマイ」を含有せ

しめた健康海猿血液中駕加え、今村、西村法に從

い 「スライ ド・セル｡ヵ ルチユア」を行りた｡判

定は37｡C、7日 間の培養後に行XA・,「ス トマイ」.

を含有せぬ血液中での結核菌発育歌況を参考とし

て、発育を認め得る 「ストマイ」最少濃度を以て
ノ

耐 性濃度とした｡

実験成績

1、106例 に就V、て得た成績は次表の如 くであ

る｡帥 ち「ストマイ」使用前及び使用9日 以内は全例

が感受性を有 してV・るが、使用 日数 と共に耐性菌

計
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出現率を檜 し、60日以上にては半数以上が耐性を
ミ

示した｡な お1ゆ00輩 位1蛇 に醗性を示すものの

内2例 は、5000翠 位にても発育を認めた｡

2)喀 湊中結核菌よ り直接 検 査 して得た成績
ま

と、岡｡片 倉培地にて分離培養した菌による成績

は殆んど差異を認め得なかつたQ

3)本 法とYcumans培 地による深部培養法と

の比較は、喀疫直接法及び分離培養菌による場合

共に、殆んど一致 した成績を認めた｡

追 加 、
鞭 慈患医大林内科 藤 村 義 ・男

私も結核患者喀疫中の菌に付 き直接その耐性を

検蕎する目的で睨繊維血液を以て 「ス トマイ」の 活

各稀釈液を作 り、それと喀湊集菌処理沈渣一 「エ

ーゼ」を 「スライド、セル」中に培養 じ、その増

殖歌態より耐性を検討しました結果(表1・23・)

次のような結論を得 ました6

1)直 接喀疫を「スライ ド、セル、 カルチユア」
へ

する法は結核菌の 「ス トマイ」感性耐性測定に使

用出來る｡

2)人 血家兎血液共に使用 して大差なV・｡

3)本 法は簡便で然 も6日 間の短時 日で喀湊中

結核菌の耐幽判定が可能である点、臨床的に慮用

すれば有意義ではないかと思考する｡

36.i結 核 菌 のSlide`Culture法 に

よ る2、3の 知 見 に就 いて

武田藥工光工場嘱託 藤 田 浩
周 東 病 院 嘱 託

SlideCUIture法 を用V・て 、 結 核菌 の培 養 、及

び その 慮 用 を試 み て 、i次の 如 き所 見 を得 た｡
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1)方 法WoGdruff等(Natu・,164r313-314

1949)の 方 法 に多 少 の変 更 を加 えて 、次 の 如 くし

た｡普 通 の大 さ の礫 質 ガ ラ ス製 の載 ぜ ガ ラ ス を

縦 に2分 し.tt滅菌 し た もの に 、喀 疾 を 塗 抹 、

37｡Cに て乾 燥 、6%硫 酸 水 に2分 間浸 した後 滅
し へ

菌水にて1乃 至2回 水洗、これをKirchner培 地

5乃 至8ccを 分注せ る中試験管に入れ,37｡Cに

7乃 至10日 閤培養の後、染色検鏡する｡培 養菌

を使用する場合には、型の如 くに菌液を作 り、そ

の上清と・卵白とを少量宛混じて載せガラスに塗抹
む

し、以下同檬の操作を行う｡但 しこの場合には硫

酸水の濃度は4%で よい｡

2)培 養所見 菌は載せガラスの表面で発育壇

殖しV喀 疫の=場合には1乃 至2日 後には強拡大に

て増殖像を証明し、3乃 至4日 後には弱拡大にて

小集落を認め得る｡7乃 至10日 後には多数の菌

が東歌をなして長 く延び、不規則に曲つた紐歌の

集落を作る｡菌 液を使用する場合には発育はやや

遅れ、集落の形 も毬粟歌となることがある｡

3)本 法によるStreptomyciuそ の他の藥物に

対する試験管内実瞼Streptomアcinは 喀疫を用V・
さ

て10例 、菌 液 を用 いて6例 検 査 し、 前 者 の 発育

最終 濃度 はIOOγ 以 上3例 、10r以 上1例 、lr

以 上5例 、1ア 以下1例 、・後 者 は,1000r以 上1

例 、1γ 以 上1例 、1ア 以 下4例｡Paraaminos-

alieylicacidは 喀疾 に て5例 、 菌液 に て6例 検 査

し、前 者 は1r以 上2例 ～1γ 以 下2例 、雑 菌1

例 、後者 は全 部1ア 以下 、 内O.Sr以 下4例｡そ
〆あ 他K

&tivは10r〈VitamiiiKと して5r)

Tibioneは10アProminは5007で あ る｡Str・

eptc町cin抵 抗 菌 と非 抵 抗 菌 と に てParaaminos・

alicylicaeidに 対 す る 感 受 性 に は 差 異 が な ぐ
、又

Kativ・ 舞TibiORe・Prominに 対 し て も差 異 が な か

つ た｡

翫 結核菌の培養 に関する研究 ・

(第1報)喀 痩中の結核菌分離培養におけ

る硫酸 、苛性曹達、及び第三燐酸曹達各

前庭理法の比較について

國立公衆衛生院 衛生微生物学部

國立予防衛生研究所結核部 林 久 子

喀疫中の結核菌分離培養に際し、現在最 も一般

に行われている硫酸、苛性曹達及び第三燐酸曹達

の各前処理法を比較した｡即 ちGaffkyl[～V号

の喀疾をGaffky陰 性の喀疫で稀釈し、金岡砂を

加えて研磨 し、又は氷結磨碑することによつて得

た均等な喀湊を各処理液によつて処理を行い岡｡

片倉培地及び水素イオン濃度の異なる鶏卵培地に

それぞれ培養 し、以下の成績を得た｡

1)岡｡片 倉培地に於ける成績では硫酸処理法

が最も優れていたが他の二者は培養成績に著 しV・

差を認めることが出來なかつた｡

2)各 処理法の優劣ぬ培養を行 う際の固形培地

の水素イオン濃度により影響を受けることが認め

られた｡帥 紮4%硫 酸処理法に於ける固形培地の

至適水素イオン濃度はpH6.9～72で あ り、4%

苛性曹達処理法に於V・てはpH約5.9の 培地に

よい減 績を認め、23%第 三燐酸曹達処理法に於け

る固形培地の至適水素イオン濃度はpH5.9～6.6

であつた｡4%硫 酸法、4%苛 性曹達法に於いセ

はそれぞれの至適水素イオレ濃度の培地の成績¢ン

間に殆んど培養成績に優劣を認められ な か つた

が、23%第3燐 酸曹達処理法は成績が前2者 にや

や劣つZV・ た｡又何れの処理法に於いてもpH6・5

以下の水素イオン濃度の培地に於V・ て は 集落が
ノ

小さく、高 く、また硬いが、水素イオン濃度め高

V・培地では集落が大きく、低 く、不規則に周囲に

拡がる傾向が認められ、さらに脆弱であつた｡詳

38・結核 菌 の培養 に関 す る研 究

(第2報)第 三燐酸曹蓮処理法における溶

液の濃度及び作用 日数の影響について,

國立公衆衛生院衛生微生物学部

國立予防衛生研究所結核部 林 久 子

先 にCorper,Stoner,Vranken等 に よつ て 提
へ

唱 され た 第三 燐 酸 菌達 処 理 法 を検討 した｡(i&ffky・

陰性 の 喀疲 にGaffky■ ～V号 の 喀療 を混 和 し、

氷 結 研磨 した 均 等 な材 料艇 つ い て 実 瞼 を行V・、以

下 の成 績 を得 た｡

1)23%第 三 燐 酸 曹 達 で処 理 を行 つ た 喀 湊 を

25｡C～30｡Cの 室温 に保 存 し、 混 和 後1日 、3日 、

7日 、11日 、15口 、20日 後 に培 養 した｡3日

竈
一79___



440

間作用 させた材料の集落数は1日 作用させた集落

数の 蘇%に 減少 し、7日 闇作用させた材料の成

績は、1H間 作用の17%の 集落数に減少してV・

たが、20日 間作用させても少数の集 落 発生を認

めた｡

2)5%、10%、15%N23%の 第三燐酸曹達

溶液で夫 々処理 した喀疫 をpH5.6～7.4の 鶏卵培

地に培養 し、第三燐酸薄達の濃度 と、培地の水素

イオン濃度の関係を検討した培養成績では5%～

15%の 溶液で処理した場合はpH5・6-・G.9の 闇

の培地に殆んど同檬の成績を示したが、23%溶 液

で処理した場合はpH6.5以 下の低いpHの 培

地に良V・成績を認めた｡又 処理液の各濃度の間の

増養成績は殆んど認められなかつたの

3)10%、15%、23%第 三燐酸曹達溶液で処理

した喀疾を10｡C,22｡C,37｡Cに それぞれ保存 し、

混和後1日 、3日 、7日 後に培養を行つた成績で

は何れの濃度の溶液で処理した場合でも低温に保

存したものが集落数を多く認めた｡帥 ち、混漁7

、日後の培養成績を見 ると何れの濃度の溶液の処理

においても37｡Cに 保存したものは10｡Cに 保存

したものの表「の以下礫 醐 であゆ・卿 に
1'1

保存 した ものは ユ0｡Cに 保存した ものの大「以下

集落数であつた｡然 し、混和3日 後 までは低温に

の保存 した材料では何れの濃度の溶液で処理 した

ものにも雑菌混入が著明であつた｡

39・結核菌液体培地の改良 に関す

る研究

九大医学部細菌学教室

戸 田 忠 雄 ・中 川 洋

三 淵 一 昌｡大 ・友 信 也

吉 村 正 夫

(1)ポ リタミン添カロ培地

離注用ポリタミンをキルヒナー培地に、1%、

5%、10%及 び20%の 劇に添加 し、人型青山
く

Bの10-3mgを 接種培養し、対照キルヒナー培地

と比較した｡検 鏡的にμ何れ も常に対照を凌駕す

る発育 を示すが、4日 臼では特に20%添 加 の
な

もので著明な均殖像が見 られ、7目 目では10%

及び20%の ものが よく、10日 目では10%及 び

5%の ものが良寿であつた｡

次にキルヒナ・一培地 よリアスパラギンを除去 し

た ものにポ リタミンをス%・5%・10%及 び20

%の 割に添加したもので同様培養 を行 つ て見た

が、この場合も対照キルヒナーに 勝 る成 績を示

し、とくに5%添 加の もので著明な増殖が見 られ
蓼

た｡

又ポリタミン加 ソー トン培地で液衝培養を行つ

ても、対照のツー トン培地に遙に勝る成績が得 ら ・

れた｡こ の場合 も10%が 最 よい｡ア スパラギン

を除虫し、代 りにポ リタミンを添加 した ソー トン

培地も対照よりす ぐれてお り、やは リ ユO%添 加

が最良であつた｡

(2)活 性炭末添加無蛋白培地

キル ヒナー原液に血清の代 りに炭末を添加 して

結核菌 を培養すると、結核菌輝よく発 育し得 るこ

とを認めた｡添 加活性炭の最適量はキルヒナー原

液5ccに25m9》 活性炭の種類は血炭が最 もよ

く隻獣炭、藤沢藥用炭、片山活性炭、蕪糖炭の順
モ

にこれに次 ぐ｡

又 ソ護トン培地の表両に炭末を撒布し結核菌 を

表面培養すると、貴炭は菌の発育を促進すること

を認めた｡
ぴ

目下炭末の作用 を追究し、更に血清蛋自劃分 と

結核菌の発育につV・て も実験中である｡

40・液体培地 による結核菌の分離

培養

群

國立療養所再春荘

弘 ・伊津野 保

結核菌の分離培養には現在多 く鶏卵を用いた固

形培地が使用されているが、観察に長期間を要す

ることが最大の難点である｡固 形培地の成分を種

々改変することによつて・陽性牽牽たかめると共

に培養日数 を短縮 しようとする試み も多数行われ

たが、未だ満足すべき成果は認められてbなb｡

其処で先人の業績を経けば、Kirchnerの 業績

によつて結核菌の液体緬地に於ける深部発育 も容

易に可能であり、荻原 ・南谷氏のプラスマ加血清

ブイヨンによる法、中村氏のムチγ培地の試みな

一80-一 一
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ど も見 るべ き成 果 が あ げ られ てV・る｡

我 々 も亦Youmaasに よ るPr(mskauer-Beck培

地 の 変 法 を分離 培 養 に用 い て岡｡片 倉 氏培 地 と比

較 した 処 、被 検 材 料100例 中岡 ・片 倉 氏培 地 に於 い

て陽 性 の もの67例 、Prosk澱eやBeck培 地 変 法

で 陽 性 の もの63例 な る成 績 を得 、ProskauerBeck

の液 体 培 地 は 陽性 次率 に於V・ては 岡 ・片 倉氏 培地 に

比 し僅 か に劣 るが 、観 察 期 聞 は一般 に著 明 に短 鰻

され 、培 地 深 部 に於 け る発 育 程 度 は ・固 形 培地 の

それ と非 常 に よ く一 致 し、又 雑 菌 に よる汚 染 もさ

程 認 め られ な かつ た｡

以 上 の 結 果 か ら して ・結 核 菌 分 離培 養 に液 体培

地 を用 い る こ とは、 今後 の研 究 に よつ て有 望 で あ

る こと を知 つ た｡

/ 41.結 核菌定量培養 に於け る喀 寝

処理 と鶏卵培地の組成との関

係に就 いて

國立神奈用療養所 伊 藤 忠 雄

人工氣胸及び外科的療法の普及発達と化学療法

の進歩に俘い、喀疫中結核菌の消長を可及的正確

且つ定量的に知ることが必要とな り、然 も、その

成績は鶏卵培地の組成 と処理法によりかなり相違

があるので2、3行 つた実験の結果を報告する｡

1.A.実 験方法(ィ)1%、2%、3%の 割に

4種 の燐酸塩帥ち第一燐 酸加里、第二燐酸加里、

第一燐酸曹達、第二燐酸曹達をそれぞれ軍独に原

液に入れた鶏卵培地及び岡片倉培地(13種)を 作

硬 す(の 甥 「グリセリン」肉汁に1ヶ 月培養

せ る人型菌 「F4株 を秤量、瑞璃の乳鉢で充分磨

碑 し、生理的食塩水で均等菌浮游液 を作 り、結核

菌陰性喀疾に混じ、菌量を1mg×10-i}倍 稀釈 と

せる均等浮游喀疾を作つた｡(ハ)5倍 量の4%硫

酸水及び苛性曹達 を加 え、15分闇良 く擁拝し、直

ちにそのO・1ccを 「どペツト」で上記諸培地に
蕊

塗抹培養し観察した｡

B・ 成績4%硫 酸処理に於V・ては1%第 一燐

酸加里培地優れ、第二燐酸曹達培地、岡片倉培地

これにつぎ、4%苛 性曹達処理に於V・ては3%第

・一燐酸加里培地優れ、4%硫 酸処理法と4%苛 性

曹達法を比較する≧、一般に集落発生は硫酸法に

於 い で若 干 先 行 す るが 第 三 週 以 降 は4%苛 性 曹達

処 理 の3%ag-一 燐 酸 加 里培 地 最 優 秀 な り・

∬.上 記 と同 檬 に して 作 つ た1mg)d0略 倍稀

釈 の均 等 菌浮 溝 液 と2%、3%、4%硫 酸 水及 び

苛 性 菌達 液 に て夫 々同檬 稀 釈処 理(15分 聞)せ る

均等 菌俘 澹 喀 疲 と を岡 片 倉 培 地 に0・1u宛 塗抹

培 養 して比 較 す るの に 集 落数 は藥 液 濃度 の 上 昇 に

つ れ て減 少 し、4%処 理 に 於 い て は硫 酸 法 ぱ20

%、 苛 性 曹達 法 は40%減 少 した｡

III.余 の 「ア ル プ ミシ」 培 地 は血 清 「アル ブ ミ

ン」0.59、 「ア ス パ ラギ ン 」(又は味 の 素)039・

第一 燐 酸 加 里039、 絢 橡 酸鉄 安 門O・029、 全 卵

50cc、 「グ リセ リン」3.Occ、2%「 マ ラ ヒ ツ ト」

緑 液O.5cc、 水100cc組 成 を有 す る固 形培 地 で 、

作 製 は簡 軍 で 、 しか も、 成 績 は 上記 諸 培 地 に優 る

と も劣 らす 資 材 の 節 約 の 点 か ら も廣 く利 用 さ るべ

き もの と信 す る｡

42・寒 性膿 瘍 の綱 菌学 的研 究

九大細菌 賢 豆 紀 勝 彦

起因菌が結核菌であるにもかかわ らす寒性膿汁

か ら直接塗抹染色標本により結核菌が証醍出來難

V・が果 してそれが如何なる原因に基 くかと云 う問

題につV、て種 々検討を試みた｡

先す寒性膿汁内の結核菌検出を検討 した｡帥 ち

混合感染を認められない骨関節結核 より生する寒

性膿汁を無菌的に探取せる もの を直接塗抹染色

法、集菌染色法、直接培養法、前処置後培養法を

行つた｡

11例の結果直接塗抹染色法では発見し得ないが

集菌によれば菌数は僅 く少数であるが比較的容易

に証明し得、培養によれば全例に於いて結核菌 を

証明し得た｡こ の事 より直接塗抹染色棲‡に於い

ても結核菌の存在を信 じ、種 た検討せる結果戸田

氏マラヒツト緑染色法を行いピクリン酸黄色集光

ランプ或 は裸電燈照射により且つ寒微鏡倍率を壌

大することにより比較的容易に直接塗抹染色標本

より赤 く染色された結核菌を証明し得 ることを認

めた｡

又前記方法により発見された結核菌の形態は定

型的桿歌短桿歌顯粒のみが強 く染色され菌体が非

脚一一一81__
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常に薄 く染色されているもの、菌が集束して苺状

を呈 しているもの、赤い背影に赤紫色の穎程が恰

も塵埃歌に集束 しているもの等甚だ多種多様であ

る｡そ の際菌体内顯粒は毎常濃赤色乃至曙紫色に

強 く染色されてV・た｡

結論 とし瓶寒性膿汗の直接塗抹標本 より結核菌

を証明するのは考えられる如 く困難ではなV・、且

つその菌数は培養される集落数 と平行的関係にあ

るようである◎ 詳
、

ta3・PapexChr｡mategraphy .に

よ る結 核菌培 養濾 液 内 の ア ミ

ノ酸 に 関す る研究

三夢

阪大微生物研究所 ・竹尾結核研究部

伊 藤 政 ・一・吉 田 茂

結核菌並びにその培養濾液内の蛋白質及びアミ

ノ酸 構 成 を調 べ 且 つ そ の 代 謝機 構 を研 究 し、 これ

と ツベ ル ク リン活性 因子 及 び結 核 ア レル ギ ー一つ設

との 関係 を明 か にせ ん とす る 目的 を以 て本 研 究 を

始 め、 今 回 そ の一 部 を報 告 す る｡

窒 素 源 と してGlycineを 代 用 した ソー トン培

地 に結 核 菌 を培 養 し、培 養 濾 液 中 に於 け る游 離 ア

ミノ酸 の 消 長 を定 量 的 にmodifyし たPaper

Chromatographyに よ り時 日 を追 つ て 調 べ た ◎ 又

これ と共 に培 養 濾 液 中 よ り三塩 化 酷 酸 に て落 した

蛋 白 劃 分 の塩 酸 並 び に水 酸 化 バ リウ ム加 水 分 解 物

に於 け る ア ミノ酸 組成 を調 べ た｡

そ の結 果 と して游 離 ア ミノ酸 に 関 して は 、培 養

の 早期 に!Vyrosineが 現 れ 、後 孚 に はAl狐ine,

Valine,Leucine,Aspaぞticacid,Glutamicacid
一噛

等が証明された｡な お詳細は次の表に示す｡

'

結 援菌培養濾液 中の遊離 ア ミノ酸

、 酸｡週/ 1 0
召 3 4 5

Gユycine O.35% 0.25% O｡oq.% 0,03% O・008%{

6

0｡002%

Tyr｡s醜 十 十

Alanine 升'/+

Valine +1+ 十 十

Leucine 十 {+ 十

Aspar七icac;d 十 十 十

ゆ
(}hユtamic島cld

噛
十

、

　 ＼ 一〉
む

ア ミノ酸 ＼

結核菌 ソー トン培養濾液 の
蛋 白謝分 のア ミ ノ酸 組 成

1 "
召

3 4

体
成

菌
組

ス
分

フ
翻

チ
白

腸
蛋
②

罫

5

お
E.coliの

ア ミノ酸 組 成

③

Glぎclnei 3.9 3・2i姻3・213・ ・{ 3｡1 4.δ3

Alanine 5.3 4.1 5・71
、3・5

0
耐

4
'4

.7 5.60

Valine ・・314・613・412・6 酬 3.2 4.00
夢

Laxxcineσsoユ 鋤 加o)

Phenylalanine

Methloni短e

0の
4

1

/

ー
901

ー

ー
し｡茎 8｡0 551ー } 14｡Oas"

鰯}

1:::i'4'e'7
Proline 十 十 十 十 +1 十 2.57

Cystine 一 ト 十 十 +1 1 輌 翫

曳
一82・ 一
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①Tryptophaneは 塩酸分解 で破壊す る｡故 にBa(OH)2分 解物に就 てその存在 を証 明 した｡
種

③ 腸 ヂ フズ菌体 よ り得 た蛋 白 劃分 を塩 酸 分 解 し結 核 菌培 養 濾 液 の場 合 と同 じ方 法 で調 べ た結 果 で あ る｡

③A.Pols｡n:BioohemlcaetBiophySicaActa2(1948)p575～p58エ

44・結 核菌及 びBC(}の 酸化還 元

電 位の研 究

九rた細菌学教室 内 田 正

結核菌及びBCGに ついて、その 「藩止菌」を

用いて無酸素歌態で酸化還元電位を測定した｡

① 結核菌の初電位はV・すれ も300mV附 近

にあり・rE2=12近 くで緩衡電位が見 られる｡こ

れは黄色酵素の電位に相当する｡電 位下降速度は

人型、牛型、鳥型の順に大である｡

② 腕水素酵素反窓は、水素受容体としての色

メ嚢の標準電位で行われ、反磨開始時ρ電位に関係

しなV・｡

③ 菌体の加熱によ り電位の変化 は著 減 する

が・KCN・ 紫外線照射・、蓮続凍結融解によ り電位下

降速度は増大 し腕水素酵素反慮 も促進せられる｡

45・結核菌の逐次適磨、類属化学

適磨、不齊化学適磨に就 いて

國立療養所刀根肖病院(院長渡辺三郎博士)

大 阪 市 立 医 大(主任渡辺三郎教授)

山 村 雄 一・

阪大理学部化学科(主任赤堀四郎教授)

笹 珊 泰 治 ・永 井 定

木 村 徳 次

鳥型結核菌は極めて適懸性に富んでいる◎師ち、

種 々の糖類 ・安息香酸及ぴ芳香族化合物｡各 種の

アミノ酸等は、それぞれ適懸酵素によつて酸化分

解される｡之 等の適懸現象は亥の三型式に分類す

ることが出來るaこ の内逐次這窓は、StaRier、須

田によつてPsendcmonas属 に就V・て発見された

現象であり、他の二つは結核菌に就いて私共が明

かにした ものである｡

〔1〕 逐次適鷹とは一つの代謝系に於V・て、代

謝上位の物質に結核菌を適懸せ しめると、同時に

その代謝下位の物質に至る迄、逐≡欠に之等 を利用

代謝すべき酵素系が活性 となる現象であつて、こ

の方法を用いて代謝系路をtraceす ることが出來

る｡例 えば結核菌は安息香酸を次の如 く分解する

ものと思われる｡

〔)棚 一惣 一… 一
安息香酸 ブ レンツカテ ヒン

⊂2〕 類 属 化 学 適 懸 とは 、 結 榎 菌 を種 々の芳 香

族 化合 物 に適 慮 せ しめ る とき 、側 鎖 の 一COOH基 、

・NH2基
、｡OH基 に 対 して 一一定 の適 鷹 性 を示 しd

一 一 一一83___
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その結果、免疫化学に於ける類属反磨に類似の適

磨現象を示すことをいう｡例 えば安息香酸に適懸

せ レめた菌は同時に、サ リチル酸、メタオキシ安

息香酸、パラオキシ安息香酸にも若干適鷹 してお

り、アンスラニル酸に適慮 した 菌は、同時にメタ

・パラアミノ安息香酸にもよく適懸 してV・る｡

〔3〕 不齊化学適鷹とは、結核菌を種 々のアミ

ノ酸に適鷹せ しめる時、そのd体 と1体 によつ

て適磨性に差異を生することである｡例 えばアラ

ニン｡ロ イシン｡チPtジ ン ー3一ス ルホ ン酸等で

は、何れ もd一 体が早 く適鷹 し酸化される｡

以上を綜括すると、結核菌を一つの物質に適憲

せ しめる時、当該物質に対する特異なる代謝関係

を示す ものが逐次適懸であ り、他の二つは、同時

に類似構造の物質に対 して獲得する適懸性を示す

・ものである｡

・46・ 結核菌のケ リセリン代謝 に

関する研究

九大医学部細菌 代 居 康 敬

結 核 菌 がGlycelinを 利 用 す る に 当 つ て 、先 す

Glycerin-dehydrogenaseに よ りGlycerinaldeh-

yd或 はdioxyacetGw等 の還 元 性 物 質が 生 す る

が ・ この=場合 生 成 還 元 物 質 と酸 素 吸 牧量 との関 係

を見 た｡

(1)Glアcerin・dehydr◎genaseの 至 適pHは

7・0で 有 酸 素 歌 態 並 び に 無 酸素 歌 態 に於 いて 一致

してV、る｡

(2)GlyCerinの 至 適 濃 度 は6%で あ る｡

(3)酸 素 吸 牧 量 並 び に生 威 還 元 物 質 量 は 、ほ

ぼ 菌 量 に比 例 す る｡

(4り 結 核 菌 に依 つ て酸 化 され る糖 類 は、Fru・

ctose,Salicine・A・my1負m,,等 でglucoseは91-

yce血 の酸 化 を促進 し、galaqtoseはglycerin

の 存 在 の 下 で利 用 され る｡又Peptgxxa脚ragine

はHracceptorと な り・91yceごhの 酸 七を促進

し、 無機 燐 酸 塩 も賦 活 酌 に働 く｡

4z弱 毒 人 型 結 核 菌 の 健 康 人 に 於

け る 皮 内 接 種 毒 力 試 駿(予 報)

(阪 大竹尾結研)

淺 海 通 太 ・梅 田 蔑 生

男

宏

明

蔑

蓮

田

井

村

深

櫻

北

の
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●昭和九年以來 「カル メツト」培地に継代培養 し

て得た九弱毒人型菌株の内、喜文字株を選んで最

初の人体接種を行つた｡接 種対象は七名¢)共同研

究者及び数名の志艶した研究生である｡.

何れ も「ツ」反磨既陽性の健康者で緊接種前後

に胸部X線 撮影、「ツ」反懸、i血沈、体温及び体重

測定を行つた｡接 種菌液は手振法に依て作製し、

・㏄ 中血 皿9謝 ・く作り海 繍(鏡 楡し

て均等に輩個菌に分れてV・ることを確め、岡 片

倉培地に稀釈培養を行つて、10-7ま で集落が発生

す るのを認めた｡接 種ぱBCG接 種 と同檬の方法
1㌧で上脾外側の皮内に行つた

｡先 すmg接 種10
,000

を行V》、接種局所の変化を24時 聞、48酵 間、72

時間、1週 間、2週 闇、3週 間、1ヶ 月及び2ヶ

月に亘つて観察したが、局所反懸は48乃 至72

時闇で最 高に達し、3-12mm直 径の発赤に硬結

を俘 う程度で膿瘍等は形成せす、淋巴管炎或は淋

巴腺炎は全然な く～体濫上昇その他全身的にも異

常を認めなかつた｡

攻い編 げ9接 種を行つ燃 、｡漏血9接種

の場 合 と大 差 はな く、 全 然 毒 性 を認 めな か つ た つ

この喜 文 字 株 の 生 菌 免 疫 元 と して の 慣 値 、 資 格

を云 々す る に は なお 猿 等 の 大 実 瞼 動 物 を用V・、]Seva,,,
ち

人体接種試瞼にして も、更に菌量を増や し、或は

「ツ」反慮陰性者に接種する等、幾多の実瞼研究

を要することは論を待たないが、今 回初 め て 人

体に接種 し、しか も現在の所i毒性を認めなかつた

ことだけを報告 し、以て予報とする｡

48・結核菌の毒力 に関する研究

(第3報)

(弱毒,張 毒人型菌の皮下接種による

「モルモツ トー臓器内における菌の消

長及び病理組織学的所見について)

國立公衆衛生院 染 谷 四 郎

一一一84_
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川 村 蓮

國立予防衛生研究所 江 頭 緕

(1)喀 湊より分離して数年を経て弱毒化した

芝157株 と、喀湊より分離して間もなV・強毒菌馬

場株を、モルモツトを用いて比較し、殊に体内結

核菌の増殖経過及び病理組織学的変化と毒力との

関係を明かにすることを目的とした｡

ツ反懸陰性のモルモツトに結核菌を接種 したの

ち、2日 、5日 、10日、15日 、21日、34日45日 、

55日、58日7乏び84日 に3頭 宛を剖検し、同時に

結核菌接種局所、局所淋巴腺、後腹腺、門脈腺、

氣管腺、肺、肝、脾の結核菌の定 量 培 養 を行つ

た｡そ の間毎週、ツ反懸、接種局所、膝襲淋巴腺、

体重、栄養についての観察を行い比較 した｡
/(2)成 績の概略:体 重、栄養等は両菌株 とも

差のなV・歌態であつたが、菌接種局所は弱毒菌が

早 く治癒するに対 し、弱毒菌では潰瘍として永 く

残ゆ治癒傾伺が少V・｡膝 躾腺の変化 も明かに弱毒

菌が強 く、殊に菌接種局所対側の変化の差は著 し

い｡剖 瞼時肉眼的の所見は5週 以後次第に差異が

強 くな り、強毒の馬場株は芝157株 分離当初の毒

力と大体同壕の強さを示す｡結 核菌定量培養によ

れば、各個所に菌の発現す る時期には両株間に差

はないが、発現以後の経過をみると、強毒菌の増

殖が弱毒菌に対 して著しいことが何れの場合にも

明かにみとめられる｡こ れは体内に於ける菌の増

殖力が結核菌の毒力において重要な因子をなすこ

とを示すものと思われる｡
f、

4e・・結核 菌 の毒 力 に関す る研究

(第4報)

各種抗酸牲菌の謬脈内感染による 「マウ

スー臓器内に於ける菌の消長及び病理組

織学的所見に就いて 、

公 衆 衛 生 院 染 谷 四 郎

林`治

予防衛生研究所 田 島 婁 雄

蓮 藤 元 清

江 頭 靖 之

各種 抗 酸 性菌(人 型 結 核 菌』5株、 牛型 結 核 菌2

株 、 鳥型 結 核菌1株 、B・C・G・VoleBacilhus)の

11

∬ 皿9及 び ・伽 憩9を 「効 ス」efflte「x「c注

射 し、注射後1日 、4日 、1週 、2週 、以後2遮

間隔で各2匹 を殺 し、肺、肝、脾、腎臓の各臓器

に於ける結核性病変の肉眼的所見 と、生菌の消長

欺態を定量培養たより観察した｡吏 に一・部菌株に

つV・て肝臓の病理組織学的検査を行"、 接種菌株

の菌型 と毒力との関係を検討 した｡

成績の概要:

1)実 験の多 くに於いて臓器内の生菌数は接種

4日 後で一時減少する傾向があ り、その後次第に
ノ

増加して5週 乃至8週 頃に最高 となる｡肺 臓に於

V・ては8週 以後に於V・てもなお増加する傾向が見

られた｡

2)人 型菌株の海狸に対する毒力の強v・もの程

「マウス」臓器内に於ける菌数の増加は著明であ

る｡ も

3)臓 器病変の肉眼的所見と生菌数は大体並行

する傾向が見られる｡特 に肺臓に於v・てこの傾向

は顯著である｡

4)Wesselsに よる 「ラツテ」の実験では牛型

菌は人型菌に比して各臓器特に肺臓に於ける生菌

数の増加は著明で両型には顯著な差異のあること

を報告 したが、我々の 「マウス」の実験では各菌

株による生菌数増減は菌型の差異によるよりはむ

しろその菌株の分離後の継代培養期間の長短によ

るものが大きV・と考えられる｡
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私達は結核菌の毒力につV・て研究中で、今回は

その基礎的な成績について報告する｡

(1)二 十 日鼠に人型菌感染｡仲 野株5mg及

び0.05mgを 静脈内に注射した｡菌 量による差

はかな り著明に現われて、体重は α05憩9群 では

増加 してV・るのに、5mg群 では急速に減少し・ま

た実験中に発死ずるものはO.05m9群 では余 り

多 くないのに、5mg群 では23日 間に全頭発死

した｡ツ 反慮の陽性発現は両群共に全 く見られな
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か つた｡内 臓 にお け る結 核 結 節 は た だ 肺 にの み 現

わ れ 、4～8遍 頃 に最 も多 く、 また5mg群 に お

け る方 がO.05mg群 に お け る よ りも多 かつ た｡

脾 はか な り高 度 に 腫大 し、 それ は5mg群 の 方 に 、

早 く、 高 度 に現 わ れ た｡内 臓 中の結 核 菌 は 、 培 養

成 績 に よ る と5mg群 の方 に大 量 に証 明 され 、 ま

たO.05mg群 につV・て 見 る と、 肺 中 に於 い で最

も多 く増 殖 し、 そ の上 長 く生 存 してV・るが 、 脾 、

肝 で は8週 以後 減 少 す る｡

(2)天 竺 鼠 に人 型 菌感 染｡F株O.1mg及 び

O.OCCImgを 皮 内 に 注射 した｡内 臓}(お け る結 核
ら へ

結節はO.1mg群 の方に早 く現われるが、後には

O・01mg群 との間にはつきりした差はな くなる｡

感染局所の結核菌数 も4週 以後明かな差は見 られ

ない｡脾 中の結核菌はO.1mg群 の方に早 く現わ

れる｡

(3)家 兎に人型菌及び牛型菌感染｡F株3mg

及びR14株1.5mgを 静脈内に注射 した｡感 染

後2～3週 頃に脾の腫大が高度に起 り、結核結節

は肺に最 も多 く、また長 く増加するが、脾、肝で

は5週 以後減少する｡牛 型菌感染群では、体重が

急速に減少し、7週 迄に全頭が艶死 した｡

(4)白 鼠にVole菌 、BCG、 人型菌』感i染｡

何れも尾静脈内感染｡ツ 反鷹1亡微弱な硬結がふれ

られるのみ｡結 核結節は内臓の 中肺 に だけ現わ

れ、人型菌、Vole菌 、BCGの 順に少 くなる｡内

臓を小川培地を用bて 培養したが、Vole菌 群で

は、鏡検で肺に抗酸性菌が認められ るに 拘 わら

す、培地に発育 して來た ものは無かつた｡

51・非病原性抗酸性菌のマウス尾

静賑内接種による臓器内消長

について

國立公衆衛生院衛生微生物学部

宍 戸 昌 夫

著者は先に著者が喀疾中より分離し、モルモツ

トに何等結核性病変を呈 しなかつた抗酸性菌数株

につV・てその1.Omgを マウス尾離脈内に接種 し

てその後 日を追つて屡殺、肺、肝、脾、腎の各臓

器に於ける菌の消長を定量的培養によつて検討 し

た所、接種後4週 まて各謄=器と、も菌の培養が可能

で、しかも接種後 日の浅V・ものでは肺、肝、脾に

比較的菌数が多 く、腎には比較的少く、日を経 る

に從つてその逆の現象を見 ることができたが、さ

らに接種菌数 をO.1mgに 減 じて、接種後8週 ま

で同様な観察を行つた所、やは り接種後 日の浅V・

もの(1日 、3日 、7日)で は肺、肝、脾に比較

的菌数が多 く、接種後3週 目より著 しく菌数は減

少 し、それに反 して腎では3週 目より徐 々に増加

して7週 に至つて減少している｡肺 、肝、脾では

5週 目に饒に培養不能のものも多 く、6週 以後に

は全 く集落の発現を見なかつた｡8週 目には全臓

器につき菌の発育が見 られなかつた｡そ れ らの臓

器の病理組織学的な所見についてなお検討中であ

るo

52・結核菌の集落解離、ことにそ

の解離株の病原性について

(塵島医大・細菌)占 部 薫

音 成 清 人

、 、

人型結核菌の原株、R型 解離株並びにS型 解離

株の歪物学的諸性歌及び毒力乃至病原性につV・て

追究した｡

これら3株 の一一般生物学的性朕のうち、Urese,

Katalase、各種糖分解能、硫化水素産生能には3

株闇に見 るべき差はなかつたが、抗煮沸 性はS株

く原株≒R株 の関係にあ り、また60｡Cの 温熱並

びに70%酒 精に対する抵抗性は逆にS株 〉原株

≒R株 の関係にあつた｡ま たテルール酸 カリ並び

にメチレン青薯元能 もs株 〉原株≒R株 の駄況を

呈した｡

毒力乃至病原性については、モルモツ ト脳内及

び同皮内微量(O.01・-1.Omg)接 種では、S株 く

R株 ≒原株であつたにかボわらす、兎静脈内大量

(10.Omg)接 種では、体重の減少度、生存 日数

並びに病理組織学的所見よりして逆に、S株 〉原

株≒R株 とい う関係にな りしかもこのさいのS株

接種鰍は鳥型結核菌の大量静脈内接種兎にみられ

るいわゆるYersintypeの 病歌と1完全には一致

しないまで もそれによく似た敗血症型病像を示す

とV・う興味ある所見に接しえた｡ss
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53・rケ リセ リン」を加 え ない寒 天

培地 に継 代培養 して得 た弱毒

人型 結核 菌 に就 いて(続報)

阪大第三内科 櫻 井 宏

昭和9年 以來強i毒人型結核菌を 「グ リセ リン」

加寒天培地に、その 「グリセ リン」量を漸減 しつ

つ継代培養を行い、40代後に 「グ リセリン」を加

えない寒天培地に発育せ しめ、'更に同培地に継代

培養を続け.80代 に至 り、毒力、免疫力共にBCG

に近似 した弱毒人型菌3株(野 沢 ・藤田 ・中山・.

各F株 と称す)を 得た｡之 等に関9て は既に報肯

した｡こ の3弱 毒菌株の毒力復帰を検するため昭

和18年 以來再び3%「 グリセ リン」加寒天に移植

代培養を行V・現在50数 代に達した｡之等の菌株

灘A株 と称す6.eのA株 の形態は麟(昭

和9年 以來3%「 グリセ リン4加 寒天に輝代培養

した もの)に 以て、F株 に見られる球菌様の短桿

菌は認めす、染色性脆色性 も対照株に近 く抗煮沸

性のみF株 と同檬減弱を示した｡A株 の毒力及び

免疫力を海狼を用V・て検討した｡即 ち継代培養40

代の3A株 を纐 皮内噛mg接 種した編 脈

從属淋巴腺に肉眼的病変を認めなV・｡継 代42代

の菌株を静脈内1.Omg皮 下10・Omg接 種する

と、極めて軽微な病変を起すが乾酪化の像は認め

られなV・｡更 に継代培養52代 の3A株 中、野沢

A株 の10mgを 皮下、1.Omgを 静脈内に接種 し、

2ケ 月4ケ 月及び6ケ 月後に剖検し病理組織学的

〆死検討したが、少数の孤立 した類上皮細胞性結節 ・

を認めた他進行性結核性病変の像は認めす、日数

の経過と共に治癒的傾向が著明であつた｡野 沢A

株の免疫元性 をBCG及 び野沢F株 と比 較 した

が、野沢A株 の免疫効果は他の2菌 株より梢々著

明であると考えられる｡

邸ち 「グ リセリンJを 加えない寒天培地に長期

聞継代培養して弱i毒化 した人型結核菌は再び3%

.「 グリセ リン」加寒天培地に長期間継代培養を行

つても、その毒力は依然 として弱誰であつて、海

狽に比較的大量の菌を接種 しても進行性病変をつ

くらす、且つ日数の経過と共に治 癒 的 傾向を認

め、その中の野沢A株 と称する1菌 株の免疫力は

BCGに 勝 る と も劣 らない もの と考 え られ る｡

騎 弱毒人型結核菌の弱毒化の機

序 に就 いて

(孟として牛胆汁による弱毒化の考察)

阪大 第三内科 加 納 穣

昭和9年 以來、強毒人型結核菌を牛胆汁馬鈴薯

培地に継代培養して9株 の搦毒菌 を得たが、之等

の菌が如何なる機序の下に生球されたかを探求す

べく次の如き実験を行つた｡

1｡牛 胆汁を液体培地に加えた実駝

牛胆汁を各種の濃度に 「ソートン」増地に加え

て、戸田、青木、喜文字、山口の各対膿株菌苔を

浮灘するに、0.5及 び1%胆 沖伽培地にのみ発育

を認め、5%以 上の濃度にて は 浮 灘 及び発育せ

す｡

1.牛 胆汁加寒天培地に継代培養する実験

牛胆汁を10-70%の 割に 「グ リセ リン」寒地

た加え前記対照株を継代培養するに、初期に於い

ては発育極めて不良なるも、数代の後に漁潤光沢

ある幣緑黄白色の集落となる・20%胆 汁加培地Ul:

継代第6代 、及び・50%痴 培地に第12代 の菌株

の毒力を検す るに何れ も毒力の減弱を認めた｡

1.胆 汁成分に別ちたる培地に継代培養して弱

毒イヒを図る実験 ・

「タウリン」、「タウニヒヨール酸」、「ビリルビン」

加 「ソートン」培地に対照株 を継代培養 し、第6

代及第15代 にて毒力を検するに、「ビリルビン」

加菌株に於て著明な毒力の減弱を認めた｡

1・ 岡 ・片倉平板増地より胆汁耐性菌株を得て

弱…毒化を図る実験

10-30%胆 汁加岡 ・片倉平板培地に軍個菌浮溝

液を播種するに、胆汗株よりは多数の胆汁鮒性集

落を得、反之対照株よりは少数の集藩を認むるの

み｡こ の操作を繰返 して播種すると、対照株より

も漸亥集落発生数が増加、鼻つ高濃度の胆汁加培

地にも集落を認め得る｡こ の対照株の10%胆 汁

覇性第3代 及第5代 菌株の毒力は著明に減弱せる

を認めた｡

以上の実験よ り考察するに、胆汁による選択作

用 と胆汁に対する適慮現象とにより弱毒菌が生成
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されるものと思惟 されるo

55・弱毒人型結核菌の毒力復露に

就 いて(第2報)

阪大医学部第三内科 小 州 博i通

昭和9年6月 以來 「カルメツ ト」氏牛胆汁馬鈴

薯培地に継代培養 して得た9株 の弱毒人型結核菌

の毒力及び冤疫力に就いては屡 玄報告 したとお り

であるが、之等9菌 株の毒力復婦に就いては種 々

の方面より検討を加え、昭和24年 日本結核病学

会総会に於て、岡、片倉培地及び、3%「 グ リセ

リン」寒天培地に移植継代、海狽皮下接種に依 る

体内通過、海猿脳内通過、海瞑体内及び岡片倉培

地通過、海旗睾丸内通過に依 る毒力復婦実験に就

いての成績を報告 したのであるが、その内睾丸内

通過実験に就いては更に実験を継続 し、現在迄に

再た成績滋 玄に報告する｡使 用菌株は9菌 株の内

戸田株及び喜文字株で、対照 としてBCGを 用V・

た｡何 れ も第1代 は海狸睾丸内にO.5mgを 接種

L .、約50日 後に層殺、1cc中19な る如 くに

睾丸乳剤を作 り、その02ccを 次の睾丸内に接

種、これ を繰返 した｡喜 丈字株及びBCGで は第

5代 目にて 「レ・・一"メル」反慮陰性 となつたが戸田

株では現在第11代 日にてなお陽性、しか も各代 一

'岡片倉培地に分離培養するに無数の 「コロニー」

を生する｡戸 田株各代の剖検所見は累代的に」曾強

するようなことはなく、同程度の所見を持続して

V、る｡

喜文字株及びBCGは 第4代 にて、戸田株は第

5代 にて分離増養菌O.1mg皮 下接種毒力実験を

海狽に於いて行つたが前二者では殆んど檜強の様

子はないが、戸田株では幾分壇強の傾向が見 られ

た｡戸 田株に就いては第10代 にて目下毒力実験

中である｡な お分離培養菌の一般生物学的性歌に

就いては殆ん ど変化は認められない｡

又戸田・音木及び事文字株を3%「 グ リセ リン」

寒天に移植継代培養を続けて來た ものが、第35

代に蓬したので、海狼に就いて0.1mg皮 下接種

…毒力実験 を実施中である｡

究

圏

鋸

政

鵯

藤

進

核

伊

齪
墜

欝

秀

核

田

結

多

脆

昨 秋 の近 畿結 核 病 学 会 に於V・て 、 ソー トン 培地

に ツ ベ ル ク リンの 適 量 を加 え る と結 核 菌 の 発育 を

促 進 し、 更 に 「ツ 」蛋 白乾 燥 死 菌 菌 体 非 加熱 培 養

濾 液 等 につV・てOt部 報 告 したが 引続 き次 の如 き成

績 を得 た｡

(1)ソPtト ン培 地 に青 山B株 結 核 菌 を8週 聞

曙 養 した 培 養 濾 液 を加 熱 せ す に プル ク ヘル ドNに

て濾 過 して 作 つ た 液 と、 更 に それ を100%、1時

間 加 熱 した 液 と を ソ…一・トン培 地 へO.25%、50%、

75%、100%の 割 に加 え 、 そ れ}(青 山B株 を植 え

て発 育 をみ る に、50%含 有 の もの は 最 も発育 良 好'f

な る も75%は 稽 悪 く100%で は充 分 な る発 育 を

み なV・｡

非 加 熱 培 養 濾液 と加 熱 培 養濾 液 とを比 較 す る に

菌 発 育 に 大 差 を認 め られす 、熱 に よ る 影 響 は な

v、o

(2)ソ ー トン培 地 に青 山B株 及 び 高 垣 株結 核

菌 を植 えて 作 つ た 「ツ 」 に それ ぞれ 音 山B株 及 び

高 垣 株 を植 え て発 育 をみ る に、庚 々の菌 株 は 、V・

すれ も同菌 か ら作 つ た 「ツ」 の 加 つ た培 地 の 方が

他 菌 の 「ツ」 の 加 わ つ た培 地 に 比 して 発 育 良 姫 で

あ る｡

(3)ソ ー トン培 地15cc.に 青 山B株 の 「ツ」

蛋 白 、「ツ」 多 糖 体 、菌 体蛋 白 、及 び 菌 体 多糖 体 を

・O ・04及O・02gr.宛 加 えて 青 山B株 を植 え る に 、'

「ツ 」蛋 白O・02gr・ が 発 育 良好 に してO .04gr.で

は ソー・一・トン培 地 の み と殆 ん ど同様 、rツ」 多糖 体 は
ぎ

発O・02gr・ はO・04gr・ よ り稽 良好 な る も、殆 ん ど

程 ソーtトン培 地 ○ み と同嫌 、菌 体蛋 白O.049t'.は

あ育 悪 く、O・02gr・ は 培 地 の み と同檬 が 梢 弐悪 き

度 、 菌 体 多糖 泳で はO・04gr・ は培 地 の み と同檬 で

るが 、O.(珍gr.で は稽 玄良 姫 で あ るo

、(4)固 型 培 地 と して 岡
・ 片 倉培 地5ccに 「ツ」

原 液O・1,03・1・0・2・Occ宛 加 えた もの各7本

宛 作 り、 青 山B株1cc中O・5mgの 菌 液02cc

加 えて 菌 発 育 をみ る にO・1cc加 えた もの は培 地

の み と大 差 な き も増 量 す る に從 つ て 発 育 悪 くな
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り、2cc加 え た ものは 全然 菌 の発 育 をみ なV・｡

5Zス ライ ド・セル・カル チュア法

に依 る ヒノキ チオール カ リウ

ム の結 核菌 発育阻 止作 用に就

し、て

熊大第一内科教室 平 戸 喜 信

私ぱ昨年の日本結核病学会総会で、S.C.C.法

に依るHinokitio1(以 下Hi)及 びHiのNa塩

(以下Hi-Nの の全血液内結核菌発育阻止作用

を、CapriR・酸、Rhodin一 酸及びそれ等のN$塩

の作用と比較 して発表 したが、今回は同じくS・

C.C.法 に依るHiのK塩(以 下Hi-K)の 全血

液内結核菌発育阻止作用に就き観察した結果を報

告する｡

実験方法は前回と同様にWrightの 原法を多少

改変して施行し、菌浮灘液は人型結核菌永田株を
ゑ

瀬名波 ・甲斐｡高 山培地に3～4週 間培養したも

のを用いた｡全 血液はツ反懸陰性なる海狽の心穿

刺液を用い、探血に際してはあらかじめ3・8%絢

轍 曹達液を以て潤したウベルク議 注射器を使

用した｡Hi-Kは 滅菌蒸溜水を以て稀釈溶液とな

し、小房内でその ユ0倍稀釈になる如き濃度に作

製 した｡比 較のためにHi-Naの 作用をも同時に

検討 したが、稀釈液の調製法はほとんどHi-Kの

場合 と同檬である｡し かして7日 闇培養後、ピク

リン酸戸田氏変法で染色検鏡 した｡
'以 上の方法に依る菌発育阻止力は、完全阻止稀

釈度が大体4,000倍 、非阻止稀釈度が大体16,000

倍にして、これを 耳i-Naの 阻止力に比すれば極

めて僅かに勝れるかの感がある｡

斯 くの如 くHiを 、Naに しろKに しろ、そ

の塩類化合物として用いた場合に於いても、全血

液内結核菌発育阻止力が弱力化しないことは、試

験管内結核菌発育阻止力とほぼ照懸するものであ

るが、はなはだ興味深い事実と考えられる｡

58.「 ヒノキチオhUt・ル」の結核菌並

びに一般好氣性菌に対する殺

菌能力に就いて

薪潟医天桂丙科教室 藁 部 稚

ヒノ キ チ オ ール ナ トリウ ム(Hi-Na>の 結 核 菌 及

び 若 干 の 貯 氣性 菌 並 び に嫌 氣 性 菌 に 関 して殺 菌 並

び に 発 育 阻 止作 用 の あ る ことは 既 に報 告 され てV・

・る こ とで あ るが 、演 者 は更 に詳 細 に 瞼討 せ ん と欲

し 、 又 濃 度 測 定 に 関 して も ヒノ キ チ オ ール(Hi)

及 びHi-Naは 細 菌 学 的 に容 易 に定 量 が 行 わ れ る

こと を知 つ た｡

① 殺 菌 試 瞼:可 検菌 と して は フラ ン ク フル ト外

3種 の 人型 結 核 菌 、 鳥型 結 核 菌 、冷 血 動 物 結核 菌 、

非 病 原 性 抗 酸 性菌 及 び葡 萄 歌 球 菌 昌株 ・蓮 鎖 状 球

菌6株 、大 腸 菌7株 等67株 の菌 を用V・Hi-Naを 、

グ リセ リン血 清 ブ イ ヨン 、血 清 ブ イヨン 、或 は プ

ィ ヨンに 溶 解 し、102～105の13種 の各 種 濃度 に

溶 解 し、 その3ccに 供 試菌 の1白 金耳 を均 等 に

浮游 せ しめ37｡Cに 保 ち、1、5、15、24時 聞

毎 に そ の1白 金 耳 を結 核菌 の=場合 に は 岡 ・片 倉培

地 に塗抹 し、2ヶ 月 間 、他 の 菌 の=場合 に は約10c¢

の至 適液 体培 地 に浮 游 せ しめ、48時 聞 後 に 発 育歌

態 を観 察 した｡結 核菌 は 人型 フラ ン ク フル ト外5

株 を供 試 した の で あ るが 、菌 株 に よ り差 は あ る も

1、5、15、24の 各 時 間 に於 い て大 略 丁02《v103,

10a～1α,104～4x104,104～6×104前 後 で 著 明

な発育 阻止 或 は殺 菌 作 用 を認 め る こ とが 出來 た｡
ヤ

この際人型結核菌は他の抗酸性菌 より鏡敏に作用

されることを知つた｡他 の供試した61株 の好氣

性菌は概ね15時 聞、24時 闘後には104前 後で

殺菌されてお り、又殺菌能力 と時聞的関係を考察

するに殺菌力は必すしも作用時間 と倍数的平行関

係を保たす、一定時間作用 して始めて強力な殺菌

作用を現わして來る｡

②濃度測定=ペ ゴシリン濃度測定に於ける宮村

式カツプ法により検定菌は黄色葡萄歌球菌寺島株

を用い増地のpHを7.2と した｡し かるときは阻

止円直径(y)と 濃度(c)の 対数とは直線関係を

な し、Hi-Naで ば103～2×104,Hiで は1び ～4

×104の 間に α+β10gC=yな る一般式が威立

し、從つて標準溶液を置 くことによつて未知濃度

の被検液を測定することが出來、又103以 上の高

濃度のもの も適宜稀釈することにより測定可能で

ある｡標 準稀釈系列の濃度及び被検液の稀釈をそ
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れ そ れ ・:2と すitば 癩 は1・9θ 一「留1・92で

現わすことがHli來る｡又 溶剤としてHiの 場合

は膿や牛流動寒天や油を用いても不変の阻止円が

出現することを知 り、生体の被強物曜 も適用可能

なることを知つた｡丞 定量250ecの 結核性膿胸

患者に適用 した所、2%5ecのHiを 注入して、

注入後6時 間には7×1び 、12時 閻後には104、

24時 間後には1.5×104、45時 間後にも痕跡的

に証明された｡

斯 くして菌の発育阻止或は殺菌濃度の時聞的関

係と濃度の定量法 とを知つたのであるから、今後

Hi・Hi-Naに 対する更に 「合理的な使用法が案

出され得るものと考える｡

59・抗結核剤の結核菌代謝 に及ぼ

す影響

離讐羅 羅 岡 村 晃

九大細菌学敏室貝原、杉山氏はツペルクリンの

本態に関する研究に於V・て培地成分の変化を定量

測定 し、ツベルクリン活性との関係を究明されて

いるが、培地に抗結核剤を加えて結核菅の!音地成

分浩費の歌態を知ることは結核菌代謝に及ぼす影

響の研究に意義があると考え、ソー トン変法無蛋

白培地に抗結核剤を加えて培地成分殊にグリセリ

ン、味の素、燐酸、粗製ツベルクリン蛋白量の変

化を定量測定した｡..

ス トレプ トマイシンの培地成分消費抑制は極め

て強 く、4000万 倍濃度にても抑制される｡増 地成

分中グ リセリ｡ンよりも味の素 消 費 抑制の方が強

く、燐酸の消費 も抑制され、粗製ツベルクリン蛋

白産生 も抑制される｡又 培地PHの 上昇 を抑制

し殊に増殖阻止された濃度に於V・てはpHは 下降

の傾向が認められた｡

Renfrew等 はLong培 地内に於ける化学的成

分の変化を研究 し、結核菌発育に俘つて培地内の

アンモニア・燐酸塩の含量は変化するのであるが

一般に発育に件つて培地pHは 上昇するが、この

アルカリ度の増加はアスパラギンが分解の結果生

するプンモニア燐酸塩のP20sが 吸牧ぜ られてア

ルカリ基が残るためであると述べているがマイシ

ン加培地にては(現 在実験中のP.A.Sも 同様で

あるが)pHの 上昇が抑制される｡ヒ の事実から

も燐酸及び味の素消費抑制が窺われる｡

V.Kは1万 倍では培地成分消費を抑制し、殊

に味の素消費少 く、粗製蛋白の産生 も痕跡的であ

るが、4万 倍にては対照と差異がなかつた◇

プロトミンは5000倍 にても培地成分消費に影

響が認め られなかつた｡

60・バラアミノサ リチル酸の結核

菌物質代謝に及ぼす影響

國 立療養所刀根山病院

大阪市立医大刀根山研究室

山 村 雄 一｡安 立 妙 子
ノ/

さきに山村によつて発表された方法(第4回 厚

生省主催綜合研究会、招待講演要旨 「医療」4巻

4号 掲載)に 從つて、パラア ミノサ リチル酸(PA

S)の 主 として結核菌酸化酵素系に及ぼす影響 を

槍討 した｡酵 素液としては鳥型結核菌(竹 尾株)

の均等浮溝液を用V、た｡

構成酵素夢の基質として・酪酸 及 び コハク酸

を・適騨 素系の基質として鎗 香酸を選んで・

その酸化に及ぼすPASの 影響 を検すると、V・す

れQ場 合 も菌の酸化酵素がPASに よつて可逆的

捕捉的阻害を受ける｡帥 ち基質の濃度の如何を問

わす、添加PAS量 が一定であればその阻害度は

一定である｡又PASの 阻害は菌の洗灘によつて

除 くことが出來る｡

今阻害度Hを 縦軸に、PATの 濃度Gの 対数

を横軸にとると、一つのシグモイ ド曲線を得、と

の曲線は次の式であらわされる｡

Gq
H㍉ ・+GR麟

nφ は 恒 数 で 、 φ はH=O.'5の と き のPAS

量 で あ る｡從 つ て 愚

H
==且logG-n、109φ1091

-H

となり・、㌔ の撒 とGの 対魏 醐 臨 に

あ り・その傾斜か らnを ・求めることが出來 る｡

か くてPASの 結核菌酸化酵素に対する可逆的捕

捉的阻害 を定量的に取扱 うことが出來る｡菌 蚤を
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約10mgと し(培 養 日数4日 目)た と きのn及

び φ 値 は 表 の如 くで あ る｡"
　

…基 質i酪 酸 ト ーク酸 嵐息香酸

と

参
基醐 購 ∴ 一 一 ・

ll 1.31 1.88 0,96

φ 』ユ6x、｡L5Eos× 、｡4、9x、o.、

{1}

又PASは 結核菌の 「適鷹」をも可逆的に阻害

するが.著 しく大量を必要 とする｡

結局PASは 結核菌の酸化酵素系に対 して、か

な り、廣範囲に亙つて阻害作用 をあらわすが、い

すれも大量を必要 とする｡

清血

欄
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吾 々は所 謂 「テ ー ベ ン」(4.ア セ チル 、 ア ミノ 、

ベ ン ツア ル デ ヒー ド、 チ オ セ ミ、 カル パ ゾ ー ン、

武 田藥 工 製)の 結 核 菌 呼吸 阻止 作 用 を山村 にな ら

い ワ ール ブル グ検 圧 法 た 依 り実 験 した｡
セ

使 用菌 は 鳥型71、 人 型 青 山B株 ・岡 片 倉培 地

及 び 「グ リセ リン ブイ ヨン」10～15日 培 養 「ア ン

モ ン アセ ター ト」 均 等 浮 溝5mg10mg菌 液(pH

6337｡5C)を 使用 した｡

① テ ーベ ン は20万 倍 「フオ ル ア ミイ ド」 溶 液
ハ

に於いて結核菌呼吸作用を完全に阻止し、同50

万倍溶液にて略50%阻 害する｡)

②37｡C24時 聞水溶液に於いても稽 麦阻止する

が・かかる方法にては殆んど溶解せざるものの

如 し｡蒸 溜水懸濁液にては著しく阻害する｡
セ

③ 「グ リセ リン」「グル コーゼ 」血漿等 を基質とし

て 「ストレブ トマィシン」PASと 比較するに

これ等に稻優る阻害度を認めた｡

④ 「テーベン」を結核菌又は人体に作用せ しめる

場合には溶媒に就いで考慮する必要がある｡

61・試験管内に於ける結核菌に及
ま

ぼす諸種藥物の影響

加Kirchner培 地 に於 け る発 育 阻 止 力 及 び 瞼 圧 法

に よる食 塩 燐 酸塩 液 中に 於 け る02消 費 抑 制 作 用

とを比 較 して両 者 は 平 行 せ ぬ こ とは 鰯 に 癸 美 した

通 りで あ る｡そ の 後 の 結 果 を簡 輩 に報 告 す る｡

約20種 の 藥 物 に つ き24時 間 食塩 水 中 で 作 用

せ しめた 後 、岡 ・片 倉 培地 に移 植 して そ の 殺菌作

用 を検 す るにChlo砂clohexyhew'ね,U・ 曲 繍 一

ureは3,2000倍 で も殺 菌 作 用 を 示 し・次V・で

期【onechlouβ一〇rcylaldehンd等 が 弓蚤く、Rhsdimsiinre

Streptomycino-amiロophe呵 等 は1,000倍 以 下

で あ り大 体 に於 い て02消 費 抑 制 作 用 の 強 い藥 物

は 殺 菌 作用 も強V・ こと を認 め た｡但 しChlocycl-

ohexylresorsinは10%」 血清加Kirchller培 地 中

で は02消 費 抑 制 作 用 も食塩 水 中 と異 な り全 く認

め られ す 、同 様 な殺 菌 作用 も2,000倍 以 下 で あ る｡

EPち 同 一 メヂ ウム に於 け る02消 費 抑 制 作 用 と殺

菌 作 用 とは平 行 す る｡又 検 出 法 に よ る実 験 終 了 後

そ の菌 を 岡 ・片 倉 培 地 に移 植 す るに02消 費 を完

全 に抑 制 す る濃 度 で は完 全 に 殺菌 して お り、抑 刷

度 が 減 す る に從 つ て 菌 集 落 の発 生 も 多 く認 め られ

た｡各 種 の培 地 を メヂ ウム とす る時 は同 一 濃 度 で

も02溝 費 抑 制 度 に非 常 な差 違 が あ る も の が あ

り、殊 に藥 物 を加 えた 後30分 一1時 間 に 於 い て

著 し く・24時 聞 後 に於hて もChlorcyclghexyl・-

resorsino-aminophenolPhlorphenylacetopheRon

等 は 著 明 な 差 が あ る｡Rh◎di且 謡urePhe取 》1Stre

ptomycinも 多少 差 が あ り、UsnilLgtiurePremina

P-aminosalicyls蕊ureは 殆 ん ど差 が な い
｡

10%.血 清 加Kirchner培 地 中 に於 け る発 育 阻

止 力 を検 索 せ る もの は現 在 百 数 十 種 に及 ぶ が 、 そ
　

の 中P-aminosalicylsaure(32C》000倍)2一 鋤ino・

4-methyIphenol2-amino-4-chlorphenol2-amino_

4-dichlorpheno1(16e,GOO)Luciferin(20
,COO～16

0,000)2-4-Dioxyzimt戴ure(100,000)Olivゼ 鍛 織u-

　

re・Olivetoid(8C,000)6-lt-amyl-7-; .}xy{'axm・arin

(64,000)等 が 著 明 な る 阻 止 作 用 を 示 し たe

茎
鵡
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62・各種抗酸性菌の発育に対する

「テルル」酸加里の影響 に就い ・

て(第工報)

公衆衛生院微生物学部 林 治

、非病原性抗酸性菌 と病原性抗酸性菌との諸性歌

比較研究の一部として、人型結核菌 と、健康者喀

疫及び自然界より分離した非病原性抗酸性菌とに

ついて・「テルル」酸加里培地上に於ける菌発育の

歌況を比較実験 した｡印 ち 「テルル」酸 加 里 を

O・05%及 び α1%に 加えた小川氏培地に供試菌株

の1ひ1及 び10"-s稀 釈菌液のO.1ccを 「vAル

ル」加培地及び対照の小川氏培地各5宛 を流注 し

て培養 した｡罪 病原性抗酸牲菌は毎 日、結核菌は

毎週観察して発生した集落した集落を計算 し発育

阻止の程度を対照の小川氏培地が発生 した集落数

に対する 「テルル」加培地上に発生した集落数の

百分比輩を以て示 したや

威 績:

1)供 試した人型結核菌の総べては培養7週 後

の観察に於いて、「テルル」加培地上に全然集落の

発生を認めなかつた｡こ れに反し、非病原性抗酸

性菌ではO・05%「 テル々」加培地上に於V・て対

照に比し56%乃 至92%、O.1%「 テルル」加培地

上に於いては31%乃 至60%に 集落Q発 生が認

められた｡

2)自 然材料 として結核患者喀湊10例(「 ガフ

キー」1[号 乃至靱号)に ついて4%苛 性曹蓬処理

を行い沈渣を 「テルル」加培地に培養したが対照

の小Jil氏培地では3週 乃至4週 で発育は最高に達

したのに反 し「テルル」加増地上には培養7週 後

に於いても集落の発生は全然認め られなかつた｡

3)牛 型結核菌及び鳥型結核菌に対する影響に

ついては現在実験中である｡

63・結核菌迅速培養法並びに 「ス

トレプ トマイシン」感受性迅

速検定法 に関す る研究

千葉大医学趨田阪内科教室

松 本 修 一 郎 ・水 島 和 朗

武 田 治

從 來 結 核 菌 の 「ス トレプ トマ イ シン 」(以下 「ス」

と略 記)に 対 す る感 受 性 の 検 定 には 米 國 で はDu-

bos-DavisのTween・ ・albumin培 地 或 はYoumans

のPlasma-glyceri鳳 培 地 を用 い て比 濁 法 に よつ て

検 定 し、本 邦 で は 著 者 等 及 び 河 盛 氏 等 ほ健 康海 猿

の 血 液 を用V、てSlidecellculture法 に よつ て 検

定 を行 つ て い た｡こ れ 等 の 方 法 は 少 くと も1ケ 月

以 上 の 口時 を要 す るの で あ る｡最 近micro・ ・slide

を用V・てSlide-Culture法 に まつ て 直 接 検杏 材 料

中 の結 核 菌 の 「ス 」 に対 す る感 受 性 を迅 速 に検 定

し得 る こ とを報 告 してV・る｡著 者 等 は 主 と し て

Rubbo氏 等 に よつ て報 告 され た 方法 に よつ て結 核

菌 の迅 速 培養 並 び に迅 速 検 定 を行 つ た ので そ の方

法 並 び に成 績 の大 要 を報 告 す る◎

micro-hlideを 滅 菌 し、これ に患 者 喀 疾 し1白 金

耳 宛平 等 に且 つ薄 く塗抹 して乾 燥 し、次 い でslide

を5%硫 酸 水 で処 理 後 水 洗 し、Youmansの 培 地

(pH7.0)の 入 つ た 試 験 管 に牧 め で37｡Cで 培 養

した｡同 時 に 「ス」 の 定 まれ る濃 度 の 系 列 をつ く

り、 上 述 の如 く処 理 したSlideを 入 れ て 増 養 し

「ス」感 受 性 の 検 定 を行 つ た ◎ この 方 法 に よれ ぱ

輩 な る喀 疫 培 養 で は5-9日 で結 核 菌 の縄 歌 発 育

が 認 め られ た｡又 「ス」 感 受 性 は未 だ例 数 は 少 い

が 「ス」投 與 前 の もの で は1ア/cc内 外 で あ る｡

「ス」 の投 與 に よ りIOγ/cc以 下 の 感 受 性 を維 持

してV・る もの もあ り、 又1007/cc或 は1000ア/cc

以 上 の耐 性 の高V・例 も経 験 した｡從 來 のSlide

ceIlculture法 の 成 績 と比 較 検 討 中で あ るが

Youmangの 培 地 を用V・る と よい 成 績 が 出 る よ う
一

で あ る｡

息 者 喀 疫 よ り行 う簡 箪 な培 養 法 及 び 「ズ」 感 受

性 瞼 定 に就 い て 実 験 し｡5-9日 の短 時 日で迅 速 に

結 果 を知 り得 るの で 臨床 的 に も注 目す べ き方 法で

あ る と思 われ る｡

64・StreptOmycin,O-amin、ophe・

nolP-aminosalioylateの 分

離 直後結 核 菌 に対 す る感 受性

比較試 験

國尭予防衛生研究所 宮 本 泰

実験方法;藥 剤を使用したことのなV・結核患者

一__92
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の 喀獅 ㍉ら新 た に分 離 した6種 類 の歯 株 に就 い て

StreptOmycin(予 研抗 菌 物 質 部 標準 結 晶)、O-am｡

inophen◎1(金 沢 医 大 岡本 肇 教 授 よ り分與 され た ・・/1

もの)P-aminosalicylate(邦 製)の3種 類 の治 療

剤 に 続 い て 同時 に 同一 條 件 の 下 に試 験 管 内 発育 阻

止 濃 度 を比較 検討 した｡保 存 のH37薗 株 を対 照

と して 使 用 したQ使 用 培 地 は グ リセ リン を除 去 し

たKirch臓er液 体 増 地 で これ を 中試 験管 に4・5mI

宛 分 注 し・ 上 記 の藥 物 をそ れ ぞれ 一 定 濃 度 含 ませ

た もの を同 一 濃 度 に就 き3本 宛調 製 して綿 栓 の代

りに ゴム キ ヤNSiプに て密 封 して37.5｡Cに 於V・て培

養 した｡使 用 菌株 は洗 す 岡 ・片 倉培 地 に分 離 した

菌 を更 に一 代 同培 地 に輔 培 増菌 す るか 又 は グ リセ

リン含 有Kirchner液 体 培 地 表面 菌 膜 の歌 態 に 発

・有 せ しめ た もの を採 り1.Om1中1皿9含 有 の菌 ・

液 と し、 この もの の0｡1m1宛 を各 試 験管 内 に 加

えた｡藥 物 濃 度 は培 地1.Om1中O・037,0・1r,

熊S

P

山0

五s

十P

嵐0

小S

P

林 ・O

H

37

S

P

O

十 十 一 一

十

十 十

十 一 一

十 十 一

十 十 十

十 十

十 一

十 十 、

十 十 十,

十 一 一 一

十 十 十

十 十 十

十 一 一 一

十 十 一

十 十

十 十 十

十 十 十 一

+++}

十 十 十

十 十 十

十 十 十

十 ±

十 十 十 一

O.3γ,1.Or,3.0ア,10ア,の6系 列 と した｡培 養2--

3週 の値 を以 て 判 定 値 と したo

実 験 成 績:表 の通 りで あ る｡確 実 に発 育 した も

のは そ の程 度 の如 何 に 拘 らす 一様 に 十 を記載 し、

僅 か に 発育 した と思 わ れ る もの を ± と記載 した｡
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65・化学療法剤の結核菌発育阻止

作用と大谷氏喰菌現象について

f
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P
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東北大抗酸菌病研究所 小 野 塚 隆 勇

26種 の 藥 晶 の 結 核 菌 に 対 す る抗 菌 性 及 び 、 大 谷

氏 喰 菌 現 象 を 検 討 し て 、 次 の 知 見 を得 た｡

1)上ockema皿 氏 変 法 液 体 培 養 法 に 於 い て 、fM,鱒

PAS,303,Benza1一 β一Naphthylamin及 びSalic

ylaldehyd一 β一naphthyli二midは 強 力 な 結 核 菌 発 育

阻 止 作 用 を 認 め る｡β 一naphthylamin及 び そ の 銅

塩 化 物Kativ,β 一naPhth・1・ParanitroPheRG1及

びCt-naphthylaminも 相 当 な 阻 止 作 用 を 示 す

が 、Promin,Diagon及 びQrtho・-NitrophepQ1ば
し

更 に弱 い｡酒 精 及 びPenicillinは 極 め て微 弱 で

あ る｡
の

2)S.C.C法 に よ る 発 育 阻 止 作 用 は 、SM及 び

303は 強 く、PAS(游 離 酸)梢 玄劣 り、Parat}itr(・-

pheno1,Kativ,Prαmin及 びDiasonは 更 に 弱

い｡β 一naphthylamin系 化 合 物 は 極 め て 弱 い｡

3)PAi,303,β 一naphthol,Paranitropheao1,

Premim及 びKativに は 殺 菌 作 用 を 忽 め る が 、

SMは 高 濃 度 で も 殺 菌 作 用 は 認 め 難 い｡

4)SMはS.C.(y.法 に 於 い て 人 型 菌 の 累 代 培

93
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養 せ る高 僑 菌 、 戸 田菌 、青 山B菌 、Hl,,?R▽ 及 び

B.C.Gに 対 して感 受 性 は大 同 小 異 で あ るが 、SM

治 寮 を しな い 結 核 患 者 喀疫 中結 核 菌 の感 受 性 の 濃

度 は 、5～10倍 程 高V・◎ 又 結 核 菌 はSMに 対 し

て 、血 液 肋水 及 び脳 脊 髄 液 中に 於 て 、 大 体 同 程 度

の感 受 陸が あ る｡

5、PA9の 阻止 作用 はCa塩 及 びNa塩 最 も

強 く、溝 離 酸 これ に亥 ぎ 、 塩 酸塩 は 更 に弱V・｡

6)諸 藥 晶 を 白鼠 に 注 入後 の血 液 の 阻 止作用 の

強 さ は、SM>PAS>303の 順 で あ り、Pr◎min,

Kativ及 び β一naphthylaminに は 阻止 作 用 は認 め

られ ない｡喰 菌 作用 の充 進 はProminに 認 め 争

れ 為｡

7)結 核 患 者 にS班 筋 肉 注射 後 の血 液 は1gr

は6蒔 聞 、O.5gr及 びO.25grは3時 聞完 全 阻 止

作 用 を認 め る｡SM注 射 前後 及 び治 療 中喰 菌 作 用

の 著 しき変 化 は認 め難 い｡

8)結 核 患 者 にPAS3gr経 口投 與 後 の 血液

は 、投 與 後1～3蒔 聞 後 に 完全3こは強 い阻 止作 用

を、3時 間 内 外 認 め る｡2gr経 日投 與 の場 合 は 、

そ の 血液 の 阻止 作 用 は 微弱 で あ る｡

66・ツベルクリン特にその製法に

関する再穣討

第3報 菌の発育経過と「ツ」力便の

推移との関係

京大結研究細菌血清学部 白 石 正 雄

青山B株 、 ソートン培地発育2・3週 の頃生菌

数 と菌重量は並行 し、3週以後生菌数は急減 し(ガ

ンマ函数面線)、菌重量は6遍 以後漸減した(増 加

期は軍分子触媒反懸曲線、中聞期は懸垂線、終末

期は指数曲線)｡菌 体の構造は均等染色性より願粒

歌 をへて分節欣 とな り、菌体の一部が変性融解に
ゆ

陪 る もの と考 え られ る｡培 養2.3週 の 「ツ 」 は

糖 質 を相 当 多 く含 むが 、 蛋 白は 極 微 量 で あつ て 、

感 染13日 の海 旗 皮 内反 憲(50倍 及500倍)で

は24時 間値(恐 ら くア ル ツ ス型)は48時 簡値

(遅 延型)に 比 し著 し く強 く、 感 染38日 の 皮 内

反 懸 で は、 この 差 は 日立 た な くな つ た｡又 致 死 反

磨(、O.15cc)が あ らわ れ なか つ た こ とは 注 目 に値

す る｡5,6週 以 後 の 「ツ」 で は蛋 白は 増 加 し、糖

質、ア ミノ酸は共に一一定量に達し、pHは 大体4・6

に一定 したこ皮内反磨の24時 間値と48時 間値

め間に差はみられなくなり、致死反懲 も漸次強 く

なつた｡師 ち皮内反慮の24時 闇値は糖質と密接

に関係 し、窓死 反懸 との関係 うす く、皮内反慮48

時聞値、致死反鷹及び蛋白は密接な関係にある｡

音山B株3月 培養を10%コ ロヂウム膜限外濾過法

にて」/4量に濃縮 し、5%及 び10%コv一 ヂウム

膜透析実験に付した｡從 來非透析性といわれた糖

質は5%膜 、10%膜 を共に透析 したが、蛋白は5%

膜を通つたが、10%膜 は不通であつた◎10%膜

透析液の皮内反慈は、24時 間値が48時 闇値より

強 く、蛋白を含む透析液及び残留液の48時 聞値

はむしろ増強した｡「 ツ」 作製時、加熱にて凝固

する蛋白は糖質を結合 しない核蛋白であつて、皮・

内反鷹は24時 闇値、48時 間値 ともに差を認め

なかつた｡前 回報告の 「ツ」の蛋白体N量 及びア

ミノ酸は皮内反癒 と関係 うす く、蛋白質は皮内反

鷹48時 間値及び致死反慮(α5cc,0.10cc)と 並

行し、モー リッシュ反慮の差は皮内反懸24時 間

値の差に一致 した◇

67・ツベル クリン診断液の力便に

就 いて 殊 に新規格「ッ』稀釈

液の反慮能力に就 いて

東京都江戸川保健所 田 中 邦 雄

結核予防接種法の施行に伴つて次新槍定法に要す

る薪規格の 「ツ」液が採用されているが、それ と

在來の國際標準 と力便を等 し《石炭酸を含まぬ盈

塩水て稀釈調製したものとを人体に同時に比較試

験 した結果、共に途月、その反懸能力が低下する

が特に薪規格のものはその程度著 しく、3,4ヶ

月目にぱ殆んど使用便値を失 うに到る場 合 もあ

る◎観察期聞は6ケ 月で毎月1回 約50人 の対象

に同一くの前濾へO・1cc宛2ケ 所同時に接種 し

48時 聞後検杢した｡第1表 にその 成績を示す｡

Ratioは 予研式比較法で、5,6ケ 月自の値が稽 素

大なるは対象が過敏性の者が多かつた た め で あ

る｡発 赤の大さも薪規格の方は常に10)20粍 位の

が多 く6ケ 月目には標準で陽性なるに全 く陰性で

ある例が多い｡製 造は共に北研の渡辺 氏 の指 導
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第1表

[ い ケ月州2ケ 朋13ケ 月 』 ケ 月15ケ 月 い ケ 月

ッ

反

発

赤

陽性率%
(A)

(B)

ツ

反

浸

潤

BR
sti◎=丁

発 赤 経 比

陽性牽%
(A)

(B)

BR醐
o自丁

100｡083｡0 79.3 79｡7 92.096.7

92｡3 79｡2 68.9 54.2 74.2 59.4

0.84 0.54 0.63 0.40 0｡49

難

0.51

34.6 33.3 3L1 25｡4 50.0 25.0

26｡9 12.5 10.3 5｡1 10.0 18.7

0｡80 0｡24 024 0.19 0｡15 0β8

/

(A)=國 際漂準法による

(B)二 新規絡 に よる
触 』舳

第2表

0～9 4-9} 10～19 20～29 30～ 計1被 儲

護整 野
予研 ・ 卜4・85 28.57 33.34 33.34 100.0{42入

}結 研
4.76 ・9・・6い5・68 23.82 16.67

R就i｡_結 研予 研

晦1

■ 1昭

1.382.96

1

昭

0.63 0.47 0.77

95・24L墜

42

入

詳

で24年9月28日 に調製 し無菌酸に各 々アンプ

レに分注し、室内に保存した｡な 器國際標準の力

贋を5ケ 月目に新しくコペンハーゲンの標準原液

を2000倍 に調製 したのと比較 しその反磨能力が

衰えていないことを確めた｡

ノ〆、次に何れ も薪規格のもの 海が國立予研のlot

No・7(24・7.9・tXl検)と 結核予防会の10tNo.8

(24・8・29・製、検)と を同時に同一人に比較 した

成績を第2表 に示した｡総 平均で も結研の方が弱

いことが解るが30粍 以上の強反鷹が倍以上 も差

がある◎何れ も10粍 内外の弱反慮が多V、のは薪

規格には石炭酸やアラビヤゴムや棚砂等が含まれ

ている爲に非特異性反磨が多 くなるのではないか

と思う｡試 瞼時期は25年10月 でそれぞれ1乃

至2ケ 月以内｡こ のように同検定法で同規格で製

造されて甚だ相違する反磨能力をなすことは究明

されねばならなV・｡結 核予防対策上BCGの 要望

る今日その前提たる 「ツ」液の正確なるものの製
、

造は最 も喫緊事である｡

追 加

國立予防衛生研究所 柳 沢 諜

sわ が國の今日の標準ツベルクリンは昭和12年

.頃か ら一般研究に用いられていた もの当時傳研製

と等力領で、國際標準ツペルクリンの力贋と如何

なる関係にあるかはわか らなV・｡近 々正確な國際

標準ツベルクリンを貰 うことになつているか ら彼

れわれの比較 をするつ もりである｡

現行のツベルクリンの力便の強定では標準ワベ

ルクリソ(100%と すれば)の±20%の 差異以内は

合格とされている｡し かし±20%の 範囲を許す場

合には使用者側において検養に混乱を來すおそれ

があるので今後 は±20%の 範囲をゆるさす、標準

ツベルクリン100%に よく一一殿するもののみを合

格 とすべきである｡
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68｡「オル トァ ミノフエノール、ア

ソッベル クリン」と棺「ツベル

クリン」の人体 に於ける皮膚

反磨 に関する比較実験(第2報)

金沢大結核研究所細菌免疫部

柿 下 正 道｡由 利 健 三

大 幽 馨 ・笹 島 吉 平

繭・ 林 な を

余 等 は昨 年 本 学 会 に 於V・て オ ル トア ミノ フエ ノ

ー ル の ヂ ア ゾ ニ ウ ム塩 を以 て ア ゾ化 せ る ツ ベル ク

リン(o-Aminopheno1-Azo-Tuberculin)(O.A'

Azo・T.と 略 記)の α05rは 旧 ツ ベ ル ク リン(0｡

T・)2.000倍 液 と同 等 の 力 慣 を有 す る ρ み な らす

P.P.D.と も皮 膚 反 懸 惹 起 力 に 於 て 相一 致 せ る成

績 を示 し、且 つ().A.-Azo-T.と().T.と を併 用

す る こ とに依 つ て 自然 感染 とB.C.().陽 聴 とを

皮 虜 反 鷹 に依 つ て 鑑 別 し得 る可 能性 が推 定せ らる

る こ とを報 告 した｡

そ の後 更 に それ 等 の事 実 を確 認 せ ん た め 、B・

C.(1.接 種 後 経 過 を追 つ て鑑 別 可 能 の 時 期 を探 究

せ しに、 小 見 に於 い て はB.C.G.接 種 後3ケ 月

目に 於 い て既 に50%区 別 し得5ケ 月 目で は殆 ど

大 部 分 の例 に於 い て鑑 別 し得 る こ と を知 つ た｡

又0.A・-Azq-T・ の力 便 に及 ぼす 理 学 的 影 響 に

つ い て研 究せ しに 、熱 に対 して は100｡C1時 間 、

「レ」線 に対 して は150ア 人 工 太 陽 燈 に対 して

は1時 聞 照 射 に依 り何 等 影 響 を受 け なV・こと を知,

つ た｡pH72の 生 理 的 食 塩 水 を もつ て100,000

倍 に 稀 釈 し、 無 菌 的 に氷 室 内 に保 管 す る と きは1
トケ 年 以 上 そ の 効 力 に 変 化 を來 さ なか つ た

｡一

又 「パ ラア ミノ フエ ノ ー ル」 の 「ヂ ア ゾ・ニ ウ ム」

塩 を以 て 「ア ゾ」 化せ る 「ッ ペ ル ク リン 」 も亦 そ

の 力 便 並 び にB.C｡G｡接 種 学 童 に対 す る皮膚 反 慮

の 態 度 に於 矯 て 、()・A・一.Xzt>-T.と同 檬 の成 陵 を認

めた 、

i追加o-Aminophenol-azo-tuber-

culinに 関 す る 研 究

國 立予防衡生研究所

淺 見 望 ・柳 沢 謙

細 井 正 春 ・土 屋 醜 司

金 沢 医 大 岡本 教授 の方 法 に な らつ て 、 次 の 各菌

株 よ りO-Aminopheno1・azo-tuberculiR(Azo-T)を

分 離 し旧 ツ ベル ク リン(OT)乏 の 比 較 研究 を行 つ

た 結 果 は 次 の よ うで あ る｡

1.Azo-Tの 牧 量 は 培地 原 量1.000¢cよ り青

山B株 で は106mg,BCG株 で は131mg、 牛10

号 株 で は190mg分 離 され た｡

2"音 山B-AqoTのBCG未 接 種 自然 感 染 群

に 対 す る力 便 は 、検 査 人 員127名 の 陽 性 牽 はOT

2,㎜ 倍O.1ccで は59.0%Azo-TO・1ア で も

59.0%、Ratio=O,95で あつ て殆 ど等 力 便 で あつ

た｡自Pち このAzo-TO.1rはOT2,000倍()・1cc

に相 当 し、 最 良 の 精 製 ツベ ル ク リンで あ る と云 い'

得 るの み な らす 、 その 分 離 操 作 は簡 翠 で あ り、牧

量 の多V・点 で はP.P.Dに も優 る もの で あ る こと

を知 つ た｡

3.BCG接 種 群 に 対 しOT2,000倍0.1ccと

AZff-TO.17と の 反 懸 比較 は 、BCG接 種 後2ヶ 月

牛 に於 け る244名 中の 陽 性 率 はOTで は713

%、Azo-Tで は68.8%、Ratio=O｡97で 太 差 な

く、 更 に6ケ 月 経 過 後 に於 け る陽 性 牽 はOTで は

823%、Az0-Tで は77.2%、Ratio=O.88で あつ

て2ケ 月 牟 に 於 け る よ りもAz｡・TはOTに 比 し

幾 分 か 弱V・反 磨 を呈 した0

4.青 山B死 菌 感 作 モ ル モ ツ ト21匹 に対 し

OT2,00C倍0.1ccとAzo-TO.1γ との反 懸 の

比 較 はRatio=O.95で あつ てOTとAzo-Tと 倉

ど同力 領 で あつ た｡然 るにBCG生 菌 感 作 モル モ

ツ ト7匹 を用V・た 際 に於 け るRatio=O.71で あつ

て か な り弱 かつ た｡

69・ ツ ベ ル ク リンの 力慨 に及ぼ"x"

振揚 の影響

國立予防衛生研究所

伊 東 恒 夫 ・林 久 子

宗 貞 子

200⑨倍 ツベルクリソ稀釈液 を、アンプル及び、

1粍 角 ゴム片20個 を加えた20cc容 量の壕に

分注 し、振幅20糎 振邊数毎分200回 の振邊機に
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て延13時 間強振盤をなし、 これを非振登の同一・

「ツ」液 とその力債を比較 した◎検査法は、予研

の 「ツ」力便検定法に準じ、左右前臆に各O・1cc

宛皮内に注射 し、発赤の大きさ二重発赤硬結の有

無 を比較 した｡

ゴム片加壕詰のものに於いては、233人 中非振

量 「ツ」が48時 間に於いて145人 く623%)陽

性反慮を呈したるに振量 「ツ」は119人(51.2%)

を示 し、この差はX2試 験に於いて2%の 危険率

を以て有意 と認められた◎又、度数分布曲線、に

於いても、大体同一傾向を示 しなが ら振盤 「ツ」

は発赤の小さV・方にすれているのが認められ、そ

の他種 推々計学的に、両者の反懸に有意の差力溜

められ、振邊 「ツ」が明かに力慣の低下するのが

溜 められた｡

アンプル法振匿 「ツ」に於V、ても、前同様、陽

韓率に於いては、1%の 危瞼率を以て有意の差が ・

認められ、度数分布曲線その他に於いて力便の低

下した ことが認められた｡冷

次に、これ らの如 く、強振量に於V、ては力慣の

低下することを知つたのであるが、輸邊時の如き

弱振量に於いては、如何なる変化があるかを見る.

ため前同様、アンプルのゴム片加屡に分注し、汽
ノ

車輸邊約600粁 、自動車輸途約80粁 、徒歩約20

粁輸逡し、 これを約300人 につき力便検 したが陽

韓牽度数分布曲線その他に於いて、伺 らの変化 も

認められなかつた｡

この両実験か らして、後者の如 く、弱振邊なす

,P';{,2きは・何等の変化を及ぼさなV・が強振邊なすと
きは明かに力便が儀下するもののようである｡な

ノ

te24時 間判定に於いても・同様の結果を得て語

り、又振登後の'pHは 、振邊萌と何等変 らす無菌

試験陰性で、細菌の汚染は認められない｡

＼70・'稀釈 ツ ベル ク リン液 の保 存 に

関 す る研究

九大医学部細菌学教室 武 谷 健 呂

昨年の本学会で池尻は燐酸綾衝液によるこの問

題を報告 したが、今回は礪酸塩緩衝食塩水(0.4%

アラピアゴム加)、燐酸塩緩衝食塩水、生理的食塩

水を稀釈用液 として2000倍 無蛋白 「ツ」を0～

5｡C、 窒温、37◎Cに 保存し、保存45日 目及び

447日 目に薪しく稀釈した標準ツ2,000倍 液 と人

体皮内反磨によつて力贋を比較 し、稀釈用液の種

類及び保存温度による力便の安定性 を検討 した｡

生理的食塩水が最 も著しく力償減賜を示した｡両

｡緩衝液では硬酸塩の方が安定性が強いと考えられ

るが、これはアラピア｡ゴ ムを加えたためとも考

え られる｡何 れの稀釈液で も保存源度の高V・もの

程力債減弱が著 しい｡

元
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余等は昭和19年 來、人型結核菌の菌体より抽

出せる特異抗元性質溶液(多 繕類劃分を主とし、,

更にポ リペ プ チ ー ド劃分を徴量含有する)を 以

て、旋來極めて難治と称せ られた皮膚結核に対 し

ワクチン療法を実施し、既にその44例 を完全に

治癒せ しあることに成功した｡_

その後更に、より有効なるワクチン調製を企面

し、前記溶液(ワ クチンA)よ りポ リペプチe・・一・・ド

劃分のみを抽出し、 これをワクチンBと し、亥に

多糖類劃分のみを抽出し、これ を ワ クチンCと

し、それぞれの治療効果 を検討 した｡

又余等は昭和22年 以來、上蓮3種 のワクチン
る

による皮内反慮に関する研究を行い、次の如き成

績を得た｡
ジ

1)ワ クチンAの ユ0,000倍稀釈液の力贋は、略

2,000倍 稀釈旧ツ液の力贋に匹敵する｡然 しなが

ら、その反磨はツ反慮に比較 して硬結 を生する傾

向が強いように思われた｡,

2)ワ クチンBの10,000倍 稀釈液の力領は{対

照の2千 倍稀釈旧ツ液の力傾に比し著しぐ強い｡

3)ワ クチンClO,000の 倍稀釈液の力贋は著し

く低 く、殆 ど陽性発赤を期待 し得ない｡又 その5,0

00倍稀釈液・100倍 稀釈液に依つ}銚 同様に陽性

発赤 を期待 し得ない｡
司
ワクチンCの 原液(特 異物質のユ00倍稀釈液)

に依る反鷹の注射後48時 聞の成績では、対照の

ツ反慮に比較 して、硬結はより強く、発赤はより
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小なる反慮が観 られた｡即 ち該反慮は硬結発生を

,主体とし、発赤は寧ろ随俘的の感があり、比較的

早期に消謎 してゆくのが観 られた｡

72・Nソベ ル ク リン汚性因 子 の生 体

内代 謝 に関 す る研 究t

結核患者尿中よリ分離せるプラズマール｡

の牲欺に就いて

國立東京第二病院主任(院長 西蜀忠弐郎)

指導(結核研究室主任 糟谷伊佐久)
・ 佐 藤 金 住

健康家兎の静脈内に 「旧ツ」 を注射すると、そ

の活性國子ぱその動物尿中に排泄せ られ、少 くと

もAether可 溶性因子(燐 脂質)と レて把握され

る｡且 つ又結核患者尿より同檬にして分離された

燐脂質にも 「ツ」様活性が認 め られ るのであつ

,て・この事実は既に22回 ¢本学会総会に・糟谷

と共に報告 した◎

1924年FE肌 ・GENは 燐脂質に結合せる一一・・-b種

のAldephydroが 動物体内に存することを報告し、

これをPlaミma1と 名付けた｡Plasma1は 動物体内

ではPlasmalogenと 称する有機結合歌態にあるが

昇禾で溶易に遊離させることが出來る｡

その後糟貧は 「ツ」中に結核菌燐脂質と結合 し

たAldehyd自Pち 前述のPlasma1の 存在を証明

した｡(第23回 本学総会発表)D

著者は尿中より得 られる上記燐脂質の性厭の楡
ノ

索 中 、糟 谷 の 報 告 せ るPlasmalと 同 一一性 質 を有

す る物 質 の存 在 に着 目 した｡

実 験 方 法 は 、 結 核 患 者 の 尿 を大量 集 め 、 これ を

減 圧 濃縮 して約1/50溶 と し、 これ に飽 和 昇 禾液

を加 えて 水 蒸 氣蒸 溜 に 附す る｡Plas皿a1は 遊 離 し

て溜 液 と共 に流 下 し溜 液 は梢 土白濁 し芳 香 を有 す

る｡`こ の 溜 液 をAetherに て振 出す れ ばPlasmal

はAether暦 に 移 行 して くる｡又 減 圧蒸 溜 を用 い
ち

る代 りに 、90xlet振 出器 を用 い てAether抽 出 を

行 つ て も よい｡

斯 く して得 られ た 物 質 の 性 歌 は 次 の如 くで あ

る0

1.特 異 の芳 香 を有 す る針状 結 晶 、 融 点 はTh-

y・semlcarbag｡nと して78｡C'

2.Alkhol.Aetherに は易溶なるも水には難

溶｡

3.Schiff試 藥 を赤変し、「アンモニヤ」銀を ・

還元して銀鏡を作る｡

4.分 子 構造に関しては目下検討中

5・ 生物学的性歌は例数が少V・ので洗定的なこ

とは言えないが、皮内反磨は先に糟谷の報告

せる 「ツ」中Plasma1の 如 く特異な塚懸を

是 しなV・ようである｡こ の点に関 しても目下

検討中であるρ

結論

結核患者の尿中燐脂質中にはPlasmalに 周す

る一一種めAldehydが 存在する｡

こQ物 質の化学的構造及び生 体 に 対 する意義

「ツ」活性因子 との関係に開しては目下追求中で ・

追つて発表する予定である｡

73・肺結核患者喀疾 よIJ抽 出せる

ポリベフ野 ッ ド檬物質の皮膚

反癒に就 いて

慶大外科(指導前田教授)依 田 亘 正

肺結核患者の喀疫中にツベルクリン様物質の存

在を想定し、これを証明しようとした試みは、本

邦に於返て己に数氏によりなされた所であるが、

私の意図は、この喀疾中の特異的活性因子を㍉更

に比較的純粋な形で箪 離 す る ことにあつた｡自 口

ち、KUster糟 谷氏等(わッペルクyン 活性因子精

製法にならV・、喀疫中より生物学的活性を有する

1～ ポ リペプチツ ド様物質を得て、 これにより結＼

核患者、健康者を対照として皮膚反磨を行い、(結

核患麹距は、その安静度、熱、血沈、喀疫ガブキ
ー、喀疫量、肺活量、合併症、手術の諸点を考慮

した)そ の生物学的性歌の一端を明かに したe

結 論

1)私 は結核患者の喀疫 より1種 の生物学的活

性因子を粉末檬に分離し得た｡

2)こ の物質は呈色反窓によ り、総てのポリペ

ブチツ ド檬の性質を示す｡

3)こ れを一定の濃度に稀釈 して、健康者約70

名、肺結核患者約65名 に皮内反癒を試みた｡要

点を述ぶれば、

(a)健 康者ではツ反慮陰性、BCG未 接遡者

一 一gs___
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に約93%陽 性、ツ反懸陽性者に約84%陽 性ギ 、

肺結核患者では約69%陽 性に出た｡

(b)肺 結核患者では 概 ね 軽 症に陽性率が高｡

いo

(C)胸 成衛後、旧ツでは陰韓せぬのに、この

反磨は陰韓の傾向を示し、経過の順調なものは間

もな く陽性に戻る傾向を示 したδ

4)本 反懸による皮膚反懸の態度は、從來の;日

ツ反懸の枠 を遙かに逸腕するものであるように思

われた｡こ の反懸の生物学的意義は生体内結核菌

に由來する特種の結核毒素によるのかも知れなV・

し、或は乾酪檬物質その他の結核組織の細胞毒に

由來するとも考え られるが、之等を間明するため

には今後の検討を要する｡

も

III免 疫 及 び ア レ ル¥一 ・一

74・BCGのPhosphomonoesterase

に 就 し・て

阪大微研竹尾結核研究部 庄 司 塞
'片 山 正1治

Phosphomonoesteraseは 一一般 に 等能 性 を示 し、

そ の 至 適pHが 酸 性 側 又 は アル カ リ性 側 に あ る こ

とに よつ て2型 に 分 た れ る｡

筆 者 等 はBCGを 用 い て 皿onophenylphosph-

oricゑcidのNa塩 を分 解 させ 、 生 『じたPh:eno1

を2.6-Dibromoamin0pheno1と 酸 化 剤 との 存 在 の

下 にIndopheno1を 形成 させ 、 その 発 色度 を比 較

した の に

BCGのPhosphomon0esteraseの 至 適pHは

37｡Cに 於 て5.8～6.0で あ り、 且 つ 本 反 慮 は か

な り鏡 敏 で反 懸 に 際 して のBCGの 濃 度 はO・2

mg/ccで 充 分 で あ る｡・
し

術発色度はStu£en-Phetometer或 は光電比色計
〆密使用することによつて定量的に把握 し得る｡

以上のことか ら本反懸はBCGワ クチンの効力

検定に利用 し得ないか との意図の下に種々の実験

を行つたが現在迄に糊 した炭績は次のようであ

る｡"

1)BCG加 熱死菌では本反磨は認められない｡

2)冷凍融解(零 「『30｡C以 下にて30分 冷凍後

37｡C恒 温槽にて5分 間融解)を7回 繰返 したB

CGで は本反懸は弱い｡

3)超音波を10時 聞作用 したBCGで は本反懸

は認められなV・｡

4)コルペン手振の時聞的差異によつては本反慮

の差異は殆んど認められない｡

5)コ ル ベ ン手 振BCGワ クチ ン と冷凍 乾 燥 ワ ク

・チ ン とに よ る本 反 懸 の 差 異 は 殆 ん ど 認 め られ な

bo

本実験はなお続行中でらあるか らその成績は今

後の機会に報告する｡
撃

75・乾燥BCGワ クチ ンの乾燥 度 に

就 いて 曳

九大医細菌

戸 田 忠 雄 ・藤 塞 芙 二 雄
ミ

乾燥BCGワ クチγの含水量測定に就V・て、余

等の考案せる方法 と、その成績並びに塩化 コバル

トの脱水による変色を利用 した乾燥度概測法に就

いて報告す｡從 來乾燥ワクチンの含水量測定に用

いられた方法はアプデルハルデン法,蒸 氣分圧測

定法であるが、V、すれ もアンプル中の試料の重量

を正確に測定することが出來す後者に於いては試

料の出す水蒸氣の分圧と試料に残る水分の蒸氣圧

とが平衡歌態になるか否かの問題が起 り、共に信

頼 し麹 ハ憾みがある｡余 等は誌料並びに含水量を

眞室(3×10『 ユ憩mHg)の 朕態で測定出來るメス

・アンプルを考案 し、 これ と乾燥度概測インデケ
ヨ

ーター・として塩化 コパル トを用V・、冷凍乾燥を行

つた乾燥BCGワ クチンの含水量を測定 した｡大

型冷凍乾燥機により、コバル ト変色時間の15倍

時乾燥後、大氣に戻 し更に30分 乾燥せる乾燥ワ

クチンは1.5%以 下の含水量を有 し、実瞼用冷凍

乾燥機にて眞室めまま封 じたものは、α4%以 下

の含水量を有することが割明した｡冷 凍乾燥時聞

をゴバル ト変色所要時闇の2倍 にした ものは余等

の方法では含水量を求めるこどが出來なかつた｡

顧_99__一
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なお秤量測定中は常に5/10㎜Hg以 下の翼察度

に しておけば室氣の重量は誤差の中に入る｡以 上

の如 く余等は乾燥BCGウ クチンの重量並に含水

量を正確に測定 し、更に含水量と生菌牽 との関係

を研究中である｡

76・乾燥BCGワ クチンの保存條件

に関する研究

東北大抗酸菌病研 伊 藤 隆

櫻 井 果

八 鍬 英 一 郎

乾燥BCGワ クチγ龍保存する場合の三つの保

存條件印ちアンプル内貫室度、保存温度並に日光

曝露の有無に就いて主なる乾燥條件別に検討 し、
一部は含滋度を測定 し、之等 を定 量 増養法た依

働

り、比較検討 した｡

(1)箱 式大型乾燥機で同時に乾燥したアγプ

ルの相互聞では集落数帯(50掴 以上で、冊(無数)

に劣るもの)の 次の列で11｡5個 以内は誤差範囲

内である9

(2)・ 乾燥時の菌液の濃度を5,20及80mgと

して乾燥 し保存 した ものの聞には氷室、暗室2月
ノ

保存共に著明な差は見られす、50｡C,2週 及び1

月保存で も同様℃あつた｡

(3)媒 質を1%蘇 糟、ペプ トンMア スパラギ

γで乾燥保存 したものでは、

暗室、氷室50｡C2月 保存共三者の間に著明な

差は見 られなかつた｡
;他の蕉糖

、ペプ トンに就いて4,5月 迄同様に

観察 したもので も差はなかつた｡・

(4)多 岐管式(室 濫乾燥)と 箱式(加 温乾燥
一加盤 末「ゴ30｡C)の 両轍 購 を比較 したが箱

式の眞室度が少 し落ちたためか乾燥直後、後者の

菌 の生存力は少し落ちたが、室温明所に3ケ 月保

存 してもそれ以上は減少せす、両者共4、5月 で

少 し滅じた｡

氷室暗室保存も同様であつた｡

,(5)溶 封時のナンプル内眞室度によ る 影 響

は5mmHg以 下に保つた場合は氷室暗窒50｡C保

存でも6xIO幽3mmHgに 保つた場合に比レて菌

は減少或は死滅する｡

又1×10-2mmHgと 養,・VlmmHgtと に夫k保

つ た 場 合 の 比較 で は 両者 の 聞 に著 明 な差 は なか つ

た｡乾 燥BCGワ クチ ンを長 期 に 保存 す る二場合 は

必 す 一一定 度 以 上 の 眞 察 度 に 保 つ 必要 が あ る と考 え

るo'・

(6)加 温(終 末 で29｡C)乾 燥 し、 含漁 度2.1
ノ

%を 示したワクチンを永窒曙室、室温明所、50｡C

に夫々保存 した結果・3 .ケ月保存では氷窒曙室・

窒温明所保存の間には著明な差はなく、4｡5月 で

氷室以外は僅かに減少するようであり、6ケ 月保

存では何れ も少 し菌の生存力は減少 した｡
夢 薩

π べ 昌 シリン加BCG乾 燥 「ワク

チ ン」 に就 い て

結核㌻防会BCG近 畿製造所

測 盛 勇 逡 ・野 村 巖

深 田 茂 男 ・弘 末 元 勇

掘 本 清 治 郎

乾燥BCG「 ワクチン」の溶解後雑菌の混入 を

可及的防止するために、乾燥時に 「ペニシリン」

を附加することを試み、次の成績を得た｡

1)BCG4既 に就き 「ぺ」1輩 位及び5軍 位

の割に附加 し、冷凍乾燥後種々なる期聞にて岡｡

片倉培地上にて定量培養を行つたが、15週 後の成

績に於いてもなおBCGの 菌数にな減少が認め得

なかつた｡以 後の成績は実験中である｡

2)「 ぺ」附加BCG「 ワクチン」の製造後15週

及び4週 のものを用V・、人体接種を行つたが、接

種3週 後の 「ツベルクリン」反慮陽性韓化率及び・

接種局所の変化は、「ぺ」を附加 しなV・ものと差違

を認めなかつた｡

3)「 ぺ」附加「ワクチン」接種後3週 間にてrぺ」

1輩 位生理的食塩水溶液を以て皮内反懸を試みた

が、約2%に 於いて直径10--15粍 の輕度発赤を

認め得たのみで、著明な 「アレルギー」現象を認

めなかつた｡な お 「ぺ」を附加しない「ワクチン」.

を接種 した者にて も同様な発赤を呈するものが、

α7%に 認め られた｡

以上の成績よりBCGに 「ぺ」を附加 して乾燥

を行 うも、BCGそ の ものの生存及び免疫元性に影'

響を及ぼさす、又著明な 百アレルギー」をも來ざ

や
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なV・か ら、少 くもrぺ 」感受性毒力菌の混入を阻

止するために有力な方法と考える｡

7&BCGr7ク チンの検定法に就ts

ての研究

財團法入結核予防会結核研究所

大 林 容 二 ・張 仲 鍍

有 馬 純 ・続 木 正 大

盆 子 義 教

BCGワ クチンの検定に就い て の主要な項目と

して、天竺鼠に依る安全試験と力便試験 とがあげ

られるが、現行の方法は、安全試験にはワクチン

30ingを 接種して後3ヶ 月を経て剖検すること、

又力便試験はワクチン.5mgを 接種、6週 後に有

毒i結核菌による感染 を行V、、更に6週 を経て剖検、

濁照動物 と比較することになつている｡然 し、以

上の方法は検定の完了迄に長期闇を要するので、

ワクチンの効力保持の観点か らすればなるべ く短
ノ

期間に検定を終了することが望ましいし、又接種

菌量に就いても更に検討翌要するものと思 うρ
騨演者等はこ

の意味に於いて現行の検定法を検討

した｡

即ち、安全試験については、仮 りにワクチン中

に有毒結核菌が混入した=場合を想定 して、この場

令、安全試験に使用されるワクチンの量と有毒菌
による結核性変化の発現に至 る時聞的関係を検討

した｡そ の成績によれば、演者等の実験の範囲で

は3ケ 月を侯たす とも6週 後の剖検により、容易

駿 混鶴 毒結核菌による変化を認め得た｡

又効力試験については接種菌量の問題について
ノ や

調べた｡邸 ち、現行の5mg接 種の'ものと1mg

接種のものについて比較 し、更にBCGの 死菌と

有憲人形菌死菌等による免疫 を行つた動物に有毒

菌による感染を行い、夫々の結核病変形成阻止作

用を比較 したので、その結果につV・て報告する｡

79・BCG接 種 法の研 究 、一・一一:・塗 擦法 、

貼布 法、及 び ビ0カ ル ビン皮 内

法

東北大抗酸菌病研究所

大 池 彌 三 郎 ・佐 藤 守

鈴 木 正 代 ・水 野 成 徳

大河原保健所 小 山 良 悟

1)BCGと ラノ リンとの混和 物 を家兎の健常 ・

皮膚に塗擦し、又は貼布すると、そのBCGば 家

兎の皮内更には皮下にまで進入しているのが鏡瞼

出來た｡切 り取 られた皮腐はゼラチン包埋後氷結

切片に作られ、Fite法 及びFite=Eosin法 で結

核菌染色と同時に組織染色を行つて鏡強された◇

2)'小 学見童にBCG塗 擦接種後のツベルク、リ
き 　

ン反薩は、1年 数ケ月後に於V・て初接種 者 で は

98人中8人 が陽性であり、以前にBCG皮 内接種

を受けたが当時ツ反磨陰性のためBCG塗 擦接種

を受けたものでは、24人 中13人 が陽性だつた・.・

30皿gBCGラ ノ リンワクチン(約4ケ 月蘭氷室

保存の生BCG浮 游液)、32mg乾 燥BCGラ ノ

リン又はこれらに1%の 割合にピロヵルピンを混

じた ものを見童に塗擦又は貼布 して45乃 至55

日後にツ反磨を検 したP初 接種者では209人 中37

人が陽韓した(12・4%)｡ .以前にBCG皮 内接種

を受けたことのあるもので、この度再接種(塗 擦

又は貼布)を 受けたものでは283入 中136人 が

陽輔した(48.0%)｡前 に塗擦接種を受けて この

度再接種(塗 擦又は貼布)を 受けた ものでは138

人中44人 が陽韓 した(32%)｡u"Ptヵ ルピンBCG

皮内法では36人 中27人 が陽魑した｡(初 接種)

3)ラ ノリンBCG、 ラノリンピPtカルビンBCG

をそれぞれモルモツ トの健常皮膚に塗擦し又は貼

布した所ツ反磨は全モルモツ ト(21匹)に 於いて

陽性又は疑陽性になつた｡接 種結核に対する免疫

性はピロカルピンBCG皮 内接種群とピロカルピ

ンラノ リン塗擦群とに於V・て比較的明らかに認め

られた｡㌔

、80・BCG乱 切接 種 法 に関す る研究

九大医学部細菌学教室

武 谷 健 二 ・内 田 正
畢

蒸 溜 水 を溶 媒 と して10mg/cc,20mg/cc,40

・mg/ccのBCGワ クチ ン を作 鉱 小 学 校 晃童 を対

象 と して1～4個 所 十 字 形 乱 切 接 種 を行 い 、初 接

種群 及 び 再接 種 群 につV・て、 ツペ ル ク リン 、 プ レ

ル ギPtの 推 移 及 び局 所 の 変 化 を1年 牟 ～2年 に亙
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つて皮内法を対照として観察した｡乱 切接種法で

は皮内法に比し何れの場合も局所変化は著 しく少

く、1年 牢～2年 後には、皮内法では90%以 上

が何 らかの疲痕を残すのに反 し、乱切法では70%

以上は全 く痕跡を止めなV・、ツ・アレルギーの発

現及び持続 も40mg/cc2～4個 所接種群ではむじ

ろ皮内法に優る場合もあb、60～80血92・v4ケ 所

程度にすれば確実に皮内法に匹敵するツアレルギ

ーを起させることができると予想され、局所変化

の少い点で優れた方法 と考えられる◎

、81・ 結核 の素質に関す る研究
懸

Di

BCG接 種後のツ反慮の強さを指標とした母

子の関係にっいて(第2報)

・＼ 公衆衛生院徳生微生物学部

.予 防衛生研究所結核部

川 村 蓮

私はBCG接 種後のツペルクリン反慮の強さに

み られる偶人差に着目して行つた母子検診の成績

た り、①BCG接 種後のツ反磨の強さが母子よく

柏似 ること、② これが又自然感染後のツ反懸の強

さ、及び結核症の発病、経過などとも関係のある

ことが統計的に証明し得ることを見出して昨年の

本学会に発表 した｡・

今回は更にこの侮向をた しかめ、且つ諸種の要

因め検討をお こな うべ く多数の例について実験し

た｡実 験方法は第1報 と略々同様に母子槍診にお

いて母子 共にツ反慮をおこない、いすれ も発赤9

血m以 下の者にBCGを 接種 し、その後2ケ 月 し

て再び母子の'aBCG接 種者について反懸 をお こな
みり

い、その強さを指標にして母子関係を見たのであ

るが、対照のA,B,Cの 三群共に使用BCG及

びツベルクリン、経過 日数、手技、等 は殆んど一

定な條件により、BCG既 接種者、蓑弱著、全身の
ひ

皮膚病を有するものは除外 した｡

①A,B,C各 群の母子共にBCGを 接種 し、

2ケ 月後にツ反懸の検査をお こない得たものは夫

々74名.52名 、及び49名 であるが、ツ反慮を

強弱二群に分けて計算 した母子の相関係数は+

O.48、十〇.53及び十〇.53となり、強い相似傾向を

示し、第1報 の成績と一致する｡

へ

②次にA,B,C三 群は殆んど條件に於V・て異

なる所な く、且つ母子共にそのツ反磨の強さの分

布が殆んど一致するので三群の合計したものにつ

hて その強さの級 を6級 に分け相 関 係 数 を畠す

と、十〇.5435とな り、細部にわたつても良 く似て
♂

いることがわかるo

③この ような母子相関を現わす可能な因子とし
へ

て、乳幼見の栄養歌態、体重、月令、栄養方法、

性別、出生頽位、母親の年令などについて検討を

おこなつたが、 これ らのもの～影響は殆んど無硯
の

し得る成緩 を得た｡

④ しかし母 との相関の強さを性別、年令別にみ

ると、表の如 く勇兇 より女見の方が強 く、更に年
な

令 の ・・・…年未 満 の方 が 強 い とV・う興 味 あ る傾 向が 認

め られ る｡

男

女

1年 未 満

0.38

O｡74

1年 ～2年

0｡33

0.52

⑤母子Qツ 反懸の強さの正相関は1ヶ 月後に検

査 したツ反磨で も認められるが、上記の2ケ 月後

のもの程強 くはなかつた｡ρ

⑥2ケ 月後のツ反慮が母子共に(一)3Zは(±)

であつたもの23組 の母子について約5ヶ 月後に

再び行つたツ反恋は、一般に増強 しているが、母

子明瞭に喰いちが うものが3組 あり、他はなお母

子略々同程度の強 さを示 した｡ 、

⑦同様に両者が2ケ 月後に明らかに喰V・ちが3・

母子11組 について行つた約5ケ 月後のツ反慮の

強さでは、半数のβ組が同程度の反磨 を示し、3

組は2ケ 月後とは母子の強 さの'関係 が逆になつ

た｡印 ちその個体のアレルギーの出現の遅速又は

著 しい動揺が喰いちがいの一因をなしているもの

と考えられる｡7

・銘 結核の索質に関する研究

BCG接 種後のツ反慮の強さを指標とした母

子関係について(第3報)

公衆衛生院徳生微生物学部

予防衙生研究所結核部

川 村 蓮

___102一



463
㌻

昭和24年 秋にお こなつた実験の中、BCG接 種
ゆ

後ツ反懸の母子相関につ い て は第2報 に報告し

た・本轍 於研 は母親が自然麟 している場合

の成績を報告する｡実 験方法は貌幼見につV・ては

第2報 記載の方法 と同様であるが、母親は自然感

染者(最 初のツ反慮発赤10mm以 上)で あつて、

間接撮影(疑 わしV・所見のあるものは直接撮影)

をおこなつた｡対 照の群別、並に條件を一定にす

るための注意は第2報 に等し∀・｡なお、集計数は
ゆ

A群117押 ・B群93組 ・ σ群133組 ・ 計343組

である｡

①就幼見のBCG接 種後2ケ 月のツ反慮の強v』

方が、母の自然感染後のツ反態も強いものが多V・

という関係は、A,B,C各 群毎には必すしも有
へ

憲にはならないがその傾向は認められ、三群を合

計すればn=1,X2;7.81,Pく α0055の 危険率

で有意となる｡

②乳幼見のBCG接 種後2ケ 月のツ反慮の強さ

により母親のX線 所見を見 ると、総所見発見牽に

於いては何れの群 に於いても大差なV・が、肋膜炎

後胎像を強弱に分けて見ると、見のツ反恋の出方

の弱い方の群では両者が略 土等 しく、兇のツ反懸

の強い方では強い後胎像を発見するものが多い｡

③肺野所見については要注意 以 上 の ものは少

く、統計的な観察は出來なV・が、完全に石次化せ

る治癒結核が見のツ反鷹の出方の強V・群に多V・こ

とは第1報 と同様である｡

④同様に乳幼見のツ反態の群別か ら、詳細に肇
/取 した家族歴 をみると、見のツ反懸の出方の弱い

群の家族歴では結 核 性 疾 患発見率が多 く(約2

倍)、殊にその死亡者は強い方の群に比し6倍 に逡

す る｡

勘
,

巌

再燃
綿
、驚

驚

瀦

接
黎

詳

條

謬

離

湯
東

3

、

・

8

BCG接 種後に於ける 「ツ」反鷹の強さが身体各

部位によつて異なることは既に柳沢、岡等によつ

,

て述べられている｡吾 々も亦第2回 日フヒ結核病学

会関東地方学会に於V・て 報 告 した♂最近鈴木は

「ツ」反覆接種の 「ツ」反癒に対する影響 を統計

的に調査 し、局所的差異の著明なことを報告 して

いる｡小 池はBCG接 種後の之等の差異はBCG

側にのみ求めることは一考 を要することで 「ツ」

側にもこれを求φねばならぬ と述べてV・る｡從 ρ

て吾 々は局所に於ける 「ツ」注射回数 を同一條件

において改めて本問題を再検討 してみた｡

1)実 験方法｡

「ツ」反磨及びBCG接 種共に未施行の小学生を

選び先す左右前臆に同時に2000倍 「ツ」液を注

射 し、その結果陰性疑陽産120名 を獲たので、之

等に対しBCGをe.04mg宛 左上臆に接種、その

後1ケ 月、3ケ 月に於いて左右前臆に 「ツ」球懸

を行b、24時 闇48時 聞72時 間の3回 測定を行

つた｡な お反覆接種の影響を考嵐し、毎回充分に

距離をおV・て注射を行つた｡

2)実 験威績

イ)BCG接 種前 ヂ

左右に於ける 「ツ」反懸の強さは全 く向様

にして各測定時 ともその差は認め られない｡

ロ)接 種後1ケ 月 ・
ち

陽性率を以て示すと24時 聞に於いては接

種側51.7%非 接種側483%、481時 闇に於い

ては接種側70・Q%非 接種側62.5%、72時 聞

に於喚ては接種側593%非 接種剣65,0%で

自"ち接種側に於いては非接種側に比較 し反慈
ま

は早期に最大に達 し消退する傾 向 が 見 られ

るo、

、・ハ)接 種後3ケ 月 ・

24時 闇に於いでは接種剣73.3%非 接種側

633%、48時 間に於ては接種側793%非 接

種側67.5%、72側 時聞に於ては接種側633

%非 接種側72.5%で 部ち3ケ 月後に於いて

も同様の差異が晃 られるが、特に72時 間に

於V・てはその差が顯著に現われている｡

,以 上の威績よりBCGに よる局所免疫の存在を

明らかに認めることが出來る｡

今後之等の差異が如何に推移する もの で ある

か、3ケ 月毎に同様の方法によつて追究する予定
塾
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本研究に閣しては先に第23回 本会に於いて発

表せるも其後余等は更にジュPベ ル ト法による精

製 「1ツ」蛋白体の力贋は常に略弐一・定 し且つ最短

一年間不変なることを明かにした｡攻 でBCG接

種梅猿がBCG「 ツJの 方に強 く反磨するを確めた

後、種 々なる菌量の有毒人型菌 を再接種 し、経過

を追い両fツ 」反窓 を反復実施 した結果、再接種

2週 後は両 「ツ」反磨間に大差は 認 め な かつた

が、3週 、4週 後と次第に人型菌 「ツ」蛋 白体の

方が強 く反懸するようになることを認めた｡か か

る動物実瞼の成績を基礎として2～3集 團に於い
う

て実施せる余等の鑑別法を検討して見た｡即 ち某

高 女た喚V・てはBCG接 種者171名 中55名 はB

CG陽 韓者・14名 帥ち&1%1は 自然陽輻者であ

つ た｡又 両 「ッ」反磨略 丈等 しく自然感染後 日尚

浅きを思わしむ者が2名 存在 した｡BCG非 接種既

陽性者133名 中BCG「 ツ」の方が強 く反慮 した者
へ

はなかつたq又 或 る小学校に於いてはBCG接 種

者304名 中BCG陽 縛者110名 自然感染者52名

で約17・1%の 自然 陽轄率 を示 したが本校の前

年、前々年度の自然陽韓率は20.6%、20｡9%で 今

回の17.1%は 例年に比 し高率ではない｡從 つて

余等の鑑別法によれば先人の発表せる如きBCG

に結核感染防止能力があるとは認めなかつた｡(本

校は昨年迄BOG未 接種である｡)又BBG非 接種者

75名 中1名 逆の成績を示したが、恐 らく多数例

に於ける手技の誤 りと思われる｡又 他校に於いて

は388名 のBCG接 種者中5.6%の 自然陽輻者が

亀 り、非接種者95名 は満足な成績を示 した｡又

他の一・校 に於いてBOG「 ツ」O.3ア、人型菌「ツ」

O.25γ 宛 を使用 したが等量使用の成績より劣つて

いた｡又 本鑑別法によればBCG陽 輻者にして比

、較的強陽韓を示 した者が若干存在し、且つ又自然

陽韓者 と思われる者の過半数は20粍 以下oss陽
蓼ノ

韓者なる事が分つた｡從 つて從來の 「ツ」反慮彊

、陽韓を以て自然感染 となすは誤差の多V・方法とい

わねばならなVb｡

85・BCG反 復接種時に於けるッ反磨

経過 とコツ*氏 現象 との体質的

関係,
ゆ

國立廣島療業所(所長藤井実博士)

田 君B英 雄

り
昭和17年10月 から21年 姻 鱒3年6ケ

月闘に6ヶ 月乃至1ケ 年の間隔(1ケ 年4)間 隔は

1回 だけで他は全部6ケ 月の間隔)でBCGO.01

-O.04廃 を7回 反復皮内接種 した小学校見童100

名(男48名 女53名)に 就いて毎BCG接 種

時のコツホ氏現象(K)の 出現歌態と毎BCG接

種後1,3,5--6又 は12ケ 月の3回 検査したツベ

ルクリン皮内反慮(T)の 出現歌態とを比較観察

しTとKの 経過の相関関係を調査 した結果次の如

き結論 を得た｡

①TとKの 現われ方えは固体差が認められ概括

的に観ると何れの反慮にも現われやすい体質の者

と現われ難い体質の者とがいる｡

②TとKと は大体平行して現われるようである

が一部に一方の反隠が現われやす くても他反懸の

現われ難iい者がいる｡

⑧ 丁及びKが 共に現われ難い体質の者にBCG

の接種量及び接種回数 を増加すると両反懸共現わ

れやす くなるがBCG菌 量O.01--O｡04庇 の6ヶ

月闇隔、7回 反復接種ではなお一部に薗反鷹共鎗

われ難V、者が残る｡

④BCG反 復接種時にKとTと を共に現わしや

すい体質の者又は両反癒の中一方の反懸を現わし

やすいが他方を現わし難V・体質の者又は両反慮共

現わ し難い体質の者等が將來結核菌の自然感染 を

受けた際に如何なる発病の防 ぎ方 をするかという

問題及び更に進ん右將來斯様な各体質の者に対 し

てBCGの 接種方法を如何に決定ずべきかという

問題等を明かにするため本実験に使用 した被検者 、

を長期聞観察する｡
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86・BCG接 種ツベルク リンアレル

零一持続推移に就いて

東北大抗酸菌病研究所

海 西 助 藏 ・岡 捨 己

新 津 泰 孝 ・丹 野 三 郎

疹 野 淳癖 喜 代 治

畑 薫

BC(繁O・04mgを 皮内4ケ 所に分劃接種 して
、1

年半迄は90%μ ヒ・4年 で も75%の 陽性載

示した｡(千倍 「ツJ、24時 聞測定、BCG接 種偲上

臆｡以 下断りなきときは2千 倍 「ツ」、48時 間測

定｡)
㌧

この事 実 はBirkhaum ,Wa11gren,H・1pa,

A「o鵬 ◎R等 がBCG接 種 後Q「 ツ」「ア」 は4～5

年 以 上継 続 す る とい う報 告 に一 致 す る｡然 し 日本

で は 多 くの人 がBCGに よる 「ツ」「ア 」は 速 か に

消失9・1年 後 に は約 半 数 は 陰韓 す る と考 えて い

る｡こ の 原 因 は菌 株 、菌 量 、生 菌 数
、 ワ クチ ンの

製 法 灘 方 法 海 接種 者 の 体質 、「ツ 」反 懸 の 判

定法等の総和によるもの と考 えるが、我が國の
BCG礪 騨 勺に論ぜ られる現在、之等の原因を

究明してよりよき方法を探用すべきである、

BCGO・03mgを3ケ 所分劃接種 して4年 後の陽

齢 は接種局所で729%の 高載 示 し、反対側

上臆で53・8%葡 騰で20・4%で あ り、又同様方法
で接種 した他の集團季は3年 後に夫々47 .2%、

機 畿 撫 綴惣 謙を
前 臆 で 千倍 「ツ」 と2礁 「ツ 」 との 陽性 牽 の

差 をBCGO・04mgを3ケ 所 分劃 及 び1ケ 所 接 種

した2年 後 の集 團 を比 べ る と夫k57 .4%と27.5%

で29・9%の 差 ・35・6%と15 ・0%で19 .7%の

差 を認 め た・・Wallgienは
,BCG接 種 後 の 「ツ」「

ア」 鰯 い か ら 「ッ」1mgの 使 用 をすす め
、

葡 記著 者等 は何 れ も 「ッ」1mgで 孚掟 して 勘
、

WHO-ICEFで も10日 ・自PS「 ツ」α1血9の

使 用 をすす めて い るo

接種 方 灘 つ い てO・04mgを1ケ 所 及 び3ケ 所

房 翻 妾種 した3集 團で 比 較 す る と夫 々 の陵 性率 は

2年 後 ユ閃%と2肪%2年6ケ 月後22 .09｡と
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490%1年6ケ 月 後44｡3%と62.7%で 何 れ も

分 劃 接種 の方 が 「ツ」「ア」 は 早 く出 て長 く残 つ て

v・た｡.
の 　

最近乱切法が問題になつているが1年6ケ 月後

の陽性率は120皿9菌 液 を用いて2ケ 所に乱切し

た 彙 團 尋 は43.6%で 皮 内1ケ 所 法 の.44.0%と 略

同率で経過 も似ているから120囎 程度の濃厚な

菌液の使用が望ましい｡

「ッ」鵬 の実齢 倣 よ曙 し暢 齢 を舅に

することがあるからこの点再検討の要がある｡同

・一菌量では分劃接種を行レ・、使用 「ツ」の濃度 を

千 倍 にあ げ る と長 く 「ツ」「ア」 が 持続 す る の を見
`る

｡

"8ZBCGに よるツベ ル ク リン ・ア レ

ル ギ・一及 び冤疫 の 発現 に関 す る

實 験

北方結核研究所 有 馬 純

BCGの かな り大量を海狽に接 種すると 「ッ」

.ア レルギーは1週 以内に現われるが、免疫がこれ
と平行 し臓 立するかどうかを検するため、以≠

の実験を行つた｡海 猿24頭 を4頭 つつ6群 に分

げ感染前のBCGに よる免疫期聞を6週 、4週 、
2週 ・1週 とする4群 とBCG毒 力菌混合注射群

及び対照群 を作 り感 染 は同時に行つた｡各 群共

「ツ」陽韓の時期を検 し、又各群闇の局所及び伽 い

属淋巴腺の病変の強きを比較 し、30日 及び60日

後に剖検 し・内臓及び淋巴腺の病変を観察 し、更

に脾臓・所属淋巴腺の菌を定量培養した｡BCGは

5mgSZ下 接種・有毒菌は1ノ・… ,・/ユe,｡｡e,ユノユc｡,｡｡｡,

1/1・・0C・C・・m9の 各菌液を腹部皮下に分割接種 した｡
「ツ」アレルギーはBCGsmgで 膿 種後1週

～2週 に現れる・BCGの 免疫効果 概 に ユ週で

著明に見られ・冤疫期間の長さによる免疫効果の

差異は局所の早期反鷹及び病変上の所見に於いて

も文剖検上・菌定量培養上にても殆んど見られな

かつた｡局 所は1/1eOOm9の 箇処のみ米粒大 と

なるに過ぎす又所属淋巴腺 も対照より著 しく病変

は塾 ・瀬 では1/1000血9彫 は2週 目より・

10,000通9局 所は3週 目より著 し噸 結、発赤を

現わし3週 ～4週 目に最も反磨は強い｡興 味深い

一 一105___.
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1

ことはBCG5血9を 有毒菌に混ぜて注射 した群

の所見で、局所は10日 目頃迄は緊張 レた大きな

Tum◎r、となるが2週 、3週 と次第に緊張度と大

さを減 じ中には殆んど治癒 し℃ し ま う ことであ
ゆ

る｡所 属淋巴腺の腫張 も対 照 に 比 して明か客軽

い｡又 剖検所見で も脾臓の病変、深部淋巴腺の病

変は軽少であつた｡定 量培養の成績でば所属淋巴

腺の菌数では免疫群が幾分少V・が混合感染群は対

照に較べて大差はなかつた｡併 し脾内菌数では免

疫群では著明に菌数 は少 く、BCG毒 力菌混合群

も蔚照に較べて菌数は少かつた｡

88・乾燥BCGワ クチンの人体接種

果

信

、

所磯

井

島

病羅

穫

彊

繊

隆

郎

北

剛

騰
果
轟

成

、
伊

八

長 期 に 保存 した 乾 燥BCGワ クチ ンの人 体 接種

とツベ ル ク リン ア レル ギ ー の 持続 につ い て そ の 後

の観 察 に依 り、 次 の如 き結 論 を得 たQ'

(1)氷 室4ケ 月10臼 保 存 ワ クチ γ(Lot13)

O.04mg1ケ 所 接種 に於 い て は陽 韓 率 は接 種1ケ

月 後2000倍 ツ液 で 初 接 種 群52.4%再 接 種 群750

%で あρ た｡

(2)暗 室3年6月 及 び3年9月5日 保存 ワ ク

チ ンO・04mg1ケ 所 接種 に於V、ては 接 種2ケ 月 半

後2000倍 ツ液 で 初 接 種群 は夫 々・27.5,38,9%再

按 種 群 は50｡0,55.8%で 極 め て 賜 い も の で あ つ

た｡

(3)ツ ベ ル ク リン ア レ ル ギ ー の 持続 に就 い

て

吾kが 現 在 まで 人体 接 種 せ る 「50種 類」 の乾 燥

ワ クチ ン に就 い て み る と、

暗 室21目 保存 ワク チ ンが 接 種3年8月 後2000

倍 ツ液 で70.8%の 陽 性率 を示 した もゐ の外 は2

年 後65.1^・92.7%(1COO倍 「ツ」液)の 陽 性 率 を

示 した7例 で も3年 孚 前後 で2000倍 ツ液 で22.2

・》43.7%に 低下 した｡
き

1年 以上室温に保存 した8例(1年 ～3年9月

5日)で はツベルクリンア レル ギーの出現が弱

く、実際には用い られないものであつた｡

染感膚皮経核結の者

高

郎

竹

五

眞

田
妹

内

猿

佐

竹

所鑛

韓

て

剰

陽

い

神

｡G

嘘

B

例

貌

ヅペルクリン反慮陰性にて結核療養所勤務につ

V・た女子職員がBCG接 種を取け、その後比較的

屡友ツペルクリン反慮が検査され、BCG陽 韓者で

あることが確認されていたのであるが突然39｡C

以上に及ぶ発熱を來 し、約1ヶ 月聞はチフス様症

欺 を呈し、X線 検査、血液検査等に特記すべき所

見な くS発 熱後約1ヶ 月にして右腋窩淋巴腺の甚

だ しき腫張を來し、その軟化切開するに及び結核

性なることがわかつてV、たので、逆に右上肢に祠

等か創傷の有無を探求せるに、右栂子に爪に澹つ

ての創傷 を認め、更に感染の機会に就V・て考察せ

しところ、発病 よP約6乃 至7週 前に4回 に亘

り結核屍体の剖見助手を勤 めた る ことを想起 し

た｡帥 ちBCG陽 韓者の結核経皮膚感染例である

ことが確認 された｡腋 窩淋巴腺腫脹約2週 間にし

て頸部淋巴腺殊に右側頸部淋巴 腺 腫 脹 を來せ る

が、発熱後3ケ 月半にして下熱、その後時折熱発せ

り｡し かるに発病後1年3ケ 月後左股関節結核、.

右肺浸潤を來し、以來右腋窩淋巴腺、右頸部淋巴

腺、左股関節 より痩孔にまる排膿を持続せるが、

右腋窩淋巴腺は約4ケ 年・右頸部淋巴腺は約4年

7ヶ 月、股関節も約4年8ヶ 月にて排膿止み、癒 .

孔閉鎖せ り｡尚肺浸潤はその後増悪の傾向な く、満

5年 を経過せる本年4月 末のX線 写眞に於v・て明

瞭なる斑痕陰影 を認むるのみ年て、現在股関節変

形による甚だしき歩行障碍を残せる歌況にあり｡'

以上の如き経過はBCG冤 疫 と或程度関係ある

ものと思考せらるるもその他体質、感染の強さ等

に影響せ らるること大なるものと考えられるので

あつて、本例がBCGO・02mg皮 下接種例であ り、

而 も接種後丁度満2ケ 年を経過せる時期に割見時

の強力な感染を受けたものと考えられるのであつ

て、熊谷教授の言われる如 く相当強力なBCG接

種に非 らざればかかる感染は防ぎ得ないものと思

考ぜらる｡
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go・非病原性抗酸性菌に関する冤疫

学的研究

國立予防衛生研究所 大'角 丈 夫

著者は偶k約30匹 のモル モ ツ ト血液中から

Lδwenxstein変法に依 り、3種 の非病原性抗酸性

菌を検出し、後、結核ワクチンを注射したことの

なb10名 の 「ツ」反磨陰性者の流血中から3株

｡の非病原性抗酸性菌を得たので これに就いて免疫

学的概究を行つて次の如き成績を得た｡

1)「 ツ」反鷹陰性者の流血中か ら培養 した非病

原性抗酸性菌のヱ種(8菌)か ら、旧 「ツ」と同

様な製法で作製 したrツ 」様物質に依 る皮内反慮

.と・旧 「ツ」反慮との大さの比較・並びにその相

潤性に就いて検 した所、Brツ 」と【日「ツ」との

大 さは非常に近似しているが嚴密な意味に於いて
　 ヨ

は両者の相関性は殆んど認められなかつた｡

2)非 病原性抗酸性菌(B菌)6mg.(流 動パラ

フィン浮溝液)を 注射 した20匹 のモルモツ トに

施行 した 「ツ」反磨の成績は、旧 「ツ」10倍 液

で5週 後45%、7週 後79%、100倍 液でば5週

後0、7週 後5%の 陽輻率で、同一一方法により他

の2種 の非病原性抗酸性菌を注射した同数の動物

に於いても略 土同程度の陽轄率が認められた｡・

3)3種 の非病原性抗酸性菌(ム,B,C菌)

鍍欝譲還 慧深嘱蹴 皇
翅 研 皮内反uee検 した結果・A・B菌 注射群で
は共に100%、C菌 注射群に於いては60%の 陽

蒋率であつた｡

4)非 病原塵抗酸性菌(B菌)を 注射 した動物

と、結核菌を注射 した動物 とに対し、旧 「ッ」及

びB「 ッ」を用いてその皮内反慮の交叉試瞼を行

つた結果、B菌 注射群ではB「 ッ」2000倍 稀釈液

で1ρ0%に 対し、旧 「ツ」ユ00倍液で10%の 陽

韓率 を認め、1方 結橿 菌 注射群に於V・ては、旧

「ツ」2000倍 液の方がBrツ 」100倍 液より梢

土強 く反懸する程度であつたd

5)3種 の非病原性抗酸性菌に依る免疫動物の

結核防禦能は殆ん ど認められなかつた｡

〆

寵

91・油包埋加熱死菌 ワクチンの「ッ」 〆

反磨陽韓効果に関する研究

國立予防衛生研究所

柳 沢 謙 ・金 井 興 美

橋 本 達 一 郎 ・関 又 藏

薪 潟 縣 下某 小 学 校 に翌 年 入 学 す べ き6-7歳 の

兇 童 で 、2000倍 旧 「ツ」 に よる皮 内反 磨 陰 性 な る

もの をえ らび 、 これ を50人 前後 を一一1#と して 、

A,B及 びCの 三 群 をつ くつ た｡A群 に対 して は

結 核 予 防 会製 の80mg/ccの 濃 厚 生 菌BCG'ワ ク
セ タ

チンを・B群 には手振法にてBCGワ ク墾ン製造

の如 く、BCGを 用V・て、媒液には落花生油を小量

抑えつつ80mg/ccと なし、製造後100｡C1時 闇

で加熱滅菌 〔でたワクチンを接種 し、C群 には前者

と同じ方法で調製 し、媒液を流動パラフィンとし

た加熱死菌 ワクチンを接種した｡接 種方法 として

はすべて乱切法によつて8なnmX8mmの 十字を

左右の上臆外側に夫タ2佃 つつ乱切 した｡方 法は

種痘の場合と全 く同じである｡接 種後、1ケ 月、ノ

3ケ 月、6ケ 月、12ケ月に局所及び2000倍 旧「ツ」

によつて陽輔率を比較 した｡二 重発赤、硬結、浮

腫について も し らべたが この紙面では陽襲:率の

2000倍 旧 「ツ」による経過のみをグラフによつそ

示す｡(発赤の長短径の平均10mm以 上を陽性 と

す)局 所の副作用 としてはA群 の1ケ 月後に、多

.少 の痂皮を線歌にのこせるもの数名あつた外には

潰瘍、膿萢等1例 もなく、B,c群 では1ケ 月後に

はすでに自V・線歌の跡をみるのみであ り、3ケ 月

以後では殆ど跡 もわか らぬ程度であつた｡(図 略)
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岡
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われわれは死菌 ワクチンで、BCGに かわる有効

かつ安定無害な結核予防ワクチンを得ようとして

流動パラフィン結核加熱死菌の 研 究 を行つてき

た｡す なわち流動パラフィン結核死菌 ワクチン処

置による感作海狽の結核菌感染に対する抵抗力、

ツアと免疫 との関係、パラフィン死菌 ワクチンの

一一一107_._一
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無害有効な適用法等に就いては、本学会及び抗研

誌に報告を行つてきた｡

強力なワクチン作成の目的で使用菌株の選択実

験を行つたdす なわち、青山B菌 および人型菌2

株及びBCGの 加熱死菌を流動パラフィンに混入

して、海狽を処置すると、感作動物の感染防禦力

は使用菌株の生菌時存する毒力に大体平行するこ

とを認めた｡し たがつて、この目的に使用する菌

株は、生菌時強力なものが適当である｡

パラフィン結核死菌(50mg)ワ クチンを乱切法

で海倶を処置 したときの感染防禦力はBCG乱 切

法のそれ と匹敵するが、この際の全血内結核菌発

育阻止作用を比較観察 した｡ワ 〉チン処置後2週

目、4週 目に於いて、共に対照よりは発育阻止作

用はみとめられたが、両者闇には著明な差は観察

出來なかつた｡

ワクチン作成時の附加物として二、三の植物油

すなわちオリーブ油、落花生油、茱種油、胡麻油

等の半乾性油、乾性油を使用し、処置海旗の感染

防禦力を比較 したが、何れ も流動パララインに及

ばなかつた｡

次ぎに流動パラフィン加熱死菌ワクチン乱切法

kよ り学童に注射 し、42日 で50～60%「 ツ」陽

性率を得たが、1年 後には殆 ん ど陰鱒化 したの

で、同様再注射を行つた｡こ の際34日 で51-67

%の ツ反慮陽性傘を挙げ得たo
多

93・結核 菌 死菌 兎疫 の研 究

(第1報)結 核死菌粉末「ラノリン」軟膏塗擦

実験.

大阪市立医大内科学教育(主任小田俊郎教授)

塩 田 憲 三

pH7.2の 「グ リセ リン 、 ブ イ ヨン」 培 地 に 、約

5週 閤 、 浮游 培 養 しだ 、人 型H2株 を、そ の ま ま

で 、 コツ泳 釜 で 、1時 間 撫 熱 、滅 菌 して後 、 滅 菌

濾 紙 で 濾 過 し、 約50｡Cに 、3日 間乾 燥 し、 陶

器 乳鉢 で 出 來 るだ け細 く磨 碑 し、 局 法5号 の金 網

の 節 で 飾つ た微 粉 を、 乾 燥 器 内に 保 存 す る｡用 に'

臨 ん で 、局 法 「ラノ リン」(含水)で 、 これ を軟 膏

とす る｡r,レPメ ル 」氏 反 慮 陰 性の 海 狸 の 、背部 を

睨 毛 し、「ラレ セ ツ ト」 で 、十 字 に 、 長 さ約1糎 の

に 、 表 皮 を乱切 し、 これ に 、死 菌 粉 末 死ラ ノ リン」

軟 膏 をO.1gr、 塗 擦 す る｡塗 擦 後 は 、該 部 に 、 絆

創 膏 を貼つ て 、翌 日 まで お く｡

第1実 験

ラノ リン0.1grに 、 結 核 死 菌 粉 末5m9を 含

蕊 よ うに 、軟 膏 を作 り、海 狽 の十 字 に乱 切 した 背

部 皮膚 に 、 同時 に6ヶ 所 に 、O.1gr宛 充 分 に塗 擦

す る｡約3週 間後 、 レー メル 氏 反 磨 を検 し、次V・

で 、 人型F株(グ リセ リ ン 寒 天4週 間培 養)の .

1/100mgを 、 左 大 腿 皮 下 に 接 種 、2ケ 月 後 剖 見

す｡第 一対 照 と して 、BCGO・1ing皮 下 接 種 群及

び 、 無処 置海 狽 に、 同檬 、 試 験 感 染 を行 う｡

成績 第1表 略

1)5mg/α1mg死 菌 「ラノ リン」 軟 膏6ケ 所

塗擦 海 旗で は 、 ツ反 懸 は 殆 ん ど陽魑 しな い｡

2)軟 膏 群 、BCG群 、 及 び 、 対 照 群 の結 核病

変 は 、菌 量 の少 な過 ぎた 故 か 、 病変 は 、 三者 共 軽

く、三 群 聞 に 差 を認 め な い｡

第2実 験

「ラノ リン」0.1gr中 に 、50mgの 結 核 死 菌 粉 末

を含 む 軟 膏 を、0.1gr宛 、 十字 に 乱切 した海 狽背

部 皮 膚 に、2ケ 所 同時 に塗 擦 す る｡1ケ 月後 、レー

メル 氏 反 懸 を試 み 、 次 い で 、 人型F株O.1mgを 、

右 大 腿 皮 下 に接 種 し、2ケ 月後 剖 見す る｡

成績 第2表 略

1)軟 膏 塗 擦 群 は 、「レー メル 」氏 反懸 陽 性 に韓

化 してい る｡

2)実 験 群 並 び に 、 対 照 群 に於 い て 、結 核 病 変

には殆んど差がない｡

駄 超言波溶解結核菌の研究

澁谷研究室 澁 谷

編

余は超音波を結核菌た作用せ しめ、1cc10mg

の濃度に於V・て10ccの 菌液を約1時 閥孚乃至2

時間に完全に溶解することに成功せ り｡(用いたる

菌株、ヲ株人型菌グ リセリンプィヨン培地｡志 贅

サィカチ培地・志賀小草培地、三輪株牛型菌グプ培

地 ・志賀サィカチ培地 ・志賀小豆培地｡)本 溶解菌
一液 を用い人体にツ反懸を検せる結果は1cclmg

O.1本 菌液の旧ツペル妙 ン千倍液 α1ccに 相当

することを証明しギしかしてツ反窓力憤の6年 に
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わた りて観察するも減少せざることを認めた り｡

此処に於いて余は現行ツベルクリンを廃止して余

の製せる結核菌溶解ツベルクリンを用いんことを

提唱する者な り｡

次に余は結核菌溶解液を脂肪 ・含水炭素 ・蛋白

質の各ヲラクチオレに分け、これを用いてモルモ

ツ トに感染防禦試験治療実験を爲 し、含水炭素 ・

蛋白質に於いて、これを多量に使用する時は(1回

50mg灘 脈内注射10回)す る時はモルモツ トに

於いて顯著なる感染防禦作用あるを認めた り(治

療実験は余の実験例に於いては効果なし)｡

次に本結核菌溶解菌液に β インドリールエシ

ヒゾィレを加 うることに依 リツ反慮を呈する菌液

と、ツ反懸を呈せざる菌液 とに分 つ ～二とに成功

.し、目下ツ反慮非含有液を以て結核の感染防禦実

験中にして、1方 、ツ反懸物質含有液を以て更に

純化してツ活性因子を求めんとしつつあり｡

・95 ・結核 の 見疫 に関す る研究

(第1報)海 獲及び白鼠における結核菌氣道

牲感染と組織反慮

名大予防医学 榎 本 敏 雄

結核菌感染に対 しては感受性の強い動物 と不感

受性動物とがあるが、この動物種間における感受

性相異ゐ原因が何であるかに就v、て検討を加えて

いるも その予備的実鹸に当つて人型菌氣道性感染

法、BCG濃 厚液乱切接種法及び墨汁頻回注入によ

る網内系填塞を試みたので報告する｡先 す感受性

生φ強い海狸など迄人爲的免疫処置を加えた=場合に

生する抵抗性 ともV・うべきものは如何なるもので

あるか、又不感受性動物が生來有する抗結核性に

ついては白鼠の抗性が果 して結対的のものである

か、又若 しその免疫性を低下せしめるような何等

かの処置を加えた後に菌感染があわた場合には如

何なる変化を生じ得るのであるか｡、

勘ち海狽及び白鼠龍夫ダ2群 に分ち一方を対照

群として人型青山B株0・4エng及 び03mg宛 を

輪歌氣管靱帯 より氣道性に注入し他群には前処置

として海狽にはBCG(40mg/cc)を 腹壁に乱切接

種 したる後1ケ 月目に対照群同檬人型菌を輿え、

白鼠では菌注入の前後8日 闇に各 日墨?十〇.5cc宛

腹腔内に注入 して網内系填塞を行つた｡而 して省

群共に菌感染後1週 より3ヶ 月に亘る闇に順次撲

殺剖強 し各臓の器組織標本及び肺組織内結核菌染

色標本を作 り、夫 々比較瞼討した｡

(成績)1)海 猿では対照群BCG群 共に肺の初

期病変はアレルギー性変化弾く両群閤に著差をみ

ないが対照群は第3週 頃か ら滲出現象強 くなり、

亘細胞を含む稽 女不完全な結節を作るが、BCG群

では第3週 頃から肺胞内細胞浸潤次第に減少 し間

質部の変化が強 くなつて結節は生じない｡邸 ちB

CG群 は闇質反態を主とする良性結核性病変で進

行性病巣を作 らな㌔～

2)白 鼠では初期に両群に生 じた充璽血と軽い

アレルギー性変化は闇もなく減退 し始め、対照群

では2ケ 月で浸潤細胞は殆んど吸牧されて健常肺

と殆んど変らなV・が、墨汁注入群では第4週 頃か

ら限局的ではあるが稽廣い肺胞内浸潤を生じ問質

反磨 もかな り強い｡帥 ち聞質反懸と限局盤良性結

核巣を作 り、その中には少数の類上皮細胞は認め㌔.

るが亘細胞はみれ らす、結節は作 らない｡.
SPt3)肺 内結核菌の消長(菌 貧喰像発育像記述略

す)BCG海 狽は対照に比 して発育塘埴が=柳制 さ

れ墨汁注入白鼠では対照に比して2ケ 月前後に若
　

干発育増殖中の ものがみられる｡

更に動物種間にみ られる免疫性相異の原因に閣

しては、結核菌の発育増殖に対する動物体の生物

化学的特性の相異に基 くものと考えて臼下強討中

である｡毅

追加

國立健康保瞼千葉療養所
轡 神 山 英 明

我 々は家兎に於ける実験的肺結核症に就 き1涯究

をつづけてV・るが、 昭和24年 秋以來、生捧レ

ン トゲン写翼撮影に依 り、家兎肺結核症の発生及

進展の模様を追求 してきた｡現 在 迄の成績の大

略を述べると無感作群では経氣道感染後10貿 前

後に大葉性の陰影が出現 し、1ケ 月牛を経ると杢

間が認め られその後室洞の拡大が認められるが、

感作例では、経氣道感染後2日 乃至3日 で陰影が

出現 し、その後陰影の減少は認められるが空洞形

成は認められない｡以 上の精緬な成績に就ては今
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後発表する積 りである｡な お化学療法剤の効果制

定にもこれを利用する考えである｡
!

95・淋巴腺結核症の実験的研究

(第1報)淋 巴腺への斬接種法に就て

京大結棲 西 岡 謹

幽 本 壽

演者は舟岡教授及びその門下により創案せられ

た淋巴腺灌沸方法の一磨用 として、結核菌浮遊液

を膝毒國淋巴腺への輸入淋巴管に注入接種 し、從來

の如何なる方法よりも嚴密に淋包行性と考えられ

る淋巴腺結核症を成立ぜしめ得たので、鼓にその

接種手技 と、かかる方法に依る実験成績の一部を

報告 したい｡

即ち家兎を腹臥位に固定し剃毛の後、腓腸部の

皮膚に縦切開を加えると、筋膜上に数本の輸入淋

巴管を発財 る・こ蘇 ÷ 針を以噛 髄 液を

注入し、皮慮縫合を施すのである｡♂

演者はこの方法により牛型結核菌一号株、若 く

麗R犠霧灘 麓麟?臨 詩
に他は更に3乃 至8ケ 月飼育後屠殺剖見 した｡

なお摘出淋巴腺並びに剖見動物の諸臓器は肉眼

的及び組織学的並に培養瞼査により、結核性病変

乃至結核菌の有無を検した処、接種腺には例外な

ミ結核性病竈 を認め、該腺を摘出することにより、

該腺以外の臓器組織に全 く結核性病竈を生じなか

つたが、接種に際 し誤つて菌液 を淋巴管外に洩 ら

し局所に病竈を生 じた2例 ではV・つれ も全身に病

変が及んでいたことが解つた｡印 ち淋巴管外に洩

らすことな く接種 し得た例では約2ケ 月間は該腺

より他に麟移鷹 を形成しなかつたことを知つた｡

ヌ接 種淋巴腺よりの輸出淋巴の細胞数は対照に比

して著しく多く、細胞像上天型の淋巴球の出現が

目立ち、その上、健常輸出淋巴中に見られぬ形質

細胞の出現が確認せ られた｡な お接種1--2ケ 月

後に於ける該腺よりの輸出淋巴中より動物接種試

験並びに培養試験によつても結核菌を証明し得な

、かつた｡こ の接種方法は接種に際 して腺組織 を損

傷することなく、しか も菌の淋巴腺に侵入到達す

る蒔刻及び菌量 を極めて正確に、任意に定め得る

上に、正確に淋巴行性感染様式をとるもので、淋

巴腺結核症の実験的研究に当つての有力な一新法

であると信するものである｡

97・結核 と癌の拮抗性に関する研究

癌血清酸濁反磨に於 けるツベル

クリンの午渉

阪大医学部第一外稗 日 比 六 五

緒言

悪性腫瘍 と結核の合併症が勘V之 とは剖検臨床

経験及び実験腫瘍学の立場か ら古來種坂論 じられ

てV、るol

私は何故に両者が共存 し難いかを研 究 中であ

り、今回は癌患者血清の酸濁反慮に対 してツベル

クリン 「ツ」培地、「ツ」分劃扱び結核菌菌体分劃

が夫々如何様に作用するかを検べた結果に就いて

報告する｡

酸濁反磨 とは今村伊藤氏の悪性腫瘍の一血清診

断法であり今 日迄の臨床実瞼では95～86%の 陽

性牽を示 してV・る｡

実験材料 ・

ソー トンツ 阪大微研竹尾結核研究部 より分譲

ソートン培地1/10量 に濃縮その10倍 稀釈液

ソートンツ多糖体今劃:Soxletの 装置を用い

てエーテル可溶性物質を抽出し三塩化酷酸で蛋白

分劃を除きアルコールでと學出す｡塾

結核菌菌体分劃`Anderson氏 法による｡

実験方法 ・
、

試験管A血 清

A'血 清十癌抗元
番

,B血 清 十 ソー トンツ

Bノ 血 清 十 ソー トンツ 十癌 抗 元

AA'の 夫々の最高潤濁度の差を酸濁差 と秋 しAAへ

の酸濁差とBBIの 酸濁差を比較検討した｡更 に

ソー トン培地、ソー トンツ分劃、及び結核菌菌俸

分劃につV・ても同様・の実験をなす｡
e

実験成績

癌血清の軍なる酸濁反慮の酸濁差(AAり より

「ツ」を加えた場合の酸濁差の方が より壇大され

る｡し か も非癌血清に於いてはかかる増大作用は

認めなV・｡
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次にこの酸濁差増大作用が 「ツ」の何れの威分

に よるか、又酸濁反懸に於いて癌血清と結核菌の

間に何等かの特異性が存在するかを検べるべく邸

ちソー トン培地のみを加えた場合ではその酸濁差

は増大されない、故に酸濁差増大作用はツベルク

リン中解)培地以外の成分即ち結核菌菌体及びその

産生物質によると考える｡

な器 ソー トンツ多糖 体劃分は酸濁差を増大す更

に結核菌菌体分劃の中

蝋脂質、第12鱗)脂 質は夫々僅かに酸濁差を

増大する｡

アセ トン可溶性脂助は.その増大作用を有せすし

か して多糖沐,蛋 白質を含有する菌体残渣は最 も

著しく酸濁差を増大する｡

n之 等は所謂Hautst｡ff及 びTodesstoffを 思い合

奄 興味あることと思う｡

9&弱 毒人型結核菌の沈降反篠につ

いて(第犠)

阪大竹尾結核研究所 梅 田 茂 生

撚 第24回 本学会総会躍 いズ・胆汁加「グ」

培地に継代培養 し毒力 を減 じた 人型結核菌戸田

株七青木株、喜文字株3株 を、酸及びアルカリ溶

液で処理して製 した抗元2種 と、これ らの菌を以

て冤疫した家兎抗血清との沈降反磨につ"て 報告

した｡

これら抗元中に含まれる菌体成分殊に蛋白成分

は熱、酸及びアルカリ処理によつて変化を受ける

鋼壱考 えられるので、できるだけ変化せ しめないよ

うに抽出するために、菌体を冷凍融解 し硫酸アン

モンを用いて抽出する方法を選んだ｡こ れにより

製 した抗元と・夫 たの家兎抗血清とマ)間の沈降反

底を験 した｡対 照 としてこれらの菌の対照株(分

離後 「グ」寒天培地に継代 してきた もの)、強毒人

型高垣株、BCG及 び鳥型菌竹尾株を使用した｡

抗元製法の概要:こ れち 望)菌を生菌のまま乾燥

し・菌体を乳剤として 一20｡Cで 凍結せしめた後

微温湯中にて融解する｡こ の操作を数回反覆 し遠

心器にかけ、上清を採 りこれに硫酸アンモンを加

えて沈澱せ しめる｡沸 澱を再溶解し72時 闘透析

した ものをそのまま抗元として使用する｡こ の抗

元のpHは6.2・v7・0で あつて、蛋白呈色反窓陽

性である｡

試験方法;こ れ ら抗元と前記抗血溝との沈降反

懸を重暦法により比較する｡

試験成績:上 記弱毒人型菌株及びBCGか ら製

した抗元は、これらの菌株抗血清と比較的強く反

磨(強 毒菌抗血清の場合の4～8倍)す るが、対

照株及び高垣株o抗 血清とは茜 較的弱V・｡弱 毒八

型菌株相互聞及びこれ らとBCGと の間には殆 ど

反懸度の差を認められない｡又 対照株及び高壇株

か ら製した抗元は、これ ら強毒菌株抗血清と比較

的強 く反鷹し、弱毒菌株及びBCG抗 血清とは錫

い｡こ の関係は前報告の酸及びアルカリ溶液処理
も

による抗元に比 し、多少明瞭に見 られる｡

なお、同方法で強毒人型菌株及び強毒牛型菌株

か ら製した抗原、抗血清を使用 して同じ実験を行

つたが、特異的な反磨は認め られなかつた｡
～

99・結 核菌 蛋 自劉分 の アケ レッ シン"

作用 の研究 ∂

札幌医大衛生学教室

金 光 正 次

北大医学部細菌学教室

中 川 駿 一 郎

有毒結核菌より磨碑浸出法及び中性加熱浸出法

に依つて核蛋白劃分を抽出し、更にSeva9の 方

法に依つて核酸と核酸腕蛋白劃分を得、各劃分を

有毒結核菌及びBCGを 混 じてモル4ツ ト、ウサ

ギに注射 し所属淋巴腺の腫張及び注射局所の病変

の拡が りを観察 した｡

成績、核蛋白は抽出法に関係なく有毒結核菌及

びBCGの 生体内侵襲を助長する｡特 にBCGに

対 しては所属淋巴腺の腫張を長期に渉つて持続せ

しめる｡核 酸睨蛋白劃分のアグレツシン作用は核

蛋白に比べてやや弱 く、核酸劃分には殆んど認め
夢恥

られない｡

BCGよ り抽出した核蛋白劃分に もアグ レッシン

作用が あるが、有毒結核菌のそれに比べると明か

に弱い｡以 上の成績か らビアルウ舞ニダーゼを産

生しない結核菌の生体内侵襲に際して菌体核蛋自

・劃分が結核菌の侵襲を助長する一つの要因となる
}

、
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と考えられ、 この助長作用は核蛋白劃分を抽出し

た菌株の毒力 と関係あることを知つた｡

100・ツベルク リン疑陽性反慮 に就 い

ての観察.

長晴大風土病研究所 後 藤 正 彦

昭和22年5月 より24年4月 に至る2ケ 年聞

'
,va201名 の厚生女学部生徒vaツ 反慮を行V・、75名
に疑陽性を呈するのを見たるを以て、ζれに就き

次の如 き考察を試みた｡ツ 液は2000倍 稀釈の も

のを用い48時 間値を探用 した｡(1)陰 性 より陽

性への移行時、邸ちアレルギー前駆期と思われる

もの24例｡(2)既 に陽性 となれるものが一時疑

陽性を呈 したと思われるもの16例 あ り｡こ の原

因に就いては力贋減弱せるツ液を使用 したと思わ爆

れるものな く、恐 らく日光直射、入浴等の物理的

影響によるか、或は被検者の晶時的蓑弱、栄養低

.下等によるのではないかと思われる｡(3)陰 性者

が一時疑陽惟を呈したと思われるもの31例 あ り｡

この原因に就V・ては摩擦等の局所刺戟によるか、'

或は被検者の体質がツ液に対し一時的に過敏歌態

となれるためではないかと考えられる｡(4)陽 性

者が陰魑する途中の一時的現象、即ち陽性アネル

ギーへの移行期と思われるもの4例｡(5)以 上の

何れに も該当せす所謂疑陽性 と廊するのが適当か

と思われるもの12例 ありo、この原因に就いては

BCGの 影響と思われるものなく、又所謂ツ反慮

反覆実施にまる影響 と思われるものを認あない｡

從つて結核未感染者の非特異反慮張き場合と、結

核感染者のツペルクリンアレルギー弱き場合とが

考えられるが、疑陽性反態を度々繰返している中

に多くの ものはやがて陽韓してゆくことより考え

るならばi第1群 のアレルギー前駆期の遅延せる

型 と考えるのが愛当であろうか｡以 上の5群 の外

にツ反磨不安定者の示す一時的現象として別に分

類するのが適当と思われるもの6例 を認めた｡同

一人で以上の分類の2以 上 を示 しているもの もあ

る｡最 後に疑陽性を呈した場合は必すツ反慮を繰

返 し実施 し繭後の成績 を参照 」て判断に誤 りなき

を期ずることの必要性を強調 したい｡

101・結核 患者 の「ツ 」反癒 に対 す る診 ・

断的慧義
縁

北 研 桑 原 忠 実

結核患者の発病は 「ツ」反懸陽性に多きことは

事実なり｡「ツ」反懸陽性後は時々全身^倦怠及び感

冒に罹 りやすしという｡か かかる者はすでに感染

しいるならんも未だ発病に至 らざるものもあり｡

それ等の者は特に注意 し、初診現在のTツ 」反慮

陰陽性の歌態を細 密 に 検 診する必要あ り、なお

「ツ」反慮は感染未感染 の み の 意義のみならす

「ツ」反鷹陽性定度にてその疾病の進行度及び治

療予後等の観察にも役立つ ヒとを知 りた り｡依 つ

て数に健康体並びに結核患者各期にわた りこれを

述べんとす｡＼ 、
ナ ヨ

1)健 康者は 「ツ」反懸陰性者又自然陽性者何

れも多きを見 る｡陰 性は勿論、未感染なるもこれ

のみにて未感染 と断定 し得す、巳に感染者にして
霜

臨床及rレ 」線所見等にて初期感染及び第1期2

期 とおぼしきも稀に陰性なることもあれぼ十分注

意の要あ り、弱陽性は疾病遅 く強陽性は早期に多

し｡
ゑ

2)初 期第1期 、第2期 の患者◎以上三種は初

期は 「ツ」反磨15m-20mを 示すもありs1期

2期 はism-25mの ものにて二重発赤、水泡形

成 も時に見る何れも臨床、「レ」線所見、赤沈喀湊

検査、喰菌試験等 と照 り合せてこれを診定す｡な

お此期の陰性者中には陽性アネルギーと考えらる

る者もあ り｡ ,{＼

3)第3期 、庇の患者は臨床及び 「レ」線所見

他一般に明瞭なるに係 らす 「ツ」反磨に弱陽性或

は陰性者多し｡

4)末 期及び喉頭、腸の合併症又は粟粒結核は

大多数陰極にして反懸の痕跡をも認めす、(1表 参

照)｡

以上の如 く反懸の強弱に因 り疾病の進行歌況及

び 発 病 時 期等も推察その他種 々なる治療に於七

も反磨定度にてその適懸症を定む る に も必要な

り｡又 患者の臨床選び 「レ」線所見の著明にして

反慮15m内 外を示す時は如何なる治療、且つ冤

疫療法の如きは最適慮症 と信す｡な お一般慰者の

一一一112___



473

予後に於いても臨床 レ線所見等にて予後の不良は

勿論なるもその死期の判定に於V・て反懸万一一10m

内 外 な る者 は案 外 そ の 死 期 の 延長 を保 つ もの もあ

り｡、 ・

結核患者及健康体に対す る「ツベルク リン」反懸め状 況(第一表)

健 康 体 肺 結 棲 患 者

種 別 隊 人 蹴腎 覧凶 期 隣 ・剃 第2期1第3期 沫 期 牒 簾 密

ご(一)4一凋4o%酬9・%内 外15%酬3-4納 外3%酬}9・ タ5内外}98%酬98納 外

(±)悉:::鐡i6・%内 外P・%内 外12・納 外4納 外15%酬 ・・%内外i3納 外1 1%内 外

(+)長:::識{5・%内 外}・o%内 外16・納 外j5・%酬8・%酬8%内 外個 上1・

㈲19:::嵩14・納 外15%酬!8・%酬9・ 納 外lg・納 外/3%酬2%酬 ・

(醐 矧3・ 納 外4%酬5・%酬7・%内 外i8・%内外 レ2納 外li司 上1・

璽)S"9:::矧 ・・%酬2納 外i・3・%rk外14・納 外i5・%酬 ・
0 0

蒙鷲 潔 薯15%酬3%酬 ・・瑚 外12・%酬2・%酬 ・
0 0

灘 の鋼6・ 納 川 ・・%酬8・ 納 外」6・%酬4・%酬3%内 外i・%剛 ・

趣 治療に鶴 潔於け
る醗 雌 症防

他
最

其
に

元
療

疫
治

免
の
適

じ同に左 左 に同 じ欝灘 騨 左に同 じ

102・「ツベ ル ク リン」反慮 に関 す る研究

夫

造

彦

部

暢

林

吉

三

野

聯

川

辺

根

鷲

渡

弔

＼

響

爾
豊

行

繊

盆

知

博

謬

松
井
陽

内

小

大

回

1｡結 核病巣反慮に就いて

昨年度結核病学会総会に於いて内藤、前川の報

躍書した、家兎前眼部結核を対象とし、「ツベルクリ

ン」皮下注射により眼圧の降下及び薪生せ られた

毛細管網の充盈拡張をインヂケーターとする方法

を利用 して種為の物質に就いて其病巣反慮を検索

した結果、人血清、牛乳、卵白 「アルブミン」等

異種蛋白に因つては全 く病巣反懸を惹起せす、加

熱結核死菌の反懸惹起限界量は凡そ7.5踊 、石炭

酸死菌では5.0鹿 、生菌では α05薦 であつた｡

なお沃度加里を体重IEiEあたり80既 宛二週間に亘

つて経日的に蓮続投與 して見たが何等の反慮をも
の ス

認めなかつた｡

2・「ツベルクリン」活性因子に関 して

シ『一ベル トの方法によつて分離精製せる蛋自

体及び多糖類の皮内反懸を人体で、病巣反懸を家

兎で量的に検索 した結果皮内反懸では蛋白体0｡0

0025乃 至0.0004礒 が旧 「ツベルク リン」2千 倍

0.1糎 に相当し、多糖類億0.OOOsleE乃 至0.1既 に

到るまで量に余 り関係なく3～4粍 の発赤を呈す
難

る ものが多かつた｡

病巣反懸では蛋自体の反磨惹起限界量がO.OOO

25乃 至O.OOO4kEで あるに対 し、多糖類:ま0.005

乃至0.01EEで あつた｡

3.肺 結核患者喀疫中に於ける 「ツ」様反朦物

質に就V・て

前回な皮内反鷹及び病巣反懸 を併 せ 検討 した

が、前者には非特異性反鷹が介入ブる恐れがある

ので其後病巣反慮のみに就いて橡索を進めた◎そ

の結果結核菌陽性の喀湊濾液中には毎常 「ツ」様

病巣反慮惹起物質を証明し、培養に依るも結核菌

を証明 し得ざる喀疾濾液中には該物質を証明し得

なかつた｡

4.結 核患者尿中に於ける 「ツ」様反鷹物質に

就いで

尿中に結核菌 を証明せざる 「ツ」陽性健常者並

びに肺結核患者の尿を五十分の一に濃姥し、その

一 一113_
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20糎 を皮下に注射するも、病巣反慮を認め得な

かつた｡

、

す鷹

獺

崇

に

て

池

磨

い

菊

嶋

く

反

就

座

謬

灘

鰯

騰
埴

難

獣
梅

鵬

ツベルクリン ・アレルギー(以 下 「ツ、ア」)

が結核の免疫に一致するか否かは未だ明かでない

が、「ツ ・アJを左右する因子の検索が結核の消療

特に結核病そう周辺の炎症性機韓の研究に重要で

あることは多言 を要 しないと思 う｡こ の点に関し

て 「ツ」皮内反懸を 「ア」観 察 の指 標 として、
「ツ」皮内反懸実施に際 し「ツ」に諸種藥物を混

合することにより「ア」発現が如何 なる影響 を受

ける㌧かを検索 した｡被 検者は結核患者及び健康者

総数369名6用 いた藥物はビタミンBl,B2,B6,

C・K,P,男 性一、卵胞一、脳下垂体前葉一、

副腎髄質一・同皮質ホルモン、インスリン、血管

内被細胞エキス、アセチルヒョリン、亀ベナ ドリン

及びワゴスチグミンである｡実 験方法は、傅研製

旧 「ツ」¢)1万倍(一 部藥品については1千 倍)

生理的食塩水稀釈液に同量の上記藥物を加え、直

ちにその混合液のO・1ccを 左側前臆屈面皮内に

注射 し、対照 として同 濃 度 の 生理的食塩水稀釈

「ツ」液を右側前臆の同位置に注射する｡判 定は

24時 間後及び48時 間後その硬結の直径を濁定し

硬結の明かでないものは発赤を以てし、対照に比

し5mm以 上の大小を以て夫々皮内反懸増鎖及

¢柳制とした｡

皮内反懸壇強を示したものはインスリンのみで

他はすべて程度の多少はあるが抑制であつた｡イ

ンスリンの増強は24時 間後80%、48時 間後70

%に 認められ魂抑制例中稽 主顯著と思はれるもの

はビタミンKの24時 閤後48%、48時 間後44%、

同Pの 夫々44%、31%、 脳下垂体前葉 ホルモン

の44%、67%、 副腎皮質ホルモンの40%、70%、

血管内被細胞エキスの90%、90%、 アセチンヒ

ョリンの45%s40%、 ベナ ドリンの79%、58%

であり、男性ホルモンは男子には55%、65%の

卿制であるが.女 子では100%に 抑制せ られ、卵

胞ホルモンは女子では80%「s70%、 男子セは13

%、7%の 抑制であつた◎

「なお、「ツ」液 と藥物混合後肉眼的には沈澱形成

を認めす・混合藥品のpHと 皮内反懸押制・増強

.との間には特別の関係を認めなめ｡

胚鞭

所

姻

響

譲

讐

列
鶴

相

ル

発

結

べ

重

ッ

二

楓1

昭和24年10月 佐渡島眞野村民のツベルクリ

ン皮内反磨 を検査 した際にその二重発赤に就いて

家族的に考察 し、大略次のような結果が現われた

のでこれ を報告する｡

即ち被検1456世 帯の内、二重発赤者君ある世・

帯は230世 帯(15・7%)で 麺i人員263へ(内 男93

人女169人)こ の内1世 幣1人 つつのものが男だ

け1人 の もの72世 帯、女だけ1人 の もの1,129

世帯、2人 以上のもの29琶 帯で この29世 帯の

内の血族的関係は次の通 りである｡

1)父 と子の両者に現われたもの2世 帯

2)母 と子の両者に現われた もの .6世 帯

.3)両 親と子の三者に現われたもの1世 帯

4)兄 弟姉妹間に現われた もの5世 幣

5)血 族的無関係と思われるもの15世 帯

なお両親又は片親が二重発赤を示すものの子僕

が今後陽韓する場合にどんな反慮 を示かを継続的

に観察して二重発赤の意味が結核感染又は発病の

輕重を示すのではなくて家族的体質の影響に左浮

されることが大いに與つているのではなV・かとい

うことを究明したいと思つている｡・

核結

劃

駅

政

姻
獅
誓

測
響

鵬
伊

霧

燈

雄

寮

鮒
三
檜

徽

瓢

甑

「ツ」多糖体画分として余等の方法で得たPXを

油微小粒に吸着せ しめたPOXを 結核海狼に投與

してその影響を検討 し孝結果は第24回 結核病学

会に一部報告 し潅が更に投與條件を変えてその知
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見を拡充したのでここに報告する｡

第1実 験一 結核海狼)結 核菌高垣株1/1㎜ 庇

左側下腹部皮下接種)に 各週1回POX1・Occ

<「ツ」×5濃 度に相当)を 注射 し菌接種後6ケ 月

目に剖検 した｡

第1群:対 照群(6匹)

第2群:菌 接種1ケ 月前よりPOX注 開始(8

匹)

第3群:菌 接種と同時よりPOX注 開始(9匹)

第4群:『 菌接種1ヶ 月後 よりPOX注 開始(7

・12・"12・5・ 巨83昭4・ ・6浄98

皿 い371・5・1・ ・5{)i2・ ・2{・ ・37

m/・ ・23・ ・83昭 ・・7712…1・ ・46

酬 ・・3gl,・ ・351e・85レ3・42i2…

各 淋 巴 腺 、 内臓 に就 い て病 変 の程 度 に憲 じて 、

一…0
、±…1{十 …2、 昔…3、 冊・…4、 榴卜…5と 点 数

を附 し各 群 毎 に淋 巴腺 群 、肺 、肝 、脾 及 び これ ら

四者 の平 均 の各 平 均 値 を算 出 してIndexと した｡

これ を第1表 に示 す｡

第2実 験 一 結核 海 猿(前 記 と同條 件)に 菌 接 種

後2遍 目 よ り各 週POX1.Occ宛2回 注射 を2ヶ

月 聞続 けた 後剖 検 した｡文 同 時 にPASを2ケ 月

間 毎 日125mg宛 注 射 しそ の成 績 と比較 瞼討 した｡

第1群:対 照(12匹)

第2群:POX注 射群(18匹)

第3群 ｡:PAS注 射 群(6匹)

前 例 に 從V・Indexを 第2表 に示 す｡

群
淋
巴
腺

肺
{

肝 脾

至

平均

1

五

皿

222

LOl

L10

2.95

2.33

1.0ア

0.16

0.71

α33{a58

2.05

ユ.28

2.26

1.38

1.04

接種と同時及び1ヶ 月後 より注射せる群に比し

て病変抑制により有利である｡

3・PAS投 與群はPOX投 與群 よりも更に病変

を抑制する｡

106・「ッ」液皮 膚丘 斑吸牧 時 間 の慧 義

(続報)

日大医学部比企内科学教室

原 緑 郎

N趨

q
H

以上の実験 より

1・POXを 注射せる群は対照群に比 して結核病

変を多少とも抑制する傾向がある｡

2・POXを 菌接種1ヶ 月前より注射せる群は菌

昨年の本総会に於いて 「ツ」液皮膚丘斑吸牧時

間(以 下 丁・Q.R.z.と 略記す)が 肺結核患者の

病歌 と又アレルギー歌態 と関係があるらしいとV・

うことを報告した｡今 回はその後実験 した症例に

就いて考察 し、前回の報告を補足せんと思 う｡

T.Q.R.z.は 「ツ」液の稀釈に使用 した溶媒に

関係 し、今回の実験例に於V・ては

d一 晩 鷺 £RZ(Q・R・z・,¢li生 鋤 食獄

吸牧時間の略)は 前回より短縮 し、0.7以 上のも・

のは殆んどない｡`

重症群に於いては前報告と同様 丁.(1・R.z.及

びQ.R.z.共 に著 しく短縮 し且つ過4≧数に於Vb

てdは0或 は負数を示 した｡勘 ちILQ.R.慨

はQ.R.z.と 同 じか或は逆に短縮 した｡

中等症群に於V・てはQ.R.Z.va比 較 し・aQ・

R.Z.の 変動が著しく、從つて各症例によりdの

動描も比較的大き～(◎このことは斯かる患者に於

いては病巣は絶えす 「躍進」と 「翻止」とが友復

されてお り、從つてその時期によりアレルギー歌

態に相当の動揺があることと関係があると思われ

る｡こ れに関 しては同一患者につ き経過を追つて

T.Q.R.Z.を 測定し老察中である｡

「ツ」反磨陽性の健康者に於いてはその吸牧時間

は重症群と中等症群 との中間であり、dは0又 は

これに近い正数を示した｡こ れは昨年の 「ッ」反

癒陰性の健康学童について得た結果 と略一致 して

いる｡こ のことは感染巣があつても完全治癒の場

合は未感染者と同様なアレルギー歌態 となるのセ・

はないかと思わせる｡

T・Q・R・Z・と 「ツ」反薩陽性度(発 赤)と の聞

には平行的関係は認められなかつた｡

なお本法の最大欠点である吸牧時間の誤差を出
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來るだけ少 くするために或装置を試作し、目下検

討中である｡

107・ツベ ル ク リン反 慮強 度 の男女 別

差 異 と結核 発病 との関係 に つ い

て

公衆徳生院疫学部 重 松 蓬 造

「ツ」反慮が女子におV、て強 く現われる傾向のあ

ることはわれわれの日常経験すると こ ろで ある

簑、このことは女子の表皮組織の菲薄なことや、

皮膚の色の白いことなどの故をもつて当然の こと

と考えられて、從來からあまり深 く追求せ られて

いなV・ようである｡し か し「ツ」反鷹強度の男女差

が単に上述のような意味だけではなしに結核発病

と関係するところがないであろうか｡こ の問題に

ついて農村及び都会の数集団の検診成績 をもとに

して研究した結果 を報告する◎1)「ツ」反慮陽性強

暖 を発赤のみ、硬結触知、二重発赤又は水泡形成

の3種 にわけて観察すると農村(全 村民)で は、

二重発赤の陽性者中に占める率は男 ユ93±0.78%

に対し女30.6±O.94%で 有意の差を示している｡

都会集団(成 年)で は男24.4±3.20%女36.8±4・

48%で やは り女子の方が高い傾向が認め られるq

年令別にはO-4歳 及び60歳 以降は男女差がみ
む ゐ　

られす、青年履においてその差が著明である｡2)

「ツ」反磨陽性者の発赤及び硬結の大さの度数分布 ・

についても女子の方が男子 より大であるρ3)農 村

集団の 「ツ」反懸陽性牽を5歳 階級年令別にみる

と、O.N4歳 はほ∫等 しく、5～9、10～14歳 では女

子の方がやや高い傾向がみ られる｡4)「 ツ」反鷹陽

鱒者について も女子の方が二重発赤形成者が多 く

なつている｡5)BCG接 種後の「ツ」反憲陽性率 も'

明かに女子の方が高 く、又強反懸者が多い｡6)以

上の点については耐会的な因子を考慮に入れても

男女の体質的な反懸力の差を考 えさせる｡7)「ツ」

反慮陽韓時の反懸強度犬なるもの程発病率の大き

なことは染谷氏及び千葉、所沢氏の報告にある通

りであるが男女別にみると女子の陽性者中に二重

発赤形成者の占める割合が大きいため陽韓者より

の発病率は女子の方が高 くなつている｡8)X線 所

見を未治癒結核 と治癒結核(肋 膜癒着、石次沈着

等)に わけて両者の割合をみると男子は治癒が未

治癒の1～2倍 であるが女子では5～6倍 になつ

ている◎このことは女子の陽韓者 よりの発病牽の

高いことと考え合ぜると興味が深V・｡

10&ツ ベル クリン反磨の変動殊に陰

性韓化に関する研究

公衆衛生院疫学部 重 松 蓮 造
ね

健康者における「ツ」反慮の変動殊に陰輔の問題

につV・ては、從來か ら多数の学者に よつて論ぜ ら

れているが、いすれ もその資料が不充分であり、

又騰 の議 に藏 ても殆んどふれて磁 い.こ

の 点 み る べ き もの はわ が 國 で は 岡 田氏 等 、 ア メ リ

カに お い て はPuffer氏 等 の報 告 が あ るの み で あ"

ろう｡演 者はやが研究室で昭和14年 以卒23年

に至る9年 間6回 に亘つて行つてきた埼玉縣富岡

村の威績及び観察期間1～2年 の2,3の 農村及

び都会における集團の成績をもとに して、本問題

につき群細な研究を行つたので、その概要を報告

する｡1)「 ツ」反慮の陰韓率は集團により又同一集

團でも検査時期によつてまちまちであるが、一般

に「ツ」反磨陽韓牽の高V・集團及び同一集團で も高
さ

い時期には陰韓率が低 く陽韓次率の低い場合ほ逆に

陰輔率が高 くなつている傾向が認められる｡農 村

集團は平均 して1年 間陰魑率7.6%都 会集 團 は

2.1%で ある｡2)「 ツ」反鷹陰韓牽を「ツ」反磨陽性

強度別にみると、各集團とも弱反慮(発 赤のみ)
ヤ

よりの陰韓率は高 く、強反懸者(硬 結触知及び二

重発赤形成)よ りの陰韓率は低 くなつてV・て、農

村集團1年 聞の観察では各集團とも前者は後者の

約12倍 ・2年72年7月 の観察では5r)6倍 と

ほぼ一定の比率になつている｡こ のことは観察期

聞が長 くなると、強反慮者 よりの陰韓率が増加す

ることを示してV、る｡又 年令別には30歳 未満の

ものは30歳 以上のもの より陰鱒李の高い傾向が

み られたQ3)蓮 続陽性 を示 した ものの陰韓率を富

岡村の例につV・てみると、陽性1回(1年 後)は

4・9%・2回(2年 後)はO・7%・3回(4 、年後)

は4・0%、4回(611¥7月)は6・0%、5回(9年

後)は6・8%と なつていて、2回 陽性を示した場合

が陰韓率最 も低 く、以後又陽性回数の増加に從つ
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て陰輔率が増している｡4)「 ツ」反懸 陽 韓 者 の

陽韓後の陰輔歌況についてもほぼ同様のことが観

察 された｡5)「 ツコ反磨陰韓後の陽聴歌況は蓮続

陰性を示 した ものに比 し、一度陽性を示したもの

程再度陽韓する率は高 くなつていた｡6)富 岡村
ノ 　

9年 間を蓮続観察した場合発赤のみの陽性者はそ

の47%が 陰韓 し残ゆは強反磨に輔じていて、発

赤のみを継続 して示 したものは1名 もい なか つ

た｡

109・ツベ ル ク リン反 慮の変動 とX線
嬉所見 との関係 につ いて

公衆衛生院疫学部 重 松 逸i造

「ツ」反懸陰性者にX線 有所見者の存在すること

は從來からもしばしば報告されてV・るが、「ツ」反

懸陽性者につbてX線 所見 とその後の「ツ」反薩の

変動歌況との関係を長期闇追求観察した成績は極

めて少い｡演 者は「ツ、反薩陰繭の研究に関聯して

X線 有所見者の「ツ」反懸変動妖況を研究 した結果

を報告する｡材 料は埼玉縣富岡村及び高坂村全村

民で、前者の観察期間は昭和16iV23年 の7年 間

(「ツ」反懸4回)、 後者は22～23年 の1年 間(「ツ」

反磨2回)で ある｡1)富 岡村昭和16年 「ツ」反懸

陽牲者408名 中のX線 有所見者は、未治癒結核6

名(1.5%)、 治癒結核38名(9｡3%)計 弱 名(1
ロ

O・8%)で 、その後7年 間に 「ツ」反懸の陰韓した ・

ものは151名(陰 輔率37・0%)で あるが、X線 有

所見者で陰輻 したものは未治癒1名 、治癒8名 計
く9名(対 「

ツ」陰韓者6.0%、 対X線 有所見者2α5

%)で 「ツ」反慮陰韓者中に もX線 有所見者のか

な り存在することを示 していると共にd、X線 有所
へ ゑ

見 者の20・5%が 「ウ」反慮の陰韓 していることは

注目すべきであろう｡但 しこの中5名 は再度陽輻

している｡以 上 を更に「ツ」反慮強度別に観察する

と、16年X線 有所見者44名 中「ツ」反慮陰韓者は十

(発赤のみ)8名 より5名 、砦(硬 結触知)13名

より3名 、帯(二 重発赤)23名 よb1名 となつて

いる｡2)高 叛村の場合 も同様に調査したが、22

年 「ツ」反磨陽性者775名 中X線 有所見者は未治

癒26名(3、4%)治 癒46名(5.9%)計72名(9.

3%)で1年 後の 「ツ」反慮陰縛者は53名(陰 縛率

6.8%)、 このうちX線 有所見者は未治癒1名 ・治

癒2名 計3名(対 「ツ」陰聴者5・7%、 対X線 有所

見者42%)で あつた｡即 ち陰轄者中の発病率と

しては富岡村の場合 とほぼ等 いハが、対X線 有所

見者%は かなり低いのは観察期間の短いためであ
ヤ

ろう｡3)富 岡「ツ」反慮陰韓者のうち16年 度にX

線所見があり｡23年 度もX線 撮影を行つた ものは

5名 であるが、この うち4名 が16年 、23年 度 と

も同一所見を示 し、1名 は治癒 してV・た｡又 「ツ」

反磨は14年 以來陽性で16年 度所見がな く、23

年度に著明な肋膜癒着を示 したものが陽性持続者

257名 中に1名 発見せ られている｡

110・ツベル クリン と血液蛋 自との関

係(電 氣泳動法に依 る検討)

図立療養所編壽園 加 藤 敏 也

・抄録提出なし

川 ・結核皮内反鷹の研究(第3報)

乾酪性肺炎の家兎肺組織及び結

核菌体抽出物 を以てする皮内反

北大中川内科 高 崎 五 郎

佐 藤 積 雄.

乾酪性肺炎を発生させた家兎の肺組織か ら酸性｡

加熱法に準 じ抽出した物質(以 下CaPsと 略す)

を以て皮内反磨を行い、この反慮が活動性結核の

診断に相当役立つことについては、先に高崎が発
童

表した｡こ の物質の化学的性歌については尚研究

中であるが、呈色反懸によつてみれば多糖類を主

とし、微量の蛋白を混 じてV・る物質か らなるもの

と思われるが、かかる生物学的作用は果して大部

分の多糖類 と微量の蛋白が適当な比率に混在する

ことによるもゐか或は一方め物質によるかは別問

題としても、この抽出物には菌体成分が混じてお

り、私共は今回その間の関係の一端を明 らかにし

ようとして、睨脂結核菌から略同様な方法で抽串

した物質(以 下菌Psと 略す)を 以て結核及び非

結核患者に皮内反懸を試みた｡そ の結果を要約す

ればi次の如し｡

(イ)菌ps反 慮はツ反陰性の非結核では総
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べて陰性を呈したが、「ツ」反陽性者(BCG陽

繭者を含ます)で は結核及び非結核の別なく大

部分が陽性を呈する｡

(ロ)CaP鼠 反懸陽性者は「ツ」反及び菌Ps

反磨陽性者中の特定の者に見出され・且つ両星

態の強度には必すしも比例しな～(｡即 ち非結核

看、急性進行性の者及び治癒停止殊を呈する回

復期患者、特に肋膜炎、肋膜肥厚及び 「スト」

の投與をうけて著効 をえた例に於V・ては、「ツ」

反及び菌Ps反 慮が時に著 しく強V・者があるに

拘らすCaPs反 慮は大部分陰性である｡

(ハ).CaPsの 生物学的性状については、上

寵の成績により、菌Ps様 物質の混在に よるも

のでなく、別個な意義を有するものの如 くであ

るo

こ

雄

義

練

農

紳

田

川

眸

て

戸

西

劒
毅

成

に

学

嚇
羅

菌

す

学

亥

ま

医

緋

測

駄

皿

加熱睨脂人型青山Bの 水抽出物質は交感神経系

の末梢に作用 して興奮せ しめ、且つ該物質はヒロ

ヂオン膜をよく透過する｡又 弱塩酸及び弱苛性曹

蓬溶液の抽出物質は濃度 を培すに俘い作用 も著明

乏 なるが逆に筋質にも作用 し、且つ該物質の化学

的変性を俘なつて來 るもののようである｡ツ ベル

クリン液は培地成分の影響に被われ著明に現われ

難い｡核 蛋白体のみではその作用は認められなV・

が多糖類に於いては著明に交感1帥経系の末梢を興

奮せ しめるも血圧のみ逆に下降する作用 を有す｡

t13・結核菌体 アレルギーの実験的研

究

阪大医学部第三内科 沖 田 実

從來結核感染の有無をみるのには、一般に 「ッ

ベルクリン」皮内反慮が用いられているが、 「ッ

ベルクリン」皮内反懸 も結核感染の程度と或る程

度の2F,行関係は認められてV・るが、余 珍嚴密なも

のではない一方結核感染個体にBCGを 接種す る

と、「ヨツボ」氏現象の現われることが知 られてい

るが、結核 「アレルギー」をみるのには、「ツベル

クリン」皮内反慮 よりも「コツホ」氏現象を用い

た方が完全に近いと思われる｡

そこで結核感染の程度と 「コツボ」氏現象との

関係 を詳 しく知る潅めに本実験を行つた｡す なわ

ち、海猿を5頭 づっ22群 に分かち、強毒人型結

核菌高垣株、同死菌、強毒牛型菌青木株.弱 毒人

型菌青木株、強毒牛型菌有牛株、弱毒牛型菌BCG

株を・・mg乃至舳9の 稔 の菌量破 桜 種

し、1月 後、2月 後及び3月 後の各時期にBCG

・・mg乃 縮 憩9の 種々の菌量破 内灘 して

現われる局所反慮を毎昭観察した｡な お凡ての創

の治癒後、すなわち最初 よりおおむね4月 後に屠

殺剖楡しそ、病変程度を比較 した｡

その結果、

1)初 感染結核菌の量及薩 力、したがつて病

変の大なる程、BCG皮 内接種による局所変化

は速かに、強 く現われ、かつ早 く治癒する｡

2)牛 型菌に感染ぜるものは、人型菌に感染せ

るものよりもBCG皮 内接種による局所反懸

は強v・｡

3)死 菌でも大量に感染せる場合は、「コツボ」

氏現象類似の局所反慮を呈する｡

4)BCG皮 内接種による局所反慮はおおむね、

初感後1月 よりは2月 の方が増強し、3月 に

なるとまた減弱する｡

114・結核 ア レル ギー の組織 学 的及 び

細 菌学 的 研究
一 一その基本形式一一一

北方結核研究所

病理部 塚 田 英 之
ノ

細菌部 有 馬 純

結核アレルギ』の結核病変に対する意義は各方

面 より研究されたがく吾 々は複雑なアレルギー性

結核病変の基本形式を組織学的及び細菌学的方面

から検討 した｡実 験方法は從來の定型的検索法を

排 して、家兎皮下結合織伸展固定超生体染色法を

主 として採用 し、他の方法は副次的な ものとして

探用 した｡こ の方法による時妹炎症に参加する細

胞種 を限定 し、炎症の造機、その機能的推移 を空

聞的時間的場に於いてかなり明確に把握しうる｡

又細菌学的には経時的に接種局所を摘出し、その
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定量培養を行つて菌の消長を観察した｡実 験動物

は家兎、材料は人型結核菌、牛型結核菌、BCG,

鳥型結核菌を用い、初感染及び再感染(各 型菌感

作後人型菌再感染)に ついて検討した｡

実験成績を総合すると人型菌初感染(1/500mg)

では1～2日 まで自血球反慮、以後強い輩球反懸

を示し、之は3～5日 で一一部類上皮細胞となる｡類

上皮細胞形成は2遍 頃までは不安定で動描するが

以後結節完成と共に安定 となり類上皮組胞結節と

なる｡又 中心部変性巣は3～4週 にして乾酪化す

る｡か くして結節は周辺部の軍球一類上皮細胞の

増殖、添加により成長し(40～50目)、 乾酪巣の拡

大によつて成熟する｡1/500mg適 用例では成黙

余 り著明でな く50～60日 頃に治癒型類上皮細胞

く塚田)、互細胞形成と共に吸牧され為ものが多いメ

が、1/50mg例 では成長停止せるものは完全に

成熟して乾酪巣と増生せる結合織のみとなる｡淋

巴球は20～40日 後に多 く出現し遷延治癒傾向に

関係を有する｡菌 について見ると結節成長期には
ち

増殖、成熟期には減少する｡人 型菌以外の抗酸菌

ではそれと非抗酸菌との中聞の反磨及び菌の消長

を示す｡再 注射では人型1人 型では初期に強い滲

出炎(Hyperergy)、 菌増殖停止、 乾酪化促進が、

治癒傾向は既に4～5週 にして菌減少と共にあら

われる｡邸 ち組織反懸 と菌浩長はこの方法を用い

る時はよく平行することが認められ、再注射では

菌浩長と病変の推移がアレルギー性結核病変の推

移に重要な意義を有することが分る｡

生く"嬬 核の綴 鵬 に及ぼす諸要約

の 吟味〔第1報 〕

國立療養所刀根山病院〔院長渡辺三郎博士〕

中 村 一 滋 ・松 岡 不 二

成 熟 健 康 海 猿 に ヨー ドカ リ10mg、O.1mg、 及 び

ス トレプ'〉一?ィシ ン10mgを 毎 日皮下 に注 射 し

つつ 、結 核 菌 青 山B株 をO・1mg皮 下 に接 種 し、

12時 間 、24時 聞 、2日 目、4日 目s6日 目、9

日 目・;2日 目、17日 目、22日 目、30日 目に 菌

接種 局 所 を切 除 し、 フ才 ル マ リン固 定 、 パ ラ フィ

ン切片 を作 り、 ヘ マ トキ シ ワン、 エ オ ジン、 ワン

ギ ー ソン及 び 菌染 色(隈 部 変 法)を 施 し之 等 物 質

の結核組織反懸に及ぼす影響を見た｡成 績を要約

すると｡

1)菌接種局所の肉眼的所見

ス トレプトマイシン注射群では対照群に比 し、

絡始病変が極めて輕微であるに反 し、ヨー ドカリ

10mg注 射群では激甚である｡ヨ ー ドカリO・1mg

注射群では大差がない｡

2)菌接種局所の組織学的所見

i)48時 間迄は多核白血球の浸潤が著 しく、各

群の間に大差を認められなV・が、ストレプトマイ

シン注射群では結締織細胞の核の退行性変化が輕

度である｡

ii)ス トレプ トマイシン注射菌は4日 目頃か ら

多核白血球の浸潤が急速に輕減 し輩球、組織球、

類上皮細胞が多くなる｡6日 目頃から結核菌の抗

酸性が著明に低下 し、22日 以後に於いては血管の

i新生が著しい｡

fii)ヨ ードカリ10mg注 射群では幽血性傾向

が大で・初期には病変は激甚であるが22日 目頃 、

には対照とは大差なく、むしろ血管の薪生が盛ん

となる◎

iv)ヨ ー ドヵリO・1mg注 射群では対照と殆ん

ど差異が認められなVb｡

v)各 群共30日 目迄の本実験では硝子様化は

見られない｡又 急性炎症儀が殆んど消槌していて

も淋巴球の浸潤は極めて少い｡

以上を要するにス トレプ トマ〉イシンは絡始結核

の滲出性病変を抑制 し、 ヨー ドカリ10mgは 初

期に於いてはこれを助長 し、O.1mgは 認むべき

影響 を與えなV・｡

116・結核菌及びその菌体成分による

組織反罎と「ア レル享一」に関す

る実験 約研究

九大医学部沢田内科教室 白 石 正 士

未感染重びにア レルギー化 された動物に於いて

結核組織反磨を菌体各成分の注射により分析しよ

うと考えて次の実験を行つた｡

結核感染海猿 と未感染海猿に人型結核生菌、死

菌、菌体成分として人型結核菌の燐脂質、脂肪、

騰脂質、脱脂菌体残査、及び鳥型結核菌、B・C・

一一一119-_
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G菌 、チモテー菌の燐脂質を背部皮下に4ケ 所宛

2巡 接種 し、その組織反晦を経時的に肉眼並びに

病理組織標本により観察し、次の結果を得た｡

1.50分 の1聴 の人型結核菌で前処置 した場

合、肉眼的には典型的なゴツホ氏現象は起 らなか

つたが、組織標本では前処置群に早期に著明の自

血球浸潤が見られた｡し か し10日 位経過すると

両考の組織反磨像は大差を認められな くなる｡翻

ち両者の反懸像に本質的な差異があるとは思われ

なb｡組 織内の結核菌 も20日 目頃 より両者共撲

膿によめ激減するが、治癒傾向は7週 経過後 も殆

ど見られなV・o-

2死 菌及び各種菌体成分による組織友懸は最

初の5日 目頃迄は多核自血球反磨であり、生菌の

反礁と大差はないが、爾後上皮様細胞の形成、結

締織の増殖、血管の新生等の治癒機韓が著 しく乾

酪化に至ることはない◎類上庚様細胞は燐脂質、

脆購 履 渣躇 明睨 られ脂肪畷 も少かつ
た｡｡

3.ラ ングハンス型亘態細胞は生菌の場合には

殆 ど見られす、燐脂質、臓脂質により著明に出現

した｡最 も著明に且つ早期に出現を見たのは鳥 型

菌燐脂質及び人型菌騰脂質であつた｡.

4.未 感染動物に菌体成分を接種せる後のレー

メル氏反鷹は死菌及運睨脂菌体残渣により4週 間

後に陽韓 したが後者の反磨は硬結なく発赤も小さ

かつた｡他 の菌体成分では何 れ 喝陰性に終始 し

た｡

翫 剖検の結果、菌体成分皮下接種により内部

臓器には何等変化は認め得なかつた｡

117・組織 ア レル ギー に 関す る実験 的

研究(第2報)
タ 國土寮養所薪春霞園 鴨 志 田 正 五

結核病学の進歩の反面、結核症の発生機韓に冤

しては今 日なお不明の点が多い｡最 近前川教授は

独自のアレルギー学説を樹てy或 る臓器又は組織

のアレルギー性病変の発生機序を該組織の細胞フ

ォスファチッ ドの灘離に帰 してV・る｡他 方近年肺

結核症は初感染後比較的短期間に発生することが

明らかになり.最 近千葉、所沢両氏 もこれを統討
霧

的に実証している｡

余は、結核症に於V・て、初感染病竈乃至は、初

発病竈が特殊の組織アレルギー歌態にあることを

実証せんとして左の実験を行つた｡糟

海狽及家兎約60匹 を用V・、人型菌及び牛型菌

に依 り、特殊の方法を選び、一・側肺の みに、初感

染 を実施、更に、全身アレルギーが完成ぜ られる

前後5日 、7日 及び14日 目に、血行性、経氣管

性に再感染を行い、逐次脱1血致死ぜしめ、・観察す

ると共に、別に対照として再感染を実施 しなV・も

のを選び、これと比較 した｡さ きに肉眼的に、両

側肺の病勢推移を比較瞼討 し、概ね所期の成果を

得たので、これを第1回 近畿結核病学会に発表し

た｡今 回更に、之等の病竈部を組織学的に研究 し＼

たので、その成績を発表する｡

1.初 感染側肺は、他側騰が結節性増殖性傾向

を示すのに反し、高度の滲出性病変を呈する｡甚

しV・場合には全肺葉に滲出性過程が波及 し、乾酪

性肺炎の歌を露呈する｡

2.前 処置後、5日 目及7日 目再感染の2群 に'

於いては再感染後14日 に至つて、高度の病変を

発生し、14日 目再感染群に於いては、5日 にして

既に、高度の滲出性過程を認めた｡

3.主 病変部に於いては、常に多量の菌の増殖

を認め、廣範囲の乾酪化を認めた｡但 し、観察期

間が短期に終つたためか、何れの試鰍に於V・ても

室洞形成を認めす、判然 とした亘態細胞を認めな

かつた｡へr
さ

4・ 両側肺の間には、滲出細胞に本態的な差異

は認めなV・が、主病変部には早期に多量の輩球の

滲出過程を認める｡

5・ 血行性再感染と、経氣管性再感染の間には

本態的な差異は認め られないが、前者に於いて、

若干病変が高度である｡

&両 側肺に於ける病変の差は、実験手段に依

るも'Oであり、局所に作用した菌の総量の差に依

るものでないことは対照動物漉 較することに依

り明らかである｡な おシユワルツマン反慮に属す

るものでないことは異論のない処である｡

}一一120-一
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118・穣 圧法 に よる結 核「ア レル 串一ポ

の研 究
ノ

九大;内 ・國療福壽園

三 野 原 愛 道 ・宅 野 五 郎

抗元菌にその特異抗体を加えた際に 「ガス」代

謝の変化が起るとすれば、抗元抗体反癒の一つの

すがたが得 られるであろうと想定して、ワールブ

ルグ氏検圧法によつて観察を試みた｡即 ち血清及

びそれが各成発並びに臓器浸出液と岡 ・片倉培地

10～15日 培養人型音山B株2～5mg酷 酸 「アン

モン」加燐酸綾衝液平等 浮灘 液(pH7.2～7.5,

37・5｡C)を 作用せしめ、結核菌ガス代謝量を測定

し、抗元抗体反磨の程度と此較検討した｡

⑳ 「ツ」皮丙反磨強陽性煮血清は100倍 陰性者及

び陰性 「アネルギー」患者血清 より結核菌酸素

消費量稚ほ低し

② 「ツ」強陽性者血清と同血清を100｡C30分 加

熱死菌及び 「ソートン～ツベルクリン原液」24

時聞脱感作せるものとの間には特に認むべき差

はないが、大量死菌(400mg/c.c)及 び生菌に

よる睨感作血清にては稽 弐高い観がある｡

LOEBELも 述べた如 く結核菌の呼吸は血清附

加に依 り著しく促進せ られるし》血清 の個体差大

きく、操作、時間に依 りても亦動揺し、結核菌の

呼吸の変化を抗元抗体反懸に相関を求むるととは

愼重でなければならない｡そ れが爲血清各成分、

分居に就V・て実験を進めた◇

③血清を非動性とした場合は菌の酸素消費量は大

約孚減するは、注目に便する｡

④透析内、外液に於いては、略麦同程度の酸素消

費量を示し、両者の和は全血清の場合の呼吸量

に近似する｡.

⑤ 燐、ウォルフラム酸、∫ズルフ才ザルチー・ル」酸

にて血清蛋白を除 去 した 上清にては 「ソー ト

ン」生理食塩水、燐酸緩衝液に於けるより呼吸
ぴ

量稚ほ 高し｡

⑥50%「 アルブミン」と「オィグロブリン」とに

ありては略よ等 しく、「プソイ ドグニブリン」に

ては著しく低 く生理食塩水浮溝菌 と大差なく、

TISSELIVS電 氣泳動装置に依る精製分屑と比

較すべ し｡

⑦BCG感 作海狼及び未感作海狽血清間に於いて

も大差なきも臓器浸出液を夫々菌に作用せ しめ・

比較するに、肝、脾生理食塩水懸濁液にありて

は著明なる差を認め感作鰍に於V・ て 阻害せ ら

れ、抗体の影響 を考えしむる｡

以上体液(抗 体)を 附加 した場合の生菌め態度を

観察 したが、今後更に死菌 「ツベルクリン」及び

それ等の分屑を作用せ しめた際の組織の側の呼吸

歌態に就きても実験せんとす｡

〆'

Iv病

119・肺裾環 の研 究(第1報)

廣島医大和田内科

和 田 直6憩 尾 圭 一

態

肺循環は古 くか ら種々研究されてはいるが詳細

の点に就いてはなお不明の点が多い｡私 は肺内血

管の輝織学的検索を企て先づ主として筋肉量及び

弾力繊維量を定量的に測定レた｡材 料として人屍

左肺を用い、肺上葉に向つて次第に細小 となる肺

内血管の幹枝を、円周が動脈では約1mm静 脹で

は約1・5mmに 到る迄分岐を追つて剥離別出し、

横断縦断の蓮続切片を作 り、vanGies0n氏 法及び

生 理

Weigert氏 法により染色検鏡 した｡肺 内血管の名

称は便宜上肺門外にある血管部 を沸一一次血管部・

次の分岐部を第一次分岐部、次の血管部 を第二次

血管部とし以下 これに傲つて呼称する こ と に し

た｡筋 肉並びに揮力繊維量の計測は一定の視野中

に存する筋肉核数又は弾力繊維数を求め、それぞ

れの血管壁並びに血管全体積に対する密度を算定

した｡其 の成績を述べると次の如 くになる｡

肺動脈に於いては、血管壁並びに血管全体積に

対する輪走筋密度は大体末梢に行 く程増力日してい

る傾向が窺われる｡分 岐部に於いても末楕に向い

漸次密度の増加が認められるが一般に分岐部では

＼. 一一_i21___
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後両血管部 より密慶は更に著明に増加 している｡

弾力繊維量は血管壁及び血管全体積に対する密度

何れも末楕に行 く程減少しているが、.血管壁 こ対

する密度では第二次分岐部迄の減少は特に急激で

ある｡分 岐部では弾力繊維量は筋肉量 とは蓮に前

後面血管部 より著明に減少してV・る｡肺 静脈に於

いては血管壁並びに血管全体積に対する輪走筋肉

密度は何れ も末棺に向 うに從つて上 昇 して いる

が、動脈に比 し特有と考えられることは第二次分

蝶部 より第七次分岐部迄は分岐部一つ語きに密度

の著明な増加或は減少を示す結果を得たことであ
ボ

る｡弾 力繊維量は血管壁に対する密度では第三次

血管部迄は急減 し、以下更に漸滅 してV・るが、一血

管全体積に対する密度では第一次血管部を除いて

血管部では末楕に到るも大体同じ高さを保つてV・

る｡縦 走筋は肺静脹の第一亥分岐部迄にのみ僅か

に認められたに過 ぎぬ｡'

120・氣 管支肺 容量 測定 に 関す る研 究

(第2報)

測定法の検討と、肺結核並びに肺結核外科療

法時の検査成績

東大医学部福田外科 ト 部 美 代 志

・ 林 周 一・

久 野 敬 二 郎

東大医学部佐 角々科 菅 邦 夫

昭和24年10月 第2回 胸部外科学会に於いて

発表 した、可擁性、輩筒の氣 管 支 鏡 を更に改良

し、流体力学的検討を加えた｡左 肺の呼吸氣を導

く氣管支鏡 と、右腕の呼吸氣を導 く、氣管 とにつ

いて、流体力学的に圧損失を測定してみると、左

が右 よりも約15mm水 桂圧だけ大 きくなるが、

肺の有する呼吸力約1000=mm水 桂に比べると極

めて小さく、臨床的には全 く無視し得るものであ

り、本装置の実用性を裏づけるものである｡

藩蕪男子8例 について、左右別に肺活量測定を

行つたところ、平均左48・5%、 右51.5%と なり、

轍 み9α7%焦 左+胤 とES値 磋 は・・

%以 下であることが分つた｡

肺結核症例10例 に就V・てみると、実質性病変

は、あまり肺機能を減少せ しめないが、肋膜の肥

厚は著明な減少をもた らす ことを知 り得た｡こ の

ことは外科の療法の適懸を撰択する際に極めて重

要な意味を持つ｡

人工莱胸肺の容量は、13例 につV・て調べた駈、

その虚脆量の大きV・もの程減少が甚だしいが、と

の間に嚴密な比例関係は証明出来ない｡な お氣胸

肺は健側肺に比 して、呼吸運動の発現が遅れ、呼

氣 も吸氣 も共に時聞的な 「お くれ」を示す｡

下葉室洞のみで周囲に病巣⑳ なV・症 例を択ん

で、氣管支鏡挿入のまま、横隔膜榊経を捻除 して、

術前後の左右肺容量を夫々比較 した｡術 後の捻除

側肺活量は、術前に比 し、37.8｡の 減少、最大呼

吸量は6S・5%の 減少、02消 費量は37.3%の 減

少を來した｡こ の事実か ら、横隔膜の担当する呼

吸機能が、略土推定出來るものと考える｡

121・肺臓機能 に関する研究殊 に肺臓

機能制限と血清蛋自分劃像並び

に血液瓦斯代謝に関する実験 的

研究

京都府立医大飯塚内科教室

舘 石 叔 ・植 野 芳 樹

小 寺 恒 次

私 達 は家 兎 に両 側 性 に 人工 氣 胸 を約30cc宛 施

行 して、 血 清蛋 自分 劃 及 び 血 液 代謝 に及 ぼ す影 響

を検 して 、生 体 に対 す る変 調 の 過程 を知 らん と し

たo

其 の一 、血 清 蛋 白分 劃 像 の消 長(平 均 値 よ 参)

(小 寺)'

第 一 部;総 蛋 白量 は 術 前4,61,4.609/d1術 後5,12,

4・94、4・62、 ア ル ブ ミγ量 は夫k2、44、2｡43、 術

後248、2・76、2,40グ ロブ リン量 は夫 々2｡17、

同 ・ 術後2・M、2.80、2.22蛋 白商 は術 前1.12術

後0.94、126、1.17

α グPtブ リン量 は夫 々O・52、O・49術 後O .82、

O・58β グ ロプ リン量 は夫 々0・72、O.83術 後O .44

aOO・0・08、O・74γ グ リプ リン量 は夫 々0 .98、0.84

後138、1・0、0・90第2群 も略i同 様 で あ る｡

なお 反 復 した 採 血 の影 響 を検 討 した が 、β グ ロ

ブ リンの 稽 主増 加 した 外 著 変が な いo

要 約 す るに ・1)総 蛋 白 は氣 胸 後 第1臼 最 も増

_IM_蝋_
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加 し第5日 で略上正常値に婦 る｡2)ア ルブミンは

殆んど変化なく、グロブリンは氣胸後第1日 増加

著 しく第5目 で正常に復す｡3)蛋 自商は第1日 に

減少 し、第5目 に正常に帰る｡4)α グロブリン

は稽 餅曾加、βグ 群ブ リンは殆んど変化なくγグ

ロブリンは第1日 に増加著しく第5目 に 復 旧 す

る◎從つてグジブリン増加の主因をなすものは γ

グ質プリンであると考えられる｡

其の2ガ ス代謝の推移(植 野)

以下平均値で示すと

血液腫 の縫移

術 前24｡後48｡後96｡後　 ゆ
全 」血1.05371.05351.()5221.05261.O,522

並L清1.02361.02361.02291.()222睦=LO232

血 液CO2及 び02の 推 移

晶
剛24｡後48｡後

CO2'33・86(Vol%)34.414α2838.87

0217・63(〃)17.5214.5213L43

02抱 合 能 、02飽 和 度 の推 移 亀

前

02抱 合 能1&92ユ&911&13

02飽 和 度93.2893.358α00

b6｡後

37.01

1491

1&351&12

77.5082.24

叙上の成績を見ると、強度の制限を行 うもCO2,

02含 有量の変化が比較的少い｡02抱 合能の変化

を認めないが、02飽 和度は明かに減少を認め、こ

の平均値は個体の生理的範囲を逸睨する｡從 つて1

肺臓機能制限の程度判定に当つては、CO2,02含

量の変化 より鋭敏である｡酸 素の諸臓器物質代謝

婦 ぼす影響の重要性を考える時、02飽 和度の

有する意義は極めて大であることを指摘しうる｡

これに開しては研究続行中である｡

122・肺結核患 者 を対象 と した各種 体

位 の呼吸循 環機 能 に及ぼ す影 響

につ いて

千葉大学医学部河合外科

禧 間 誠 吾 ・長 田 浩

各種体位の生体機能に及ぼす影響については、

從來多数の報告が見 られるが、今回私共は主とし

て肺結核患者におV・て呼吸循環機能検査…の一部に

つき体位 との関係を追求し、些か所見糞得たので

報告する｡

L輯 に及ぼす影響(長 臥 長沢)・

a各 種体位による比較では仰臥位において最高

血圧最 も高 く、胸廓 を圧迫する如き体位(胸

廓成形手術時体位)で は低値を示す、低下の

最大は健康人におV・て15mmHgに 及んだ｡

b・或 る体位奪長時聞(90分)保 たしめると血圧

は次第に一定値に近附き、仰臥位のそれ と異

なる各体位夫々の値を示す｡

2.呼吸停止時間に及ぼす影響(長 田、岡田)

a正 常男子15名 につV・て呼吸停止時間を矢野

氏変法により測定した成績では坐位における

それは仰臥位のそれよりも11.40"短 い｡

b.矢野氏による陽匡例 と判定された者は臥位で

は15例 中3例 であるが、坐位で峠7例 とな

つた｡

媛なお仰臥位における二重負荷試験を行つたが

群細は省略する｡

3.肺 活量に及ぼす影響(輻 聞、杉本)

出クニツピング氏ガス代謝測定装置を使用 した

成績によると仰臥位におV・て最 も少 く、坐位

立位において43%増 加を示す、坐位 と立位

の間には著 しい差はないd'

b.補氣 と貯氣に分けると、肺活量の増加は貯無

におv・て著 しく(+56・4%、+60%〉 補 氣は

僅少でばあるが却つて減少する、(三5.8%、

-8.8%)｡

qな 蓄氣管支造影術の肺活量に及ぼす影響を測

定 した結果、術直後における肺活量は何れ も

減少を示す(平 均一143cc)｡

123・肺結核患者の分劃肺容量及び毛

細管動豚血液 ガス に就 いて

北大医学部山田内科 井 上 魁 夫

全肺容量及びその分劃容量、毛細管動脈血液ガ

ス及びその酸素不飽織 … 」譲 羅 ×…)

を夫れ夫れ、AnthO町 の水素法及び斎藤式微量

血液ガス分析器により測定した｡肺 容量実凋艦は

被験者により異な り、全肺容量に対する各分劃容

量の相対値によつた｡

A)健 康人(男 子10名 、女子10名)

一123-一
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男子(平 均値);一 残氣24%、 中位量43%、

肺活量76%・ 炭酸ガス含有量48・7%・ 鯵素含

有 量1&9%、 酸素容量2α3%、 酸素不飽和度7

%、 女子(平 均値);一 残氣29%、 中位量42%v

肺活量71%;炭 酸ガス含有量49%、 酸素含有量

173%、 酸素容量18.4%、 酸素不飽和度6%な

bo

B)肺 結核 豆者

1)限局性病巣(男 子6名 、女子7名)

男子;残 氣31%、 中位量49%、 肺活量69%、

酸素不飽和度10%、 女子;残i氣35%、 中位量42

%、 肺活量65%、 酸素不飽和度12%、

2)片側性病巣(男 子15名 、女子8名)

男子;残 氣33%、 中位量49%、 肺活量67%、

酸素不飽和度11%、 、女子;残 氣38%、 中位量46

%、 肺活量61%、 酸素不飽和度10%、

3)両剣性病巣(男 子16名 、女子6名)

男子;残 氣34%、 中位量49%、 肺活量66%、

酸素不飽和度10%、 女子;残 氣38%、 中位量

51%、 肺活量62%、 酸素不飽和度11%、

4)全肺野性病巣(男 子7名 、女子8名)

男子;残 氣43%、 中位量57%、 肺活量57%、

酸素不飽和度14%、 女子;残 氣48%、 中位量58

%、 肺活量52%、 酸素不飽和度14%｡

病変の拡大と共に残氣牽 も増加 し、更に酸素不

飽和度 も増大の傾向を見るも、病巣滲出性なる時

は残氣牽及び不飽和度は病巣に比 し大となり、増

殖性及び硬化性の時は小となる傾向を有す｡

;c)胸 廓成形術及び充墳術施行患者(9名)M

術前に比 し術後1ケ 月に於いて残氣7%、 中位

量5%の 増加、肺活量7%の 減少、酸素不飽和度

1～3%増 加す｡

D)滋 性肋膜炎患者(男 子3名 、女子1名)

相対値は健康人と略等しきも、酸素不飽和度男

子14%、 女子8%な り｡

124・結核症に於ける毛細管抵抗(第4報)

結核菌接種前後に於ける毛細管抵抗に就いて

國立北海道第一療養所 伊 東 忠 人

アレルギー炎症 と毛細管機能老が密接なる関係

を有することは、既に諸家ρ認める処であるが、

結核アレルギーと毛細管抵抗(以 下抵抗)の 消長

た関 しては、と殆んど記載が見られない｡依 つて著

者は家兎に結核生菌、死菌を接種 し、又人体 こB

CGを 接種 して、結核アレルギーの変動 と抵抗 と

の関係を追及 した｡

雄性家兎を用い、中野株結核菌(人 型)を 接種

したが、抵抗はBorbely氏 法に依 り脊胸部で測

定 した｡

(1)健 康家兎に生菌1mg皮 下接種時に於いて

は第3週 より、又生菌2mg耳 静脈内接種時及び

10mg氣 管膿 種時には第2慰 、、、い す れ も

「ツ」反懸の出現に俘つ℃抵抗は下降 し、第4～5

週に最低値を示し、爾後回復の傾向を示す も、10

週後なお接種前値にかえらす｡「 ツ」反憲亦第4～5

週に最大 となり、抵抗との相関関係が認めちれ、〕

抵抗 の消長はV字 歌 をなす｡-za"・ ・

(2)健 康家兎に死菌.5mg皮 下接種時の抵抗変

動 も、生菌接種時 と概ね同様であるが、下降度は

軽微にて、比較的早期に接種前値に回復する｡

(3)生 菌1mg皮 下感作家兎に、生菌2m9耳

静脈内再接種時及び10mg氣 管内再接種時に於

いては、第2～5-Hよ り抵抗は著明に下降 し、第

1～2週 に最低値を示 し、爾後回復の 傾 向 を示

す｡帥 ち抵抗の変動は、極めて早期 より急激の下

降 と短時 日にての回復を見る点、初感染時と相異

す｡

(4)「 ツ」反鷹陰性者9例 にBCCxO.04mgを

皮内接種 した=場合、抵抗は第2週 よ り漸 次下降

し、第5週 前後に最低値を示めす者多 く、爾後葡

復の傾向を認めるも、10週 後大部分接種前値にか

えらす｡帥 ち抵抗の変動は、家兎に於ける初感染

時と概ね一一致する如 し｡

要するに、初感染時と再感染時とに於V・ては抵

抗変動の歌態に有意なる差異が 見 出 され、且つ

「ッ」反慮 とは相関関係が認められるe

125・結核 性 疾患」こ於 サ る癒 液 水 分 に

関 す る研究 一

北大第一内科(出田教授)越 智 泰 一澄

ロ

主として廣汎な!る病竈を有する結核性疾患患者

の全血液及び血清水分量が予後判定に與かる所非

_一.124-一 一
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ざ るや を知 らん と して 、50名 に就 き黒 田氏 微 量 定

量 法 を行 い 、各 主 要 固 形成 分 た る血 色 素 をPulf-

richStufeRph"tometerに ょ り、 血 清 蛋 白 量 を同

氏 のEintauchrefraktometerに よ り併 せ測 定 し、

硫 酸 銅 法 に よる算 出値 と比 較 せ り｡

(1)全 血液 水分 量 は対称 健 康 者 男79｡04%、 女

80・94%、 に比 し、肺 結 核 は増 殖 型 に於 い て は却 つ

て低 値 を示 し、混 合 型 、滲 出型 の 順 に増 加 す｡其

の他 の結 核 にて は、 肋 膜 炎 、粟 粒 結核 、脳 膜 炎 、

腸結 核 順 に高 値 を示 し、最 高99.31%な り｡予 後

不 良 例 は 末 期 に 明か な増 加 が 認 め ら れ る もの あ

り、胸 廓 成 形術 前 後 で も後 者 に著 しい増 加 が見 ら

れ ・85・OO%に 至 るb病 羅 廣 汎 例 に必 す しも高 値

を示 さす｡栄 養歌 態 に 関係 す る所大 に して 、 良姫

タるもの脚 つて減少し・中等 蓑退の順ζ高値
なるは男女共に認められ、男女の最高平均は各8

ヱ・61及び82.68%を 示す｡

(亘)血 清水分量は対称健康者男90.88%、 女90｡4

4%に 比 し、予後不良例、胸廓成形術前後、肺結

核女及び栄養歌態女は各全血のそれと同様順序な

るも男に於ては、増殖型、滲属型、混合型の順及

び栄養良、蓑退、中等の順となMり｡
'(M)血 色素量

、(IV)血清蛋白量は各全血水分及

び血清水分と量的逆関係にあること明かなるも
、

数的平行は認められす｡

以上の如 く結核に於ける血液水分は栄養状態に

関係すること最 も著明にして、蛋白の影響大なる

血清水分の推移に比 し主として血色素、次に蛋白

蠣 響も蒙る全血液水分量が之等の綜合指針とし

「『予後判定に役立つものと考えらる｡寒 地に於け

る冬季早朝に於ける検査を主とせるため低値を示

したるものの如 く・硫酸銅法による計算値も概ね

平行する威績を得た り｡

塒 結核 患者 の 若 グ ・ブ リンの消 長

市立函館病院内科 橋 元 富 一 郎

結核のアレルギー及び免疫の問題の解決に寄與

する目的で・血液中抗体の表現と見倣 される γ.

「グ」の消長を、結核患者及び結核未感染健康者に

ついて調査したので、報告する｡

実騨方法・昭和23年10月 より黒川内科入院

中の患者の1血清中 γ一「グ「量を、 比色計を使用 し

Kunke1の 方法に依 り測定 した｡

実験成績及び考按、結核患者76例171回 の"

検査に依る γ一「グ」量は、Maclagenの 軍位を使用

すれば、平均11.45、 最高22.57、 最低2.57で 、

同一結核患者では量の変動が著 しく、結核未感染

健康者9例9回 の検査では、平均599、 最高&56、

最低1.44で ある｡而 して、結核患者の血清 γ一「グ」

とマントー氏反鷹 との関係は、別表の如 く24時

間値、48時 聞値の何れに於bて も、r・「グ」量の多

い症例ほど、反懸値が大きく且つ二重発赤 を有す

る症例が多いばか りでな く、又、24時聞後 より48

時聞後に於いて、反磨値の増大又は二重発赤の出

現を示 した症例が多 く、γ一「グ」とマ氏反慮との間

には一定の関係ある成績 を得た｡最 近、γ一「グ」は

血清中の抗体を表現すると云われ、γ一「グ」の消長

は抗体の増減であるとすれば、結核患者に於ける

抗体量は未感染者に比較 して遙かに多 く、且つ、

不断の消費匠より変動が激 しく、又、マ氏反磨は

皮内の抗体の表現であるとナれば、γ一「グ」とマ氏

反慮との間に一一定の関係あることは当然のことと

云わなけれぽならなv・o

結論、1、 結核患者の血清r-「グ」量は、 結核

未感染健康者に比較 して遙かに多 く、且つ、同一

患者に於ては変動が著 しV・、2・結核患者Q血 清r-

「グ」量は、マ氏反磨値及び其の変化と概ね平行 し

た関係にある｡3・ 結核患者の血清 γ一「グ」量は、

結核患者の血中の抗像量を大略表現するものと見

徹すことができるゲ

從つて、7-「グ」量の測定は結核のアレルギー及

び免疫の問題の解決の資 となしうる｡(別 表略)

127・赤沈 値 と血液 蛋 自 との関係

國立療養所幅壽園

加 藤 敏 也｡幅 田 正 隆

赤沈値に影響を及ぼす因子として從來種 々の方

面より検索が行われてV・るが、余等は電氣泳動装

置により血清蛋白を分析測定 し、血清蛋白と赤沈

値との関係を検討した｡

(実験方法)

國立療養所福壽園に入院中の患者及び看護婦計

蝉 ひ
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25名 に対 し、 法 に蓮V・赤 沈 測 定(Westergren法)

及 び 血 溝 蛋 白 の分 析 測 定(口 立 製 作 所 製 電 氣 泳 動

装 置 に ポ る)を 行 つ た｡な お総 蛋 白量 測 定 には 液

浸 屈折 計 を用v・た｡

(実 験 成績 並 び に 結論)

赤 沈 平 均 殖10mm・ 以 下 をA群(13例)、'10mm

以上 の 促 進せ る もの をB群(12例)と して 比較 楡

討 ぜ り｡

(1)赤 沈 値 と血 清 総 蛋 白量 との 関 係

この両 者 の 間 には 何 等 の 相 関 関 係 を も見 出 し得

な かつ た｡

(2)赤 沈 値 と ム1bumin及 び910bulin量 と

の 関係｡

この両 者 の間 には 相 関 々係 が認 め られ た｡印 ち

赤 沈 値 促 進ぜ ざるA群 はAlbumin量 多 く、 赤 沈

値促 進 せ るB群 はglobulin量 多 き傾 向が あ る｡

(3)赤 沈 値 と α一,β一910bulinと の 関 係

之等 の 間 に は梢 関 々係 を認 め られ な かつ た｡

(4)赤 沈 値 と γ一globulinと の 関 係

赤 沈 薩促 進 せ る もの は(B群)ア ー910bulin増 量

せ る傾 向 あ りo

〈備 考 〉 継 茂 氏(千 葉 縣 佐 倉 厚 生 園)は 塩 析 法

に よ り、血 清 蛋 自各 分 屑 を測 定 し赤沈 値 との相 関

々係 を検討 、余 等 と略 よ同 様 の結 論 を 得 て い る

が 、余 等 の場 合 は γ一910bulin量 が 同 氏 の それ に

比 し大 で あつ た(最 大 値4.980最 低 値O.9709/dI

平 均 殖2.32± α04g/dl)｡

12ε肋膜炎 に関する研究(続報)

血漿並びに滲出液の電氣泳動法による蛋白分

析その他

東大医学部沖中内科

北 本 治 ・三 好 和 夫

土 屋 豊 ・田 中 哲 夫

高 橋 善 彌 太 ・桃 井 宏 直

東大医学部生化学教室

平 井 秀 松

著 々は昨年度本学会で肋膜炎滲出液及び血漿を

電粛泳動法で蛋白分析 を行い、(1)滲 出液と血漿

は其の蛋白成分に著 い(差 はなく、大体似た成分

を示す｡(2)ア ルブミン濃度は滲出液の方が大N

rグ ロ プ リン は 滲 出液 の方 が 少 し大｡(3)フ ィプ

リノ ー ゲ ン は血 漿 の方 が 大 きい こと を報 じた｡今

回 は特 発 性 、 随伴 性 及 び氣 胸 性 肋 膜 炎 の三 群 に分

け て考 察 した｡実 瞼 方 法 及 び 條 件 は 前 回 と 同 じ｡

実 験 結 果:(1)肋 膜 炎 血 漿 と正 常 血 漿 と の比

較｡(i)総 蛋 白量 妹 正 常19人 の平 均7・9琴/d1

(6.8～8.8)特 発 性 平 均7.89/dlで 殆 ど変 らす 随

俘 性7.4、 氣 胸性7.1で 稽 弐少 な い｡(ii)血 漿 の構

成 蛋 白 の%濃 度 は三 群 共 に 「ア 」 が減 少 、(正常平

均56.7%、 で特 発性39.9%㍉ 随件 性40.8%氣 胸

性5L7%｡何 れ も正 常血 漿 に対 し有 意 の 差 あ り)｡

(iii)α 一 「グ 」 は 正 常7.9に 対 し何 れ も増 加 し、

特 発性14.6、 随 伴 性10.6i氣 脚 性9.0｡iv)γ 一「グ」

は正 常16.1に 対 し増 加 し特 発 性24.1随4半 性2α0

諜 撫)、贔 薦編 言畿 繋 急
るが 統 計 的 に有 意 の 差 が 認 め 難V・｡血 沈 値 との 関

係 は貧 血 某 の他 の 流 患 と共 に検 討 中 で あ る｡(2)

同 時 的 に滲 出 液 と肋 膜 炎 血漿 を比較 す る と大 体両

者 の電 氣 泳 動 像 は 近 似 してV・る6対 磨 した 構 成 蛋

白 成 分 の 濃度%に 著 しい 差 は ない が 特 発性 と他 の

二群 の 間 に は可 成 り判 然 した 差 が あ る｡(i)特 発

性 で は血 漿 に比 し滲 出液 の方 に 「ア」 と γ一「グ 」

の%が 高 く、 「フ ィ」が 低 い｡(血 漿 対 滲 出液 の 比

は 「ア」39・9:44・9γ 一「グ 」20｡4:24.1「 フ ィ」

1α8;7.4)(ii)随 俘性 で は 「滲 」 出液 の 方 に 「ア」

が 増 加 し γ一「グ 」 には 有 意 の 差 な く 「フ ィ」 が

減 少｡(血 漿 対 滲 出液 の比 は 「ア 」39.8:45.7「 フ

ィ」 が121:&4)｡(iii)氣 胸 性 で は 血 漿 と滲 紬

液 は非 常 に似 てV・る｡た だ 「フ ィ」 の み が 滲 出液

で 少 い｡(血 漿 対 出 液&9:5・2)｡「 ブ イ」 が 三群

共 に滲 出液 に於V・て 低V・の は ネ フn一 ゼ の 尿 申 に

血 漿 に比 し 「ア」%が 高 く 「フ ィ」 が 出 現 しな い
の チ

ことと考え合せて血漿の滲出機韓の際に 「ア」が

多 く出、「フィ」は出難いと認 めてよいかと考え

るo

総蛋副

鷹ノの ド勇」喉惣 」17」潔 」

醐 ・6116"12g・91釧 固7514S・8

滲 醐6・ ・33・6i・ ・716・717・443,6
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吾々は又 γ一「グ」 の多V、高蛋白血症の患者が

偶然肋膜炎に罹患 した例 を得、この場合も血漿と

滲出液の泳動像は非常に似ている｡邸 ち前頁の表

に示た如 くである｡

129・「チ セ リウス」装 置に依 る肺 結核

患者 の血清 分析

(東北大抗研)・金 上 晴 夫

「チセ リウス」装置を用V健 康者17名 、軽症14

名、中等症75名 、重症43名 に就き血清蛋白の

泳動分析を行い、血清蛋白と肺結核病型 との聞に

次次の如き結果を得た｡

1)健 康者と軽症者の大部分はアルブミ750%

似上、7グPtプ リン25%以 下であつたが、重症

者の大部分はアルブミン50%以 下、γグロプリ

ン25%以 上であつた｡

2)α グPtプ リン並びに βグ ロブリンと病型

との間には関係は認められなかつた｡

3)健 賭 と醗 者の螂 分は÷ ・・肱

÷ α2以下.4・ ・3Exr-X-o.5以 下であつ

た が ・ 重症 者 の大 部分 は これ と逆 の 関 係 が あつ

た｡

4)血 清 蛋 白各 成 分 の平 均 値 は 家 の通 りで あつ

た(翠 位 は%で 現 わ す)o

a)ア ル プ ミγ は健 康 者59 、軽 症 者55.1、 中

等 症52、 重 症44.1で あつ た｡、

賦 墨 潔 蹴 者7k#i1E8.4.1:等 症

c)β グ ロ ブ リン健 康者126、 軽症12 .8、中等

症14・2、 重症14.1で あつ た｡

'd)rグ ロプ リンは健 康 者21.2 、重 癒 ・2a6、

中等 症25・3、 重症3ユ.7で あつ た｡

e)÷ は簸 都4鰹 症 ・.24.中辱症 、.、3.

重症0・81で あつ た｡

f)÷ 腱 賭 α・・海 症 ・.・4.中等症 ・.・

6、 重症O.22で あ つ た｡

9)妥 腱 瀦 α2・海 症 ・.22.中等症 α2

7、 重 症031で あつ た｡

h)を 腱 賭 甑 軽症 ・.e.中 雛 α4
,

,9、 重 症0｡72で あ つ た｡

5)即 ち肺 結 核 患者 に於V・ては 、 病 歌 の進 む に

從V・アル ブ ミンは減 少 し、 γ グ ロ プ リ ン は増 加

し、麹 て÷ 繊 少、÷ 皇 ÷ は夫々

増加することが認められた｡又 腸結核その他の結

核性合併症の有無に依る差異は認 め られ なかつ

た｡

130・アミノ酸邊腸栄養 を実施せる腸

・ 結核患者の賢 氣泳動法に依 る血

液蛋白所見

九大第二内科國療幅壽園 中 岡 司 夫

蛋 白質特にア ミノ酸の非経 口的補給即ち避腸栄

養は最近臨床的に廣 く慮用 され、低蛋白血症 を呈

する各種疾患に対し著効を認められている｡私 は

結核性疾患特に腸結核症に於ける体蛋白の消耗著

しい点を考慮し、幅壽園入院患者に対しア ミノ酸

の避腸栄養を実施し、電氣泳動法によりその血液

蛋白所見を観察した｡

アミノ酸の注射液は牛乳ヵゼィンの酵素分解産

物なる注射用ポ リタミン(武田)一以下ポと略す一

を使用した｡1回 の注射には5%ポ 液200ccva1/5

容量の20%葡 萄糖液 を混 じ概ね1分 閤60滴 、

200ccを1時 間の速度にて静賑内に 点滴注入L

た｡健 康者に対 し1回 の注射後その血清蛋白の消

長を見るに注射後2時 間に於V、て総蛋白量は注射

前に比 し著明に増加 し24時 間にて注射前値へ戻

り、48時 間後には反つて低下 してV・る｡

腸結核患者に対 しては1H1回1遍 間乃至10

日聞蓮続注射 し適時その血漿を探取 し透析後電氣

泳動法により蛋白分析を行つた｡総 蛋白量はpu｡

lfrich液 浸屈折計により算出 した｡5例 につき

分析 を行つた(表 略)｡実 験例僅少なるため未だ決

定的なことは云々出來ないが、第1回 注射後総蛋

白量は何れ も著明に増加し、これ より注射回数進

むと共に増加の程度を減する｡ア ルブミンも第1

回注射後増加殊に著明にてこれ よ り漸次低≠す

る｡グ ヤブリγは初めアルブミンに比 し増加の程

度低 く、その後1例 を除き第7～9回 注射後には

第1回 注射後 より高値を示した｡α ・β,r各 分劃

については特別の傾向は見られない○
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の

131・結核血涛の催 伏に関する実験 的

研究

(第1報)結 核家兎血清の樹伏に就いて

國立療養所刀根山病院(院長渡辺三郎博士)

田 村 史 郎

、

私は先に肺結核患者病機 の進 行 型に傾 くに從

V・、患者血清のグロス氏反磨値は漸次減少し、血,

清総蛋白量の変化は少V・が、血清グPtプ リン量は

増加 し、アルブミン量の減少すること、印ち血清

A/Gは 減少することを報告 した｡今 回は結核家兎

血清に就V・て、上記の皐清グロス氏反慮、総蛋白

量、及びA/Gを 測定した｡

実験方法

血清グロス氏反慮は、.血清0.5ccに 対 して昇

尿O,2%の 割に含んだハイエム氏液を滴下 し、雲

架歌沈澱を生ぜしむるに要する量を以て、グロス

値としたQ1血 清総蛋白量は硫酸銅法により測定し

た｡.血 清A/Gは ビウレツ ト反慮を用V・、比色計

により、血清アルブミン比、グロプリン比を測定

し、タれ より算出した｡血 清としては、健康家兎

及び牛型結核菌(三 輪株)O.1mgを 、耳静脈内に

注射 して感染せ しめた結核家兎の耳静脈 より、乾

燥注射器にて探血、遠心沈澱法にて分離 した血清

を用いた｡

実瞼成績

1)正 常家兎の血清総蛋白量は、5・9～7.1(9/dl)

である｡菌 接種後 日数を経過するも、血清総蛋白

量は変化 しない｡又 対照健康家兎も同様変化を認

めう㌔

2)血 清A/Gは 、探血第二回目は多数例に於

いて、その値が減少するが、次回より元の値に復

するを認めた｡菌 接種家兎では、接種後 日数の経

過に從い・漸次血清A/G値 は減少し、 三週間後

では始めの値の40%と なる｡対 照健康家兎は、

採血開始後二週聞は若干減少するが、その程度は、

菌接種家兎に比べるとL2で ある｡そ の後は同様

の値を持続する｡｡

3)血 清グロス氏反磨値は、血清A/G値 と同

様であつて、菌接種家兎では、接種後一、二遍間

に急激に滅少し、その後は同様の値を持続する｡

対照健康家兎は、多くは大なる変化な く経過する

が、一例のみ採血直後 より低下 し、後漸次始めの

値に復 した例があつた｡

132・結核 組織 の酵素 化 學 的研究

(第1報)結 核家兎肝臓カタラーゼ及び脱水棄

酵素に就いて

國立療養所刀根山病院(院長渡辺三臨博士)

矢 坂 茂 ・今 津 史 郎

山 村 雄 一

私共は結核組織の病理解剖学的反磨に内在し、

又はこれに先行ずる組織の中毒現象を更に明らか

にするために、結核組織の酵素化学的研究を行つ

て、結核感染及び結核の抗原抗体反懸に於ける酵

素系の変化、從つてその物質代謝の異常を直接爵奇!

に把握するために家兎肝臓のカタラーゼ及び睨水

素酵素を測定して次の結果を得た｡な おカタラー

ゼはEulerの 方法、覗水素酵素はツベルグのメ
・チレンブラウ法に從つて実験を行つた｡

〔1〕 耳静脈又は大腿内側皮下注射感染による

結核家兎肝臓のKat.E値 は健康家兎のそれ と殆

んど差を認めな㌔(｡肝臓の別出前に肝臓を、生理

的食塩水にて灌流することによつてKat.R値 は

稻 土低下するが、その低下の程度は健康、結核家

兎に於て大差を認めない｡

〔2〕 結核菌感染家兎の腸間膜静脈に結核菌 を

再注射し、門脈を経て直達的に肝臓に菌 を達せ し

めると注射後、3日 にしてKat.R値 は著 しく低

下し、鯨 家兎の約券 一÷ となる・然し総

家兎に同様門脈系に結核菌を注入 して も、Kat.F・

値に変化を認めなV、｡從 つてこの事実は結核の抗

原抗体反慮(ア レルギー反慮)に よつて惹起され

る一種の中毒反慮によつて、肝臓カタラーゼ作用

が低下するものと思われる｡

〔3〕 以上の実験に於いて家兎血液 カタラーゼ

には著 しき変 化を認めなb｡

〔4〕 結核家兎肝臓の脱水素力は健康家兎の脱

水素力に比 して大差を認めなV・が、ツベルクリン

の透析内液を添加すると、鮪 糖及び乳酸 を基質

とするとき、メチ レン青 の 睨 色 時聞が稻 弐短縮

し、クエγ酸を基質とするときは延長する傾向に
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ある｡コ ハク酸を基質とするときはツベルクリン

を添加しても無影響である◎

133・結核症 に於ける血球フォス ファ

ターゼに就いて
ト

國立療養所豊幅園 藤 原 潤 三

結核症に於ける血液 フォスファターゼ中、血清

ヲォスファターゼに就いては既に諸氏の業績があ

り、一一般にその増量が認められるとされてV・る｡

著者は末梢流血塗抹標本を用いて、 その血球 フ才

スファターゼを検索し、結核症に於けるその消長

に就いて追求中であるが、今回その一部の成績を

報告する｡

材料;國 立療養所豊幅園患者207名(軽 症40

,'r蔑、中等症109名 、重症58名)に 就 き、その耳

朶より得たる流血塗抹標本を用いた｡

方法:先 に熊本医大病理学教室前田、大島等 と

共に発表せる方法に依つた｡

成績:次 の通 りである｡

(1)中 姓嗜好白血球中、ヲ才スファターゼ強

陽性を呈するものの%の 総平均は、軽症では3.4

%・ 中等症では 雲1・1%・重症では41・3%で あり、

中等度陽性以上のものの%の 総平均は、軽症で

は42・8%、 中等症では65.7%、 重症で81.7%

である｡健 康者に於いては中等度陽性以上を呈す

血球は殆んど見 られなVb｡

〈2)更 にこのフォスファターゼ強陽性血球の

出現率に就いて聯 分布を調べると次のことがVb

硫 喝｡'

(イ)軽 症者の殆んど大部分は強陽性血球の

出現を見なV・｡

(ロ)30%以 下の低b出 現率を有するものは

中等症がその大部分を占める｡

(ハ)30%以 上の高度の出現率を示す もめは

殆んξ重症者のみである｡

以上より推意するに結核症に於いては中性嗜婦白

血球中⑱フォスファタ鵡ゼ強陽性血球の出現率が

症駄の軽重と密接な関係を有するものであるとい

うごとが出來る｡

(3)中 性轍 拍 血球の種類別に依る強陽性血

球の出現率は、桿歌核、分葉各型共殆んど等値を

示し、有意義の差を認めない｡

なお、以上は結核症患者一集團の一構断面であ

つて、これが結核症の経過に俘 う消長並びにその

意義等に就いては後 日報告する｡
ノ

134・肺結核患者血液の自家融解過程

に於ける炭水化合物及び脂肪劃

分の消長に就いて

京都府立医大飯塚内科教箋

館 石 叔 ・小 西 藁 次 郎

.血管外に取出した血液に於V・て臓器に於て認め
サ

られると同様な自家融解機韓が推定されるが、こ

れに関 した從來の研究対照は蛋白質を主眼とし、

含水化物殊に血液脂肪に関 して は 全 く無視され

た｡私 達は本研究に着目し、肺結核患者血液 を供

試料として自家融解時の、遊離血糖及び脂助劃分

の浩長の模様を検索した結果を要約報告する｡

其の一、炭水化合物の消長

以下平均値 より述べる｡健 康人血液の解繕力は

三時間値全血.39・5%、 血清46.5%、 五時間値全

血68%、1血 清77・9%で1血 清値は全血値に比 し高

値を示 している｡肺 結核患者軽症群では三時聞随

全血平均50・6%、血清48.5%、 五時間値全tu80.3

%・1血 清82・5%で あつて明かに健康者に比べて
き

解糖力は充進 している｡反 之中重症群では三時間

値全血38・5%、 血清37%、 五時間値夫々56.6及

び59・7%を 示し明かに解糖作用は減弱 しており、

且つ全血及び血清聞の差異は健康者の場合より少

叉(｡これ らの事実か ら肺結核病機の軽重乃至予後

判定の上にある指針 を提供する もの と考えられ

る｡

其の二、脂肪劃分の浩長

血液脂肪が血球血漿で差のあること、或は洌定

法による差異等の点か ら私達が全血で灘定 した成

績を他 と比較 し得ないが私達が10例 で調べた平均

値は,

P.F.C.G.C.G.CしX.F.G.RSG.F.

142(ノ48(ノ61)94/>151～196～539(ノ

270140170162371401692

平 均2218282131307288625

次 に 肺 結 核 患 者(比 較 的 重 症 者)の 所 見 は

・-1£9-__
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平均15973112139244269584

血液自家融解時の消長を健康者及び肺結核患者

で比べた成績を要約すると、健康者では中性脂肪

の分解作用 とヒヨレステリンエステルの生成効果

が現われてV、るが、肺結核患者血液では全 く趣を

異にし中性脂肪は却つて増量 し、反之燐脂質、ヒ

ヨレステリンエスデルの分解が顯著である｡邸 ち

前者に於いては貯藏物質 として意義ある中性脂肪

が分解し、生体の構成因子 と考えられるヒ｡エ・が

増量し体細胞成分に対 して防衛的意義が あると思

われる｡反 之肺結核の場合は体細胞成分 として有

要な燐脂体、ヒヨレステ ロール等ゐ分解が顯著に

顯われ、二次的に中性脂肪の生成効果を招來 して

V、るo'ノ

かかる機輔殊に肺結核患者血液自家融解時の燐

脂体減少に酵素系が及ぼす問題の解決に、私達は
塾

フォスヲァターゼの測定を行つた｡そ の結果 をみ

ると、肺結核患者血清内ではフォスファターゼ殊

にアルカリ性 フ・の活性度の増大せるを認め、自家

融解時の燐脂体分解充進を來せる因子と考えるこ

とが可能である｡

血球内フ.が如何程の意義を有するかは 目下 研

究続行中である｡

か

夫

n幽

て

敏

騨

科
井

鰹

欝黙
伍

私共は肺結核症の経過と脳下垂体の態度 とを験

べ、両者闘の関係を求めるζとにより結核症の体

質の問題の一端に触れ得るものと考え、肺結核症

の血中Melaxophorenhormonを 測定した｡

被瞼者は対照として健康者10名 、肺結核患者

は重症6例 、中等症5例 、軽症6例 、合計17例

であり、この分類は米國の結核分類区分法に拠つ

た｡血 中Melanophorenhormon抽 出はJores法

に準拠し、測定は伊藤 ・赤松氏法に準拠した｡(詳

細は第23回 日本内分泌学会総会号参照)、

先朔 罵 して恥 たる健賭10殊 於ける

血 中 】Vaelanophorenhormonは 血 液1000cc中 最

も少ibも の1.14Me]anophoren輩 位 、最 も多 い

もの1・66MelanOPhoren軍 位 で あ り、 そ の 平 均

は1313±O.0411Melanophoren箪 位 で あ る｡

肺 結 核 症 患 者 に於V・て は血 液1000cc中 最 も

少V・ もの0｡66MIeanGphoren輩 位 、 最 も多 ～(も

の は1.60Melanophoren軍 位 で あ り、 そ の 中12

例 は健 康 者 よ りす べ て 低 値 を示 した｡

症 歌 との 関 係 は 重 症 に な る程 、 又 滲 出 型 の 傾 向

あ る者 程 低 値 の 傾 向 が あ り、 軽 症 、 増 殖 型 に於 い

て も結 核 性 肋 膜 炎 、 腹 膜 炎 、 脳 膜 炎 、 中耳 結 核 、

喉 頭 結 核 及 び腸 結 核 の 合 併 症 あ る もの は 低 値 を示

した｡慧

喀 疾 中の 結 核 菌 数 、 赤 血 球 沈 降 速 度 一一時 闇 値 、

肺 活 量 とは 相 関 々係 を認 め す 、 又 血 圧 との 関 係 に

於V・て も相 関 々係 を認 め な かつ た ◎粟 粒 結 核 は2

例 で あつ た が 、 健 康者 との 間 に著 差 は認 め られ な

か つ た｡
タ

以上要約すると肺結核症に於いては健康者に比

し一般に低値であるが、これは結核症の分類区分

による重症例に少 く、又増殖型のものよりも滲出

型の ものに少いのを認め、軽症増殖型で も結核性

合併症を有するものは低値なるを認めたが、他の

検査事項 とは相関々係は認め られなかつた｡私 共

はさきに体質性低血圧症患者並びに本能性高血症

患者の血中Melanophor(5nhormonを 験べた所で

は、健康正常血圧者に比 し前者では低値、後者で
ま

は高値であつたが、肺結核症患者に於V・ては血圧
の

の高低を血中Melanohorenh｡rmon量 との間には

特定の関係は認め られな～(｡こ のことと上述の事』

項 より考察すにMelaRoph0mmonか ら観 られる肺

結核症の脳下垂体機能低下は恐 らく後天性の中毒

その他に基因するものと考えるのが至 当 で あ ろ

う｡

136・血 清 ツベ ル ク リン分 解酵 素 の研究

和歌山医大内科

岩 鶴 龍 三 、松 下 光 民

的 場 清 文｡坂 本 緑

実 験 方 法:

新 鮮 被 験1血清 或 は 滲 出液1・Occと 旧 ツ ペル ク

リン50倍 液6・Occを 混 じ・ 各aOccを2本 の

_一..130一
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試 験 管 に分 注 す る(対 照A、 主 試 験B)｡Aを 直 ち

に100｡C5分 闇煮 沸 後 室温 敬 置 、Bを37｡C24時

聞 保存 後100｡C5分 間煮 沸 す る｡以 上 は無 菌 的

に操 作 す る｡A及 びBに10%ズ ル フil一サ リチ ル

酸 液1.Occ宛 滴下 、 濾 過｡濾 液 に蒸 溜 水 を加 え

て発 量 を20・Occと し、 そ れ に5%燐 ウ 才ル ブ ラ
ノ

ム酸液O・5cc宛 滴下し、更に保護膠質として1

%ア ラピアゴム液1滴 を加え、比濁計にてAとB

を比濁する｡

実験威績:

(1)ツ 反懸陰性者、疑陽性者及びツ反態陽性

健康者6例 の血清にあつてはAとBの 比は比濁計

の諒みで平均20・0:213(分 解率5・6%)で 殆ん

ど変化が見 られない｡ .即ち 「ツ」リジンは証明さ

難なv・｡

(2)非 結核性疾患(肺 炎、肺壊疸、ネフPtPt

ゼ)患 者の血清及び漏液5例 についても同様に測

定値平均20・0:20・8(分 解牽3.8%)で あつて

「ツ」 リジンの増加は見られない◎

(3)肺 結核患者血清22例 ではAとBの 比は
タ

測定値平均は20・0:283分 解率平均は29.3%で

あってツベルクリン液は高度に分解されている｡

即ち肺結核患者血清中には 「ツ」 リジンは著明に

壇加 してbる｡1

(4)結 核性滲出液(胸 水、腹水)14例 につV、

てみるに測定値平均は20・0:27.3(分 解率26.8

%ン であつて、これ又 「ツ」 リジンが高度に証明

される｡、

13Z青 幽氏 の 又 ク レイネ ミア学説 を

裏付 け る豚の ブ リン体 代謝様 式

に就 いて

東京農工大農学部鰍医学教室

大 野'乾

昭和1Q年 青山 ・平林 ・森氏等はツベルクリン

過敏症に於げるヌクレイネミア学 説 を提唱され

㍗｡そ の基礎をなす者 として豚血清の生理的ヌク
レイネミアという事実がある｡著 者は最近生化学

ノ

的にこの点を検討し.非 常に興味ある進展を見た

ので現在迄の成果を報告する｡

豚血清中に繭 当高分子のdesoxyribonucleic

acid,ribonucleicacidがeu-910bulinと 結 合 し た

歌 態 で 常 在 す る｡從 つ 宅Liefma㎜nのC砺 飽 和

法 で 核 酸 とeu-910bulinと の 結 合 体 を 濃 縮 す る こ

とが 繊 來 る｡そ の 含 量 はMandel,Mさf蜘 が 人 血

清 に 就v・ て 得 た 値 の3《 ・5倍 程 で あ る｡そ の 外 豚

血 清 中 に は91ucosaminを 含 むMuco-eu91◎bulin

俸 存 在 し、 これ はPiHemerの 所 謂C'2,C,4補 体

成 分 に 相 当 す る と 考 え られ る｡な お 、Greenstein

或 はCohnEsda11等 が 核 酸 と γ一910bulinと は 結

合 し得 な い こ と を 明 ら か に し てV・ る の で 、 核 酸 は

eu-910buliu分 劃 の α一910bulinと 結 合 す る者 と推

定 し てv・ る｡な お 、 豚 の 有 す る 特 異purin体 と し

てoxyadenine(2-oxy-6-amino-purin)が あ り、

adenaginrtriphosphateの 外 に 豚 血 清 はoxyadeno・

sin-triphosphateを 多 量 に 含 む｡後 者 の 解 糖 能 率 は

タ
著 し く落 ち る｡近 來 、所 謂A・T・Pbondeuergy

と して 生 体 凶enesgy受 け渡 しに於 け るA・T・P

の麦 配 的 な位 置が 明 らか に なつ て來 た の で 、 この

特 殊 プ リンの存 在 も注 目 に値 す る者 と思5｡以 上
、

で豚血清のDNA含 量が著 しく高いこと、その他

の種特異的特殊組成が明 らかとなつた｡攻 いで著

者は高分子desoxysibonuclec-histone、 高分子DN

A・低分子DNA3者 の家兎及び犬に対する毒性を

検 して見た｡結 果は前2者 殊に核蛋白は全 く毒性

を有 しないに拘 らす低分子DNAは 著 しい毒性

を有する者であることが判つた｡こ れは先の青山

等の業績と一致す る｡な お、乾酪病巣 をBrachet

のpyronin-methylgreen染 法で検索す ると死滅

核DNAの 低分子化を明瞭に認めることが出來

る從つて低分子DNAの 毒作用 と結核病 との関

係も此処にあるのであろう｡こ れは今後の課題で

ある｡

138・結 核 の分 光化 学 的研究(第1報)

結核患者(殊 にス トレプ トマイシン使用前後

の血清、喀疲、及び肺内石次化巣に於ける諸

元素の定性、並びに元棄比に就いて

慶大医学部内科教室

(主任教授 大森憲太指導教授 石田二郎)

五 味 二 郎 ・小 林 信 三

富 田 安 雄

一 一131一
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健 康 人血 清 、肺 結 核 患 者 の血 清 、 喀疫 及 び肺 内

石 次 化巣 の分 光 化 学 的 定性 及 び 諸元 素 の モル 濃 度

比湖 定 を行V吹 の結 果 を得 た｡

ユ)石 次化 集 及 び喀 疫 に於 い て はSi、K、 は血

清 よ りも少 く、P.Cr.Sr.Co｡Zn.Nb.Ge.As.Sb.

Cd｡等 は 血 清 よ りも多 い よ うで あ る｡2)血 清 、

喀疫 、石 次 化 巣 に就 い てK』CaMg｡P・Na・ の 組

成比 を分 光 学 的 に検 索 する と石 次 化巣 に 於V、 て

はPの 著 しき増 加 を、 喀疫 に於V・て はMgの 僅 か

の 減 少 をみた｡一 般 にPとNaは 佃 たの 例 に 於 い

て網 当 の変 動 が あ る もK.Ca.Mgの 聞 には 、 殊

に石 次 化巣 及 び健 康 入 血清 中 に於 い ては 一 定 の 比

牽 関 係が ある よ うで あ る｡3)Ca/KMg/KNa/K

Ca/PMg/Pの 比 を同一 の健 康 人に 就 い て 日を追

つ て追 求 す る と、 そ の 値 の 変動 は僅 かで あ る｡4)

ス トレブ トマ ィ シン(以 下S.Mと 略記)使 用 前

中後 に於 け る旗 清 中のCa/K及 びMg/K比 は肋

膜 炎 併 発 患 者 を除 きS・M使 用 後 大 体1週 前 後 、

及 び5週 前後 に於 い て 山 を作 る｡然 しなが らCa/K

及 び 他 の 元 素 比 に於 い て もそ の動 きは肋 膜 炎 併 発

患 者 を除 ぎ大 体 正 常 の 範 囲 で あ りま す｡5)Caの

量 とMgの 量 と の間 には その 動 き に平 行 関係 が

み られ ます｡6)肋 膜 炎 併 発 患 者 に於 い て はS・M

使用 後5日 臼 にNa/K値 は 正 常範 囲 を越 え る高

値 を示 した｡7)血 清 中Ca/P及 びMg/Pと 総

蛋 白値 との 間 に は大 体 反 比 例 的 関 係 が あ り次 の よ

うな数 式 が 成 享 す る｡EPち 、Ca/P:-0・70E十5・6

7、Mg/P=-O.15E+131但 しEは 血 清 総蛋 白量

く9測d1)を 示 す｡

139・肺結核患者喀疲の アミノ酸曲線

に就bて(第2報)

日大医学部比企内科教室

有 賀 塊 三 ・大 矢 美 樹 男

アミノ酸曲線(以 下ア曲線 と略称)の 臨床的懸

用の一環 として肺 結 核 患 者の喀疫に就いて実施

し、病歌、喀疫の性歌其の他と密接な関係がある

ことを昨年4月 日本内科学会総会に於いて報告し

た｡.

今回は吏に研究を進め、喀疫の総窒素及び凝固

蛋白を除去 した濾液の窒素量(残 余窒素)を 測定

し、之等 とア曲線から病型、病歌其の他を比較検

討 し、若干の知見塗得たので此処に報告する｡総

窒素及び残余窒素量V・すれ も各病期病巣の性歌、

喀疫の性歌等 と略女平行的関係が認められ、又窒

素量の多いものはア曲線 も一般 に 上 昇 している

が、全部が必す しも平行せす、窒素量が嗣 じでも

ア曲線の陽性度及び形Q何 れに於V・ても必すしも

一致しなV・｡

又R.N./G.N.の 比に於V・て、比の大なる場合

は病巣の範囲廣 く、且つ滲出性にして察洞を有す

るもの、或は又喀疫の膿匪度の強い ものが多い｡

ア曲線に於V・ては病巣或は喀疫の性歌に関聯 し

て 「トリプ塾ファン」の含有量を示す コールの反

磨、それに…欠いで 「アルブモーゼ」「ペェプ ト層」

の存在を示すと思われるビゥレッ ト反懸が他の潔

磨に比 し、稽 桑特異的な増減を示 した｡

結論 として総窒素及び残余窒素は量的な、ア曲

線は質的な意義があり、又ア曲線を画 くことに依

り或る種のアミノ酸の特異的意義を見出す可能性

もあ り、耳つ二種以上のアミノ酸相互の関係をも

推測 し得ることが出來、之等三者を平行 して調べ

ることは臨床上甚だ有意義であ ります¢

140・結核患者の唾液分泌量及びア ミ

ラーゼ量

國立療養所天龍荘 眞 島 武

(1)天 龍荘入荘中の結核患者に就いて林氏唾

管 を用い、酒石酸刺戟耳下腺唾液を採取して分泌

量(M)ア ミラーゼ量(K>(willst甑er,He;"s氏 齢

併せて自然混合唾液ア ミラーゼ量(KG)を 検べた｡

(2)健 康者(A)外 氣作業患者(B)胸 部軽症

栄養食慾佳良者(C)腸 結核及び疑V・ある者(D)胸

部重症栄養食慾佳良者(E)胸 部軽症栄養食慾不

良者(F)の 各群の平均値を示すと

A

B

C

D

E

F

皿

1.550cc

1.62

2.26

126

229

0.78

K

O.605

0.645

α508

0312

0.420

0.590

K×M

α935

0.937

0.982、

0.309

0.880

0.443

IKo
、

0262

0.285

0277

0.178

0.248

0.265

一一 一132-一
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(3)食 餌掻取時の耳下腺分泌量は、同一一人に

於いては食餌が等 しければ勇泌量 も等 しい｡咀 囎

時聞が大なれば、分泌量 もアミラーゼ量 も増加す

るざ耳下腺分泌量及び其のアミラーゼ量自然混合

唾液及び耳下腺以外の唾液アミラーゼ量は一日に

於いて可成 りの変動を示す｡

(4)健 康者(A)栄 養食慾佳良者(B)栄 養食

慾不良者(C)の 一定食餌(白 米飯、卵擁)掻 取時

の所要時間(T)耳 下腺分泌量(ME)ア ミラーゼ

章(KE)の 平均値を示す と ・
TMEKEKE×MEMKK×M

A13:013.4ccOL648.711.5ccO.580.90

Bl3ユ16.70.579.391.70.610.94

C223&60.473.930.80."0.33

〆 駅5)as{とM聴 たKxMとKE×MEと 平
応 閣係 を示 ものが多い｡

(6)増 悪し、栄養食慾不良となつた者ではM

及びk,K×Mが 減少した｡

(7)ス トレプトマイシγを用V・て腸結核症の

軽決 した者では大多数に於いてM,K,M×Kが 増

加 した｡

(8)胸 部手術前後 で は 著 しV・変化 を認めな

lx}o

141・肺結核 患者 の硫 黄代 謝 に就CN"C

(第1報)

國 療 豊 幅 園

前 田 勝 敏｡藤 原 潤 三

高 石 啓 太 ・野 尾 健 一
㍉脚輿

消耗性疾患、特に癌、結核等に於いて尿中の中

性硫黄が増加することは古 くか ら知 られていた｡

余等は近時進展を見たアミノ酸の生化学、特に

含硫ア ミノ酸の知見に基き結核に於ける硫黄の代

謀を再吟味せんとして この実験を企てた｡先 づ対

称として健康者の尿中硫 黄排泄量を検 し,次 に結

核患者尿につき検査 したが総硫黄平均1.580礒 、

無機硫酸747廃 、エーaテル硫酸149庇 、中性硫黄

685既 であつて総硫黄に就いては健康者の72%

であつた｡需

(2)チ オ硫酸 ソPtダを與えた場合一一1日 量

10%ハ イポ溶液20・vCOccを 静注した｡総 硫黄

無機硫酸は急激に増加したが中性硫黄及びエーテ

ル硫酸に就V・ては認むべき変化はなかつた｡な お

平出氏に依れば静注ハイポは短時間内に尿中に排・

濯 される｡Tprkendorfen氏 法により尿中ハイポ

量 を測定 し、硫黄 曲線の補正を行つた｡

(]3)「 ストレブたマイシン」を與えた場合一 一

総硫黄は注射後増加する｡又 無機硫酸も著明に壇

量するが中性硫黄は逆に減少するが、注射 を中止

すると之等の変化は元に戻る傾向が強い｡エ ーテ

ル硫酸量の変化は認められなかつた｡

(4)「 メチオニン」を與えた場合 一一一「A1メチ

オニン」を3%溶 液として500瓦 毛1日2回 に分

ち静注 した｡総 硫黄、無機硫酸は注射 と同時に比

較的急速に増量するが注射中止と共に減少する｡

中性硫黄は注射により暫時増量するが総硫黄の壇

加率度著明ではないが注射中止後 もなお増加の傾

向を示し、無機硫酸の減少と対称的数値を示す6

中性硫黄量の増加は尿中 「ウ揖ピリン」の増量 と

概ね時期を等 しくする｡な お硫黄排濯量 と対照す

るため、尿中総窒素、尿素「クレアチン」「クレア

チニン」等の判定を行つたが総窒素、尿素は総硫

黄量 と略 土平衡関係が認められる、「クレアチン」

「クレアチニン」に就いては一定の傾向は認め得 ら

れなかつた｡

<)42.sc結 核患者の{儲 蹴 いて

(長大医学部衝生)＼

、

(國病嬉野)

孝

正

子

,夫

正

,二

哉

七

も

忠

代

武

省

信

正

　

井

村

嚇

手

庭

浦

上

野

編

中

深

井

大

三

井

川

入院治療中の肺結核患者68名 につ き労研式ガ

オ代謝測定器によりガス代謝測定を行V・、その中

46名 につき三栄養素の燃嶢比率を併せて測定 した

ので報告するものである｡從 來肺結核の熱量代謝

は禿進するとい う者 と然 らす という者あ り、概 し

て滲進型の患者は充進を認め られているが、余等

は季節の影響を考慮に入れて実験結果を綜合 した

一133-一_
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ところ、 滲進型は平均18±1.7%の 充進率 を認

め、増停型は平均3±15%を 認め、しかも経過

良瀞 なものは代謝牽は正常以下 とな り、甚だ しい

例では 一14%を 示す者 もあつた｡ま た蓑弱期に

なると代謝率が低下し、死期の近 くなつたものは

正常以下の代謝率 を認められた｡結 核患音の蛋質

必要量は從來一般に高いといわれているが,余 等

の実験では基礎代謝測定時に於いては正常以上の

者も認められたが平均値に於いては増停型は正常

程度滲進型並びに裏死型はむしろ正常以下の燃嶢

比率並びに必要量を認め られた｡脂 肪の燃嶢は→

般に高 くなつているが特に蓑死型では 高 値 を示
な

し、反対に糖質の燃嶢は低い値を示す｡そ の他ガ

ス代謝測定時の脈搏数、呼吸数、血沈値(ド ナヂ

オ値)は 何れ も増停型、滲進型、嚢死型の順に増

大する傾向が認め られた｡

これを要するに肺結核患者でぱ滲進型 で は 明

かに熱量代謝は充進 し、これが増停型とな り、段

々と軽快するに從つてこの充進率は低 くな り、一

且正常値以下とな り、正常に復帰 し、又不幸の輻

帰を取るものは衰弱とともに充進 も低下して行き

途には正常以下となると考えられる｡な お滲進型

と衰死型に蛋質代謝の障害を認め られることは蛋

質の貯藏能、貯藏量、分解能の低 下 が 考 えられ

る｡こ のことは結核の毒素による体細胞の機能障

、害を意味すると考えられる｡脂 質の仕謝冗進を認

められるのは体脂肪の分解漕耗を意味すると考え

られるる

能
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1mm3中 、約200万 の赤血球を含む、 鶏赤血

球浮溝液を種 々の装作を加えた家兎の体重既当 り

5cc宛 、耳離脈か ら注射 し、以後3分 、15分 、及

び以後15分 毎に、家兎血液を、他側の耳静脈か

ら、法の如 く、白血球 「メランヂユール」に探 り、

チユル ク氏液で稀釈 し、血球計算盤で1mm3中

の鶏赤1血球核の数を計算 し、途に全 く消失するに

到る迄時聞的に追求する｡

威績'

1｡健 康家兎の、末梢血中、鶏赤血球の消失時間

は、3時 間15分 乃至3時 聞30分 である｡

2.人 型F株10mgを 静脈接種 した家兎は、1ヶ

｡月後に於いて、肺に、少数 の 結 核 結節の散在

と、脾臓の腫大を認めるのみであるが、 このよ

うな軽症結核家兎に注射された鶏赤血球は㍉極

めて速かに、流血中か ら減少 し、1時 間45分

過 至2時 聞(sx全 く消失する海 ち・軽症結核
罹 患 家 兎 に於 い て は 、 細 網 内皮 系 の貧 食 機 能 が

昂 進 して い る こ と を意 味 し、 感 染 免 疫 獲 得 の 一

つ の 現 わ れ とみ られ る｡

3・.健 康 家 兎 に、 ス トレ プ トマイ シ ン(S.M)をS

班i当 り、20mg宛 、 毎 日1回 、7日 聞 蓮 続 、 左 ・

右 大 腿 筋 肉 内 に、 注射 す れ ば 、 そ の 翌 日に於V・

て 、 家 兎 』血液 中、 鶏 赤 血 球 の消 失 は 、3時 聞45

分 乃至4時 聞 で 、 や や 遅 延 す る のが み られ る｡

4・'2.と 同様 の 結 核 家 兎 に、3.と 同 様 、S.M.を

注 射 した 場 合 、 この 、S.M.注 射 結 核 家 兎 の 、末

梢 血 中 、鶏 赤 血 球 消 失 時 聞 は 、2時 聞45分 乃

至3時 間15分 で あつ て 、2｡と3.の 中 聞 に位

し、恰 も、 前者 の促 進 効 果 、後 者 の遅 延 効 果 の

代 数 和 を示 す 感 が あ る｡
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室教科内大

私共はア ドレナ リン閾値検査法を臨床的に慮用

し、肺結核患者の植物性機能変調に就いて汗腺の

興奮性の消長を検査 しヤ來た｡肺 結核の病期、症

歌等に対する相関々係は昨春報告 したが、引続き

今年度はツベルクリン皮内反懸との相関比を究明・

し得たるを以てこれを報告する｡検 査方法及び検

査対照に関する條件は昨年度と同様にしたが、今

年度は特に秀分に閾値を低下追求せ る結果、濃度

1(戸0に 到れるものもあつた｡

(1)健 康者 との比較

一一一134-一 一
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譲 、

陰 性 1:104 1:105、 1:106 1:10?

∫

・:・囲 ・:・・⑨
1

1:10「 計

健

康
者

入
員

`

16 32 48 58 138 59!廼i・
}

%
t4

、37土1,06β,74±1,48

～

13｡12士

1.76

15,88±

1.90

37・70±

1.90

366

隙4姻 叫 ・}

劉
入員 工1

幅

ユ5 24 φ 35 28 11 6

…1}

患
者 % 一 贈 動押論 2137士

3.58 8.39± 零.43

}i13毛

生58±L8「 α7C± 堀 『 　

x2=302 P《0.001 497

健康者の閾値のモードは10r7に あるが、肺結

核患者では10-6で 、この点は昨年度の結果と同

様に明らかに興奮性の低下の傾向が見られた｡

然 し又初期結核患者に於いては却つて興奮性の

異常充進が見られ10-910rloの ものもあつた｡

(2)ツ ベルクリン皮内反懸 との関係

「ツ」反懸は2000倍48時 間で判定した｡表 の

如 くに区分 して蘭値との相関比 を求 め たところ

η=tO.51で 相当著明な正相関を示 しそねる｡自 」

ち陰性比せる重症例では、ア ドレナリンに対する

興奮性弱 く、これに反して強陽性の者にはア ドレ

ナリン発汗能の充進が著明に認められた｡

嚢
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145.結核症 に於ける自律紳経系機能

の進展に就いて

國立佐賀療養所(長崎大学横田内科教室)

岡 村 三 夫

結核感染及び発病の自律神経系機能に及ぼす影

響並びに該機能の歌態又は変化と発病及び予後と

の関係を主 として看護婦生徒につき検 したるに次

の如き成績を得た り｡自 律榊経系の藥効学的機能

検査 としては硫酸ア ト1・u8ン、塩化ア ドレナ リン

及び塩酸 ピ・カルビンの皮下注射後夫々の薇候を

観察 してこれ を上田氏に從いて綜合的に判定 し、

又理学的機能瞼査 としてはアシュネル氏症候、呼

吸性不整脹及び皮膚画紋症 を検 し、これを参考に

一 一一135___
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供 した 夢◇

(1)結 核感染により一般にア ト'Slピン反懸に

は殆んど増減なきも、ア ドレナリン反鷹減弱 しピ

ロカルピン反磨は増強 し、交感神経系の緊張低下

し副交感榊経系緊張充進乃至不安定の傾向を來す

もの多し｡・

(2)BCG接 種による該機能の変化は結核 自

然感染の場合に一・致す｡な お上記の関係は綜合判

定 によゆても同様に証明せ らる｡

(3)結 核発病によりて自律神経系機能に変化

を來 したるものは極めて少 し｡

(4)ツ 反態陰性時副交感神経系不安定者及び

全自律榊経系不安定者に発病多 く、反之全自律榊

経系緊張充進者及び正常者には発病少し｡

(5)惣 結核感染により自律神経系機能の変化ぜ

ざるもの及び副交感神経系緊張充進せし者に発病

多 し・

(6)肺 結核及び肋膜炎患者187例 につき検 し

たるに、患者はア ドレナリン及びピロカルピソに

敏感なるもアトロピンに対 しては比較的鈍感にし
メ

て、此点は結核未感染者と全 く逆な り｡又 これを

綜合剃定よりみれぱ全自律瀞経系緊張充進(67例)

及び同不安定(53例)を 呈するもの最 も多 し｡

(7)・ 上記患者中交感神経系緊張充進者に於v・

ては軽快42%、 増悪27%に して予後最 も良 く、

反之副交感神経系聚張充進者及望同不安定者に於

いては軽峡夫々6%及 び7%、 増悪夫々56%及

レ
8
¢

ざ
ぎ

昌
三
81
弩

ぴ

験 を試 みた｡

血 圧 反 鷹 は 、早 朝 室 腹 時 に これ を行 い 、 同 一 患

者 に、Acetylcholin〈Ac)(O.05gr)、i翌 日Adrenalin,

(AD)4倍 溶 液(O.5.cc)を 皮 下 に注 射 し、 時 間

的 に血 圧 の 変 動 を観 察 して 、 そ の判 定 標 準 域 を図.

の よ うに表 した ◎

Adrenslinに 依 る血 圧変 動

＼R4D}
-11nlmHg

AC＼1以 下

+・眺 匡

+・・_、 司 隔

一11以 下

一10～ 十10

V2

H

s:{

+11以 上

N

S2

び57%に して予後最 も不良な り｡

146・肺結 核 患者 の植 物性 機 能 につ いて

(第1報)AdrenalinAcetylcho1inの 血

圧並びに血糖に及ぼす影響

國立療養所刀根山病院〔院長渡辺三郎博士)

山 崎 正 保 ・吉 川 公 雄

+上 昇度 一下 降度

H:両 藥 剤に対 し反懸微弱或は無反鷹状態

N:両 藥 剤に対 し、反鷹 する もの

(所謂Neurot◎nie)

S;ADに 対 し反鷹鋭敏な る もの

V:Acに 封 し反鷹鋭敏な る もの

■:両 藥剤に対 し逆反瞳 を呈す るもの

結 論 結 核 患 者 の植 物 性残 能 に就 い て は 、EPP・

inger,Hes・9,Gt}th,Drese1等 或 は,金 井,今,渡 辺

氏 等 の 詳 細 な研 究 が あ る｡し か して 、結 核 症 に於

て は 、交 感 榊 経 緊張 歌 態 の もの か ら、 副 交感 神 経

緊 張 歌 態 の もの 、 更 に両 神 経 緊 張 微 弱 な るか 消 失

す る もの に至 る に從 い 、症 状 の増 悪 を示 す 傾 向 が

あ る とい う｡私 は院 長 渡 辺 博 士 に傲 い 、 以下 の 実

血 糖 反 懸 は 、AdrenalinAD(O.5cc)Acetylc・

holinAC〈0.1gr)を 皮 下 に 注 射 して 、Hagedo-

m-Jensen法 に て 、 時 間 的 に 血 糖 値 を 測 定 し、

上昇度」難 欝 騰 騨 堕 として求鵬
● 実験成績

、(1)血 圧反磨、病機別と反慮域の

関係をみるに、重症にては、大牛が既に無反磨撫

態であ り、申症では、他に比 して副交感神経緊張

歌態のもの著明に多 く、軽症では交感榊経緊張妖

H s2 V2N

重(45)

中(75)

軽(80)

健(10)

61%18%9タ611%

15%29%20%29%

0`46%1%43%

1…%…%80%
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態 に 傾 く、対 照 と して の健 康 者 の 殆 ど全 数 は 、所

謂Neurotonieの 歌 態 で あつ た｡

(■)血 鵠 反 慮

病 機 の増 悪 に從 い 、ADに 対 す る血糖 反 慮 も吹

第 に低 下 を示 し、ACに 対 す る血 糖 反 懸 は 、 中症

に於 い て最 も よ く反 鷹 し、重 症 で は 、 そ の 反懸 微

Adrenalin投 與 群

前30'160'90'120'

重(20) 1. 1.16 1.13 4.09 1.03

中(20) 1. 1.23 1.31 1.04 0.89

軽(20) 1.

噺

1.49

拶

1.40 1.27 1.07

弱である｡

Acetylch｡1加 投 與 群

前30/60'90/120ノ

重(10)1.1.000｡970.890、85

中(15)190｡950,700｡720,91

軽(15)日96α86018日gOl

結論 病機の増悪と共に、AD,ACに 対する

血圧並びに血糖反慮は低下 し、軽症では寧ろ交感
ル

神経緊張歌態、中症では副交感榊経緊張歌態、重

症では・両榊経緊張殆ど微弱か・軍は全 く消失す

る傾向のあることを確め得た｡φ 驚

v症 候 ,.診 断 予 後

147・肺 結核 並び に其の合 併症 に於 け

る自血球 中毒 性顎粒 の変動 に就

↓、て

國立大村病院(院長篠崎哲四郎博士)

油 谷 友 三 ・岡 本 坦

中性好性白血球の所謂中毒性顧粒と結核症につ

い竃、Leitneru・EinhOin.Jil畑 氏等は滲出型結核

が増殖型に比し其の出現の著明なことを主張 し、

最近井上氏は肺結核に於V・て、白血球の中毒性穎

粒が赤沈反薩及びグロス氏反懸と相関の高いこと

髄 べている｡瀦 等は白血球の灘 離 と捲市結

戴殊に其 の合併症との間に密接な関係あることを

認め、又 「ストレプ トマイシン」療法による毒性

顯粒の変動を観察 したので鼓に報告する女第であ

るo

検査方法としては72例 の結核症に就き、｡、Mo-

mmsen氏 法に依つて中性好性白血球の毒性穎粒

を染色し、Gloorの 所謂 β願 粒の分布の密なも

のをi旺型、然 らざるもの)帥 ち α籟粒みか又は

β穎粒を混するも粗なもの)を1型 、の2型 に分

類しk中 性嬉性白血球200個 に就き、毒性籟粒白

血球の百分率を算嵐し、これをi毒性 穎 粒 値 とし

た｡

槍査成績(1)健 康者のi毒性穎粒値20例 の健

康者に就いて得た毒性穎粒値は、平均艦1&8で

標準偏差 ±4・85で ある｡し かしてll型 穎粒ぼ極

めて少V・｡麺

(五)肺 結核の毒性顯粒値 喉頭結核及び腸結

核の症殊の明かでない肺結核30例 に就V・て、其

の毒性穎粒値は平均値36・0で 、5%の 危瞼牽を

以て其の信頼限界は36.0±6.53で ある｡

(巫)喉 頭結核合併例の毒性穎粒値 喉頭結核

を合併してV・るが腸結核症歌の顯性でない例の毒

性穎粒値は・13例 の平均値53・8で 、5%の 危陰

率で標本平均値の信頼限界は53・8±8.48・である｡

(rv)腸 結核合併例の毒性穎粒値 顯著なる腸

結榎の症状を呈する13例 に於いて、其の毒性穎

粒値の平均値は 組9で 、5%の 危険率で標本平

均値の信頼限界は81・9±5.65で ある｡し か して

本群の毒性穎粒値を、前記肺結核群、喉頭結核群

のそれと比較するに、明かな増加を認め、且つ本

群に碕v・ては・他の2群 に比し、亙型穎粒の檜加

が著明である｡な お又腸症状発現後の顯粒値は発

現前のそれに比 し著増を示す｡

(V>、 結核症の毒性穎粒値を栄養指数KaUP

氏指数 と毒性顯粒値eρ 相関は、相関係数 一〇・25

で相関を認めがた～(｡

一137幽_噛
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(随)血 液豫と毒性籟粒値 中性婦性白血球と
N淋巴球と

の比(丁)及 び淋巴球と軍球 との比

(班)聴 性離 値との相関を検したとこう・

L'一一M一とは相 関 係 数 一α83で 相 当 高 い 負 の相 関 を示

Nすが
、 一一 との相 関 は 認 め 難V・｡

ユノ

(W)「 ストレプトマイシン」療法による毒性顯

粒の変動｡腸 結核8例 中6例 に…毒性籟粒値の減少

を認め、減少の程度は最高29乃 至47%で 、注

射開始後4乃 至5週 以後に見られ、一般臨床所見
曳

の輕快に遅れて現われる｡

以上の成績に拠つて、腸結核症の増悪は毒性穎

粒値の塘加に大なる影響を與 うるものと僑する｡

148・肺結核の肋骨骨髄像特に骨髄軍

球系 に就 いて

國立京都療養所 菅 野 準

肺結核に関する血液病理学 的 研 究 の一環とし

て、.余は胸廓成形術又は合成樹脂充填術時に切除

した肋骨骨髄豫を検し、これと臨床症歌 との関係

を求め、更に手術直前に胸骨穿刺を行V・、これと

比較対照 しこれによつて肋骨骨髄豫の本質を究め

就中骨髄軍球系について一定の所見を得たので此

処 に報するii欠第である｡

30例 について検 した肋骨骨髄陳はこれを3群 に

分けることが出來る｡

第1群:赤 血球は赤芽球の増加がある｡好 中球

は量的には正堂又は減少しあるに拘 らす骨髄像上

左方推移があり、成熟時は速かに末梢へ動員消費

せ られて激減 している｡こ の群に属する例の臨床

症歌は比較的良好であるが貧血の稽進めるもので
・ff

ある｡

第2群:好 中球は量的には正常であるが稽 土増

加し幼若球の壇加が著 しい｡赤 芽 球 は 正 常であ

る｡症 歌 としては手術患者の大部分を占めう停止

｡性肺結核である｡

第3群;好 中球が著壇 し70%を 占め、且つ高

度の左方推移を示す｡幼 後血球(前 骨髄球骨髄球)

は正常φ2倍 にも達するものがある｡赤 芽球は甚

だ少 く正常の半分である｡

一般に余の経験によれば未稻血液像上高度の好

中球性岡事相 を示 し核左方推移が著 しく且つ形態

上中毒性変化の著 しきものは予後不良で あるが骨

髄豫上に於v・ても亦 この第3群 に属するものは予

後不良である◎攻に骨髄軍球系は在來¢)成績とは

異な り未槍輩球に対症す る骨髄軍球 を軍芽球前輩

球 より成熟輩球に至る迄一系 をなして存在 し未梢

軍球 を賄 うに足る量に於V・匹存在するのは軍球の

骨髄源性を証するに足る｡
る

扱て肋骨骨髄像に於ける有核細胞数は30万 内

外のことが多 く一一方胸骨穿刺に於V・ては10万 内

外のこ乏が多く前者の方が骨髄像上若干幼若血球

が多V・｡こ の闇の不 一致を比較するために両者の

組織標本をみるに前者は有核細胞が充実するに反

して後者は有核細胞が島嘆状 に存 し 目算覗野の

1/3程 度でその他は流血で満ちてお り、この両者

の差は胸骨に於V・ては流血を含むに反して肋骨は

骨髄細胞成分のみを含むためであつて両者の間の

造血上の本質的な差異ではな くして血液探取の技

術的の相違に基 タものなることを識る｡

149・エル モ ノグ ラム に依 る結核 症 の

予後 判 定 に就 し・て

國立大阪厚生園 千 葉 隆i造

結核症の予後鞭 に盤 勲 聯 肪 法は海

人によりV・ろV・ろ試みられていますが、V・すれ も

百分率により各種白血球間の比、或は特定の白血

球の消長をみる方法であ りまして、その絶対数を
識

用V・て観察した例はあまりない ようです｡

東北大学の佐藤、林両氏のエルモノグラムを用

いて結核症の経邉を観察 してみますに、右病症別

に琢較的特異なるグラクを示 し、予後判定に資す

るところ大なるものがあるようです｡

なおストレイトマィシン・プ霞 ン使用時に於

いて、エルモノグラムを磨用 しますと、経過に從

つて一定の曲線を描 くように思われます｡

故にその効果判定の一資料になると思います｡

依つて結核症各病症時、並びに化学療法時に於

けるエルモノグラムを報告 したいと思います｡

1.輕症 健康人のエルモノグラムに略等 しく正・

常線に略一致するか、或は少 しのズレを示す程度

、
一一 一138-一
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です0

2・中等症(ィ)E線N線 上では正常線より右・

レ線 逝o線 上では正常線より左に、自口ち正常線を

蔵つて左に凸部を向けた勉物線を描 く｡
も し

(Pt)E線 上では正常線の右、LMoN線 上では

正常線を挾んで僅かに右又は左に位置する｡

3・St症(イ)E線 上では零線又はそれに近 く、

次第に正常線に近づきN線 上では正常線の右に出

うゆるい曲線を描 く｡

(潭)零 線に接近して略よ平行する｡

(ハ)Mo線 上にて右に凸部を向ける曲線を描

ぐ｡
伽

ストレブ トマィシン使用の例

(イ)効果顯著の例に於V・ては殆んど例外なく中
豊等症に於いて示 した曲線を経て正常線に近づ くよ
、
うです｡鱒

(・)無効の例に於いては次第に重症に於いて示

した曲線を描きつつ途に死亡するようです｡、

プロミン使用の例

ス トマイ使用の場合 と略同様なる曲線を描 くが

ストマイ程孚撚 とはしてないようです｡'

150・結核の臨 淋に於ける血液像の慧

義及びその慮用

大津市医筋会 本 原 貫 一 郎

(1)結 核の臨床に際し白1血球楡査の意義と主

要性を重ねて強調しその臨床的恋用を具体的に述

べんとす｡
'、(2)

,染色法は稀釈メタノール ギ ムザ 法を用

うos

(3)血 液豫が炎症性反懸を示さない場合には

炎症性疾患の存在せざるか乃至は病竈が既に限局

硬化に傾き、結核菌の排出なき限 り既に臨床治癒

の傾向にあるものと判断 し得｡犠

(4)1好 中球の示す核左推は生体内に全身=炎症

性反鷹を惹起する程度の炎症性病竈の存在を示す

ものであつてその程度の著 しい程全身活動性が高

いもQと 判断される｡結 核 に 於 て この反懸は発

熱、違和その他の症歌の出現をみるよりも遙か以

葡に既に認められるもので あることと、又症状経

過を極めて敏感率直にあらわす ものであることと

によつて、全身活動性病竈の早期発見、症歌経過

の観察、並びに診察方針の確立に極めて重要なる

指標 となすことが出來る｡
ノ

(5)淋 巴球の観点に立つて血液像 をみる時、

生体の免疫歌態を或程度判断 し得て以て症妖経過

の判断及び予後の=推測に重要なる指針 となす こと

が出來る｡淋 巴球の減少著しい程症朕舞過並びに

予後は重篤不良である｡

(6)好 酸球は生体のアレルギー性反磨の一面

を示す生体反懸に関係があるからこれの消長態度
ヤ

によつて結核に対する生体のアレルギー歌態の観
'察を爲す

ことが出來る｡
ら

(7)軍 球の示す生体反懸は現在なお確実なる

結論に達 し得ないが炎症性反慮の一面を荷 う生体

反磨のようであつて好中球によつて処理 し難い炎

症性機轄の存在を意味するものではあるまいか｡

(8)血 液像の示す変性反磨は生体反鷹力の廃

絶に瀕 した ことを物語るものとして予後の不良を

断じ得る◎

(9)血 液豫の 『死角iを よく検討吟味するこ

とが大切であり、これによつて血液像の便値と利

用は釜 土廣ざと深 さと確実さを増すであろう｡
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特発性肋膜炎患者血液像が一定の変動を示すこ

とは、前回に於いて報告せるも、 この変動が自律

榊経系と如何なる関係にあるか を知 る ために、

Choline晩rase活 性値を墓心洞房標本によつて測

定 した｡Ch.E.活 性値は1血球豫の変動とは闘蓮 を

示さす、発熱下熱 と一定の関係を示した｡下 熱時

にCh.E.活 性値減弱｡依 つて他種有熱性疾患
、

(z.B・肺尖)に 於けるCh・E.活 性値を測定した と

ころ、同様の事実 を見た｡現 在淋菌 ワクチンによ

る発熱につき実験中、なお非蛋白性発熱源(精 製

硫 黄〉による発熱につV・ても実瞼中4月 下旬まで

に結果整理の予定｡慶 大衛生学校教室菊野氏の高

温環境に於ける成績は、高温環境に於いて生体が

一139__
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温放散を行 う際のCh.E.活 性腫減弱 と解すべ く、

下熱 も亦温放散過程なるを以て1ヒ記の成績は同意

義のものと考 う｡

152・肺結 核患 者 の各病 期 に於 け る末

梢血液 豫 に関 す る研 究

國立長野療養所 成 田 完 徳

私は前回の報告に於V・て、蓮続瞼血に依 り各病

期に於ける肺結核患者の血液像を研究 し、病巣の

量的、質的判定の指針としてLeucocyticIndex

(medlar)が 重症度と一一致 し、核推移指数(K｡the)

が滲出性病変の絶対量と略 女平行することを認め噺

たので、今回は族復期肺結核患者6血 液像が如何

なる範囲にあるかを検討 し、それを恢復期患者の

甕労作負荷量判定に懸用せんと試みた◎

恢復期肺結核患者 として、3年 以上培養陰性で

あり、2年 以上檜悪を來さなV・作業療法中の外i氣
も

患 者 全 員10名 、及 び肺 結 核 を既 往 し退 所後2年

以 上 自覚 症歌 な く勤務 す る 当所 職 巨(以 下輩 に職

員 と略 す)全 頁12名 の2群 に於 い て 夫 々毎2週 の

聞 の 連 続 強血 を行 い合 併 症 を有 した 時 の 成績 を除

外 した 実 験 成 績 に依 れ ば 、 白血 球 総 数 の 平 均 値 は

外 氣 患 者7,809(信 頼 限界3,935～11,673,信 頼 度

95.0%)職 員6,502(3,694～9β10;95%)で あ り

笛e穫¢ocytichdexは 外 氣 患 者 平 均 値 堀 の(0・)2

8・5;97.5%)、 職 員は5.7(0～22.5;97.5%)、 核 推

移 指 数 は 外 氣 患 者 の平 均 値 、9.6(5.0・-34.1;95.0

%)、 職 員L193(7｡1～31・4;95.0%)、 核 推 樹 旨数

の両 群 合 併 の平 均 値 は 、19・4(6・2・'-32・6;95.0%)

で あつ た｡・1

外 氣 患 者 に 比 し、 よ り長 期 闇 良 好 な経 過 を保 つ

てbる 職 員 の方 が 、LeucocyticIndexも 、 白血

球 、総 数 も有 意 的 に低 値 に あ るのが 見 られ た が 、

核 推 移指 数 は両 群 間 の有 意 差 は 無 く、正 常人 に比

し両 群 と もなお 高 値 を保 つ て い る｡こ れ は病 巣 の

滲 出性 の存 在 に依 る との み は思 われ す 、停 止 性結

核 患 者 は 、 臨床 的 治 癒 後 も相 当長 期 聞 、増 悪 を來

懲 ざ る範 囲内 の 労 作 に よる 刺激 に対 して も、 植物

齢経系統海 分泌総 等が不錠 鰍 態にあるこ
とを示 していると思われる｡

又結核患者が堆悪、合併症.過 労、自覚症状の

存在等、患者に増悪を來たさす と思われる様な要

因のある時には核の左方推移は速かに且つ敏感に

反慮 して有意的に高値を示す ことが現在迄の成績

で判つているので、恢復期肺結核患者個々の労作

負荷の場合、各成績中の信頼限界の上限を管理限

界 とし、特に核推移指数の管理限界 を重観 し、各

患者の負荷量による変動が、常に其の限界にある

様にすることは恢復期患者管理上、一つの有力な

方法であると考える｡

153・肺結核患者喀疫の組織学 的研究

(第1報)

國立愛媛療養所 由 本 好 孝

喀疫は主 として肺内病変産物が体外に喀繊され

たものであ ります｡從 つて肺結核の診断上、或は

治療方針の決定、予後判定等の立場か ら唯輩に喀

疫 中の結核菌の有無のみな らす、更に組織学的な

検査 も極めて重要でありまt｡こ の意味に於V・て

余は國立愛媛療養所入所中ゐ肺結核患者107名 に

就き、先す喀湊の肉眼的所見、結 核 菌 の 分布状

態、形態、喰菌歌態等を考察 し、これが臨床的に

有する意義に就V・て御報告 したいと思V・ます｡

楡査方法としましては、肺結核患者早朝含漱 直

後の喀疾を10%ブ オルマ リンで固定 し、パラフ

ィン包埋の後約5ミ ク ロン の厚さの切片を作製

し、「ヘマ トキシリンエオジン」「ギムザ」」アニ リン

水 フクシン」「アニリンフクシン」グラム重染色を

行つたのであ ります｡対 称患者の内訳は、滲畠型

40、増殖型35、 混合型22、 硬化型6、 シュ_ブ ノ

4(シ ュ・一プ後15日 以内のもの)で ありまナ｡結 ,

核菌検査はすべて十硯野を検鏡致 しました｡

成績は塩す肉眼的所見については室洞を有する

もの、滲出傾向の強いものは一般に黄色の、粘液
ノ く

少 く膿性強き喀疫を喀出するもの多 く、シュープ

硬化型、増殖型のものは粘液性喀疫が多いように

思われます｡室 洞並病型 と菌叢に関しては、室濁

を有するものの59%に 於いて菌叢を認め、菌叢

を有するものの945%に 於V・て室洞を認めるこ

とが出來ます｡且 曹叢灘は滲出型のものが最 も多

く、増殖型、シュープ、硬化型のものは比較的少

い ものと考えられます｡菌 の長さは1.76か ら2.7
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ミクロンで喰菌されたるものは一般に他に比し短

いようです｡菌 屈曲程度は病型の如何を問わす大

部分が輕度で、菌の太さは増殖型、硬化型のもの

が他型に比 し稽 弐太 く、滲出型のものは稻弐細V・

ように思われます｡結 核菌分布歌態に就V・ては第

T型 多数平等分布、第1【型多数不平等分布、第皿

型散見の3つ の型に分類 し、滲幽型は第1型 最 も

多 く、」曾殖型、硬化型は第皿型極めて多いように

思われます｡

喰菌歌態と病型に関しては、滲出型のもの程喰

菌程度弱 く、増殖型、硬化型のもの程喰菌数多V・

ものと考えられます◎シュープ患者に就いてはシ

邑一プ後1週 間位迄は粘液性喀湊にして、結核菌

も認められない ごとが多 く、2週 間前後より破壊
'機韓の進むにつれて膿性黄色疫となり

、結核菌 も

多数且つ菌叢も'多数認めちれるようであります｡

追加 喀疫の形態学的研究

慶大石田内科 山 岡 三 郎

ストレプ トマイシン(以 下 「スト、マイ」と略

称す)｡を使用せる肺結核患者の喀疫を、使用前並

びに使用開始後各週共2回 つつ採取 し、「フォルマ

リンにて固定 し、型の如 く睨水、パラフィンたて

包埋の上、4乃 至6μ の切片となしチール、ネPt

ルセン染色法に依 り結核菌の形態学的変化を追求

した｡症 例が少 く未だ結論に達せざるも 「ス ト、

マイ」使用1週 後 より、菌体が著 しく細 くな り、

染色牲も低下 した もの、或はコンマ欺に萎縮した

争 の・及び之等が集籏 し葡 萄 の 房 歌を呈するも
の等が増え始め、3乃 至4週 以後には主 として之

等の形態の菌が見 られる｡

菌数は4乃 至5週 目より減少し始める｡6週 聞

にて 「ストパ マイ」の治療 を絡了したが、此の頃

並びに終字1週 間迄は菌数は著 しく少いが、第2

遍目に入つて再び壇加 し第3週 以後は菌型並びに

菌i数共、殆んど 「スト、マイ」使用前と同様の状

態となる｡

154・肺結核患者における左右肺機能

分離検査法の研究

東北大抗酸菌病研究所

鉛 木 予 賀 志 ・粟 田 口省 吾

水 野 成 徳

吾々はBjδrkman氏 氣管支鏡を改良した複飼

式氣管支鏡 とKnipping氏 基礎代謝率測定装置を

改造 した複式肺量計とを試作し、これを用V・て肺

結核患者の左右肺機能を分離測定 して外科療法の

適懸及び手術量の決定に磨用 しようと試みた｡

本装置に就いて二、三の基礎 的 吟 味 を行つた

後、先す健康成年男子16名 に就V・て左右肺機分

離i測定を行い、左肺活量 と右肺活量 との平均比牽

は51｡9;483で 有意の差がな く、 左右肪の分時

酸素撮取量の平均比率は4&9:51ユ で左右に差

がないことを認めた｡

家に肺結核患者50名 に就いて分離機能強査 を

行い、(1)X線 写眞所見と左右各肺の機能 とを比

較してみると、一側性肺結核では 「健側」とみな

される側の肺機能は 「患側」のそれに比 し{何 れ

も良好であつたが、両側肺結核では 「軽症側」の

肺機能が 「重症側」のそれに比 して必す しも良好

とは限らないこと、(2)一一・・mg肺結核では 「健偲」

肺活量は正常値に比 して平均23%の 減少、患側

のそれは47%の 減少を認め、又 「健側」の酸素

撮取量は正常値に比 して19%の 増加、「患側」の

それは12%の 減少を認めた、又両側肺結核では

「軽症側」の肺 活 量 は 正常値に比 し36%の 減

少、「重症側」のそれは44%の 減少を認め、又「軽

症側」の酸素擶取量は正常値に比 して4.3%の 減

少、「重症側」のそれは15%の 減少を認めた、

(3)手 術後重篤な呼吸障碍を招來せ しめないよう

にするためには 「対側肺」は700cc(全 肺活量に

対 して40%)以 上の肺活量を有するものを手術り

適鷹 としなければならぬ こと、(4)從 つて両側肺

に病巣を有 し肺機能が多少高度減退 している患者

に非復元性大手術を実施 しようとする場合には、

術前必す分離強査法を行つて左右肺機能の比率を

知 り、対側肺機能が代償性なることを確かめてお

かねばならぬことを知つた｡
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又各種外科療法を行つた15例 の肺結核患者に

就V・て術前及び術後分離瞼査を行Vb、 外科療法が

循働肺及び対側肺にいかなる影響を及ぼすかを研

究 したが、胸廓成形術では術側の酸素撮取量も肺

活量 も共に著明に減少するものが多 く、特に貯氣

と補氣とが著明に減少し又対側肺では酸素掻取量

は代償的に壇大するものが多V・が、肺活量は減少

藁鰯 罐 難 雛鴇 贈5ち袖
155・肺結核患者における左右氣管支

喀疫分離検査法の研究(第1報)

東北大抗酸菌病研究所

鈴 木 予 賀 志 ・粟 田 口 省 吾

牛 尾 暉 夫

肺結核の診断治療上排菌側の決定は、從來専 ら

X線 検査法によつてなされてをたが、われわれは

～氣管支鏡下に外套 を附した特殊捲綿子を用いて、
き

左右の氣管支 より喀廉を分離探取して菌の培養検

索を行曳へ それによつて排菌側の判定に資そうと
1試み、肺結核患者68例 に本検査法を行V・、≡欠の

域緯を得た｡琴

(F全68例 中喀湊分取検査法によつて一側

又は両側 より菌が証明されたものは28例(41.2

%)あ つた｡而 て普通行われている喀疫瞼査で培

養陽性程度の微量排菌者に於ては分取瞼査法によ

つて僅か3例(11%)に 菌が証明せられたにす ぎ

なかつたが、普通強査法で塗沫陽性なる41例 で

は28例(61%)に 菌が証明された｡

(2)外 科療法を実施する前に分取楡査法を行

つた肺結核患者47例 では13例 が両測か ら、7
ぐ

弼は一側から菌が証明され、の こりの27例 は左

右いすれの側からも菌が証明されなかつたが、両

側か ら菌が証明された患者は、いすれか一側から

のみ菌が証明された患者或はV・すれの側か らも菌

が証明されなかつた患者に比べて、術後菌の清失

率が不良であつた｡

(3)肺 外科療法後菌の消失をみなかつたとこ

ろの 肺結核患者10例 に分取検査法を行h、 一側

或は両測から菌を証明し排菌側を決定し得たもの

が8例 あつた｡n

ゐ ち

(4)氣 管支鏡楡査で廣範囲の潰瘍がみとめら

れた6例 に於いては階湊分取検査法によつて該飼

から菌 を証明した｡、氣管支に廣汎な病巣がみとめ

られた場合には、氣管支鏡所見のみで、其の支配

下の肺域に排菌源があるということが診断で きる

が、その他の場合に関しては未だ一定の見解 を得

るに到つて『いない｡、
、

156・肺結核患者に於ける呼吸音描爲

成績' 嘉

ノ

東北大学抗酸菌病研究所 豊 島 信

昭和24年 度本学会で我 々は呼吸音の電氣学的

描写に関し装置の概略と代表的呼吸音曲線に就V・

て報告 したが、その後呼吸蓮動曲線を同時に記録

して吸氣 と呼氣 との区別.を明瞭 にすることが出來

たので これを併用し、肺結核患者、1)、 室洞の著

明な16例 、2)、主滲出性の10例 、3)、 増殖性

滲出性の5例 について行つた成績から、特に一般

賠診法に比し有利と認められる点を挙げると｡

1)胸 壁上種々の部位から描写することにより
き

前後、左右、上下の所見の比較 検 討 が 容易であ

るo

例えぽ著明な室洞例で氣管支音を前面後面に認

めてもその強さに差があり、又前面か後面か一方

にしか氣管支音を証明ぜす、他方では却つて呼吸

音減弱せる例があつて、螺音の混合歌態等 よりあ

る程度肺内病変を窮 うことが出來る｡
葵2)

、各種水泡音を蕪診法における如き熟練を要

せすその多少、強弱を知 り得る｡滲 出性傾向の天♂

なる例に有響性のが多かつたが、室洞例及び塘殖

性の例にも少数例を除 き程度の差 こそあれ証明出

來た ことは、僅少の水泡音をも見逃さす促えられ

る利点があるoe

3)、笛吹音、軋音等の所謂乾性願音は一過性の

事が多V・が、所謂亘大室洞に属する例で特に顯著

であつた ことと、特に滲出性傾向の大なる例に認

めたごとは注 目される｡

勿論呼吸音は常に一定不変ではな く変動甚だ し

いものであり、健康人の肺胞音でも個人差が大 き

い｡個 人による胸壁の厚さ、浸潤肺の程度によつ

＼調 波数轍 傳導度の醐 ある事が考えられる・

一一一ie-一



503

從つて一呼吸曲線から肺内病変を窮 うことは困難

で あるが、病的呼吸音あ量的観察を主眼としその

発生を顧慮することによつてX線 診断その他の補

助的役割を果す ことは出來る｡

157・結核 患者 に於 ける小 水泡 に就 いて

宇多野結核療養所 衛 藤 豊 典

腸チフス、パラチフス等の急性傳染病の恢復期

によく現れる粟粒大の小水泡が結核患者に出た場

合・その経過が悪化しギ予律が悪 くなる例が非常

に多い ことを発見し、宇 多野 療 養所の入院患者

420名 に就いて観察した結果、その成績を述べる｡

(1)小 水泡が結核患者に現われる時は病氣が

悪化の傾向を取 り、多発する時 は 多 くは予後不

〆良｡

(2)小 水泡は男より女の方がよく出るような
'

り｡

(3)小 水泡は60歳 以上の老年者には余 り出

なv・｡

(4)小 水泡は薪 しい患者程出易い｡

(5)小 水泡は無熱患者にも出ることあるも、
一般に微熱及び特に有熱患者に出易 く、又無熱患

者 もこれが出れば熱発 して來易い｡

(6)小 水泡は血沈値に略弐比例す｡

(7)小 水泡は非開放性患者 より開放性患者の

方が出易 く、且つガフキーの強度に比例せ り｡

(8)小 水泡はワィス反慮に殆ん ど比例せる陽

性率を示す｡

く「(9)小 水泡は浮腫のある患 者 には現われな

いo、

(・o)小 水泡臨 核が惑化嶽 ぽ必す出るもの

とは限 らないが、これが出る時は経過は悪化 し、

減少又は消失 して來る時には経過は良好となつて

來る｡兎 に角その経過の予知が出來る◎小水泡が

多発する時は過半数が予後不良で一般に出始めて

より約6ヶ 月以内に死亡す｡・

(11)小 水泡は相当種々なる疾病に際 して現わe

れるが結核性疾患以外では直接予後に関係み し｡

(12)以 上の研究によりこの小水泡は恐 らくは

何等かの未知の栄養素Xの 欠乏歌態に於V・て出現

するものと思われ、このXが 欠乏すると結核は悪

化 し、逆にこのXを 発見 し投與出來れば結核の悪

化を阻止出來ると想像される｡故 にこの小水泡の

研究は今後必すや結核の治療上劃期的効果が挙が

るものと科は期待 してお り、今後の多数の人の追

試により御批判を仰 ぎたいと思います｡な お最後

にこの研究は恩師飯塚直彦教授並びに宇多野療養

所長 日下部博士同副所長家森博士の御指導御援助

による賜物でありまして鼓に厚 く感謝の意を表 し

ます｡

158.肺結核 と肝機能 に就 いて

京都府立医大細田内科

辰 己 延 治｡萌 原 慈 朗

人工氣胸療法又は氣腹療法の生体に及ぼす影響

に就V・ては凡ゆる方面 より迫求せ られたが、先人

の業績は区々であ鉱 未瀬解明されぬ所も膨 くな

く、前原は肺結核患者に於いて屡 弐潜在性肝機能

障碍が存することを認め、又ヘバ トサルフアレン

テス ト(以 下H・s・P・T・)が、 これを鏡敏に反映

することに就V・て嚢に第10回 日本内科学会近畿

地方会並びに第36回 日本浩化機病学会席上で報

じたが、今回は肺結核症に於いて、本試験と腸結

核症との関係、並びに人工氣胸療法或は氣腹療法

の影響について追究 し、併せて、正常家兎に人ゴ

氣胸並びに氣腹を行つて肝機能の変化を検 した実

験成績の大要を述べる｡

1)H.S.P.皿 により肺結核症に於V・ては屡 々

潜在性肝機能障碍が認められ、その陽性率ば、病

機の重篤度に磨じて増加し、その発現には、腸結、

核症の合併がある種の役割を演す ることを窺い得

た｡℃ のことは中野のアゾルピンS試 験、果糖負

荷試瞼及び尿ウ揖ビリノーゲン反慮の成績 ともよ
麟

く一一致する｡

2)人 工氣胸療法及び人工氣腹療法を反復せ し

14例の肺結核症に於いて約1/3の 症geSk於 いて治

療開始により肝機能障碍が発見し腸の病変を合憐

する場合は屡 弐予後不良であつた｡反 片側人工氣

胸療法の反復により一過性肝機能障碍を招來し、

又は これを増強せ しめる場合あれども左右側の間

に・一定の差異がな く、人工氣腹療法の場合に、氣

胸の場合よりもその影響は軽度であつた｡正 常家
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兎に人工氣胸及び人工氣腹と反復せる場合、右氣

胸例に於いて蛋白代謝機韓 の 軽 度 減弱 を招來 し

た｡か かる事実を以て見れば肺結核症に於V・て屡

土潜在髭肝機能障碍を俘い該機能の正否は本症の

経過に密接な関蓮を有 し人工氣胸療法或は人ヱ氣

腹療法は該機能を一時的に増悪せしめる場合稀で

な く、就中腸の肺核佳病変の合併せる症例に於V・

て、著 しV・ことを証明 し、他の症例に於V・ては屡

土良姫な影響 を與えることを認めた｡

159・肺結 核 と自律騨 経 との交 渉 に関

す る研究(続報=)

東大沖中内科

沖 中.重 雄 ・北 本 治

中 尾 喜 久 ・長 沢 潤

本 間 日 臣 ・高 橋 務

勝 又 康 介 ・安 藝 基 雄

八 川 宗 一 ・岸 本 道 太

彦 坂 亮 一 ・豊 倉 康 夫

加 藤 和 市 ・茂 在 敏 司

く

本題に麓いては昨年の本学会で も報告したが、

その後ゐ一聯の研究成績の内2、3を 報告する｡

自律神経の妖態と血液結核菌阻止力の関係を本

ma-一加藤がs.cc法 で検した処、自律神経異常の

ある疾患、例えば紳経疾患、進行性筋 「ヂ」、内臓

下垂症、高血圧には弱 く、胃潰瘍では強V・傾向を

認めた｡進 行性筋 「ヂ」で、死亡したものの殆ど

凡てが結核で急速に死亡した事実は、これと符号

する｡次に頸動脈毬を廃絶 した自律榊経歌態と、血

液結核菌阻止力の関係は、人体及び家兎でその低

下を認めた｡こ れは手術その ものの影響を考慮 し

ても認め うる｡又頸動豚毬 を豪兎で、石炭酸塗布に

より廃絶 し血圧上昇を見届けた後、牛型菌O.01mg

懸注で感染した処 、対照群に比 し、脾腫、結節及

び組織定量培養による集落等何れ も軽V・傾向を認

めたがなお例数増加を待ちたい｡勝 又は肺結核経

過と血圧の関係を調べ、高血圧者必す しも経過良

好 とは埜えなかつた｡高 並旺 者は結核合併牽が高

いといわれ、一方では結核死亡牽が低いといわれ

るが、如上の諸所見をも綜合すると、罹患し易い

が病変は軽レ傾 向を示すようである｡高 僑は昨年

に続き肺結核患者の病的反射の経 過 を観察し・

M-B反 射の経過は諸種の型があるがその主要型

は(イ)1側 に短期闇陽性又は幽渡するもの(ロ)

1側 に比較的継続 して出るものに要約される:

(ィ)で は、筋萎縮のないもの多 く、殆 ど常にRo

反射 を合併 し、(ロ)は 筋萎縮が ありRo反 射を

必す しも合併しなV・｡そ の他電氣感度、ア ドレナ

リン注射による増強等 も検 したが省略する｡Ro

反射は坊較的継続し、強弱は動揺 し・ベツ トを離

れ、作業療法等を行 うと消失することが多 く、瓢

B反 射 よりも両側に出る頻度が高V・｡又 肋膜滲閏

液の増加で強 くな り、その減少で弱 くなる｡胸 成

後26名 中8名 で出現又は増強を認めた｡こ の病的

反射出鹸 序は交感醜 鰍 勲 関與及大君厳 質

Areabの 自律神経中枢等を考慮 しぐいるが最経!

的結論には達してい拠(｡こ れを別の面か ら眺め'

る意味で彦坂は瞳孔と病側の関係 を調べた◎胸部

無所見のものでは11例 中10例 は無 処 置 及 び

TEAB静 注後共に左右同梗であるが、胸部結核

症等では23回 中3回 のみが左右同様で、20回 中9

回は無処置で も左右不同、11回 は、TEABを 注

射すると左右不同性がみられた｡氣 胸不能例では

左右不同で氣胸可能例で左右同様であるのは、肋

膜病変の方が肺内病変より閥係が深いと考 えられ

る｡豊 倉は231名 中552%に とりはだ反射 を証

明し、重症者と軽症者に多い事を見、両側に差の

ある40例 中、増強側 と主要病変側 と一致するも

のが32例(80%)で あつた｡又 病的反射出現側 と

も可威 りよく一致する｡だ 、

160・胸水 の「レ」線 像 に関す る研 究

門司鉄道病院内科部 平 田 重 成

の

肋膜炎のR線 学的研究は現在迄幾多の学者によ

つてなされているが、私はその胸水の質的並びに

量的差異 と、陰影の濃度 との関係をさ ぐる た劫

に、患者か ら得た各種の胸水・或は実験的に調製

.し た各種の液体を充 した襖形の箱を輩独に、或な

胸廓に重ねて撮影 して比較検討 して次のような結

果を得た｡

(1)胸 水によつて形成せ られたR線 写翼陰影

濃度の彊弱は胸水の牲歌如何に影響せ られること

__.144-一 一
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は極めて少 く、R線 が透過する胸水の厚さに関係

する｡

(2)胸 水貯溜の場合、R線 透 過 暦 の厚さが

1;O糎迄は陰影 として現われないか ら、極 く少量

の胸水貯溜の場合、R線 学的の早期に胸水を発見

するためにはRandexsudatの 有無に注意を佛は

なければならない｡こ の注意 を怠つたならば、早

期診断 としては打羅診の方が優位にたつ ごとが多

bo

(3)肋 骨影が不明となる程の濃い陰影の形成

は少 くと惹胸水の厚さが5.0糎 以上になるを要す

るo

線

肇

動%

蝋

堀

於

院

深

こ

病

｡

嚇
義
蝶

核

意

田

結

の

腸

査

内

飢1

我らは肺結核患者に就いて腸結核の臨淋症歌帥

ち微熱、体重減少、腹鳴、便通異常、廻盲部の抵

抗等の中、一・乃至二のみがあらわれた時期に於V・

て腸の 「レ」線検査を行V腸 結核の早期診断に努

めて來た｡そ の方法は最 も行われやす叉へ 「バ リウ

ム」経 口投與法で3時 聞後及び6時 闇後に観察 し

た｡50例 に就いてその成績を述べるとその約113

の 認 例に於いて 「レ」所見上何等かの異常を認

めた｡

最 も変化の証明し難かつた部位は廻腸終末部を

除 く小腸で僅か4例 に於V・てのみ 「バ リウム」の
ヂβ時間後残存、狡窄、拡張等を認めたが腹膜炎、

腸内膜淋巴腺腫脹 との鑑別が困難である｡

廻躾終末部はこれに反し16例 の多数に於いて

異常所見を呈した｡陰 影の断裂、狭小.辺 縁の硬

直・異常屈曲・拡張、粘膜鐵髪の朦朧像等を認め

る｡之 等の所見は終末部廻腸炎、慢性虫垂炎の際

にも認められるが、我々の例では廻腸絡末部に変

化のある志の殆ど凡てに於いて同時に盲腸の萎縮

像を認め、更にバウヒン氏弁日の異常を合併する

ものも多いことは鑑別の要点と考えられる｡

廻盲部に共に変化の多v・のは上行結腸で18例

に異常所見を認めたが、(10例 は廻盲部にも変化

あ り)そ の微小なものはバウヒン氏弁口直上の_

つの膨出部の欠損で、次にはそれπ対する外側の

膨出部 も牧縮 し、輪歌絞掩を呈する｡更 に欠損あ

範囲が慶 くなると所謂スチール リン氏症候 として

認められる｡'我 々は 「ギフトパツケージ」に依る

「ス トレプトマイシン」投與後ス氏症候が消失、

軽快 した5例 を経験しだ｡反 之 廻 盲部の所見は

「ス トマイ」投與に依つても恢復した ものを認め

なかつた｡

爾余の部位では貰行結腸の基始に近い部分に於

いて管腔独小、辺縁不整を認めた も㊧があるが、

かかる症例では該部をよく触診し得、且腹鳴を訴

えるものが多いことは注目を惹 く｡・

一部の症例に就いて瞼索した結果に依れば赤沈

値の促進、血清凝固幣の短縮、白血球 増多、平均

核数減少、糞便 トリプレ氏反薩陽性と腸の 「レゴ

所見とは必す しも平行してV・ない｡

要するに 「レ」所見は廻盲部.上 行結腸では著

明距あるが、廻腸絡末部を除 く小腸に於いては病

変を把渥 し難い憾みがある¢然 しながら臨床症=状

が揃つて始めて腸結核の診断が決定されるのが常

ρである現状に対して一、二の症歌のみの時期に於

いても 「レ」線塗査を積極的に行 うことに依つて

早期にその診断を確 定 し得 る場合も多いと考え

る｡

162・腸結核 の レン トゲ ン診 断 の便値

北大医学部山田内科 山 田 豊 治

山 口 俊 也

腸結核の診断に対 しヨレン トヴ ン検査が最 も優

れた所見を呈することは、多 くの人々のい うとこ

ろであるが、未だ確実といV・難いΦ

吾 々も夙にこれが懸用を行つてきたが、その瞼
～査法の如何によつて確実性に少からぬ差異あるこ

とを知つた｡

從來吾 々は経 口法、注腸法殊に粘膜 レリーヴ 顯

出法によつて、かなり精確に大腸及び小腸末端病

変を発見していたが、小腸のそれは困難であるこ

とを感 じていた｡

腸結核のレ症朕には直接症歌 と間接痙歌とがあ

るが、小腸では前者を認めることは少 く.多 くは

後者 を目安 とする、 しかもそれ等の症歌:ま機能的

費
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の もの もありデ時間的推移によつ七著 しく変化す

るから、蓮続的写翼撮影を必要 とする｡そ こで吾

々は今回、6-6版 聞接撮影法により、造影剤の経

口的投與後時聞的に追求することによつて、種々

のレ症歌をより精密につかむことができた、然 し

な磨剖瞼所見を悉 く現わす ことはできなかつた｡

小腸結核のレ症歌は第1表 に示 してある｡こ れに

対し太腸結幌 つレ診断は、経 口法、注腸法何れ も

適確な所見 を呈 し、就中粘膜表面の性歌は注腸法

により内翻 非除後最も詳細 に知られ、剖診所見と

も大体一致する｡大 腸結核 レ症歌は第2表 に示 し
菱

てある｡態

症例は30名 で、反覆槍査したQそ の中27例

に於いて、レ的に腸変化を認めた｡こ の中自覚的

に明かに腸結核症歌の2、3以 上を訴えてV・たも.

の23例 、臨床症歌を殆んど欠 くもの4例 を算え

た｡糞 便中 トリプレ反懸は15例 陽性であつた｡

腸病変部位としては、小腸のみ1、 恐 盲部3、

廻、盲、上行結腸2、 廻、盲、上行、横行結腸7、

廻、盲、k行 、横行、下行結腸7、 盲腸、上行結

腸2、 横行結腸2、 全大腸3で あつた｡.

次に19例 の腸結核患者に対し、ス トレプ トマ

イシン療法を行つたところ、15例 に於hて 甚だ有

効であつた｡こ の際種々の臨床症歌 は 即 効 的に

(数 日一一1週聞)後 退するが、粘膜表面のレ的形

欺の好輻は遙かに遅れる(数 週以上)に 反 し、機

能的異常(痙 攣、蠕動充進)は 比較的速かに(1

-2週)に 改善される
leと から・ス｡vは 結核病

変に因る症状を悪化さす腸内混合感染に対 し先す

著効を奏 し、これに衣いで潰瘍面の浮化が行われ

るものと考え・られる｡
/

163・所謂 肺尖撮 影 に就 い てt

曜 誉

名大医学部第一内科 松 本 光 雄

從來肺尖撮影に関してはAlbers-Sch6nberg以 來

いろいろの試みがなされているが、その夫々に就

いて槍討 して見ると、どの一つ も満足な結果 を與

えないことが わかつた◎又その結果肺尖撮影法と

しては次の諸事項が満足されなければならないご

ともわかつた｡

1・方向は病変部位の所在 に関係すること｡2.as

勢は臥位の方が容易であること｡3.レ 線中心線と

カセツテとのなす角度が同じである時はレ中心線

が通過する肺尖の長さは一般に伏臥位の方が仰臥

位 より短V・｡4レ 中心線とカセツテとのなす角度

が鏡角になる程 レ中心線の胸部 を通る距離が長 く

な り、撮影に際して電圧の点でも半影の点で も不

利である｡5・又との角度が鋭角になる程肺尖以下

の肺野の{象が肺尖像に混入して來る｡6・管球の位

置は斜下の方が斜上にある時よ妙肺尖がカセツテ

に近 くなり、又半影 も小さく鮮明である等、要す

るに肺尖撮影法とレては肺尖部が廣 く見易いよう

にうつ り、成るべ く骨が重ならなV・よう半影も小

さ く撮影技術 も容易で肺尖よりあま り下方の肺野

Q像 が肺尖像に混入しな く、且つ病変部が最 もカ

セ.ツテに近 く位置し、又病変部位が理解 し易 く、

更に何度 も撮 り直さなくとも良い方法が必要なの
tである｡∫.

ぞこで私はFlaxman松 本第一変法 として仰臥

位腹背方向、管球を斜下方に、レ中心線 とカセツ

テとのなす角度は65～70｡、 及びRamo&Lustok

松本第二変法として伏臥位背腹方向、管球斜下方

角度は同 じで二枚の肺尖撮影を行ρて大体満足な
寧

結果を得てV、る｡

又 この肺尖像 を検討 して、正常肺尖像は王葉動

脈肺尖技及び上葉静脈肺尖技又は後技の二條が段

々細 くなつてV・ることが最 も多いことを知つた｡

以上私の新しい肺尖撮影法の紹介と、肺尖撮影

の基本條件及び正常肺尖像に関して述べた｡
,一・、

164・薬問 胸膜 勝服iの レ線 学 的研究

(附 上中葉間胸膜勝風と毛髪像に就いで〉

東京歯科大学内科 鈴 木 弘 造

和 田 知 雄

慶大医学部内科 小 林 文 慶

1)胸 部正面 レ線写眞7180例 を読影 して葉間一

胸膜炎595例(&3%)を 証明し、その内、勝腫

例は592例(99.5%)で ある｡

2)葉 聞胸膜勝腿iは右側に多 く、上中葉闇に最

も高次率に検出された｡

3)上 下葉聞・中下葉聞胸膜腓豚の検田率は甚

だ低 く、その原因は側方写眞撮影 を施行 じなかっ

も 噸
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たためと思われる｡

4)ゼ毛髪像は7180例 中2072例(28.9%)に

証明された｡

5)上 中葉聞胸膜餅砥 と毛髪像とを比較観察す

るのに、両者共本数は一本のもの、形歌は肺野に
ノ

全般的に存在 して、水卒に走行するもの、位置は

第三肋間腔に一致して存在するものが最も多 く認

めら麗る｡

6)他 部位胸膜腓砥の有無との関係は、上中葉

間胸膜勝脳に於払てはこれを合 併 す る ものが多

く、毛髪豫k於 いては合併 しなVsものが多 く認め

られ、肺野に於ける結核性病変 の有 無 との関係

は、前者に於いては結核性病変 を認めるもの51・0

%、 後者に於いては33.0%で ある｡

7)肺 結核を合併する例の病型 との関係は、上

中葉間胸膜餅魔に於いては浸潤性肺結核で撒布の

あるものが最も多 く、混合性肺瘍 これに典ぎ、毛

髪像に於いては浸潤性肺結核で撒布のあるものに

亥いで硬化性肺結核が高率に認められた｡

165・肺 上葉 に対す る氣管 枝造影 術 に

就 い て

新潟大学医学部桂内科教室(主任桂重鴻教授)

寺 田 一 郎

肺上葉に対する氣管枝造影術 に就いては屡本学

会に於めても癸表されているが、私も種 々検討の

結果攻のような方法に依つズ もかな り正確に上葉

氣管枝豫を得ることが出來るとの結論に達 した｡

沸 ち1%テ イカインの咽喉頭部塗布及び氣管内注

入により局所を充分麻醇 したる後、中室鉛瞥(約

1cm長)を 尖端に装着した室腸栄養ゾンデを、

レン トゲン透視下に於て氣管内深 く上葉氣管枝部

迄挿入し、高度の骨盤高位(45｡以 上)を とらし

めたる後造影剤を注入する｡從 來角度の問題につ

いて余 り注意されていないが、 この角度をとらせ

ることにより多 くの症例に於いて確実に造影剤を

上葉氣管枝に到達せしめ得た｡

なお本法に依る肺上葉の結核症 、壊疸症に対す

る治療的鷹用を検討中である｡

166・肺結核の断層篇眞所見

撰豆逓信病院 小 笠 原 義 雄

昭科23年5月 以來現在迄278回 の肺結核断暦

写眞を得たのでその所見を報告する｡そ の内同一・、

人に対 し一回撮影のもの151例 、2回 のもの53

例、3回 の もの9例 、4圃 の.もの1例 である｡撮

影條件は病巣の平面的位置を考慮せるも深さに就
リ

ヤ・ては考慮せす一律に3枚 乃至5枚 に切てつ撮影

した｡そ の結果病巣が闇に挿つたものに就V・ては

その間を更に細 く切つて撮影した｡.

(1う普通写翼に室洞が見当 らタ.断 暦写眞で発見

したものが21.7%あ つた｡

(2)室 洞の大きさ深 さ形に就いて概ね室洞の輪廓

を知 り得た｡

(3)普 通写 虞 で 病巣小或は不可解なるものに購
ミ

し・.或は病巣ありやなしや不明のものに対 しそ

の病巣を確定 し、將來の治療方針を明かにする

ことを得た｡

(4)培 養菌陽性でありながら、どうしても病巣の

見つからな冷つた ものが2例 あつた｡

(鷺雁篶 朧 岳蹴 欝 縣筆農

歌 と誤つた ものが少数あつた｡

(の 成形術後の遺残室洞5例 の内4例 は普通写眞

・で大体分つたが、1例 は普通写翼では全然分 ら〉

なかつた｡

(7)充 填術後に於ける効果判定には非常に有効で

あつたG自1〕ち遺残i室洞発見、充填球がー前方にの

み或は後方にのみ入つた りして、その聞に病巣

が残 されているなど、実に鮮かである｡又 充翼

球の大きさは概ね実物大にあら々れてい左｡

(8)肋 膜の厚Vbも のに対 して効果のあるものとな

いものとがある｡

これを要するに肺結核のより完全なる診断に於い

て、殊に種々の肺結核外科的手術の適慮決定、及

び其の効果判定に於いて、断鳳写眞は欠 くべから

ざる方法であると認める｡
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167・肺結核症のX線 的自然治療の傾

向 と頻度

(國立療養所清瀬病院)

島 村 喜 久 治｡宇 佐美 ヨシ 子

貫 名 嘉 枝

1931年 以來、本院で、安艀療法だけを受けた

患者の中、1.150名X線 直接撮影像5,301枚 につ

いて、その自然治療の傾向と頻度を調査 した｡こ

れは、化学療法、虚睨療法、作業療法等の、X線

的効果判定に際 して、1つ の基準を與えようとす

る試みである｡

1・ 初感染の肺門炎は、約70%が 軽快治癒し、

その期間は、平均6月 である｡原 発巣及び初期病

巣は、約80%が 、平均7月 の中に縮小 し或は消

失 している｡

2.肋 膜炎は、特発性のものは100%、 随俘性

のもめは約50%が 、それぞれ8月 及び15月 の

間、陰影 をとどめる｡

3.初 期病集以後の病巣につ い て は、室洞像

は、平均15月 で著明な縮小を示すものが6%、

他に20月 で消失するものが同じく6%あ る(52

例)｡消 失する室洞についてみると、室洞が小さV・

程、又、正円形のもの程、よく消失する｡肺 尖部

の室洞は消失 しに くいに比 レて、肺門部の室洞像

は、約16%も 、急激な消失を示 している｡

4・一 室洞嫁の著明な縮小或は消失は、その半数

において、1年 以内に起つている｡

5.非 室洞性浸潤ば、細葉症のもO'は約32%、

(514例)小 葉性までのものは約28%(288例)

小葉性以上のものは約15%(66例)の 割合で、縮

小 し、硬化 し、線維化 し、石友化し、或は全 く浦

失 している｡小 さい浸潤程、石荻化 し或は消失す

｡る割合が多い｡

6、 浸潤が著明に縮小する期間は、平均約12

月、硬化に要 した期間は約24月 、線維化約16

月、石次化約36月 、消失約15月 で、総平均約

16月 であつた｡

7.浸 潤の中、右上葉炎だけにつV・てみると、

そ の約36%(28例)が 、平均6月 の聞に、 著明

κ萎縮挙上 している｡

&粟 粒結核は、約3%に 当る1例 だけが28月

で線維化して治癒 した｡

ψ9.線維性病巣は、約14%(49例)が ・平均約24

丹の聞に著明に減少し(約9%)、 石荻化し(約3

%)或 は全 く消失 した｡(約2%)o

168・無 自覚牲肺結 核 患者 の胸 部「X」

・線 所見

東京都交通局病院(院長渡辺寛)

保健科 、鈴 木 敏 雄

森 岡 幹

今 井 雅 子 〆

内 科 田 辺 正 人

昭和24年6月 より10月 に亘 り從業員10,010.

名、年齢18歳 より63歳 迄、男9,130名 、女880

名を集團検診を施行 した｡ζ こに無自覚性患者と

は当時精細なる問診によるも何等認むべき自覚症

な く、又既往歴に結核性疾患或はそれを疑わしむ

る疾患を自覚せす、然 も直ちに療養を要する程度

のものである｡検 診の結果舅26名 の当該患者輝

発見された沁§、これは全受診者の2β%に 当り、

内塗抹楡鏡による開放性恵者が11名 あつて受診

者のt聯 当1・ 謎 融 都 ・3名でL3%

に相 当す る6年 齢 別 に は50歳 代 の もの6名 に し

て 同年 代 の 受 診 者 の2.9%、40歳 代5名2・3%、

30歳 代2名O.9%、20歳 代 以 下13名38%に

相 当 す る｡

「X」 線 写 眞 に よ り病 竈 の両 側性 な る もの12例 、
ム

片側のみの もの左右各7例 な り｡主 病竈は左に6

るもの10、 右にあるもの16例 な り｡主 病竈側

に於ける病竈の上下の拡 りは、肺尖野のみのもの

3、鎖骨下野のもの2、上中両野のもの2、 肺尖鎖

骨下上野の三野にわたるもの9、 鎖骨下上中三野

のもの1、 肺尖鎖骨下上中四野のもの4例 汝り｡

主病竈側に於ける変化は1例 の増殖型なる他すべ
し

て滲出増殖混合型な り｡差i洞の位置は肺尖野にて

は 右に2、 左に1、 鎖骨下野右6左4、 上 野 右

1、中野左に1な り｡石 次沈着は右肺門部2、 左

肺門部1な り｡肋 膜炎の現症例なきも、陳旧性肋

膜炎11例 に認められ、両側性の もの2内1は

右縦隔蜜肋膜炎、右側性の もの9内2例 は右縦隔
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餐肋膜炎像を俘いた り｡廣 汎なる肋関 併臓を形成

せるものなし｡右 毛髪線11例 に認めらる｡発 見

当時の赤沈1時 闇値15粍 以下のもの15例 なP6

追而此等患者については適宜の処置を講 じ経過観

察中である｡

齢

期

囎

撫

影

載

脹
重

灘

鮒

酢
醐
嚢

藤

瀧
鍵

住

結

16

最近3年 聞に喀血を訴えて外來を訪れ㌻肺のX

線検査にて病的陰影明瞭ならざる130例 に就き、

喀血(冊)43例 、頻繁なる血疫(十)25例 、軽度

の血痩(十)62例 に分ち、並びに非結核性喀血例

6例 に就いて、年齢、性、季節、既往歴、合併症、

月経、ツベルクリン反懸、血沈、喀湊検査、X線

所見、経過等の関係に就いて観察し、これが原因

を考察した｡此 処に病的陰影明瞭ならざるとは,

X線 透視及び平面写眞に於いて病的陰影全 く不明

か、あつても極 く微細な軽度の歌態か疑V・の程度

を意味する｡

喀血の原因としてはいろいろなものが考えられ.

る｡先 す非結核性喀血例として肺ヂス トマ4例 ・

肺壊疸、肺癌各1例 を認めた｡之 等の症例は肺ヂ

ス トVの2例 を除き何れも病的陰影明瞭な り｡

之等非結核性喀血例を除き病的陰影明瞭ならざ

る喀血例中、結核菌陽性例6例(4｡6%)｡疑 わしき

強は極 く軽度の病的陰影あるもの35例(26.9%)、

結核以外の他の疾患によると思われるもめ10例 ・

(7・7%)、その内訳は心疾患4例 、グ リツペ2例 、

氣管校喘息1例 、月経との関係ありと思われるも,

の3例 なり｡全 く原因不明79例(60.8%)、 その内

訳は肺及び肋膜の治癒痕跡あるもの37例 、全 く

無所見42例 内7例 はツベルクリン反鷹陰性な り｡

之等の症例は(珊)症 例の58%、(昔)症 例の36%

(十)症例の2%が2回 以上10数 回の喀血を繰返

している｡初 回喀血以來の経過年数を見るに、1

年以上(帯)7例 、(著)6例 、t(十)4例 、2年 以上

(辮)8例 、(升)1例,5年 以上(冊)2例 、10年以
ミ

上(惜)4例 、(昔)2例 、15年 以上(冊)1例 、20年

以上(惜)1例 で何れ も異常を認めす、余後は極め

て良好な り｡

170・潜在 性 腹膜 炎の診 断 に就 い て ・

岩手医大内科教室 ヱ 藤 肪 三

酒 井 み ど リ

繊維牲癒着型腹膜炎は可成 り多 く見 られるが腹

部膨隆を見なV・極 く軽微なるものは主訴が雑多で

診断がなかなか困難で本疾患が見逃されやすV・｡

普通の触診では反射性に腹部緊張を來 し索歌物、

抵抗 も触れ得す、圧痛の箇所をも判然し得ない｡

余等はこの反射性腹部緊張を防 ぐために側臥触

診法を用V・た｡帥 ち側臥位をとらせ、手は上にな
'る手は前頭部に上げしめ

、股膝関節は軽 く曲げし

め、軽 く深呼吸をさせて触診する｡左 側臥位の時

は患者の後 より右腹蔀を触診 し更に右側臥位をと

・らせて左手にて背部を支え、右手にて左腹部を触

診する｡す る時は僅微なる抵抗、索歌物をも触れ
・得又疹痛、圧痛の箇所をはつき り確認することが

出來る｡

余等は側臥触診法により診断 し得た癒着性腹膜

炎の患者64例 に就き観察 した｡に の中43例 は

普通の触診では診断が困難であつた｡

以上の64例 の全部の背部打診に於V・て片側式

は両側に於て短音乃至濁音を証明し得た｡故 に腹

部の種 々の訴えのある患者では背部打診上所見が

あるならば慢性腹膜炎を一磨顧慮 す る必 要があ

る⊃

64例 の患者の主訴を見るに腹部緊満感 玲 例心

窩部、膀部痛6、 下腹部痛5、 左腹部痛6、 右腹

部廻盲部痛7、 食思不振5、 食後腹痛、圧重感2、、

倦怠感のみを訴 えるもの5で あ り、診断上注意 を

要する｡

なお癒着性腹膜炎の診断に資せんために高田氏

腹膜犀磨 を試みた｡同 方法は尿5耗 を試瞼管忽と

り、これに半量の濃塩酸を加え、更に数耗の流動

パラフィンを暦積 して孚分乃至1分 煮沸 し、陽性

の時はパラフィン暦が紫紅色を呈する｡同 反懸は

慢性腹膜炎の診断に贋値ありとされてV・る｡・

余等は20例 の結核患者に同法を施行し、7働

の陽性を得た｡こ れ等の患者は何等腹部の訴えを
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i持つてbな かつたが側臥触診法をや り、何れ も軽

微なる抵抗を触れ得た｡
ダ

なお剣臥触診法により腹部抵抗 を触れ漫性結核

性腹膜炎と診断せる23例 の患者につ き同法を施

行するに ユ3・例に於いて陽性を示し、10例 にて

は陰性を示した｡普 通の胃腸疾患では陰性 を示 し

たb

1ア1・開腹せる腹部結核患者の胸郡所

見 とその予後

平

司

裕

陸

政

藤

村

田

佐

田

大

所蔽騨醗

開塵術により腹部結核症と確定した100例(腸

結核57例 、結核性腹膜炎21例 、腸闇膜淋母腺

結核22例)の 胸部所克とその予後について報告 」

した｡,

開腹した腹部結核症では胸部 ψ線写眞上浸潤 性

肺結核が最 も多 く、初期結核、播種性結核、肺炎

性肺結核、結節性肺結核は認められなかつた｡腸

結核中主として結腸に病変を認めた倒は、1発病後

相当年数を経過し、体温赤沈はよV・が、喀疫中結

核菌陽性で、 レ線像に透亮影を認める慢性 室洞性

髄結核の像を呈するものが多かつた｡こ れに反し

て主 として小腸に病変を認め㊧例では比較的透亮

影を認めること少 く、從うて喀疫中結核菌の陽性

i率も低いが、発病後の経過年数短か く、体温赤沈

悪 く、レ線嫁 も進行性の肺結核の徴 を呈するもの

が多かつた｡な お胸部所見として石次化像のみを

呈 した腸結核3例 を認めた｡結 核性腹膜炎では肺

に著明な所見を認めない例が比較的多いのに、赤

沈、体温の不良の ものが多かつた｡レ 線豫より肋

膜炎の所見を認めたものが81%で 、肋膜炎との

密接な関蓮性あるを認めさせる｡腸 間膜淋巳腺結

核にては一般に肺に異常所見 を認 め ることが少

くヤ体濫赤沈 も比較的正常のものが多V・｡◎

予後に関 しては腸結核は一般 的に予後不良であ

るが.肺 の所見が軽度で非開放性か、開放性でも

適当な虚睨療法を施行出來且つ腸切除を行V・得た

例セは予後が よい｡然 し1例 ではあるが切除不罷

例で5年 後に就業 しているものがbる｡結 核性腹

膜炎は著 しV・肺所見を認める場舎が少いのに、予

後は不良である｡但 し肺所見の殆 どなV・ものQ予

後はよV・｡又 腸間膜淋巴腺結核は肺に異常所見を

認めることが少 く、予後は良好である｡・

172・漿液性肺結核の統計的考察

京大結研第=二部 岩 井 孝 義

西 岡 諄

笹 瀬 博 次

統計的考察の結果か らいろ い ろ の事項 を述べ

る｡今 迄に428例 を蒐集した｡そ の統詩的考察か

ら言え健、本症はレ線上両肺中ただ一ケ処、稀に

多発性に集團的に、或は散在性に現われる比較的

淡V・多 くは均質性の陰影 を示 し、多 くは、20日 以

内に痕跡なしに消散 し、何等 自覚症歌なきもの19

%感 冒或はシエープに類する自覚症のあるもの81

%で 肺炎に類する症歌な く、糞便内姻虫卵なくば

先づ間違なしと考えられる病像である｡禦

臨床上独立させた理由｡本 症はこのやうな特異

な病像がある他に、絶対安静と栄養増進 とで予 期

通 り絡熔せ しめ得るが、それ程迄 しな くても、よ

いことがある代 り悪化せ しめる場合が一再ならす 綱

である｡人 工氣胸の必要はなV・｡行 つても消退す

る℃ とには、大差はないが適時に中止することを

躊躇 し、氣胸は串來る間はすべきものであると考

えτ(、久 しきに亘れば肋膜炎など起し慢性化 させ

ることになる｡從 つて本症 らしい時は氣胸などせ

す、約20白 経過を見、期待 した通 りであつたな

らば、更に、同期間だけ同様にさせ、その後は冨

を鍮 えなV・生活を営ましむれば殆ど再発なしと逼

言える、治療上の特異があるからである｡

結核性 と考えた理由◎大職中期以後今日のよう

に、蜘虫症蔓延のなかつた昭和17年 中頃本症25

例に糞便内蜘虫卵検査を雫年間に亘 つ て 行 つた

が、何れ も陰性であつたので、Mifller氏 等が言

う仔虫肺内通過に際 し起るエオジン嗜婦性一過牲

肺浸潤とは別個の存在であること｡本 症の7.3%

に結核菌を証明してV・る｡こ れは二肋聞以内の糟

殖性肺結核で2・62%、 同じ廣さの滲出性肺結核で

は、1α43%に 陽性であつたこと、肺の一部に典型

的な結核病竈がめり、その治療観察中、本症のよ
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うな経過を探るものが、他部に現われることが可

減 り多いこと、特発性滲出性肋膜炎で、早期に絶

対安静を採れ濃、約3週 間位で、速力Sに消失する

ものが可成 り多い、これは瀦溜液が胸腔内である

か、肺組織内であるかの差だけであること、及び
う

他のものとして現在の知識で考えようのなV・ζと
も

等に拠 るのである｡そ の他漿液性とした理由及び

発生機蒋に就いても述べた｡

173・結核血行韓移 に関する研究

京大結研 笹 瀬 博 次

〈1)変 死者結核の病理解剖学的検索、生前の裏弱

で血行韓移を易江らしめる惧れのある栄養失調

症やルンペγを除外 し、又成人結核に関する検

百勢討なので小兇は除き今回の材料は19歳 から58歳

迄の29例 であつた｡何 れも肺、肝、脾 、腎、

生殖器を精査 した｡勿 論何れ も肺には結核性病

変のあつたものばか りであるが、肝のみにあつ

た もの2例 、腎のみにあつた もの1例 、合計3

例で10.34%で あつた.そ 納 繭 はume変 イヒ

・群或は肺門淋巴腺の変化だけあつた12例 中に

属 し、残 り1例 は、それ らの変化のある側のみ

に二亥竈のあつた曾例中に属し・反対側のみに

一(2例)或 は両側に(6例)二 次竈のあつた8

例中には上例もなかつた｡

〈2)眼結核に関する研究、京大眼科入院患貰9,905.

例中眼球内に確実に結核性病変あつた成人131

例あり・そや内両側にあつた もの75例 即ち97・
f"25%右 だけは29例

、1左だ け は27例 であつ

た｡孤 立性結核結節は7例 のみであつた｡

京大泌尿器科稻田博士は汎発性粟粒結核を除き結

核病変のあつた屍431体 中腎臓に少教結節あつた

もの53例 慢性結核47例(10.09%)合 計100例

23・2%の 高牽に証明せ られ、且つその少教結節例

の5&49%は 両側性であつた と報告ぜ られてい
畠
る｡稻 由博士は京大病理の記録に拠 られ、自然死

であり、変死者結核に比 し重い結核が含まれ、又

腎臓だけであつたので十分に髭較は出來なV、が、

少教結節は生前の病弱期に出現 した ものが多いの

ではなかろうか｡さ うすれば漫性結核の1α9%

は彼是考慮して変死者の10・34%、 年齢別結核死 、

統計で ユ5歳か ら44歳 迄の肺結核死亡に対する全

身血行性結核,血 行性臓器結核死亡の比10・0%

内外であるのとよく一致 し、少教結節例の5&49

%が 両側性であつたζとは眼結核例の両剣性57・2

5%と よく一致 し、この発生期問乃至経過観察期

間の略弐一致してV・る両働性臓器への血行輔移比

率は結核に関する限 りこの辺かと思われ肺への演

釈を可能 と考える｡

174・結 核性氣 管氣 管支 潰 瘍の臨 床 症

歌 とその治 療成 績

國立療養所清瀬病院 牧 野 進

`棘 津 克 己

我々は当院入院中の患者400名 、約550'回 の
ノ

氣管麦鏡検査の結果、氣管氣管支結核 と思われる

もの44名 にストレブ トマィシン(以 下S・M・ と

略)の 治療を行つた｡そ のうち氣管及び主氣管支

に著明な潰瘍を認め、且つ治療後再検査を行い、一

経過を確めたるものは19名 であ り、その臨床症
肇

欺 と治療成績を報告する｡

臨床症歌を喘鳴、激烈な咳漱、喀疾 の 喀 出 困

難、粘稠性、著明な増減、説明困難iな呼吸困難、

菌陽性湊、｡血湊喀出、出渡する高熱、 レントゲン

所見等により検した結=果、所謂喘鳴、激烈な咳漱

発作、喀疲の粘稠性、胸骨下の不快感の四大徴候

は、潰瘍の氣管及び主氣管支の両方にあるもの邸

ち・高度の変化が高箏囲にあるもの(9名)と ・

氣管又は主氣管支の狡窄を俘 うもの(6名)で ぼ
ノ

全部の者に認められたQ

然しながち上述以外の者に於V・ては四大徴候 と

V・えども必発症歌ではな く、その他の症歌も軽度

か或はこれを欠 ぐものが多かつた｡又 狭窄も肺葉

氣管支にあるものでは症歌は概し て軽 度 であつ

た｡

次にs・M・ を多教の渚 に1日1940醐 筋注

した結果は・狭窄あるものの2～3の 者に於ては、

主 として四大徴候がなお残存した他は、著しく改

善 し、又は全 く治癒 した｡特 に 「レ」線像にて説

明困難iな菌陽性疫の もの8名 中7名 に於いて菌が

培養又は集菌にて陰性となつた｡

氣管支鏡所見にては独窄な9も のでは治癒6、
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略治2、 狭窄あるもの(肺葉氣管麦の狭窄を含む〉

では略治7、 軽快4で あ り、潰瘍面は治癒又は改
の

善 を示 したが独窄を残したQな おS・M.注 射後に

挾窄の増強せるものが2名 あつた｡

ア ドレナ リン加 コカイン液及び硝酸銀塗布によ

り軽快 したものも喬るが、之等に就V・ては今後例

数を加え報告する予定で ある｡

175・肺結 核 の発病 と進展(続報)

國立療養所刀根山病院(院長渡辺博士)

藤 野 保 次

余はさきに着護婦の肺結核で浸潤型 をξるもの

は、右鎖骨下にあらわれたときは次いで左鎖骨下

にあらわれるが、左鎖骨下のものはある程度ひろ

がつて後に右肺に病巣をあらわす こと、璃ぴ肺尖

部のみの病巣は比較的良好に経過するが鎖骨下ま

でびうがると進展 しやす くなることを発 表 した

が、今回は入院患者について楡索した｡そ の結果

は亥の如 くであつたQ

I片 側性に結核性陰影をあらわす者に就V」て'

(1)左 側のみの者と右側のみの者とは殆 ど同教

である｡

(2)肺 尖のみに陰影を認めるものは極少教｡

(3)肺 尖より第3肋 骨までの廣さのものが睡 も

多い｡

(4)從 つて鎖骨下より上下にひろ渉る場合が多
・ いと考えられる｡

(5)全 肺野に病変があるものは左肺に多Vち
雛]【 両倶蛯ヒに陰影をあらわす ものに就いて

、

(1)左 側の陰影の方が右側のよりも廣い場合は

、 その逆の場合の約3倍 である｡1

(2)両 側とも全般に亘つて陰影の認められる場

合を除 くと両側が同程度のひろが りを持つこ

とは少V・｡

以上dこ とか ら攻の如 く結論 し得る｡

(1)左 右共鎖骨下か ら上方及び下方へひろがる

場合が多い｡

(2)右 鎖骨下に病変があらわれると次いで左鎖

骨下にあらわれるが、左鎖骨下の病変はある覧

程度ひろがつて後に右肺に病影 をあらわす も

のと考えられ る｡

(3)左 肺の病変はひろが りやすV・｡

(4)以 上のことは、右上葉の下縁は 「レン トゲ

ン」学的に左上葉の下縁 よりにるかに上部に

あるとV・う解剖学的事実から説明せ られるの

ではないか,と考える｡

176・老人肺結核患者の臨床的観察

(第1報)

慈恵医大林内科学教室(主任林直敬教援)

近 藤 壽 郎

最近2年 閤に於ける50歳 以上の老人肺結核患

者の系統的な臨床観察を行いρつ あるが・その中

31名 をX線 上室洞の有無によりA、B2群 に分

けて観察す ると、次の如 く両群に相違点があるご

とが見出される｡即 、家族内結核患者の存在はA

群に著明であり、発病は一年以内の者が両群芸に

多 く、咳漱、喀湊 も両群に見 られる｡血 疫、呼吸

促迫、食嗜欠損、体重減少を訴える者がA群 に多

V・｡体 温は両群共微熱又は平熱である｡A群 では

脈搏数が多く、血圧が低V・○打薙診所見は両群共

X線 所見に較べ軽微であ り、X線 所見で肋膜癒着

が認められ、一一般に硬化性陰影を示すが、A群 で

は増殖性一部滲出性陰影が混在 し、B群 では硬化

性の傾向が強い｡血 沈値は全群共促進 し、A群 で

は特に著 しく促進する｡赤 血球教、血色素量はA

群はB群 より減少する｡白 血球数には特異性を認

めなV・｡白 血球百分比はA群 に核左方推移 と淋巴

球減少、B群 に軽度の核左方推移 と淋巴球増加が
き ヲぷ

認められる｡ツ 反鷹には特別の差異を認めなV・｡

一般にA群 には他の結核性合併症が認められ、経

過不良であり、B群 は合併症少 く経過 良 爵 で あ

る｡19例 につき肝臓機能を血清高田氏反磨、尿ウ

ロピリノゲン、ヘバトサルファレンによ り検する

と、A群 には障碍者が多く、IB群 には正常者が多

い｡爾 喀疫中菌の有無、浸潤陰影の存在範囲、陰

影の性妖に基き各群に分けて観察する時も同様な

相違が認められた｡

又21例 にツペルク リシ稀釈液を注射 し、注射

前と注射後の白血球数を比較する時、明かに減少

した者10名 、増加 した者3名 であつて、青年結

核患者に於いて認められる変化と異る現象を呈す
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る者が半数に認められた｡

6例 の剖見所見は、肺に薪 旧多 数 の室洞を有

し、滲出性或は増殖性病変豫が硬化性病変像を混

在するが、他の年齢暦の肺に室洞ある結核屍に較

べ・腸に於ける結核性潰瘍ξ)存在が軽度である｡

本実験例以外の16例 の老人結核屍にも同様のこ

とが認められた｡

てい就

強

に連

室

関

教

黒

の

群

と

内

目

鷺

影
糟

症

岩

村

々

肺圭

田

佐

蓬771

竹中(明36)な 北海道炭坑夫の肺結核の予想外

に少数であつたことを述べ、白川(昭4)も 炭坑

夫の肺結核少 く、しかも良型が大多数であるのは

炭肺の良影響を思わしめると結論 した｡他 方珪肺

と肺結核に就いては・珪肺の罹患率葛 く且つ症期

の進むに從い累進的に罹患牽上昇するとなすもの

多 く、本邦に於いても佐渡金山(斎 藤)の それは

1期20.7%、2期56,1%、3期58e8%で ある｡

只Rδssle及 びその門下は好影響説を提唱 し、宝

來 ・木村は良影響 あるにあらすやとしているに過

ぎなV・｡即 ち大多数は悪影響説 に左 担 している

が、再検討を要するとなす傾向があらわれて來て

いる｡我 々(田 村｡吉 田)は この関係の一端を知

ろうとして試験管内実験を試みた｡印 ちHo㎞ 培

地に正常人、血液珪酸量、珪肺患者血液内珪酸量乃

至異常高濃度珪酸量等珪酸を種々に加え、 これに

ヤrankfurt菌 種を培養し、経過を追V・対照と比較

してみたのであるが 、珪酸を加えた場合は少量で

あれ輝 であれ培養初期には発育を抑制するよう

に見えるが、4週 簡後には殆んど差のなv・陰性の

結果であつた｡

扱て由來硫黄鉱山に結核なしとの通念がある｡

我々が松尾硫黄鉱出で実施した集團検診ではこの

通念を裏書きするような結 果 で あ り、・1期珪肺

109名 に対 し珪肺結核2名(1・8%)、2期 「珪肺24

名に対し2名(8.3%),3期 珪肺には結核な く総

計139名}(対 し珪肺結核4名(2.9%)に 過 ぎ

す、佐渡金雌のそれと比較 して著差のある事に驚

いたのである｡本 鉱山は珪酸量少 く、発症に多年

を要することも一因であるか も知れないし}硫 黄

鉱山は他の金属鉱山と異な り亜硫酸ガスの影響あ

る事 も考慮しなければならないであろうから・直

ちに他の鉱画の場合と比較することな出來なV・か

も知れな"｡然 し珪肺 と肺結核との関係は再検討

を要することであ り、目下種々検索中である｡

178・肺 モ ニ リア疲 の研 究

東大傳染病研究所第八研究部(主任美甘義夫教授)

美 甘 義 夫 ・上 塚 昭

本邦に於ける肺モニリア症の報告は殆んど見当

らない｡演 者は昨年來1例 の原発性肺モニリア症

とペニシリン無効の肺膿瘍患者3例 に喀疫中多数

のモニリア(Candida.albican$)を 見出し、ス トレ

プ トマイシン療法中の肺結核患者2例 の喀疫中に

もこれを瞼禺した｡そ してこのC.alb.に 対する

特殊療法により初めて治療効果 を挙げ得た｡分 離

したC.alb.に 就V・ては、菌学的特性、動物病原

性を検し、抗生物質に対する態度を検 したのでそ,》

の成績を報告する｡

原発性急性肺モニリア症の1例 は、先す肺炎と

して途院されたが、臨床所見上肺膿瘍の像を示し

た｡喀 疫には僅少の肺炎双球菌の他大量の芽胞子

並びに菌糸塊 を毎常認め、これか らサブロー培地

によりC.alb.を 分離iした｡治 療は油性ぺ370万

軍位、ズルファチアゾLル60grの 併用では増悪

し、・更に全身の皮膚モニリア症を起 し発疹部の鱗

屑並びをご摘出皮膚組織標本 よりC.alb.を 証明し

た｡沃 度加里、ネスポサン療法により初め七奏効

顯著｡他 の3例 は伺れも臨床上肺膿瘍又は肺壊疸

の所見を持ち、ぺ大量療法及び氣管内注入を行V・

喀疫中の細菌は減少するに拘 らす増悪し、一方喀

疫中にC.alb.の 芽胞子を…欠第 に 多 数証明し、

C.alb・ の濾液の皮内反鷹、及び患者血溝凝集反

慮 も陽性を示したので、沃度加里、ネスポサン併

用療法により臨床所見の改善を見た｡2例 のス療

法中の肺結核患者ではC.alb.を 認めたのみで特'

定の症歌は示さす、ス療法中止 と共に減少又は消

失 した｡分 離 したC.alb.の 抗生物質に対する態

度は培地にぺGを 種 々の濃度に加えると、対照に

比 し発育が著しく促進された｡又 廿 日鼠腹腔内に
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芽胞子の一定量を注入 し・べG1日1・000軍 位を

皮下注射すれば.対 照群忙比 し死亡率の増加、病

理組織所見上腎臓を主 とす る臓器、淋巴腺の腫

脹、膿瘍形成の増大を來 した｡ス トレプ トマイシ

ン、クPtPtマ イセチンに就V、ても同様の実瞼を行

い、類似の結果を得た◎以上から肺モニリア症が

本邦にも比較的稀でな く、抗生物質による発育促

進作用に注意を換起し、肺化膿症のべ療法無効な

場合、或は抗生物質により増悪する場合には本症

菌感染を念頭に置 くべきことを強調す る｡

179・胸部結核性疾患 と血液諸膠質不

安定牲反慮

(殊に小川尿膠質反磨に就いて)

、 名大環研小川研究室 長 谷 川 晋

熊 田 正 徳

胸部結核性疾患のX線 所見、病症、病勢、予後

を総血清蛋白量及びその分屑、小川尿膠質反慮を

初騨 種の膠質不安定性反懸・血液沈降速度・乳

酸凝固反胞、(ラク ト)"沃 度酸殖等の上か ら比較観

察するにX線 所見 と総蛋白量及び分屑 との間には

判然 とした関係は見出されなかつたが病症病勢の

悪化進行するにつれ、アルブミン量減少グ ロプリ

γ量増力日A/G低 下を示すが総蛋白量は一度増加

して後減少 した｡こ れはアルブミン量減少度が初

めはグロブ リン量壇加度より大なためと思われ、

結核性疾患の臨床には総蛋白量 よリアルブミン量

グ ロブリン量のこれ ら消長が意義あるぢのと考え

られた｡余 は先に小川尿膠質反慮を血清に慮用す

る場合同反懸は血清に於いては主として蛋白質分

屑の夫々の絶対量 とその比に左右されることから

その反恋曲線を(同 法図示法 昭和23年 目本血

液討議会報告参照)大 体三つの型た分つことが幽

來、 これを健康並びに各種疾病に就V・て観察した

結果型の上から健康或は病的の別、更に進んで病

症の軽重 も判定されうることを報告した｡そ こで

余等はこの判定法を廣 く胸部結核性疾患に懸用 し

た ところ病勢の推移病症の軽重予後の判定の上に

LangeuHeuer氏 反懸、Mat6fy氏 反慮Dar6ny

氏反懸Formolge1反 懸Weltman氏 反慮Gros

氏反慮赤血球沈降速度乳酸凝固反懸沃度酸値等よ

りすぐれた多 くの点を見ることが畠來た｡即 上記

の如き廣範囲に亙つての観察は小川瑛尿膠質反懸

に於いてのみ可能であることを知つた｡

180・カル ボー ル 反磨 に就 いて

國立小諸高原療養所 藤 岡 萬 雄

緒 言 丸 山教授 は1.0%カ ル ポ ー ル 加 生 理的 食

塩 水 が 結 核 患者 に 選 択 的 に 反慮 す る事 実 を報 告 し

た｡私 は本 反 慮 を追 試 して 、 考 案 者 とは稻 土異 な

る結 果 を得 た の で 報 告 す る｡

成 績 、(1)結 核 性 疾 患72例 に就 い て 、0・5%

の試 藥 で 陽 性 の もの20・8%(30・1%≧p≧143%)・

1.0%で 陽性583%(67.4%≧p≧484%)、a.S%

で陽 性69.4%〈77.2%≧p≧59.8%)｡非 結 核 性 疾 患

33例 に就 い て 、0.5%で 陽 性6ユ%(17A%≧P≧

2.5%)、1.0%で 陽 性42.4%(5B.6%≧p≧29.5%)、

1・5%で 陽 性51.5%(65.1%≧p≧37.6%)｡

健 康 者20例 に就V・て ・α5%で 陽 性0%(133

%≧p≧0%)、1.0%で 陽 性5%(20.7%≧p≧1・7

%)、1.5%で 陽 性5%(20.7%≧p≧1.7%)｡即 ち

O・5%、1・0%.1・5%各 濃度 に よる カル ボ ー一ル 反 憲

は結 核 患 者」血清 に選 択 的 に陽 性 で は ない｡LO%、

1.5%の 試 藥 に よ る カル ポ ー ル 反 慮 に よれ ば 、健 康

者 と病者 との 聞 に は有 意 の 差 が 認 め られ る｡(2)

30｡Cの 恒温 槽 中で 測 定 した 赤 沈 値 との 関 係 は 、

O・5%で 陽 性 の もの の赤 沈1時 間 値 の平 均8字・3搬叫

1・0%で 陽性66・5mm、1.5%で 陽 性80.4mm、

陰性 の もの23.5mm｡帥 ち毫カル ボ ー一ル 反 慮 と赤 沈
ゴ

値 との相 関 関 係 は1・5%試 藥 で は 認 め られ な い

が 、1・0%及 びO・5%試 藥 で は認 め られ 、赤 沈 値

の 大 な る もの程 薄 い カル ポ ール 濃 度 で 反 鷹 が 出 易

い と認 め られ る｡(3)血 清 蛋 白分 屑 との関 係 は 、

A/G比 は 、陰 性 の もの の 平 均1面 、1.5%で 陽 性

0.84、1.0%で 陽 性O.83、O.5%で 陽 性0.79で 、

A/G比 の小 な る もの程 反慮 は陽 性 に 出 や すV30

α、βグ ロプ リン濃 度 との相 関 関係 は 認 め られ な

い｡γ グ ロ プ リン濃 度 は 、陰 性 の もの の 平 均L243

9/d1、1.5%で 陽 性1.7239/d1、1.0%で 陽 性1.74

59/dl、O.5%で 陽 性1・889/d1で 、γ グ ロプ リ

ン濃 度 大 な る もの程 反 慮 は陽 性 に 出陣 す い｡

績 論 本 反 慮 は グ"ブ リン反 慮 の 一 種 で あ る と
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考えられ、結核に特異的な反磨とは 認 め られな

い｡蜜

追加 カルボ ール 反慮 に就 いて

國立療養所清光園 布 田 武 毅

丸由氏カルポール反磨は結核の活動性を診断す

るものと言われているが今回は胸廓成形術施行前

後の患音に本反懸を試み次の如き結果をそ尋たので

追加いたしますQ

術前カルポール反慮施行者112例91

内対照例29例

内術後施行例25例

胸廓成形術前後施行例25例 中 ・

1.本反慮陽性より陰性 となれる者14例

2.不変の者 鍵9例

a陰 性 より陽性となれる者2例

自覚症歌別にその変化を求むれぼ

1.術前より自覚症歌良好となる者19例 中

本反癒陽性 より陰性と液る者12例

不変の者6例｡

陰性より陽性 となる者1例

第

病 蟻 談 一4i・ ・S1・・ssi・・6sl・・751・・SEsl・・95i…

2.術前後自覚症同様な3例 中

本反懸陰性化せる者、不変な者・陽性化せる

者各1例 な り

3.自覚症増悪せる3例 中

、本反懸不変な者2例

陰性化せる者1例

以上の如 くにして結核の病歌に比例すると判定す

るは単計の如 く思わるるも、結果だけ一慮報告V・

たし詳細は次回に護 ります｡

181・所謂 「結核患者血清に関するカ

ルボール反慮に就 いて」

大分縣立教員保養所 篠 原 啓 之 …

既に病的血清酸添加に依り、健康血清と畢つた｡

反磨を呈することは認められてV・たが・所謂丸山

教授による、結核患者血清カルポール反鷹の追試

を行v・、次の成績を得たので報告する｡総 数208

例中、主 として滲出傾向大なる者 と、増殖傾向大

なる者、及び、病竈硬化し仕事に從事せる者(軽

作業者)、並びに非結核性疾患を対照とせ 凱 てれ ・

を表示すれば次の如 し｡

1表

… 回
,・濫

ガ

滲1出 型51例109
層17132

、

増 殖 型78〃 114 20

博 軽 作 業者58〃 ●

髄

奮

対 照20〃 2逸 今 な

16

'

3132

1123

271

1210

1

の
一

残

病 名
監

＼ ＼i試藥%

例数 ＼
0.3

懸

0.4 α5
曾55

0.65

董

0.75 0.S5 0.95 1.0 ■ 1.2

吟

、肝 胆 嚢疾 患 7例 2 1 1 3 1
{

腎 臓 疾 患 4〃 ・3 1 t
購 も

心 臓 疾 患 4〃
ψ

}
き

4

化膿性疾患
.4

5〃
、

2 1 2
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前表にある如 く滲出型と増殖型は大凡、O.6%

カルポール溶液を以て区別せ られ、増殖型 と軽作

藁者は戦然たる区別困難にして、結核血清と対照

.血清とは、丸山教授の1%を 以て区別されると言

われるも、余の成績では区別困難なり｡な お探血

時の発熱、喀疫中の結核菌の有無、赤沈速度は必

す しも並行 していなV・｡滲 出型中スト｡vイ を用

V・た δ倒中4例 に一時赤沈全身歌態共に良好とな

り、中止後再び悪化せるもヵルボール反懸は変化

なく、少数例ではあるが興味ある反懸なることを

思わせた◎なお追究したいと思 う｡'

結語1.カ ルポール反磨は結核の非特異性反

磨な り｡鼠 本反磨は臨床家に容易にして、滲出型

(活動性)と 増殖型(停 止性)の 鑑別診断予後決

定に有効なる一補助反懸な り｡3.少 くとも0.55

%、O・75%、1・0%各 稀釈試藥 をたてて正確を期

すべきな り｡

症

靭
轍

東
河

慨 い就に断診的学清血の

勧

郎

縣

八

臨

崎響轍
勝

鵬
利

鮒

上

近 時 腸 結 核 の 早 期診 断法 確 立 の重 要 性 が 強 く叫

ぼれ てい る｡吾 々 は腸 結 核 潰 瘍 組 織 の 抽 出 物 を 以

て家 兎 を免疫 し得 た る免 疫 血 清 と患 者 糞 便 濾液 と

をを以 て沈 降反 慮(以 下 「沈 反 」 と略 す)を 試 み
、

腸 結 援 診 断 の一一助 に な るや 否 や を槍 討 した｡勘 ち

(1)臨 床上 腸 結 核 と診 定 せ られ た 者21例 中重

症14例 中13例(92.81%)「 沈 反 」 陽 性 トリプ レ

反 磨(以 下 「ト反 」 と略す)は9例(642%～ 陽

性 中等症7例 中5例(71.4%)「 沈 反 」 陽 性 「ト反 」

は4例(57.1%)陽 性 で結 局 「沈 反 」 は18例(85.7

%)「 ト反 」は13例'(61・8%')陽 性 で5例(23・8

%)多 く陽 性 匠出 た｡(2}X線 的 に 室 洞 を有 す る

者34例 あ り、 中、 重 症18例 中 「沈 反 」 は16例

(88.8%)「 ト反 」 は11例(61・1%)陽 性 、ら中等症

16例 中 「沈 反 」9例(56.2%)「 ト反 」6例(3'7'.5

%)陽 性 、勘 ち 「沈 反 」 は25例(73・5%)「 ト

反 」17例(SO、O%)陽 性 でT「 ト反 」 よ り8例(23.5

%〉 多 く陽性に出た｡(3)検 養総例120例 中重症

腰37例 で 百沈 反 」31例(83・7%)「 ト反 」22例

(・59.4%)陽 性 で 中等 症50例 中 「沈 反 」23例'

(46.0%)「 ト反 」20例(CO.O%)陽 性 、軽 症33鰐

中 「沈 反 」12例(36.3%)rS反 」8例(24.2%)陽 性

で あつ て総 括 してr沈 反 」 は66例(55・0%)、 「ト

反 」50例(41.6%)陽 性 で16例(13・4%)多

く、陽 憐 に出 た｡な お 対 照 と して 健 康 人10例 中

全 部 陰 性 、 赤 痢 患 春13例 で は 「沈 反」 は3劒

(23.0%)、 「ト反 」 は6例(46・1%)陽 性 で あつ た｡,

「沈 反 」陽 性3例 中2例 は 軟 便 に して膿 、 粘血 を

認 め な い もの で 非 特 異 的 に陽 性 に 出 る こ と も ある
ル

ので注意を要する｡結 論として吾々は腸結核診断

に役立てんとして一薪特異沈降反懸を試み、これ

が腸結核 と診断せ られた ものに高率に然 も強度に

現われたこと、室洞ある者で肺の浸襲範囲は比較

的狼 くとも約孚数に現われたこと又 「ト反」より

高率に現われた こと等より少 くとも「ト反」と併

用すれば腸結核診断上相当に役立つものと思われ

るo

追 加

東京療養所 砂 原 茂 一

当療養所小西は屍体切除肺、淋巴腺等の乾酪物

質の蒸溜水浸出液を以て家兎は免疫 してえた抗血

清を人血清、結核菌及び健常 リンパ腺蒸溜水浸出

液で吸牧し糞便濾液につき沈降反慮を行つた｡

明 らかな腸結核52例 中85%、 疑わ しき腸結核

66例 中60%、 肺結核2・5%夫 々陽性である｡同

時に行つた今村、中谷氏抗人血清反磨よりはわ一歩

かに陽性率が小さいが特異性に於いてまさると塾

えられる｡即 ち健常人50例 ・チフス・赤痢・六

腸ヵタル等非結核疾患86例 何れ も全部陰性であ

る｡腸 レ線像 との一致は、88%剖 検 した13例 中

陰性であつた1例 は腸に結節のみがあつて潰瘍 を

みとめなかつた ものである｡試 験開腹術を行つた

2例 では一・致 した｡ス トレプ トマイシン療法中こ

の反懸の推移をあとすけると陰性化は10～40日

(平均22日 、重症では31日)で 臨床症歌の軽
　

快 よりも遅れるかたむきがあり、再発時には臨床

症歌の再現 よりも早V・｡

要するに本反慮は抗人血清反慮に比 し現在のと

ころ陽性牽はわすかに劣るが極めて特異的なもの

一1S6-一 一
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と考えられるから臨床的に用 い うる と考えられ

る｡し か し早期診断にどれだけ役立つかが明らか

rcな らなければ意味が多 くなV・｡し かも早期の腸

結核の診断には現在のところはつきりとした極め

手がないのだか ら、多数の肺患者 を長 く観察して

経過によつて検定することと、偶然えられるであ

ろう剖検例、試験開腹例をまつてその実用性を判

断するしかないであろう｡

この小西の仕事の一一th部はすでに昭和24年11

月厚生省研究会でのべたが,そ の後の仕事を加え

て、極めて類似した河上氏の演題に追加する次第

である｡

183・肺結 核 に於 ける血液 濃厚 クecン

酸 ソー ダ法 と他 の非 特異 性反磨

の比較 に就 い て

岩手医大内科 佐 藤 惣 一・郎

小 豆 島 倉 雄

結核の補助診断法として種々の非特異性反懸が

提唱せ られてるが或程度の参考とな り得ても未だ

汎 く実地に用い られることが少い現況であ教が・

第24回 日本結核病学会に於いて工藤教授が血液

濃厚クエン酸ソーダ法なる、病勢診断法 を発報せ
き

り｡余 等 は 肺 結核 患者160名 に就V・て.血 液 濃 厚

クエ ン酸 ソー ダ法(以 後K反 慮 と略 称 す 」 と他 の

非 特異 性 反 磨 帥 ち赤 沈eWeltma皿eFri恵ch・ ・star・

1inger・Mat6fy・ 片 山 ρDar五ny・MURdel・ 野 村 ・ut

Costaの9反 鷹 ≒比較 せ り｡

ダ塾 実 験 方法Veme8反 磨 を片 山変 法 で 、Frisch-

starlinger反 磨 を 山本 変 法 で実 施 し、他 の反 慮 は 、

凡 て原 法 で行 え り｡

実 験 成績(1)K臆 は病 型 とほぼ 一致 し・特 に ノ

重 症 に て殆 ん どW型 即 ち重 症 型 を示 せ り｡赤 沈 に

は或 程 度 平 行 せ り｡

(2)麦 説 ・CoSta.Frisch-starlinger●Matefy.

片 山・Dard!lly｡野 村 反薩 は病 型 とほ ぼ一一致 す る も、

重 症 に於 い て陽 性 度 の減 退 を認 め 、或 は 中等 症 に

於 いて 必す し も一一致せ す 、軽 症 で は 一 致 せ り｡

(3)Costa・Prischstarlinger・Mat6fy｡片 山 ・

Darany・ 辱 村 ・Mtinde1｡反 慮 は赤 沈 と は大 体平

行 関係 を認 めた る も 、Weltmaim反 慮 は必 す しも

平行せす｡

(4)Weltmann・ 野村｡M伽del反 懸は・K反

懸とほぼ一致せ り｡Costa・Frisch-starlinger●

Mat6fy｡片 山｡Dar加y・ 反懸は大体一致せるも、

重症型では必す しも一致せす｡

以上の実験成績に加 うるに、他の非特異性反磨

に於いては、操作の繁雑或は判定に長時間を要す

るもの等ありて、結核の補助診断法 として或程度

の参考とな り得るも実地懸用には稻 ≧難あり｡然

るにK反 懸は操作簡易しかも短時聞内に反慮(⇒如

何を明瞭に判定し得べ く、且つ特殊の器具を必要

とせざることは、実地鷹用上慣値ある結核の病勢

診断法なりと思考す｡

磨反㎞伽伽の清血者

て

立

患

い

國

槻

就

結

に

泓

吉

策

正

圭

援

｡

野

本

濱

藤

橋

所療野内

1945年 瑞 西 のWuhrmanR及 びWumderlア が

提 唱 したCadmium反 態(以 下rCd」 反 薩 と略

す)を 当療 養 所 の 結 核 患者 及 び健 康 人 に施 行 し、

同時 に他Q種 々の血 清反 磨 を併 せ 行 い 、次 の如 き

結 果 を得 た｡蓬

実 験 方 法;患 者 の 分 離 血 清O・4ccvaO・4%硫 酸

ヵ ドミウ ム液O・2ccを 加 え て振 豊 し、 直 ち に 白

濁 す る もの を強 陽 性(朴)5分 後 に窓 の 枠 の 見 え

る もの を陰 性(一)、 中間 を陽 性(十)と したg他 に

血 清O・5ccに よ るGross氏 反 慮 ・Kling簡 易 溝

に よるWeltmann反 磨 、 丸 山 氏 のCarbo1反 慮 、

Handrefraktometerに よ る1血清 蛋 白 量の 測 定 を行

つ た｡

実験 炭績:1)rCd」 反 懸 は215名 の結 核 患 者

中48%に 陽 性 を示 し、 健 康 人40名 は す べ て(㌣)
'、

で あつた｡｡

2)重症殊に進行性の者に陽性牽が高 く(昔)の

者の69%を 占める｡

3)赤沈値とは大体平衡するも末期や手衛後等の

赤沈値の異常豪動に際し割合に安定である｡

4)Weltmann反 朦では 「Cd」反慮陽性者の32

%が 凝固帯の短縮を示した｡
夢
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5)rCd」 反 懸 陽 性 者 の70%はCarbol反 懸 陽

性 で あ る◇

6)Gross氏 反磨 は陽 性 度 の 高 い 程 低 値 を示 し

た｡

7).血清 蛋 白量 は(苔)に 最 も 少 く《(一)に 多

v、0

8)28名 の死亡者ではrCd」 反磨陽性者は86

%に して一毅 に予後不良なるを示すQ｡

9)腸結核その他の肺外結核を合併せる者の陽性

率77%に して幾分高い｡

10)Streptomycin使 用により著しく軽決せる例

では 「Cd」 反慮秀陰韓を示すが、 しからざるも

のは経過は不良のようである｡

11)ツベルクリン反懸陰性アネルギ鎧 を示せる6

例は何れ もrCd」 反懸陽性を未 したが、「ツ」反慮

の強さには関係なV、ようである｡

以上により「Cd」反磨は結核患瀞Z)病 態、予後

の判定に一磨試みるべき績値が あるものと思われ

るo

済

、

血

平

三

徹

善

得

る

科

田

島

す

内

猟
鐸

郵

揃
騒

秋
利

波

就

村

山

誉

に

超

慮

柏

奥

鵬

先に昨年度本学会に於いて、超音波抗元の作製

及び該抗元による結核凝集反慮実施の可能性につ

き報告し、臨床成績の一部にも触れて第一報 とし

たが、今回は健康者並びに結核患者に凝集反懸を
ノ

実施して、本反慮の結核症に対する特異性並びに

結核の癖型に対する関係を楡討じ・一部その成績

を同時に観察せる結核の非特異的血清反磨及び諸

種臨床瞼査成績と比較、進んで結核菌株と病型と

の闘係、師ち該凝集反磨の病型別特異性、個人特

異蛙並びに菌型特異性を吟味 して一定の結果 を得

たので第2報 とす｡'

(実験成績及び結論)

1)健 康者並びに結核患者を病型別に7群 に分

ち、健康者32名 、患者134名 、合計166名 に

凝集反慮を行 うに、健康者に於ては陰牲又は弱陽

性患者導於いてにすべて陽性を示 し・しかもその

病型により陽性度を異にし、血行性結核、一般状

態良餅なる者、治癒傾向強き者は凝集贋高 く、重

症及び末期の腸結核に於いては凝集便低 く、該超

音波抗元は自然凝集 を起さす、患者1血清との間に

凝集反懸を示 し、該凝集反慮は結核症に対 し特異

性 を示 し、他方、凝集便と血7-Globulin量 、全

血並びに血清比重・赤沈値等 ≧の聞には特定(甥

係認められす、重症者に於V・ては凝集便とツベル

クリン反懸と略上平行するを見る｡

2)菌 株と病型 との関係、即ち本凝集反慮に於

ける各菌株の差異 をみるために、各種分離菌抗元

を以て当該患者血清に実施 し㍉青山B株 及び鳥型

菌抗元を対照とするに、菌株による個人特異性認

められす・菌型特異性(人 型菌 と鳥型菌)の み軽 .

度に存 し、次に病型群別特異性 を見るために、各

群代表を選び、同種又は交叉凝集反慮を行 うに、

群別特異性 も亦認められす、同種病型 よりの分離

菌株に該種病型の凝集便が特 に高いということな

く、菌株の如何に拘 らす、前述の如き病型順位 を

宗し、本反慮が菌株に由らす病型に左右されるこ

とを知る｡

3)'以 上、超音波抗元は結核症 に対 し特異性 を

示 し、該抗元の使用により結核症に於サる結核菌

抗体就中凝集素の存在を証明 し得、從來結核症 に

於ける免疫抗体はその力債軽微で、抗体証明法に

よる結核の診断等 も実用的でなかつたが、適当な
'抗 元を得ることにより抗体証明も可能となり

、し

か も抗体量の病期、病型に慮 じて憎定の変化を示

す ことより臨床的に用い結核症の診断、予後の勃、

定に利用 し得ることを知る｡

186・結核の結核菌及びチモ シ遡菌抗

k原 に対す る沈降反aSli関 する臨

床的及び実験的研究

東大傳染病研究所第八研究部(主任美甘嚢夫教授)

江 藤 武 夫

人型結核菌とTimothy菌 のAntiformin滲 幽

液を抗原とし、Sahlossbergerの 法に依 り結核血清

に対する沈降反懸を比較 し・両種抗酸性菌の共通

抗原、化学的組成の差異を検討 した｡(ユ)肺 結楼

患者105例 に就き両抗原に対する沈降反懸を同時

_」L158-一 ・
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に行つた結果、結核菌 ・(Tb)抗 原でば93£%,

TimGthy菌(Tm)抗 原では8α4%の 陽性率を示

し、他方非結核性諸種疾患及び健康人では殆ど陰

性で結核に対 し略為特異的と見徹 し得、結核診断

上意義を認める｡(2)更 に結核及びTi皿othy生 菌

を夫 々家兎に皮下接種 し過 を追つて両抗原に対す

る交叉洗降反懸を検 した結果、結核菌免疫群はTb

抗原に対 じ第10～14週 迄陽性反慮を示し、CVm

抗原は第7・)10遍 迄陽性、以後疑陽性か ら陰性に

終 り、Tb抗 原に対する特異反慮強 く且つ長期間

陽性反懸を示す、それに反しTimothy菌 免疫群

に対 しては両抗原共に第6週 迄陽性反磨を呈し、

以後疑陽性より陰性に韓換 し反慮弱 く、且つ陽性

期蘭も短 く両抗原に対する著明な特異的反慮は認

められない｡次 で両抗原滲出後の残渣菌体を夫々
　 ら

2群 の家兎に皮下接種 し、同 じく両抗原に対する

沈降反磨を行つた結果,結 核菌体残渣免疫群に於

いては、Tb抗 原た対 しては第2～3週 迄陽性反

鷹を呈し ㎞ 抗原に対 しては第1～2週 迄陽性、

以後疑陽性より陰性に終 り、全菌体免疫 より反磨

弱 く、且つ陽性反慮 も一 過 性 に過ぎなV・｡・一・・-w・・方

Timothy菌 体残渣免疫群では、Tm抗 原に対 して

のみ第2～3週 迄陽性だが、Tb抗 原に対 しては

殆ど陰性で、結核菌抗原に対する抗体産生は認め

られす結核に対する共通 沈 降 元 性は失われる｡

(3)化 学的性欺としては両抗原共にMillon反 慮、

Biu[ret反磨陽性で本抗原中には 「アルカリ」可溶

桂 のProteinが 重要部を占あるものXb思 われる｡
ド ザ

訟お 】近o鵬ch試 験で は両 抗 原共 に豪}き反 磨 を呈

し僅 か に糖 質 の 存在 す る こ と を知 る｡併 しFehl-

ingBenedict・NylaRderの 還 元糖 反 態 は何 れ も陰

性 で あ る｡以 上 ¢ゴ如 く両抗 原共 に化 学 的 に共 通 の

域 分 を有 す｡然 る に両 抗 原 の総 窒 素 量 を測 定 した

結果 、結 核菌 抗 原 は.58.9mg/dlTimothy菌 抗 原

は333濯 血9/d1で 両 抗 原 に対 す る沈 降 反 慮 の 強 弱

は蛋 白成 分 の 大小 が 一 因子 と して 関與 す る もの と
サ

考 え られ る｡/・

187・尿 中 インヂ カ ンに よる腸 結核 の

診断(第1報)

九大医学部沢田内科 永 江 靖

腸結核に際 して尿中インヂヵン量が檜加するこ

とは幾多諸賢の記載する処でありますが、尿中イ

ンヂヵン量による腸結核の診断を試みたる例は少

く、腸結核診断の症厭以外の補助診断としては ト

リプーレ氏反慮のみにて腸結核診断は非常に困難

なるものとされています｡・最近治療藥品の進歩発

達により腸結核は割合良 く治癒するものでありま

す故速かに腸結核を診断 して適切なる治療を行 う

ことが大切であ ります｡実 験方法 としては尿中イ

ンヂカン量は食物により非常に影響 されるので最

も影響が少き早朝室腹時2時 闇尿を定量 した｡即

ち被検尿2・0耗 に20%三 塩化酷酸水溶液2・Occ

を加え、これに5%「 チモールアルコール」溶液

02 、ccを添加振邊 し、次いで 「オ■・一一ペルマィエル」

氏液(O.5%塩 化第二鉄発煙塩酸溶液)2・0¢cを加

え、振盟倣 置し30｡分 後 「ク汐ロホルム」4.Oc¢

を加え、強 く振燈して2時 闇静置後分眉せ し「ク

ロロホルム」をピペツトに採 りその抽出せる色調

を 「プル リツヒ」の光度計にて定量した｡健 康人

の尿中ィンヂカン量は平均O.237mgに して、腸

結核患者の尿中インヂカン量は最高1.65mg最 少

0・289mg平 均O・56mg(50名)、 肺結核(腸 結核な

き)最 高O.472mg、 最少O.122mg、 平均O.267

mg(100名)な り｡
な

腸結核患者にストレプトマイシンを注射せ し場

合は尿中インヂカン量は減少 し、パラアミノサ ル

チルサンを投與せ し場合 も漸次尿中ィンヂカン量

は減夕する｡ト リブレ啄 反懸と尿中インヂヵン

量は略一致 して増減する｡

尿中インヂヵン量を定量することによつて腸結

核の診断及び治療効果を判定することが出來る｡

188・結核 患者 の ドナ ジオ 佐藤 反磨 に

つ いて

東京医科歯科大霞ケ浦分院

東京医科歯科大生化学教室

大 淵 量 敬｡野 崎 紀 和

野 田 喜 代 一 ・田 谷 利 光

本問題にはすでに湯沢氏等の報告があるが著者

等は結核患者の適切な安静度作業負荷量の基準快

定病勢の判定等に ドナジオ佐藤反慮(DSR)が 慮

一一一 一159__
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用できるかを研究 し、現在次の事実を知 り得たの

で報告する｡

1)DSR値 には日中変動があるので1何 の採

尿によらす午前9時11時 午後1時3時5時 の5

回に探尿も,健 康人 ≧軽 症 か ら重症の結核患者

(安艀度2｡一 一5｡)のDSR値 の動描 を観察した｡

そ の結果健康人と患者の著明な差は健康人では9

時尿は一般に10前 後で安定 しているのに対 し患

者では非常に不安定に動揺することであつた｡個

汝についてみると健康人ではその日中変動につV・

て斎藤氏の研究(未 発表)が あるが著者等の観察

とほぼ一致 し、9時 尿が僅か低値を示し、日中変

動は少かつた｡安 静度5度 の患者では9時 尿がや

や高値を示 し、 日中変動が健康人に比 し不安定に

みえたがこれは安静度の管理が不完全に陥 りやす

いためと考えられる｡安 静度4度 では9時 尿のみ

が不安定に動揺し、3時 までDSR値 は低値で安

定 し5時 にはやや高値となつた｡こ れが安静度3

度では軽症群に比 し時闇的動揺が著 しくはげしく
ノー見 して軽症群と区別し得た｡即 ち9時 尿の不安

定性はますます増大 し、1日 中この不安定性が持

続し、安静時間により鋭敏に左右 される｡安 静度

2度 では3度 に比 しさらに高値において不安定な

傾向を示 した｡◎

2)結 核患者に散歩をさせ、その前後尿のDSR

値を健康人のそれ と比較した｡即 ち750米20分

m・1・400*20e間 の散歩では健康人との間躇

明な差は認められなかつたが、2,000米35分 聞の

散歩葺荷では患者は健康人に比較 して後尿が前尿}

より明 らかに高値をとる傾向を示した｡

189・結核患者に於けるスFレ7ト マ

イシン皮 内反磨に就 いて

國立仙台病院内科 粟 野 亥 佐 武

佐 藤 哲

館 山 光 昭

吾々は結核患者に於けるス トレ プ トマイシン

(以下 「ス」と略)加 ツベルクリン反鷹の発現歌

態を検索中・この際対照として接種した 「ス」の

1%生 理的食塩水溶液0・1cc皮 内注射局所に接

種後1O・V13日 を経て屡i15mm以 内の発赤及

び硬結の発現するのを認めた｡

この反懸は最近屡々報告せ られている 「ス」取

扱者に見 られるアレルギー・性皮膚炎或は この際に

現はれる 「ス」皮内反恋とは無関係にこれ迄に一

度 も「ス」の注射 を受け、碧 しくは接触する機会

を有 しなかつた結核患者にも屡 た陽 性 に現われ

る｡然 しなが らこの反慮は一定の闇隔で注射を反

覆すると幾分発赤及び硬結の大さを増 し、しかも

発現迄の時間が著明に短縮する｡重 症の結核患者

ではこの反晦は凡て陰猷 績潅示し・これは「ス」

療法を受けていると否とに拘 らなV・｡中 等症、軽

症患者となるに從V、次第に陽性率が増加する｡死

亡韓帰をとつた患者では本反鷹は凡て陰性であっ

た｡ 、
勺

結核の経過中本反懸の陽輔を示した者は病症の

軽快者若 しくは不変者であるが陰性韓化を示した

者は凡て病症の悪化 した者であつた｡・ 魯

「ス」に全 く接触する機会を有 しなかつた健康看

護婦生に本反鷹を実施 した処軽症結核患者 よりも

更に高い陽性率 を示 したが δス」と接触する機会

を有する内科勤務の看護婦では寧ろ陽性牽が低か

つた｡な お本反鷹の陽牲者は凡七 「ツ」反鷹陽性

であ り、「ツ」反磨陰性者には本反慮の発現が認め

られなかつた｡「 ツ」反恋陽性率の低い学童に本反

慮を実施した処陽性率が著 しく低 く、この際も本

反懸の陽性者は凡て 「ツ」反慮陽性であつた｡然

しながら「ツ」皮内反慮と本反磨との闇には反懸

の大いさに関し著明な相関が認め られなV・｡又 非

特異刺戟剤 としてヤ トレンカゼイγの皮内注射を、

実施し・本反鷹との相関を見たが矢張 り著明な相

開を認めない｡又 本反慮の組織像を見るに眞皮に

結締織繊維の膨化を認め、一部血管内皮細胞の膨

化を認め諸所に円形細胞の浸潤を認めたが著明な

血管の充血或は出血壊死或はエオヂン嗜好細胞の

浸潤等の所見は認むることが出來なかつた｡本 反

慮の発現機輔に関しては現在研究中である｡

190・結 核療 養 所退 所患 者 の蓮 命

図立千葉療養所 佐 藤 修

飯 田 政 雄

昭和14年 より同23年12月 末迄の10年 闇

一一 一160-一 ・
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の当所退所患者1960名 に付退所後の動静を調査

した所生存1037名(529%)死 亡589名(30.1

%),消 息不明334名(17.0%)で あつた｡こ れ

らの中腕外結核患者、資料不充分なる者等を除V・

た男子肺結核患者1285名 に付退所時臨床所見と

予後との閣係につき二、三統計的観察を試みた｡

(1)喀 疾中の撲菌歌況と予後

退所後3年 間及び5年 間の致命率は塗沫陽性例

(398例)で は62.2%、91.4%同 陰性例(566例)

では123%、26.2%培 養陽性例(67例)で は15・9

%、58.6%、 同陰性例(254例)で は4・1%、24・5

%で 排菌然況は予後に重大な関係がある｡増 養陽

性例は退所後1年 間は致命牽15%で あるが、5

年聞のそれは絹当高率を示してV・るのは注意すべ

〆きである｡次 に退駈後3年 以上の生存者中動静を
タ

詳にせるもの588例 に就V・てみるに菌塗沫陽性例

(75例)に ては療養中493%無 爲14.7%、 同陰

性例(513例)に ては療養中&8%、 無爲6.6%

で相当差違のあるを認めた｡

(2)「 病巣の廣さ」と予後

排菌歌況の他にレ線写眞の 「病巣の廣さ」によ

り努類 し夫々の致命率を求めた｡病 藁の廣さが同
一で も菌塗沫陽性か陰性かによ.り致命率に相当の

開きがあること、菌塗沫陽性例、同陰性例共に病

集の廣さの大なるもの程その致命率は高 くなるこ

と、塗沫陽性例で病巣の廣 さ1/2肺 葉を超えたも

のに於ては病巣の廣さによりユ年闇、3年 聞の致

命率には相当の差があるが5年 闇のそれには大差

履)な いことを示した｡

(3)人 工氣胸術 と予後.

1285例 中在所時氣胸を行いしことあるもの197

例である｡こ れらにつき排菌歌況、病巣の廣 さ別

に分類し、失々氣胸を行わなかつた例 とその致命

峯 を比較した◎菌塗沫陽性例に於いて同 じ病巣の

廣さを有 するもtz!)では氣胸を行つた例も行わなV・

例 もその率に大差はない｡又 菌塗沫陰性例に於て

も同様である｡師 ち氣胸により菌陰性化に成功す

る時初めて予後を良妊ならしめることを統計的に

恭 した｡そ の他室洞の存在、年令、赤沈値(1時

間値ンが予後に如何なる関係を有するかを統計的

に観察した¢

梱 ・肺結核の長期窺察例に対する一

考察 ・

東北大抗酸菌病研究所 菅 野 巖

一度入院した患者で、少 くとも二年以上蓮続し

て肺 レン トゲン写翼その他の生物学的諸反慮を観

察 し得た結核患者464名 に就き、観察当初の肺

「レ」線嫁上の病型 を見ると肺結核290名 の過半

融を占め、その内十年以上観察し海もの20名 あ

る｡又 之等の病型を社会歌勢の変化か ら考察9て

みるのに、職雫前期と比較 して満洲事変、支那事

変、更に激烈な太平洋職争期では肺結核が次第に

高率 を示 してv・る｡こ れを昭和2年 より昭和20

年迄の外來患者総数24782名 に就V・てみると全 く

同様の傾向であり、特に興味あるのは腹膜炎が最

近著しく減少して"る ことである｡又 職争前期に

は主に硬化型、激 しV・職争期では滲出型又は滲幽

増殖型が多 く認められたδ邸ち、甦会の変化と共

に結核 も亦一定の関係を以て変動 しているように

推察される｡択 に、肺結核290名 の内、室洞を有
一せざる127名 に就いて治療法 と予後 との関係を考

慮して観察す ると、長期治療観察中石友化竈を認

めて來るようなものの予後は概 して良好であるが

なかなかそれの認め難iいようなものは概して不良

のものが多い◎これは室洞を有する163名 に就い

ても全 く同様であり且つ室洞のなV・ものと比較 し

て一般に予後は不良である｡次 に石次化竈の出現

に就v・て観察すると、2乃 至3年 では最 も少 く、

7年 以上では敦れ も80%以 上石 次 化 竈 を認め

る｡又 石友化竈を認めた群の大部分は5年 以内に

石次化が現われてV・る｡そ して職争前期には最 も

高い石次化竈の出現を認め、最 も不安定な職争期

にはそれが最 も低い｡又 病型上、血行撒布は石荻

化の頻度最 も高 く、他の病型で は 硬 化 型最 も高

く、滲出型が最 も低 くなつている｡
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.添'田 箋 秋 ・秋 武 桃 吉

小 川 藍 ・直 村 貞 子

庄 島 賢 治 ・川 峙 洋 助

余等は結核の恢復度、治癒度の判定に資すべき

化学的楡査法の探索を企図し、先す最初に結核の

活動性診断に意義ありとぜ られる吉田氏反懸 を探

択した｡邸 ちA・B・(》 の3群 計64例 に就て詰

反慮を検し.而 して右を反磨陰性の者 と陽性の者

との2群 に分ち、その儘各群の作業を賦荷継続せ

しめて爾後の経過を観察、以て両者の事故牽 を比

較瞼討することにしだ｡,

今回の報告ぽその緩1ヶ 年聞に得た成績の総括

であつて追求例は55例 である｡そ れによると

(1)24例 に就いて4ケ 月乃至1ヶ 年の間隔を

おき吉田氏反懸が再度瞼せ られたが、内4例 が陰

性か ら陽牲に2例 が陽性か ら陰性に輻 じ其他の18

幾馨藷 奮麓譲 警罐 野需讐粂
1表 略)｡

(2)吉 田氏反磨陽性者31例 中悪化或は事故を

意味する何等かの臨床症状を示した ものが11例

慧 鵠 蝿 犠 禦:瓢総薩曇

1:灘晶諜 欝奮懲 欝 餐㍉談
ではない｡蓋 し結核の悪化乃至再発は療養態度そ

の他の外的内的の因子と密接な関係を持つ故本反

懸の意義に就いては更に深 く考究しなくてはなら

ぬ(第2表 略)｡

(3)本購 と血灘 降澱 或は畷 の齢 皇あ

間に麟 寺に関聯を見出し得なV・が虚腕療法施行者

に本犀懸が陰性を示す傾きのあることは前回の報

告に述べた6即 ち成形衛前吉田氏反磨が中等度陽

性であつた ものが術後陰性に輕化 した1例 を示 し
へ ゐ

たが、その後更にかかるものを経験 した｡

(4)そ こで研究者の1人 布田は同 じく結核の活

動性診断に用V・られる丸画氏 カルボール反懸を以

・て予後を トさんと志し、今回は主に手衛の前後に

於けるカルボール反慮の態度に就いて研討を加え

た｡EPち 検査例25例 中備前陽性者が陰性に鱒化

せる者14例 、不変の者9例 、陰性よ り陽性にな

繋

れるもの2例 な り｡自 覚症が術前に比し良 好なる

者18例 中本反鷹陰性化せる例12例 を占め・結

核の活動性診断として贋値あるものの如 く思考せ

らる(第3表 略)｡

193・肺結 核 患者 の 蓮合試 験 に就 いて

東京慈患医大古閑内科教窒

鈴 木 國 彦'

三宅鉱一氏の行われた、刺戟語法に倣い、名詞

32形 容詞及び動詞各9合 計50の 刺戟語を以て

健康人男女20名 計40名(肺 結核患者男70名

女50名 計120名 につき試験を行つた｡年 令は健

康人17歳 乃至44歳 患者16歳 乃至50歳 で両

音の教育程度を略 滋一一致するや う対照健康人を選

んだ｡. .

第1表 反癒語分類(%)

賦 ＼轡 瞬 入騰 患者
内 贋 位 ユ1・6'13・3

遽 賓 位i36・ ・4・ ・5

合 計47
.9d・4.9

外 同 海 ・8・・!・5・5

馨 計∵1二 隠
欠 如13.65、7残

余 其 他1・00.8

群 言14 ・66・5 ～

成績は第1、2表 の通 りで肺結核患者では健康

人に比し内蓮合特に賓位蓮合多 く、外 蓮 合 は少

く、残余群の内反磨欠如が多V・｡種 別では特に自

我性・説明型・文章性等が多 くみられる｡

症歌により重症者は反慮欠如最 も多く(9.5%)、

軽症者は内蓮合57.8%自 我性113%で 多きを示
のし

、中等症は大体薗者の中聞である｡

療養期間の長短に於いては、発病後3ケ 月以内

の者最 も内蓮合(61・4%)多 く中間の者は減 じ2

年以上になると再び多 くなる｡種 別も厨様な傾向

があり、(3ケ 月以内25・3%)自 我性のみについて

は長期2年 以上の者が最 も多い(11・5%♪ 、

鵡
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第2表 種 別(%)

＼

種 別

被験群1健 康 人

＼
肺結核患者

症

一
性

形

我

同

…
自

4｡2 2.4

4、4 9,2

読 明 型 等 1.1 2,7

文 章 性 O.9 2.9

刺戟語 再現 等 1、9 1.8

語 尾 変 化 o、9 0.9

色 情,性 O.3 0｡2

其 他 0,4 0,2

計 14.1 20｡3

ge.以上より症歌及びi療養期間の両端の者は中聞の

者 より肺結核患者の特徴をよく示し、中聞の者は

健康人の反懸に近いことを知つた｡
ピ

1反 鷹時間については健康人男2 ・8秒,女3.5秒 、

肺結核患者男35秒,女4｡0秒 で肺結核患者に梢

≧長 く、重症、中等症は軽症より、療養初期及び

長期の者は中間の者 より長いという結 果 で あつ
が 　

た｡な お分類におげる性別による相異は健康人 も

肺結核患者 も女子に反鷹欠如が多 く、外蓮合は少

ぐ、内蓮合には殆ど差がなかつた｡

194・肺 結核 患者 の精 瀞 医学的研究

璽精憩作業能力について

國立療養所再春荘 戌 松 孝 .人

〆 疹.椎 康 徳 寛

余等は先す肺結核患者の精神作業能力を知 らん

と欲 し・蹄結核患者190名 の精神作業能力を東大

脳研式智能検査法並びにクレーペリン内田氏累加

法によつて測定 した｡以 下その精榊作業能力の成

績を述べる｡

(1)東 大脳研式智能検査成績

(ィ)肺結核患者の平均総得点は100満 点として

男子高小卒57・5中 等卒71.4,專 門大学卒74.0,女

子高小卒46.7,中 等卒673で ある｡

苅照として検査 した健康者の平均総得点は男子

高小卒66・5,中等2$74.9,專 門大学卒80.8,女 子高

小卒61璃 中等卒71.9,で ある｡即 ち学歴別による

結核患者の平均総得点は対照健康音 と同じく専門

大学卒、中等卒、高小卒の順に低下 し、標準偏差

は小さくなる｡

(ロ)肺結核患者の平均総得点は男子は女子《比

し高小卒は10｡8,中 等卒は4ユ 高い｡対 照健康巻

の平均総毎点も男子は女子に比し高小卒は5・ユ,中

等卒ば3.0高 い｡印 ち性別による結核患者の平均

総得点は対照健康者 と同じく男子は・一般に女子 よ

りまさる｡亀

(ハ)結 核患者の平均総得 点を健康者のそれと比.

較した場合、男子高小卒は9.0、申等卒は3・5、專門

大学卒は6｡8、 女子高小卒は14・7、 中等卒は4・6

夫々低V・｡印 ち学歴、性別$の 條件を同じくして

比較 した場合、結核患者の平均総得点は健康者の

それ より劣る｡

(二)結核患者の平均総得点を症状別に区別した・

場合、男子高小卒は軽症60・8、,中 等症54・9・重
る

症6・ ・2・中等卒は軽症7砿 峰 症6&8.4症

70.6、專門大学卒は軽症75.5、 中等症74・5、重症

76.6、女子高小卒は軽症42.5、 中等症55｡5、 重症

50・5,中等卒は軽症52.5、 中等症65.4、 重症673

である｡自Pち学歴性別等の條件を同じくして比較

した場合、症歌別による結核患者の平均総得点に

特別の差異 を認φない｡

(2)ク レーペ リン内田氏累加法の成績

(イ)喀湊、赤沈、X線 所見並びに全身歌態によ

り確実に回復に向いつつありと思われる患者に3

～6箇 月の間隔を置V・そ累加法を再試すれば前作

業量、後作業量は共に前回より増加し、休憩効果

率は汝少する｡但 し作業量増加の場合は慣れの現

象をも充分考慮に入れる必要があるb

(ロ)疾病の軽快による作業量増加の平均値は軽

症の場合前作業量10・8,後 作業量&9中 等症の場

合前作業量12β 後作業量8・7で ある｡帥 ち作業

量の増加は疾病の軽重と平行しなV・｡

(ハ)症歌別による休憩効 果 率 の平 均艦は軽症

6・5、中等症&6、 重症12・4で ある◎師ち重症者

程休憩効果率が大きV・傾向を示す｡

以上の成績を総合し余等は肺結核患者の精神悸

業能力は疾病の軽重とは関係ないが健康者に較べ

れば低下し、且つ疾病の軽決につれて作業量は壇

嗅 、
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